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2.本庄逍跡9807調査地点の追構群
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1.本庄追跡9801・ 0712調査地点出土の青銀製帯金具
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序文

1998年度は年度末に理学部自然科学系の大学院建物建設の補正予算がついて、それまでも大学病院

や医学部内での建物建設が目白押しであったのに加え、さらに発掘調査を行なわねばならず、 1年を

通じて多忙な年であった。また、 2007年度も大学病院構内を中心として病棟建て替えや図書講義棟の

建設、附属小中学校の改修などに伴う発掘調査が目白押しであった。

本書はこの1998年と2007年に実施された熊本大学の構内で実施された発掘調査の成果を公開し、一

般市民の方に埋蔵文化財に対する理解を深めてもらうとともに、学術研究資料としての利用を図るも

のである。

黒髪北地区で実施された文化部室建設に伴う発掘調査では、黒髪北地区で広い面積を発掘した初め

てのものであった。調査の結果、それまで構内では見つかっていなかった縄文時代早期の包含層が確

認され、立田山の麓から斜面にかけての高い標高の地点には、それまで最も古いと考えてきた縄文時

代後期より古い遺構・遺物が存在することが明らかになった。また弥生時代中期を中心とした遺物群

も本遺跡が黒髪式土器の標式遺跡であることを証明するように、一帯に該期の遺構・遺物が濃密に存

在していることを裏付けた。

黒髪南地区で実施された理学部自然科学系大学院建物の建設地では、 7世紀末～8世紀後半を中心

とした竪穴住居址群が密集して検出された。黒髪地区にある本学および周辺は古代においても重要な

拠点にあたり、古代豪族建部の君の居住地や古代駅制の駅家「蚕養」駅の推定地として注目されてい

る。本地点の住居址群は、これらに出仕した下級役人たちの居住地が郡家の周囲にきわめて濃密に存

在することを証明している。

また、医学部や大学病院の所在する本荘地区においても1998年・ 2007年度を合わせて 3件の発掘調

在が実施され、 7世紀後半～8世紀代の竪穴住居址群を中心とした遺構群が多数発見された。青銅製

の帯金具や硯などの存在から官街関連の施設の存在も想定できるが、明確な遺構は把握できていない。

本地域も縄文時代後期から弥生時代前期、古墳時代中期、古代などの遺構が濃密な複合遺跡である。

附属小中学校の所在する京町地区における調査では、古代や弥生時代の遺構遺物が検出された。

本学における再開発に伴う埋蔵文化財に対する取り組みは、今年で15年目を迎えるが、この間、調

査にご協力を惜しまれなかった熊本市教育委員会、熊本県教育庁および周辺市町村の文化財ご担当各

位に感謝申し上げます。今後も文化財の保護と普及

に努力していきたいと思います。

平成21年3月25日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委員長 伊藤重剛



例日

1.本報告書は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査室が1998・ 2007年度に実施した発掘調査に関するものである。

2. 本書に収録した成果報告は、 1998・ 2007年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査報告とそれ

に関連する立会調査などの成果のうち、（黒髪北） 9802調査地点、（黒髪南） 9810調査地点、（本

荘中） 9801調査地点、（本荘北） 9807調査地点． 0712調査地点、（京町） 0719調査地点． 0721調査

地点の 7つの発掘調査に関するものである。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

II章：黒髪北地区 9802調査地点

皿章：黒娑南地区 9810調査地点

w章：本荘中地区 9801調査地点
v章：本荘北地区 9807調査地点． 0712調査地点
VI章：京町地区 0719調査地点． 0721調査地点

V11章：自然科学分析報告

4. 以上の調査を実施した1998年度と2007年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおり

である。

1998年度室 長：甲元慎之（文学部教授）

調 査 員：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手） （8月以降）

事務補佐員：大坪志子 (7月まで） •松嶋木綿子 (8 月以降）

2007年度室 長：木下尚子（文学部教授）

調 査 員：小畑弘已（文学部准教授）・大坪志子（文学部助教） •江頭俊介（施設部

技術補佐員）

事務補佐員：中川木綿子

5.遺物番号は地区ごとに 1から番号を付けている。写真図版中の番号はこれに一致する。

6. 本文は、小畑弘己（ I・皿． N・ V-1)、大坪志子 (II)、江頭俊介 (V-2・¥II)、高椋浩史

（九州大学大学院： VII)が執筆した。

7. 本書に使用した遺構実測図に関しては、小畑弘己・大坪志子・江頭俊介をはじめとする調査に参

加した熊本大学考古学研究室学生、埋蔵文化財サポートシステムによるものである。

8. 本書に使用した遺物実測図は、小倉 卓、辻村美代子、藤木聡、長谷智子、山菩早苗、小畑、

大坪 (II 章• III 章• W章 •V- 1章）、江頭 (V-2 章• VI章）が製作した。

9. 本書に使用した図版の製図は小畑、大坪、増井弘子、鬼塚美枝、首藤優子、江口 路 (II章・皿

章• W章 •V- 1章）、江頭俊介 (V-2 章• VI章）が行った。

10. 遺構実測及び製図には手描による記録とともに遺跡調査汎用システム（カタタ Ver.3ーアーケオ

テクノ社）、アイシン精機株式会社の遺跡実測支援システム「遺構くん」及び製図システム「ト

レース 3Dくん」を使用した。

11. 本書に使用した現場写真は小畑、大坪、江頭が、遺物写真は江頭、小山正子、末吉美記がこれを

撮影した。

12. 本書で使用した遺物観察表は、江口、鬼塚、首藤、長谷、山寄、小畑、大坪、江頭が作成した。

13. 本書に掲載した出土遺物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調査室に保管している。

14. 本書の編集は小畑が行った。
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I 構内遺跡と調在の概要





I 構内遺跡と調査の概要

1.熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒髪地区・本荘地区・九品寺地区・大江地区・宇留毛地

区・京町地区・城東地区及び下南部地区の 8区、市外の合津地区・阿蘇地区の 2地区に分散しており、

それぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表 l)。

法・文・教育・工学・理学部の校舎が設置されている黒髪地区は黒髪町遺跡（熊本市埋蔵文化財地

図No.8-88)に含まれる。本遺跡は熊本市中心部のほぽ北東端に位置する立田山（標高151.6m)の

南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖積面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900m、

南北1000mの遺跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る遺構・遺物を包蔵している。遺跡発見の経

緯は昭和11年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々學（現済々覺高校）の校庭から甕棺2基が発

見されたことに始まる。また昭和40年には隣接する九州女学院敷地においてやはり弥生時代中期の甕

棺や古墳時代の須恵器甑などを発見するに至り、その重要性が認識されるに至った。黒髪式土器の指

標遺跡である。このように弥生時代を中心とした遺跡としての認識が高いが、 1983年に実施された

済々羮翡校内における新たな調査によって古代の竪穴住居址と土師器・須恵器・黒色土器などの関連

遺物が出土し、その中には「寺門」銘の墨書土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的な性

格をもった遺跡であることが予想された（『新熊本市史料編第 1巻考古資料』新熊本市史編纂室1996)。

古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「養蚕駅」、旧飽田郡家の推定地と

しても注目を集めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれまでの周辺遺跡での発掘成果および文

献資料の検討、そして本調査室による発掘成果を受けて、済々幾高校から本学黒髪地区周辺が飽田郡

司建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの積極的な意見が展開されている（鶴嶋1997)。

このように、本遺跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて重要なもの

である。本報告において 2地点の発掘調査記録を収録している。

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧表

No 地区名（学部名） 所在地

黒髪北地区（法・文・教・大学セン
1 ター）

熊本市黒髭2丁目40-1 

黒斐北地区（教育学部附属養護学校）
熊本市黒髪5丁目17-1 

遺跡名称 遺跡の種類

黒娑町遺跡集落址

遺跡の時代 備

縄文・弥生・
奈良•平安

考

縄文・弥生・

奈良•平安

3 京町地区（教育学部附属小・中学校）熊本市京町本丁5-12 京町台遺跡集落址 弥生・近世

4 城東地区（教育学部附属幼稚園） 熊本市城東5-9 熊本城址
城館址・熊本城

関東遺構
近世

5 教育学部新南部農場 熊本市新南部居屋敷240-1新南部遺跡散布地 縄文・弥生

2 黒愛南地区（エ・理） 熊本市黒愛2丁目39-1 黒嬰町遺跡集落址

6 合津マリンステーション

7 本荘中地区（医学部）

8 本荘北地区（医学部附属病院）

9 本荘南地区（保健学科）

10薬学部

11大江地区

12宇留毛地区（職員宿舎）

上天草市松島町大字合津

6061 
前島貝塚 集落址

熊本市本荘2丁目 2-1 

熊本市本荘 l丁目 1-1 

熊本市大江本町5-l 

熊本市渡鹿4丁目 1-l 

熊本市黒嬰7丁目

本庄遺跡

本庄遺跡
（熊大病院

敷地遺跡）

1995年度の調査
縄文・弥生 によって貝塚で

ないことが判明

縄文・弥生・
散布地・集落址奈良•平安・

中世

散布地・集落址
縄文・弥生・

墓地
古墳・奈良・

平安・近代

縄文・弥生・

熊本市九品寺4丁目24-1 本庄遺跡 散布地・集落址奈良•平安・周辺遺跡
中世

大江遺跡群官衡址

大江遺跡 躾落址

宇留毛神社

周辺遺跡群
散布地

奈良•平安 周辺遺跡

奈良•平安

弥生・奈良・
平安

ー



1.熊本大学敷地と構内遺跡の概要

了
‘‘‘‘・
1 黒髪町遥跡群 28 桜,1,中学校校庭迎跡

： □歴に追跡群 召り門悶：辺凸跡群晨9
1 加麟跡群 31‘i'.itItA遺跡 ベ
5 打越迎跡群 32 ‘j<if毛B迎跡
6 す［越H塚 3:1 渡鹿追跡群

7 i帥Iiーノ谷横＇／（群 :i•I 辻逍跡
8 —ノ谷追跡 35 新南部追跡群

9 ！卑［II横穴群 ：16 f•飼遺跡
IO 舟枕遺跡 37 熊本城跡遣跡群
11 /IJ-楊111古瑣 38 1/糾園中学校校1廷迪跡

12 '̀暉（横穴群 39 新展敷磁跡

13 京町台追跡群 40 大江I,1J11追跡

11 J江町2I打遺跡 41 大江遺跡群

15 伝大道寺追跡群 42 l軒I'.!：追跡
16 内坪井逍跡 ・13 llf11J逍跡群

17 屯1蘭迎跡 44 [[J崎古収

18 松崎逍跡群 45 辛島町迎跡

19 )i ィ，-約ll,1,•Ift群 •16 I.If人町追跡
20 ,ゞ:1111[［山頂追跡 47 北加ii清遺跡
21 黒笈町 Fヽtll1逍跡群 -18 西水前寺町逍跡

22 )iィi約 1」迎跡 ，19 水liiiヽ'i'廃寺跡
23 t籾環跡 50 廊 1,廃寺跡
24 、・nu,1」}（中腹迎跡 51 神水泄跡

25 祖惰毛浦111,!i'防如地迎跡 52 |11分寺跡

26 hli山第 2横穴群 53 il iiti胡逍跡群

27 小社追跡 54 11！水国府跡

図 1 黒髪町遺跡・本庄遺跡の位置と周辺遺跡の分布図 (1/25000) 
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I 構内遺跡と調査の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、本庄遺跡（熊本大学病院敷地遺跡） （熊本市埋蔵

文化財地図No.8 -95)を包括する。本遺跡は黒髪町遺跡と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央

を流れる白川の河岸堤防上に位置する遺跡であり、標高は13~12mである。附属病院の所在する白川

寄りの地点が標高が裔く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より

分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高い。『熊本市中央北地区文化財調査報告書』（熊本市教育委員会1980)によれば、 1963

年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、遺跡の存

在が確実であるとされ、遺跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術的な

発掘調査は一度も実施されておらず、遺跡の詳細な内容に関しては本調査室における調査が実施され

るまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の小松原

公園）内においても須恵器片が採集され、遺跡の包含地がより広いことが想定されていた。このため、

1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷地内において計画された RI総合センター遺伝子実験施設の

建築に先立ち試掘調査を実施したところ、良好な状態で古代の遺構群が検出され、遺跡の広がりを確

認することができた。よって、遺跡の範囲は東西500m、南北500mを超えるものと推定される。なお、

本報告は本大学附属病院内で実施した 2件の発掘調査と医学部構内で実施した 1件の発掘調査の記録

を収録した。医学部短期医療短大の位置する九品寺地区は、この遺跡の範囲に入る。本格的な発掘調

査が実施されていないため、詳細は不明であるが、敷地中央部における立会調査において古代の遺物

包含層が確認されている。今回は2地点の発掘成果を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-93)の南西端に位置す

る。また、本学大江総合運動場は本遺跡群の北東端に位置している。地形は本庄遺跡とほぼ同じで、

白川河岸に隣接し、標高は13~20mである。本遺跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西1.8km、南北1.7km)かつ貴重な古代を中心とした遺跡群であり、

これまで60次にわたる調査が実施され、各種遺物を伴って、 8・ 9世紀代を中心とした古代竪穴住居

址群、掘立柱建物址、道路址、溝址などが検出されている（新熊本市史絹纂室1996)。本学が実施し

た調査においては、大江総合運動公園整備に伴う調査によって古代関連の遺物・遺構群が発見された

他は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内にお

いては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では遺構や包含層は

存在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-45) （東西

400m、南北350m)に包括され、同遺跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇4火砕流（凝灰岩）が形成した標高30~40mの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調査の嘴矢は、 1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、遺構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少量出土したことであり、現在では弥生時代遺跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971）。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の遺構・遺物が確認されている。今回は 2地点の発掘成果を収録した。

理学部附属臨海実験所の占地する合津地区は、熊本県天草郡松島町大字合津に所在する。遺跡は本

地区のある松島の南西部端、標高12mの丘陵端部に位置する。この松島を含めた一帯は有明海から不

知火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙
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2.調査に至る経緯

連古墳、大戸鼻古墳群など重要な古墳が密集しているように、古来より重要な拠点として意識されて

いたところでもある。また、縄文時代にはカルワ島遺跡や柳遺跡のように海岸部や海底に位置する遺

跡群が数多く発見されている。理学部の臨海実験所は、 1956年に天草で始めて発見された縄文時代遺

跡として著名な前島貝塚（熊本県遺跡地図57-013) とその東部にある梅殿古墳（同014)の隣接地に

あたり、同貝塚の広がりが実験所敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の遺構の存在も予想さ

れるような位置にある（熊本県教育委員会1968)0実際、 1996年に実験所の北部丘陵斜面にある宿舎

が建設された際、建設業者によって 7本の石斧が発見されているし、実験所の船着場南側の海岸では

本学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心とした土器や石器が採集されている。

よって実験所内とその周辺は縄文時代の遺跡・遺構が存在する可能性がきわめて高いところとして周

知されていたところであった。本地区においては、 1995年に臨界実験所実験棟改築工事に伴う発掘調

査によって、前島貝塚が貝塚ではなく、本丘陵上には縄文時代早期の縄文時代早期の遺物包含層や遺

構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋蔵文化財調壺室1996・小畑2001)。

2.調壺に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように 8地区に分散しており、どの校地も狭監化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部・附属病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成5年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設費を概算要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の遺物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年10月から黒髪南地区においで清報処理センターの建設工事が始まったところ、熊本市教育

委員会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認し

たところ、平成5年4月1日から熊本市文化財保護審議会において黒髪地区などが埋蔵文化財の包蔵

地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わる

試掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に先立

ち発掘調査が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当願いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調査の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い、責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設置されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊本大学埋
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I 構内遺跡と調査の概要

蔵文化財調査室（以下「調査室」と略する）を置き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成6年4月7日をもって熊本大学埋蔵文化財委貝会規則が定められ、調査委員会が設置され、委

員会内に調査室が置かれ、平成6年5月16日、委員会委員の委嘱、調査室長および調査員・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元慎之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成 6年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。それ以後の経緯については『熊本大学埋蔵文化財調査室年報』を参照されたい。

3. これまでの調査と本書収録の調査

以後平成21年3月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表2のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から1998・ 2007（一部）年度に実施した発掘調査の成果を報告

する。試掘・立会調査などについては年報において既報告であるので、本書からは除外した。 1998年

度は黒髪北地区において文化部室取設その他工事に伴う発掘調査 (9802調査地点）と黒髪南地区にお

いて理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）、本荘北地区において大

学病院薬剤部注射患者毎セット支給室等取設工事に伴う発掘調査 (9807調査地点）、本荘中地区にお

いて医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究センター建設に伴う発掘調査 (9801調査地点）

などの発掘調査が実施された。 2007年度は本荘北地区において 2件、京町地区において2件の発掘調

査が実施されたが、うち東病棟新営に伴う発掘調査 (0712調査地点）、教育学部附属小中学校校舎等

改修工事に伴う発掘調査 (0719調査地点）と教育学部附属小中学校校舎等機械設備改修工事に伴う発

掘調査 (0721調査地点）の計3件の発掘報告を本書に掲載している。

表2 既往調査地点と本書収録調査地点一覧表

1994年度

94 4 ・ 15 ~ 17 9401 （黒北）運動揚整備（照明塔建設）エ導 発掘説査 128出古代 古代土師器・須恵器 年報 1

94 ・ 4 ・ 21 9402 （黒北・南）基幹整備（教育学部エレペーター室取設）工事 発掘調査 47.5出現代 ガラス・磁器片 年報 l

94・4・25 9403 （黒北・南）地区基幹整備（工学部エレベーター室取設）工事 発掘調査 48rrl 包含層確認・土器片 年報 l

94 ・ 5 ・ 13 ~ 14 9404 （黒北）福利施設建設予定地の樹木移植 立会調査 30rrl 古代 年報 1

94 ・ 5 ・ 17 - 9405 （京町）附属中学校舎者建設工事 発掘調査 400面弥生・近世 縄文土器・弥生士器・須恵器・土師 本報告 I

6 ・ 25 器・近世陶磁器・砥石・鋸銭・瓦・ガ
ラス瓶

94 ・ 5 ・ 20/23/24 9406 （黒北）武夫原運動場整備（梨水枡埋設）工事 発掘調査 100面古代 年報 l

94・5・23- 9407 （黒北）福利施設建設工事 発掘調査 l,290面占代 本報告［

7 ・ 28 

94 8・1-8・10 9408 （渡鹿）グランド集水枡整備工事 発掘調査 40.4吋古代 土師器 本報告 I
立会調査

94 8 ・ 11 9409 （黒北）武夫原器具庫新営工事外灯基礎工事 立会調査 23.4面 包含層に達せず遺構なし．土師器 年報 l
片

94 ・ 8 ・ 12 9410 （京町）附属中学校電気引き込み配線工事 、・［会調査 13rrl 遺構・退物なし 年報 l

94・8・22 9411 （黒北）基幹整備（附属図宵館スロープ取設）工事 立会調査 25.5rrl 包含層に達せず．迫構・退物なし 年報 I

94 ・ 9 ・ 12 ~ 9412 （黒南）工学部実験棟新営工m 発掘調査 743.6出古代 古代竪穴住居址．古代土師器・須恵 本報告 I
10 ・ 31 器・瓦・土製印・鉄器・縄文土器

94 ・ 11 ・ 14 - 9413 （渡鹿）グランド整備工車 発掘調査 200rrl 縄文・古代 古代竪穴住居址・道路址．古代土師 本報告 I
12 ・ 22 器・須恵器・布目瓦・砥石・鉄器・縄

文土器・石器
95 ・ l ・ 17 -21 9414 （黒北）福利施設設備工事 ．t．会調査 !69rrl 遣構・遣物なし 年報 l

95・1・9-11、 9415 （黒南）工学部共同溝工事 立会調査 50rrl 近構・逍物なし 年報 1
l 26 ~ 2 ・ l 

95・2・27 9416 （城東）附属幼稚園排水管敷設．:['JI替工事 立会調査 129.7面 il'l構 •i1'l物なし 年報 I

95 ・ 3 ・ 15 -23 9417 （黒南）福利施設設備工事 立会調査
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3. これまでの調査と本書収録の調査

1995年度

95 ・ 4 ・ 25 -5 ・ 2 9501 （黒南）工学部研究実験棟新営 1期共同溝建設工事 発掘調査 90rrl 古代～近世古代竪穴住居址・柱穴・溝．縄文後 本報告I
期土器片・古代土師器・須恵器

95・5・9-!0 9502 （黒南）工学部附属工学機器七ンタ一新営工事 試掘調査 20面古代 包含層確認・古代土師器・須恵器 年報2

95・5・15-16 9503 （黒南）工学部RI研究実験棟建設及び基礎掘削 試掘調査 20面古代 集石，古代土師器・須恵器 年報2

95 ・ 5 ・ 29/30 9504-06（黒南）工学部研究実験棟新営霞気設備（その2)に伴う高 立会調壺 38rrl 造構・造物なし 年報2
・ 6 ・ 21 圧ケープル埋設

95 ・ 8 ・ 21 （黒南）工学部通信設備埋設 立会調査 14rrl 辿構・泄物なし 年報2

95・8・22 9508 （黒南）事務局前外灯配線改修 立会調査 !Orr! 造構・遺物なし 年報2

95・9・8- 9509 （合津）理学部附屈臨海実験所実験棟改築工事 発掘調査 298面縄文 集石．縄文早期土器・石器 年報2
10 ・ 12 

95・11・2 9510 （黒南）工学部研究実験棟新営 I期に伴うガス配管 立会調査 古代 古代包含層確認・古代土器片 年報2

95・11・6-8 9511 （本荘南）医学部RI総合センター遣伝子実験施設建設及び外 試掘調査 200面古代 古代包含層確認・竪穴住居址．古 年報2
溝切り替え 代土師器・須恵器

95 ・ 11 ・ 13 -16 9512 （黒南） 工学部研究実験棟新営 1期に伴う排水枡設龍 発掘調究 60rrl 古代 古代竪穴住居址・柱穴・包含層，縄 本報告I
文後期土器片・古代土師器・須恵器

95 ・ 11 ・ 17 9513 （黒南） 工学部研究実験棟新営 1期に伴う外泄 立会調査 辿構・進物なし 年報2

95 ・ 11 ・ 17 9514 （黒南） 工学部研究実験棟新営 1期に伴う外溝 立会調査 古代 古代土師器・須恵器片 年報2

95・11・21-22 9503 （黒南）工学部RI研究実験棟建設に伴う基礎掘削 立会調査 古代 古代土師器・須恵器 年報2

95・11・22 9515 （黒南）工学部研究実験棟新営 I期に伴う外溝 立会調査 古代 包含層確認・古代土師器 年報2

95・11・24 9511 （本荘南）医学部RI総合センター逍伝子実験施設建設工事 立会調査 一部包含層確認・遣構・遺物なし 年報2

95・ ll ・28-29 9516 （黒南） 工学部研究実験棟新営 1期に伴う外溝 発掘調査 72面縄文～古代包含踊・柱穴．縄文土器片・古代土 本報告 I
師器

95 ・ 12 ・ 1 9511 （本荘南）医学部RI総合センター遺伝子実験施設建設に伴う 立会調査 包含層確認・遺構・逍物なし 年報2
外溝切替

95 ・ 12 ・ 4 9517 （本荘南）医学部RI総合センター遺伝子実験施設に伴う樹木 立会調査 逍構・遺物なし 年報2
移植

95 ・ 12 ・ 5 9518 （黒南）工学部RI研究実験棟建設に伴う外溝工事 立会調査 10rrl 遺構・遣物なし 年報2

95・ 12・ 12-14 9519 （黒南） 工学部研究実験棟新営 1期に伴うガス配管 立会調査 古代 古代柱穴・溝古代土師器・須恵器 年報2

95 ・ 12 ・ 18 9520 （黒北） 教養部前道路改修 立会調査 IOrrl 泄構・造物なし 年報2

95-12 ・ 25- 9511 （本荘南） 医学部RI総合センター遺伝子実験施設建設 発掘調査 976.9面 縄文・古代 古代竪穴住居址・掘立柱建物・溝• 本報告I
96・2・22 道路・方形竪穴選構・土城，縄文土

器・石器・古代土師器・須恵器・鉄器

96 ・ 3 ・ 1 9521 （黒南）工学部校舎新営 試掘調査 弥生 弥生土城・ビット．弥生中期土器 年報2

96 ・ 3 ・ 8 9522 （黒北）文法学部・第五高等学校記念館庭園植栽工事 立会調査 古代 包含層確認・古代土師器 年報2

96 ・ 3 ・ 21 9523 （城東）教育学部附属幼椎園水遊び場兼足洗い場設備寄贈受 立会調査 迪構・造物なし 年報2
入

96・3・25-26 9524 （京町）教育学部附属小学校給排水管取替工事 立会調査 切．6面 遺構・辿物なし 年報2

1996年度

96 ・ 4 ・ 19 9601 （本荘北）医学部校舎建設 試掘調査 33rrl 古代 古代包含層・溝．古代土師器・須 本報告N
忠器

96-5-10 9602 （黒北）法文学部記念植樹 立会調査 1点 選構・造物なし 年報3

96・5・10- 9603 （黒南）工学部校舎建設 発掘調査 IOOOrrf 縄文・弥生・縄文後期包含層・古代竪穴住居 本報告w
6 ・ 24 古代 址・溝・掘立柱建物・土城・柱穴，

縄文後期土器・弥生中期土器・古

代土師器・須恵器・鉄器・瓦

96 ・ 5 ・ 13 9604 （黒北）教育学部ATMネットワーク付設工事 立会調査 40rrl 近代 遺構・遺物なし 年報3

96 ・ 5 ・ 14 9605 （京町）教育学部附属小学校ATMネットワーク付設工事 立会調究 14rrl 近代磁器 年報3

96・5・15 9606 （大江） 薬学部ATMネットワーク付設工事 立会調査 逍構・遺物なし 年報3

96 ・ 6 ・ 17 9607 （黒北）法文学部外灯設骰工事 立会調在 4rr/ 古代 一部包含層確認古代須恵器 年報3

96 ・ 6 ・ 19 9608 （黒南）工学部RI実験棟配線工事 立会調査 21面 辿構・遺物なし 年報3

96 ・ 8 ・ 5 9609 （黒北）入試保管眼建設工事（試掘） 発掘調査 4面 遺構・逍物なし 年報3

96・8・6-9 9601 （本荘北）医学部校舎建設に伴う樹木移植・貯水槽建設工事発掘調査 45.7面古墳・古代古墳時代前期竪穴住居址・古代竪 本報告w
(1 ・ 2 ・ 3区） 穴住居址，古墳時代土師器・古代

土師器・須恵器

96・8・22-27 9601 （本荘北） 医学部校舎建設に伴う切り替え道路建設 (4区） 発掘調査 37.4rri 古代 竪穴住居址．柱穴，古代土師器・ 本報告w
須恵器

96・8・29-30 9601 （本荘北） 医学部校舎建設に伴う切り替え道路建設 (5区） 発掘調査 28.2面古代 鼈址，古代土師器・須恵器 本報告w
96 ・ 9 ・ 6 9610 （黒北）教整部夏目漱石像建立 試掘調査 9rrl 迪構・退物なし 年報3

96・10・1-9 躙 1 （本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事 (6区） 発掘調究 104.3rrl 古代 古代道路・竪穴住居址，古代土師 本報告W
器・須恵器

96・10・11- 9601 （本荘北）医学部校舎本体工事（本調査区） 発掘調査 1686出縄文・古墳・縄文包含層・古墳土漿・古代道 本報告N

97 ・ 1 ・ 17 古代 路・竪穴住居址・据立柱建物・土

城・近代暮地．縄文後期土器・古

培／古代土師器・須恵器・鉄器・

石器

96 ・ 10 ・ 21-29 9601 （本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事 (7. 発掘調査 62.5面古代 古代竪穴住居址．甑．古代土師 本報告IV

8・9区） 器・須恵器

96 ・ 11 ・ 12 -13 9601 （本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事 (10区） 発掘調査 21.8rrl 古代 古代竪穴住居址．古代土師器・須 本報告w
忠器

96 ・ 11 ・ 12 9611 （黒南）工学部外灯付設工事 立会調査 0.4rrl 遺構・遺物なし 年報3

96 ・ 12 ・ 18 9612 （黒南）工学部電線埋設工事 立会調査 74.8rrl 迪構・選物なし 年報3

97 ・ 3 ・ 3-31 9613 （黒南）工学部研究実験棟11新営機械設備工事 立会調査 175点 逍構・遺物なし 年報3

97 ・ 3 ・ 7 9614 （黒南）工学部衝撃エネルギー実験所火薬庫取設工事 立会調査 109面 遺梢・遺物なし 年報3
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I 構内遺跡と調査の概要

1997年度

97 ・ 4. ・ 8 

97 ・ 5 ・ 7 

97・5・28 

97・7・28-
II ・ 4 

98・2・3-
2 ・ 13 

1998年度

9701 （本荘南）医学部情報リテラシー教育施設寵気設備その他の ：［会調査
改修工事

9702 （黒南）理学部ヘリウム棟増築・ヘリウム竹埋設工事 立会調査

9703 （本荘北）医学部外来臨床研究棟血液製剤管理室取設工事 試掘調査

9704 （黒南） 工学部校舎新常丁:l)I 発掘調査

97 ・ lO ・ 29 9705 （京町） 教育学部附屈中学校女性)7.（象述tr.

97 ・ lO ・ 22 9706 （黒北） 法文学部龍南他児（象建立

97・11・11~ 9707 （本荘北） 医学部基礎研究棟屋外配線．T．事
98 ・ 3 ・ 31 

98・1・30~ 9708 （黒北） 法・文・教育学部外灯設備増設工事
2 ・ 12 

9709 （黒南）管財係黒嬰6号111舎取り壊し工事

2lrrl 一部包含層を確認・退構なし．古

代土器片

126.6rrl 遺構・迎物なし

4rrl 迫構・迫物なし

1783.3rrl 弥生・古代・弥生時代甕棺墓・古代竪穴住居
近世 址・溝・掘立柱建物・柱穴・近世

落，弥生中期甕棺•土師器・鉄
器・古代須恵器・近世陶磁器

立会調査 2.6rrl 追構・迫物なし 年報4

立会調査 l.2rrl 遺構・遣物なし 年報4

立会調査 370面古代・近代近代墓地・古代土壊・柱穴．甕・ 年報4
人骨・墓石等・古代土器

立会調査 61.9rrl古代溝 年報4

年報4

年報4

年報4

本報告IV

立会調査 116rrl 占代 一部包含層を確認・遺構なし．磨 年報4
耗した古代土器

98 ・ 4 ・ 14 9804 （黒南）工学部校舎建設に伴う排水管撤去工事 立会調査 10面 掘削により遣構なし 年報5

98・6・26-7・2 9801 （本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物費源開発セン立会調査 2.4面古代 遺構・遺物認められず 年報5
ター新営支問配管替工事

98 ・ 7 ・ 6 

98 ・ 7 ・ 13 

98・7・28-
9 ・ 10 

98 ・ 9 ・ 21 -22 

98・9・25-
11 ・ 6 

98・9・28 

98・9・29 

98・9・30 

9801 （本荘南）同樹木伐採工事 立会調査

9809 （黒南）工学部3号館寵気設営工事 立会調査

9801 （本荘南）医学部エイズ学研究センタ＿・動物資源開発セン 発掘調査
ター新営工事

9803 （黒北）文化部室取設．丁．事に伴う樹木移植T．事 立会調査

9802 （黒北）文化部室取背股その他の工事 発掘調査

9805 （本荘北）大学病院病棟新営工事

9806 （本荘北）大学病院中央診療棟新営工事

試掘調査

試掘調査

9807 （本荘北）大学病院薬剤部注射患者毎セット支給室等取設工 試掘調査
事

遣構・遺物なし 年報5

3rrl 古代 迫物包含層を確認 年報5

972rrl 縄文・古代・竪穴住居址．掘立柱建物・溝・土 本杏

近世 坑

9rrl 逍物・遺構なし 年報5

575rrl 縄文・弥生・縄文土器・弥生土器・石器等・土 本杏

近世 城・溝・縄文・弥生迫物包含府確

認

!Orrl 古項・古代古項・古代土器 年報5

5rrl i可成砂礫層を検出．迫構・迎物な 年報5
し

2rrl 古代 追物包含層・柱穴検出．古代土器 本杏

片

98・10・6 9808 （黒南）工学部 l・ 9号館寵気埋設工事 立会調査 30rrl 

98・10・28- 9807 （本荘北）大学病院薬剤部注射患者毎セット支給室等取設工 発掘調査 175面 古代
11 ・ 20 事

98 ・ 11 ・ 2 9801 医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究センター関 発掘調在 139面
運図行館解体工事

遺構面に達せず．遺物なし 年報5

縄文土器・石鏃等 本杏

古代竪穴住居址•土城・溝・近代
溝

削平のため存在せず 本害

98 ・ 12 ・ 14 ~ 9810 （黒南）理学部自然科学等総合実験棟新営支阻配管替工事 ．立会調査 35rrl 古代 退物包含層・柱穴検出．古代土器 年報5
12 ・ 18 片

98 ・ 12 ・ 16 9802 （黒北）文化部室新営排水管敷股工事 立会調在 35rrl 古代 辿構面確認・迫構・逍物はなし 年報5

98 ・ 12 ・ 17 ~ 9805 （本荘北）大学病院病棟新営に伴う支障配竹替工事 ．,:［会調査 333rrl 古代 竪穴住居址．古代土器片 年報5
99 ・I・ IO 

99 ・ I・12

99 ・I・ 21 ~ 
3 ・ 25 

9811 （黒南）工学部実験室新設工耳

9810 （黒南）理学部自然科学等総合実験棟新営工事

99・2・2 9802 （黒北）環境整備事業に伴う文化部室解体

99・2・10 9802 （黒北）環境整備事業に伴う建築工事

99・2・ 18 9802 （黒北）環境整備賽業に伴う植樹工事

99・2・9- 9802 （黒北）環境整備事業に伴う霞気配線工事
3・9 

99 ・ 3 ・ 11 ~ 12 9812 （大江）渡鹿団地東OOIプロック塀改修工事

試掘調査 14ni 縄文後期土器 年報5

発掘調査 l.098ni 縄文・古代・縄文土器・石鏃等．古代竪穴住居 本杏

近代 址．柱穴・溝・近世溝

立会調査 260rrl 

立会調査 40rrl 

立会調査 12.3rrl 

立会調査 4rrl 

立会調査 70rrl 

迎構・遺物なし 年報5

迎構面には達せず．遥物なし 年報5

地表下2mで弥生時代迎物包含 年報5
層・迫構面を確認遺構・迫物な

し

地表下90cmで水田土を検出．迫 年報5
構・遣物なし

包含層・遺構面確認．迫構・遣物 年報5
なし

99 ・ 3 ・ 10 -31 9801 （本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究立会調査 57.5面古代 一部包含層・迫構面確認（ピッ 年報6
センター新営に係る配管切替工事 卜）・遣物なし

1999年度

99 ・ 4 ・ 5 -8 ・ 31 

99 ・ 6 ・ 14 -
7 ・ 14 

99 ・ 6 ・ 17 

99 ・ 7 ・ 19/26 

99・7・29-
7 ・ 30 

99・7・2-8・7 

99・9・22-
IO・ 5 

99・11・24-
11 ・ 25 

00 ・ 2 ・ 14 -
3 ・ 24 

00 ・ I ・ 25 

9901 （本荘北）病棟（軸）新営．T．事 発掘調査

9902 （本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物衰源開発研究 ．ff．会調査
センター新営電設工事立会

9903 （黒南）工学部研究実験棟Il-2-2新営工事に伴う植樹立会 立会調究

9904 （本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物安源開発研究 立会調査
センタ一新営基礎工事．立会

9905 （黒南）自然科学研究科・理学部総合研究実験棟新営ガス設 立会調査
営工事

9906 （黒南）自然科学研究科・理学部総合研究実験棟新営電気設 立会調査
営工事立会

9907 （黒南）工学部実験用プレハプ新築工事 発掘調査

9908 （黒束）附属焚護学校給食室増改築．t項 試掘調査

9909 （黒南）工学部衝繋・極限現境研究センター・サテライト・ 試掘調査
ベンチャー・ピジネス・ラポラトリー棟新営工事

9910 （本荘北）血液照射管理室増改築試掘 試掘調究

2.405rrl 縄文・古項・縄文時代石器・至・古墳時代住居
古代・近代 址・溝・土師器・古代住居址・柱

穴溝・土城墓・土師器・須恵器・

鉄器・胞衣壷・土鏡・近代溝

40rrl 占代 古代柱穴．溝．追物を少屈検出

IOrrl 辺構・遺物なし

2rrl 古代 迎構・遣物なし

50面 逍物・遣構なし

200rrl 古代 古代溝6条・柱穴2個．古代土器
片少lii:を検出

136.5面 縄文前期～ビット群．縄文土器片出土
晩期

42面近世以降 トレンチ2本設定して調査したが．
遣構なし 近世磁器片

1.853面 近世・近代畑址．墓地．近世陶磁器．煙管．
銅・鉄錢

2面 授乱著しく．遺構・迎物ともに確
認できず

年報6

年報6

年報6

年報6

年報6

年報6

年報6

年報6

年報6

年報6
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3. これまでの調査と本書収録の調査

00 ・ 3 ・ 6-14 9911 （黒南）水生動物飼脊舎建築工事 発掘調査 70.9rrl 縄文土器・古代土師器・須恵器 年報7

00 ・ 3 ・ 14 9912 （黒南・束）外灯取設工事立会 立会調査 3rr/ 造物・選構ともに確認できず 年報6

00 ・ 3 ・ 2 9913 医学部液化窒素供給設備新設工事立会 立会調査 7.84trl 逍構・迪物なし 年報6

00 ・ 3 ・ 16-17 9914 （本荘南）さく井設備工事立会 立会調査 25面 遺構・遺物なし 年報6

2000年度

00 ・ 4 ・ 7 0001 （黒南）水生動物飼育舎新営給水管設営工事 立会調査 6.1面 遣構・逍物なし 年報7

00・4・11 0002 （黒南）水生動物飼育舎新営砲気設営工事 立会調査 4.lrrl 辿梢・造物なし 年報7

()()． 4 ・ 17 0003 （本荘北）附属病院格納庫移設工事 試掘調査 5.8面 造梢・遣物なし 年報7

()()． 10 ・ 23 0004 （黒南）工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ 立会調査 18rrl 逍構・遣物なし 年報7
ベンチャー・ピジネス・ラポラトリー棟新営電気設営工導

00・ 10・30 0005 （黒南）工学部植栽工事 立会調査 63面 迪構・迪物なし 年報7

00・ 11 ・6-22 0006 （本荘北）附属病院基幹・現境整備第3井戸入 発掘調査 119.4rrf 縄文・古 縄文時代石器・古墳時代柱穴・住 年報7
水楷設営工事 (I区） 墳古代 居址・土師器・須恵器

00・11・22 0006 （本荘北）附属病院基幹・環境整備第 1井戸入水棺設営工事 試掘調査 4面 近・現代墓近・現代幕石・募狼・遣骨 年報7
地

00・11・27-29 0006 （本荘北）附属病院基幹・環境整備給水管配管工事 立会調査 85.5rri 逍構・退物なし 年報7

()()． 12 ・ 4-13 0006 （本荘北）附属病院基幹・現境整備排水管配管工事 (II区） 発掘調査 32rrl 縄文・古代土猥状逍構・縄文時代石器・土師 年報7
立会調査 器・ガラス玉・鉄器・須恵器

00・12・8- 0006 （本荘北）附属病院基幹・環境整備電気設営工事 ([V区） 立会調査 31.5面古代 辿構なし．土師器数点 年報7
01 ・I・ 10 

00 ・ 12 ・ 19 -20 0006 （本荘北）附属病院基幹・環境整備排水管配管工事（皿区） 発掘調査 20.4rrl 古代 住居址・土師器 年報7
立会調究

00 ・ 12 ・ 26-28 0006 （本荘北）附属病院基幹・現境整備給水管配管工事 立会調査 100.7面近・現代墓近代幕城・墓石・逍骨 年報7
地

01 ・I・ 29 OOO6 （本荘北）附属病院甚幹・現境．整備排水管配管工事 (V区） 立会調査 7rrl 遺物・迪構なし 年報7

01・1・22-30 OOO7 （京町）附屈中学校体育器具廊新営工事 発掘調査 119.4面 弥生・古代弥生・古代土師器・鉄器・土製紡 年報7
錘車

01 ・ 2 ・ 5 0008 （黒北）生涯学習境域研究センタースロープ取設工事 立会調査 28面 撹乱のため逝物・遣梢なし 年報7

01 ・ 2 ・ 6-9 0009 （黒南）理学部］・ 2号館身体障害者用設備整備工事 立会調査 70rrl 古代 包含隔を確認．古代土師器・須恵 年報7
器

01 ・ 2 ・ 16-19 0010 （黒北）体脊系部室解体・新営工事 立会調査 372rr! 逍物・遺構なし 年報7

0!・2・22 0011 （大江）旧食堂解体撤去工事・旧ポイラー室解体撤去工事 立会調査 132面 遺物・迪構なし 年報7

01 ・ 3 ・ 5-6 0012 （黒北）外灯取付工事 立会調在 3rr/ 遺物・迪構なし 年報7

01 ・ 3 ・ 6 0013 （大江）屋内巡動場（尚武館〕取り壊し工事 立会調査 500rrl 遣物・辿構なし 年報7

01・3・22 0014 （黒北）旧生活協同組合事務所解体撤去工事 立会調査 66面 造物・逍構なし 年報7

2001年度

0!・4・9-7・3 0101 （本荘北）附属病院医学部総合研究棟新営工事 発掘調査 1733.75rrf 古墳・古代・住居址・溝・畑址．襄鉄鏃・土師 年報8
近世・近代 器・須恵器

01 ・ 5 ・ 14 0102 （黒南）基幹・現境整備 試掘調壺 4.8nf 年報8

01 ・ 5 ・ 14 0103 京町団地高圧ケープル改修工事 立会調査 59.5nf 遺構・迪物なし 年報8

01 ・ 7 ・ 9 -26 0102 （黒南）基幹・環境整備 発掘調査 418.5面縄文 縄文土器・寛永通宝・風倒木痕． 年報8
防空濠

01・7・4- 0104 （本荘北）附属病院基幹・環境整備（共同溝設骰） 発掘調査 1.023.8面 縄文・弥生・住居址・溝・縄文土器・弥生土 年報8
IO・ 29 古墳・古代 器・土師器・須恵器・石器・鉄

鏃・青銅器

01 ・ 7 ・ 13 0105 （京町）正門取設工事 立会調査 7.12rrf 追構・遣物なし 年報8

01・7・30- 0106 （黒北）大学教育研究センター等改修工事 立会調査 3,907rrf 遣構・逍物なし 年報8
11 ・ 14 

01 ・ 7 ・ 31 0107 （大江）薬学部共同実験棟改修工事 立会調査 97.84rrl 造構・遣物なし 年報8

01 ・ 8 ・ 1/13 0]08 （京町）キャンパス情報ネットワークその他工事 立会調査 25面 迪構・遺物なし 年報8

0!・8・2/21 0109 （黒北）キャンパス情報ネットワークその他工事 立会調査 58rrf 遺構・迪物なし 年報8

01・8・27 0110 （大江）薬学部キャンパス情報ネットワークその他工事 立会調査 20rrl 選構・遣物なし 年報8

01 ・ 9 ・ 4 Olll （本荘南）医学部キャンパス情報ネットワークその他工事 立会調査 2.78rri 遣構・造物なし 年報8

01・8・22/9・4 0112 （黒北）食堂南側テラス整備工事 立会調壺 662rrl 迪構・選物なし 年報8

01 ・ 9 ・ 14 0113 （本荘南）医療技術短期大学キャンパス情報ネットワークそ 立会調査 105rrl 遣構・遣物なし 年報8

/10 ・ 1 の他工事

01 ・ 9 ・ 17 0114 （本荘北）附属病院キャンパス情報ネットワークその他エ串 立会調査 38rrl 遣構・遣物なし 年報8

01 ・ 10 ・ 19 Oll5 （黒南）理学部2号館南側排水工事 立会調査 8.4rrf 逍構・追物なし 年報8

01 ・ 10 ・ 22- Oll6 （本荘北）附属病院基幹・現境整備 (A~D地区・ポイラー 立会調査 426.4rrl 進構・追物なし 年報8

02 ・ 2 ・ 19 設備更新等）

01 ・ 12 ・ 8- 0117 （本荘北）医学部総合研究棟新営機械設備工事 立会調査 133.lrr/ 古代 住居址．柱基礎 年報8

02 ・ 2 ・ 9 土師器・須恵器

01 ・ 12 ・ 12- 0118 （黒南）基幹・環境整備（特商変電設備等・植栽その他） 立会調査 111.7rrl 追構・遺物なし 年報8

02 ・ 2 ・ 4 

02・2・25- 0119 （本荘北）医療用ガス供給設備室取設工事 発掘調究 205.Srr! 縄文・古墳・住居址・溝．掘立柱建物址・縄文 年報8

3 ・ 20 古代 土器•土師器・須恵器・鉄鏃

02 ・ 3 ・ 18 0120 （本荘北）総合研究棟周辺環境整備工事 立会調査 1492.7出 遺構・選物なし 年報8

02 ・ 3 ・ 18 0121 （本荘北）附属病院西病棟（仕上11)新営工事 立会調査 1076.4面 溝？・遣物なし 年報8

02・3・22 0122 （本荘北）附属病院西病棟砲気設備工事（仕上II) 立会調査 54rr/ 遣構・迪物なし 年報8

2002年度

02・4・3-4 0201 （黒北）大学教育研究七ンター C棟空調機取設工事給排水及 立会調査 29.3rrf 遺構・退物なし 年報9

ぴ室外機基礎工事

02 ・ 4 ・ 15-16 0202 （黒北）外灯設備工事 立会調査 199面 迪構・迪物なし 年報9

02 ・ 4 ・ 17 0203 （黒南）インキュベーション施設新営工事 試掘調査 3rrl 年報9

02 ・ 4 ・ 17 0204 （黒南）総合研究棟新営工事 試掘調査 4面 年報9

02・4・24 0205 （黒南）食堂衷エコクリーンソイル工事 立会調査 0.73rrl 逍構・迪物なし 年報9
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構内遺跡と調査の概要

02・5・20-29 

02・5・30-8・2 

02 ・ 6 ・ 3 

02・6・!2-
8 ・ 14 

02 ・ 7 ・ 2 

02・8・29 

02・10・1-10・ 
3 ・ 11 ・ 18 

02・10・7 

02 ・ 12 ・ 3/5/11 

03 ・ 2 ・ 7 

03 ・ 2 ・ 18 

03 ・ 2 ・ 21 

03 ・ 3 ・ 7 

03・3・10 

03・3・11 

03・3・26 

0206 

0203 

0207 

0204 

0208 

0209 

0210 

0211 

0212 

0213 

0214 

0215 

0216 

0217 

0218 

0219 

0220 

（黒南）総合研究棟新営に伴う樹木移植工事

（黒南）インキュペーション施設新営工事

（黒南）総合研究棟新営一次掘削に伴う電気工事

（黒南）総合研究棟新営工事

（黒北）図柑館南側学生部駐車場拡張工事

（京町）附属小学校スロープ取設工事

（黒南）工学部樹木移植工事

（本荘北）医学部総合研究棟新営工事（渡り廊下部分）

（黒南）通/Tll"I拡幅工事

（本荘北）総合研究棟新営電気設備工事

（本荘北）基幹現境整備外灯工事

（大江）薬学部実験動物慰霊碑建立工事

（黒北）外灯設備工事

（本荘南）体脊部室（プレハプ）新設工事

（黒北）外灯設備工事

（本荘南）塀新股工事

（新南部）教育学部新南部股場竹薮．灯II地境界掘り

発掘調究

発掘調究

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調究

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

28rrl 甕棺

8!0rrl 近世 畑址

32点 逍構・逍物なし

2.803面縄文・古墳住居址・溝・火葬墓・縄文土器・
古代 土師器・須恵器

24面 遺構・造物なし

13面 遺構・泄物なし

61.19rrl 包含層・縄文土器・石鏃

32rrl 

480rrl 

216rrl 

216rrl 

3.4rrl 

18.5rrl 

3rrl 

27rrl 古代

36rrl 

40rrl 古代

逍構・造物なし

追構・逍物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・造物なし

遺構・逍物なし

遺構・遺物なし

住居址・土師器・須恵器・砥石

逍構・逍物なし

住居址．柱穴・溝古代土師器・

須恵器

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

2003年度

03 ・ 4 ・ 10 

03・4・10 

03・5・20 

03・6・2-7・2 

03 ・ 7 ・ 18 

03 ・ 8 ・ 19 

03 ・ 8 ・ 6 -9 ・ 12 

03・9・4-9・8 

03 ・ 9 ・ 5 

03・9・29 

03・10・2 

03・10・1-
IO・ IO 

03 ・ I0.27 

03 ・ 11 ・ 6 

03 ・ 11 ・ 17 -28 

03・11・26 

03 ・ 12 ・ 9 

03・12・10 

04 ・ 1 ・ 13 

04 ・ 1 ・ 14 

04 ・ 1 ・ 15-19 

04・1・23-27 

04 ・I・ 30 

04 ・ 2 ・ 9 -2 ・ 16 

04・2・23 

04 ・ 3 ・ 4 

04・3・5-9 

04 ・ 3 ・ 9 

04 ・ 3 ・ 9 

04・3・10 

04・3・10 

04 ・ 3 ・ 10 

04・3・10 

04・3・11 

04・3・11 

04 ・ 3 ・ 15 

04 ・ 3 ・ 16 

04 ・ 3 • 17 

04・3・22 

04 ・ 3 ・ 19 

2004年度

04 ・ 4 ・ 7 

04 ・ 4 ・ 9 

04・4・!3-
5 ・ 31 

04・5・26 

04 ・ 5 ・ 14 
04 ・ 10 ・ 14 

04 ・ 5 ・ 21 

04・6・25 

0301 

0302 

0303 

0304 

0302 

0305 

0302 

0306 

0307 

0308 

0309 

0302 

0310 

0302 

0311 

0312 

0307 

0313 

0314 

0315 

0316 

0317 

0318 

0314 

0319 

0320 

032l 

0322 

0313 

0323 

0324 

0325 

0326 

0327 

0323 

0328 

0329 

0401 

0402 

0403 

0404 

0405 

（黒南）工学部薬品限新設工事

（黒南）総合研究棟共同溝設備工事

（黒南）事務局排水管修理工事

（本荘北）基幹・現境整備工事

（黒南）総合研究棟共同溝設備工事

（京町）附属小・中学校フェンス取設工事

（黒南）総合研究棟共同溝設備工事 (I区）

（本荘南）医療技術短期大学部北側駐車場環境整備工事

（薬）大江総合研究棟給排水管およぴ電気工事

（宇留毛）小碩宿舎 1棟揚水管漏水修理工ijJ.

（本荘南）動物慰霊碑新設工事

（黒南）総合研究棟共同溝設備工事

（黒北）教室新築工事

（薬）記念館廷設工事

（本荘南）発生医学研究センター施設整備事業

（黒南）総合研究棟共同溝設備工l!t（ガス管）

（本荘南）発生医学研究センター整備事業本体工事

（本荘北）中央診療棟（軸）設営工事

薬草園取設工事

（薬）大江総合研究棟給排水管及び砲気工事

（黒北）教室新築工事

（本荘南）医学部B棟• E棟． RI・ I[［動物舎取壊工事

（本荘北）東側駐車場整備工事

（黒南）理学部4号館周辺プレハプ等設骰工事

（本荘北）偕樹の木移植

（黒北）附属養護学校門横市避水道修理工事

（本荘南）医学部B棟• E棟． RI・ Ill動物舎取壊工事

（黒北）井戸改修工事

（黒北）福利施設空調設備取設工事

（黒南）外灯設備工事

（黒南）総合研究棟外灯設備工慕

（黒北）教室新築工事

（黒北）教室新築工事（空調機取設）

（本荘南）外灯設備工事

（本荘南）外灯設備工事

（黒北）外灯設備工事

（薬）外灯設備工事

（黒北）教室新築工事（植栽）

（京町）教行学部附属小中学校街路灯設備工事

（黒北） i肖火栓応急処阻

黒髪団地北地区教室新築工事（渡廊下設骰）

本荘団地北地区中央診療棟（軸）設営工事

本荘団地南地区発生医学研究センター建設工事

薬学部地区植物園棚支柱ほか設囮工事

薬学部地区宮本記念館新営機械設備及びその他工事

立会調査

試拙調査

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調究

立会調査

発掘調査

試掘調査

試掘調査

立会調査

立会調査

試掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

発掘調査

立会調査

. .，＇l会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

試掘調査

発掘調査

黒髪団地北地区熊本大学大学院社会文化科学研究科研究室新 試掘調査
築工事

本荘団地北地区中央診療棟（軸）設営工事 立会調査

立会調査

立会調査

2rri ii!!構・逍物なし

9.6rri 土師器

!6.8rri ii!!構・造物なし

333.5rri 縄文・古墳・住居址・溝・縄文石器・弥生土
弥生・古代 器・土師器・近代磁器

遺構・逍物なし

遺構． ii!!物なし
296rrl 

44.3rrl 

168.Zrrl 

539.2rrl 

7.54rrl 

3.64rrl 

4.02rrl 

253.5rrl 

逍構・遺物なし

遺構・造物なし

遺構・遣物なし

選構・逍物なし

近代・古代溝・ピット・陶磁器・土師器・弥

生土器

逍構・遺物なし

土師器

辿構・辿物なし

遺構・造物なし

13.75rrl 

7.4rrl 古代

557rrl 

3.6rrl 

26.58rrl 

4rrl 

11.2rrl 

45.5rrl 

398.8rrl 

l.567rrl 古代

30.7rrl 

83rrl 

16rrl 

2rrl 

l.567rrl 

23rrl 

!3.!9rrl 

3.4rrl 

4rrl 

!Orr! 

44rrl 

4rrl 

11.2rrl 

3.54rrl 

11.8rrl 

8.92rrl 古代

7rrl 

l.08rrl 

33.8nf 

10.44面古代

1241.75面古代

7.76面古代

150面古代

3.3面

68.48面

迪構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

逍構・退物なし

溝・ピット・土師器

遺構・逍物なし

逍構・逍物なし

中世・古代溝・ピット・掏磁器・土師器

逍構・迪物なし

遣構・遺物なし

辿構・逍物なし

遣構・遺物なし

遣構・遺物なし

逍構・遺物なし

遺構・遺物なし

造構・泄物なし

縄文土器片

逍構・迪物なし

土師器・須恵器片

遺構・遣物なし

逍楠・遣物なし

遺構・逍物なし

溝？ •土師器

土師器・須恵器・縄文土器

ピット・土師器

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

土師器

遺構・逍物なし

迪構・逍物なし

年報II

年報11

年報11

年報11

年報11

年報II

年報11

，
 



3. これまでの調査と本書収録の調査

04-6-28 本荘団地北地区（医病）碁幹・現境整備工事 試掘調査 10面 古代・縄文土師器・縄文土器・土城 年報11

04・5・24 0406 薬学部地区宮本記念館（仮称）建設工事（旧建物撤去・樹木 立会調査 1332.4rri 辿構・迪物なし 年報11
04-5-26 撤去・電気配線・給水管配管・ガス管配管・樹木移植）

04 ・ 6 ・ 4 
04 ・ 10 ・ 26-28 
04・11・12 
04・11・29 

04・7・26 0408 宇留毛団地小碩宿舎揚水管漏水配管改修工事 立会調査 26.2rrl 逍構・造物なし 年報 II

04・7・29 0409 黒嬰団地北地区記念碑設骰工事 立会調査 72rrl 逍構・造物なし 年報 11
04 ・ 8 ・ 6 
04・8・20 

04・8・23 黒嬰団地南地区理学部駐輪場取設工事 試掘調査 llrri 古代 柱穴・須恵器・土師器 年報 11

04 ・ 8 ・ 9 0410 黒髪団地北地区熊本大学大学院社会文化科学研究科研究室新 立会調査 370rrf 遣構・造物なし 年報II
04・8・!0-11 築工事
04・11・5 
04・11・11 

04-8-17- 0411 本荘団地北地区（医病）基幹·環境整備（ポンプ室 •RI 実 立会調査 420rrl 土師器・須恵器・縄文土器・竪穴 年報11
19 ・ 23 験棟取壊・ガス切替•水道プラグ止・周辺設備関連）エ庫 発掘調査 住居址・溝・ピット
04 ・ 9 ・ 3 
04 ・ 9 ・ 14 -22 
05・1・27-

04 ・ 9 ・ 16 0412 本荘団地北地区附属病院都市ガス漏配管修理工事 立会調査 5.7rrl 逍構・遺物なし 年報 II

04 ・ 9 ・ 16 0413 京町地区附属中学校台風被害による倒木起し 立会調査 8rr! 造構・辿物なし 年報II

04 ・ 9 ・ 16 0414 黒髪団地南地区工学部台風被害による倒木起し 立会調査 4rri 遣構・辿物なし 年報II

04 ・ 9 ・ 21 0415 薬学部地区宮本記念館新営機械設備及びその他工事 立会調査 IOrrl 造構・選物なし 年報11

04 ・ 9 ・ 21 0416-1 本荘団地北地区附屈病院台風被害による倒木起し 立会調査 8面 遺構・迪物なし 年報11

04 ・ 9 ・ 21 0416-2 本荘団地南地区医学部台風被害による倒木起し 立会調査 1.5rrl 遣構・遺物なし 年報 11

04 ・ 10 ・ 12 0417 黒髪団地北地区厘要文化財案内板設龍工事 立会調査 0.5rrl 迪構・泄物なし 年報 II

04 ・ 10 ・ 12 0417 黒髪団地南地区重要文化財案内板設骰工事 立会調査 0.5面 遺構・遣物なし 年報］］

04 ・ 10 ・ 19 0418 黒髪団地北地区夏目漱石記念碑標柱設椴工事 立会調査 03面 迪構・遺物なし 年報 11

04 ・ 10 ・ 22 0419 本荘団地北地区附属病院福利厚生施設引込配線工事 立会調査 2.23面 逍構・造物なし 年報11

04・11・1-28 0411 本荘団地北地区（医病）基幹・環境整備 発掘調査 551面 縄文・古墳・竪穴住居址．掘立柱建物址・溝・ 年報 11
古代 畑・土師器・須恵器・縄文土器・

鉄鏃・勾玉•石器

04・11・26 0420 薬学部地区テニスコート整備工事 立会調査 695rrf 選構・遺物なし 年報11

04・11・29 0421 黒髪団地南地区さく井設備工事 立会調査 43面 遣構・逍物なし 年報11

04 ・ 12 ・ 6 0422 本荘団地北地区中央診療棟（軸）工事 立会調査 66.39rr/ 遺構・逍物なし 年報11

04 ・ 12 ・ 15 馬髪北地区情報ネットワーク館関連工事 試掘調査 18rrl 古代 住居址．柱穴・須恵器・土師器 年報11

04・12・24 0423 黒髪団地北地区記念館（木造）取壊工事 立会調査 754rrl 逍構・逍物なし 年報II

04 ・ I ・ 11 0424 本荘団地北地区ポンペ庫取設工事 立会調査 14.5rrl 遣構・逍物なし 年報 11

05・2・1-2・7 0425 黒髪北地区情報ネットワーク館事前工事（配管工事） 立会調査 160.08rrl 古代 土師器・須恵器 本報告皿
~ 9 
05・2・21-3・ 0425 黒髪北地区情報ネットワーク館建設工事 発掘調査 1170.4rri 古代 土師器・須恵器 本報告m
30̀ 5. 9 ~ 6. 10 
05・2・4・8-9 0426 本荘団地北地区防火水楷取設工事 試掘•発掘 84rrl 中～近世 土師器・須恵器・馬骨・胴銭 年報 II

調査

05 ・ 2 ・ 4 0427 馬髪団地北地区資料館前水道管涸水修理工事 立会調査 I.5nf 遣構・造物なし 年報 11

05 ・ 2 ・ 21 -22 0428 黒髪団地南地区樹木移植工事 立会調査 19rri 辿構・遣物なし 年報11

05 ・ 2 ・ 21 0429 薬学部地区雨水設備工事 立会調査 4.25面 遣構・迪物なし 年報 11

05・2・28、3・ 14、 0430 本荘団地南地区駐車場現境整備工事 立会調査 1,846rrl 
4 ・ I 

05 ・ 3 ・ I 0431 黒髭南地区事務局倉廊新営工事 立会調査 l.2rrl 遣構・逍物なし

05 ・ 3 ・ I 0432 教育学部附属中学校卒業記念植栽等工事 立会調査 0.945rrf 遺構・遺物なし

05 ・ 3 ・ I 0433 教育学部附属幼稚園掲示板設冊工事 立会調査 0.81面 逝構・辿物なし

05 ・ 3 ・ 2 0434 黒髪南地区工学部危険薬品庫改修工事（仮称） 立会調査 !92.5rr/ 遣構・造物なし

05 ・ 3 ・ 9 0435 黒髪南地区さく井設備工事（追加分） 立会調査 5.6ni 遣構なし•土師器

05 ・ 3 ・ 10 ・ 15 ・ 0436 黒嬰南地区事務局倉廊改修工事 立会調査 62.14rrl 造構なし
16 ・ 18 

05 ・ 3 ・ 14 ・ 16 0437 大江地区薬学部外灯設備工事 立会調査 8.1面 造構・造物なし

05・3・22 0438 教育学部附属幼稚園遊具取設工事 立会調査 414rrl 逍構・進物なし

05・3・23 0439 黒髪南地区樹木植栽工事 立会調査 6rri 退構・逍物なし

05・3・24 0440 教育学部附属中学校洗濯機罹き場新設工事 立会調査 遺構・遺物なし

05・3・24 0441 教育学部附属小学校遊具取設工事 立会調査 2rrl 逝構・逝物なし

05・3・24 0442 （本荘北）附属病院福利厚生ガス管工事 立会調査 9.18面 退構． il!t物なし

05・3・24 0443 （本荘北）中央診療棟連絡棟I[管工事 立会調査 0.8rr/ 遺構・遺物なし

05・3・25 0444 黒髪東地区教育学部附属養護学校給水管桶水改修工事 立会調査 l.74rrl 逝構． i1!1物なし

05・3・28 0445 黒髪南地区事務局前樹木移植工事 立会調査 3.355rrl 遺構・逍物なし

2005年度

05 ・ 4 ・ 19- お01 本荘団地南地区駐車場現境整備工事（追加） 立会調査 28吋古代 土師器・須恵器 年報12
4 ・ 20 

05・4・27 0502 医学部附属病院排水貯留槽ボンプアップ排水管補修 立会調査 4n1 迪構・造物なし 年報 12

05・2・4-6-10 0425 （黒嬰）情報ネットワーク館本体工事 発掘調査 1065.2rrl 縄文・古代竪穴住居址．掘立柱建物・縄文土 本報告皿
器・土師器・須恵器・黒色土器

05・5・30, 0503 （本荘）発生医学研究センター施設整備事業（外構） 立会調査 2337.2面 遺構・造物なし 年報 12
6. 4 ~ 
6-5 

6 ・ 14 

05 ・ 6 ・ 7 0504 小碩宿舎埋設ガス配管涸れ補修•新設工事 立会調査 7rrl 遺構・遣物なし 年報12

6 ・ 10 

10 



I 構内遺跡と調査の概要

05・6・9- 0505 （医病）基幹・環境整備（設備・曳き家lliJ) 立会調究 55.96rrl il!l構・遺物なし 年報 12
6 ・ 10 
6 ・ 12 

05・6・20 0506 （大江）薬学部テニスコートフェンス］Ill.設 立会調査 2.28面 遺構． il'!物なし 年報12

05 ・ 6 ・ 21 0507 （本荘中）敷地境界プロック改修工事 立会調査 10.5面 遺構・遣物なし 年報 12

05 ・ 7 ・ 8 0508 （黒髪）情報ネットワーク館仮設進入路工事 立会調査 40.9面古代 土師器・須恵器 年報］2

05・7・!3- 0509 （医病）甚幹・環境整備（曳き家・移動先） 発掘調査 1147面縄文・弥生住居址・溝・土師器・須恵器 年報 12
7 ・ 14 古埴・古代

7 ・ 19-
9 ・ 30 

05 ・ 7 ・ 19 0511 本荘団地北地区雨水配管補修 立会調査 7.6点古代 包含暦・土師器・須忠器 年報12

05 ・ 8 ・ l 0512 教育学部附屈幼稚園物骰設骰 立会調査 0.96rrl 逍構・遣物なし 年報］2

05・8・2- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 1 立会調査 9.7面古代 土師器・須恵器 年報12
8・3 工④

05・8・2- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 198.75面古代 士師器・須恵器 年報12
8 ・ 25 理②

05 ・ 8 ・ 5 0514 医学部南地区テニスコート内給水設備工事 立会調査 19.94rrl i!!l構・遺物なし 年報12

05・8・5- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業一 l 立会調査 17.Srri 遺楠・逍物なし 年報12
8 ・ 10 工⑤

05・8・8- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 発掘調査 80.88rr/ 古代 住居址・土師器・須恵器 年報 12
8 ・ 18 工①

05 ・ 8 ・ 18 0515 本荘団地（南地区）駐車場環境整備工事（その2)、追加変更 立会濶査 235.98rr/ 古代 住居址・土師器・須恵器 年報 12

05 ・ 8 ・ 18- 0515 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 14.7rrl 逍構・退物なし 年報12
8 ・ 23 工⑥

05 ・ 8 ・ 19- 0513 （黒嬰南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 4 立会調査 259.rrl 逍構・辿物なし 年報12
8 ・ 29 工⑬

05・8・24 0516 本荘団地中地区外灯設備工事 立会調査 ll.4rrl 逍構・逍物なし 年報 12

05・8・23- 0513 （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 17.2面 遺構・逍物なし 年報12
8 ・ 29 工⑫

05・8・25 0513 （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 1 立会調査 14.7面 追構・逍物なし 年報12
工⑦

05・8・25 0513 （黒梃南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 86.lrrl 遺構・辿物なし 年報］2
工⑧

05・8・25 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 1 立会調査 65.rrl 遺構・逍物なし 年報12
理③

05・8・25 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー[ 立会調査 120.25rrl 迪構・追物なし 年報12
理④

05-8-29- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等市業ー 2 立会調査 24.6rri 遺構・遣物なし 年報12
8 ・ 30 工⑪

05・8・30- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 20.4rrl 遺構・逍物なし 年報12
9 ・ I 工⑩

05 ・ 9 ・ I - 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-I 発掘調査 67.6面縄文・古代竪穴住居址・縄文土器・土師器・ 年報12
9 ・ 13 理① 須恵器

05 ・ 9 ・ I. 0517 （医病）基幹・環境整備（曳き家・現在地） 立会調査 1337rr/ 遺構・逍物なし 年報12
9 ・ 20 

05-9・4- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 1 立会調査 48.75面 逍構・逍物なし 年報12
9・5 理⑤

05 ・ 9 ・ 12 - 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設腋備等事業ー 2 立会調査 43.9rr/ 造構・遺物なし 年報12
9 ・ 27 工⑨

05 ・ 9 ・ 13 0518 附属病院都市ガス設備改修工事 立会調査 29面 遺構・逍物なし 年報12

05 ・ 9 ・ 14 0519 （黒髪北）学務部倉廊取設工事 立会調査 157.76面 遺構・遣物なし 年報12

05 ・ 9 ・ 15 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 5 立会調査 0.79rr! 包含暦・ピット 年報12
工⑭

05 ・ 9 ・ 15 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー1 立会調査 40.5面 逍構・遣物なし 年報12
工⑮

05 ・ 9 ・ 15 0520 本荘団地北地区入退院棟前スロープ取設工事 立会調査 17.18rrl 逍構・逍物なし 年報12

05 ・ 9 ・ 15 0521 本荘団地（北地区）台風倒木引起し 立会調査 2.355rr/ 遺構・遺物なし 年報12

05 ・ 9 ・ 16 - 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 97.342面古代 土師器・須恵器 年報12
10 ・ 2 工②

05 ・ 9 ・ 16 0522 医学部附属病院管理棟屋外給水パルプ取替工事 立会調査 225rri 遣構・造物なし 年報12

05・9・27 0523 （医病）中央診療棟（仕上） 立会調査 57.6面 逍構・迪物なし 年報12

05・10・1!- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー2.3 立会調査 150面古代 住居址・溝・土師器・須恵器 年報12
II ・ 7 工③

05-10・11 0524 本荘団地（北地区）駐ll［ゲート整備工事 立会調査 261.33rri 逍構・逍物なし 年報12

05 ・ 10 ・ 13 - 0525 （黒髪）情報ネットワーク設備工事 立会調査 73.6面古代 柱穴・土師器・須恵器 年報12
10 ・ 14. 
10 ・ 17-
JO・ 18 

05 ・ 10 ・ 14 0526 埋文調査室内部改修機械設備工事 立会調査 2.0rrl 逍構・造物なし 年報12

05 ・IO・ 19 - 0527 （黒髪北）文法学部本館スロープ整備工事 立会調査 44rrl 遺構・逍物なし 年報12
10 ・ 20 

05・10・21 0528 工学部ものづくり実習室新営工事 立会調査 810面 逍構・遺物なし 年報12

05・10・25 0529 （医病）外来臨床研究棟玄関前環境整備工事 立会調査 38112rrl 遣構・遺物なし 年報 12

05-10・26 0530 薬学部温床室（苗床温室）補修工事 立会調査 5.5rrf 辿構・逍物なし 年報12

05・11・4 0531 旧情報処理センター屋外階段取設工事 立会調査 9rri 遣構・逍物なし 年報12

05・11・7 0532 教育学部附属禿護学校給水引き込み漏水補修 立会調査 3.5rrf 遣構・遣物なし 年報12

05・11・7 0533 （黒北）ポイラー室給水管補修工事 立会調査 !Im 遣構・逍物なし 年報12

05 ・ 11 ・ 16. 0534 黒髪南地区囲障改修工事 立会調査 124.3rrl 遺構・造物なし 年報］2
11 ・ 21 

05・11・29 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 48面古代 住居址．柱穴 年報 12
12 ・ 15 工⑯

11 



3. これまでの調査と本書収録の調査

05・11・29- 0513 （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 発掘調査 24面古代 住居址・溝・ビット・土師器・須 年報12
12 ・ 5 理⑥ 恵器

05 ・ 12 ・ 4 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 117.4面古代 土師器 年報12
工⑰

05 ・ 12 ・ 7 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 87面古代 ピット・土師器・須恵器 年報12
工⑱

05・12・9 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 25面古代 包含層・土師器・須恵器 年報12
工⑲

05 ・ 12 ・ 12 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設盤備等事業ー2,5 立会調査 rr! 迪構・追物なし 年報12
工⑳

05 ・ 12 ・ 12 0535 教育学部新南部JI場竹藪抜根 立会調査 455.7rrl 柱穴 年報12

05 ・ 12 ・ 13 05l3 （黒愛南）工学部他校舎改修等施設整備事業一 l 立会調査 0.5rrl 遺構・造物なし 年報12
エ21

05 ・ 12 ・ 13 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調在 3rrl 迪構・選物なし 年報12
エ22

05 ・ 12 ・ 13 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 1 立会調査 87.5rrl 逮構・選物なし 年報12
エ23

05 ・ 12 ・ 13 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 18rr/ 造構・迪物なし 年報 12
エ24

05 ・ 12 ・ 14 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 86.6rrl 逍構・逍物なし 年報 12
理⑦

05 ・ 12 ・ 14 0536 医学部弓道場設備工事 立会調査 82.73rrl 遺構・逮物なし 年報12

05 ・ 12 ・ 15 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等半業ー1,2 立会調査 286.5rrl 造構・遺物なし 年報 12
理⑧

05 ・ 12 ・ 16 0537 理学部プレハプ倉廊新営工事 立会調査 167点 迪構． il!t物なし 年報 12

05 ・ 12 ・ 19- 0538 （黒髪）情報ネットワーク館設備工事（追加） 立会調査 70.235面古代 土師器・須恵器 年報12
12 ・ 21, 
12 ・ 26 
06 ・ l ・ 6-
I・ II. 
2 ・ 27-
3-2 

05・12・22 0539 本荘団地（中地区）ゴミ骰場取設 立会調査 48.5Irri 逍構・遺物なし 年報12

05 ・ 12 ・ 26 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調在 IOrrl 遺構・遺物なし 年報12
理⑨

06 ・I・ 4- 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 発掘調査 89面古代 住居址・土師器・須恵器 年報12
1 ・ 19 理⑩

06 ・I・ 5 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 70rrl 遺構・逍物なし 年報］2
理⑪

06 ・ 1 ・ 10. 0540 本荘団地（南地区）埋設ガス管改修工事 立会調査 61.8rrl 遺楠・遣物なし 年報 12
I・ 25 

06 ・ 1 ・ 17 0513 （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 7 立会調査 lrrf 避構・退物なし 年報 12
エ25

06 ・I・ 20 0513 （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 7 立会調査 708rr/ 逍構・遣物なし 年報 12
エ26

06 ・I・ 26. 0541 （黒髪南）理学部駐輪場整備工事（追加・再追加含む） 立会調在 lll0.6rrl 古代 土師器・須恵器 年報12
2・2 

2 ・ 10 
2 ・ 27 

06 ・I・ 23 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 7 立会調査 45.4rr/ 遺構・逍物なし 年報12
エ27

06 ・I・ 24 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 2 立会調査 12rrl 選構・造物なし 年報12
エ28

06 ・I・ 26 0513 （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー］ 立会調査 40面 逍構・追物なし 年報 12
エ29

06 ・I・'ZI 0542 （医病）基幹・現境整備（曳き家・移動経路） 立会調査 1464ni 遣構・選物なし 年報12

06 ・I・ 30 0513 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー 3 立会調査 656.lrrf 遺構・逍物なし 年報 12
エ30

06 ・ 2 ・ 13 0543 附属病院職員厚生施設園庭整備 立会調査 338.9rr/ 迪構・選物なし 年報12

06 ・ 2 ・ 16, 0544 （医病）基幹・環挽整備（設備・曳き家後） 立会調査 39rr/ 遣構・遣物なし 年報12
3 ・ 13 

06 ・ 2 ・ 17 0545 教育学部附属幼稚園プランコ用ゴムマット布設 立会調査 12面 遺構・遣物なし 年報 12

06・2・24. 0546 （黒髪）情報ネットワーク館新営工事に伴う外構工事 立会調査 1837rr/ 古代 住居址・土師器・須恵器 年報 12
3 ・ 7-
3 ・ 8. 
3 ・ 13, 
3 ・ 16-
3 ・ 17 

06・3・10 0547 （黒髪）北地区学生会館西側パイク置場設冊工事 立会調査 48rrl 退構・辿物なし 年報 12

06 ・ 3 ・ 13 0548 本荘団地（中地区）渡り廊下設骰 立会調査 5.5面 逍構・遺物なし 年報 12

06・3・24 0549 （医病）外来化学療法センター屋外汚水配管工事 立会調査 l.92rrl 選構・逍物なし 年報12

06・3・30 0550 ぎ木補修工事 立会調査 0.9lrri 進梢．迪物なし 年報12

2006年度

06・4・11 0601 教育学部附属中学校テニスコート移設 立会調究 5.94rrl 遣構・造物なし 年報 13

06・4・11 0602 （黒髪北）接地工事 立会調査 6rrl 遣構・遣物なし 年報13

06・4・!! 0603 （黒髪北）蛮科館改修工事 発掘調査 32.lrr! 古代 土師器 年報］3

06-4・11- 0604 （黒髪北）演料館改修工事（展外排水） 発掘調査 25.12面古代 土師器 年報13

4 ・ 12 

06 ・ 4 ・ 12 0606 工学部研究実験用車廊取設工事 立会調査 49.05面 遺構・選物なし 年報13

06 ・ 4 ・ 13 0605 放送大学案内板取設工事 立会調査 1.5rrl 逍構・遺物なし 年報13

06 ・ 4 ・ 18- 0607 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業＿， 立会調壺 5.2rr/ 遺構・泄物なし 年報 13

4 ・ 19 
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0608 

0609 

0610 

0611① 

0611 
② 

0612① 

0612② 

0614 

0613 

0615 

（黒髪北）前而歩道配管補修主事

理学部駐輪場ガス洩れ補修

教育学部附属小学校遊具新設

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー1

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-2

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業ー2

（黒髭南）工学部他校舎改修施設整備等事業．6

（黒髪）環境安全センター給水配管補修

附屈病院中央診療棟新営電気股備工事

附属病院中央診療棟新営機械設備（衛生）工事

0612③ （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-I

0616 

0617 

0618 

0619 

0611③ 

0611④ 

0620 

0611⑤ 

0611⑥ 

0611⑦ 

教育学部附属中学校給水管補修工事

（黒髪）プール附属家等現境配慮改修（アスペスト処理）工事

医学部附属病院駐車場側溝修理

教育学部附属登護学校屋外人工芝張替その他工事

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-3

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-2

教育学部附属小学校プール系統給水漏水補修工事

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-10

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業40

（黒嬰南）工学部他校舎改修施設整備等事業40

0611⑧ （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-10

0611⑨ 黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-2

0621 （黒髪）プール附属家等環境配慮改修（アスペスト処理）エ

0622 

0623 

0624 

0625 

0626 

0627 

0628 

0629 

0630 

0631 

0632 

0612④ 

0633 

0634 

0635 

0636 

0637 

0638 

0639 

0640 

0641 

0642 

0643 

0644 

0645 

0646 

0647 

0648 

事その2

（医病）環境整備（西側駐車場等）工事

里髪団地外灯取設その他工事

附属病院設備管理棟アキュームレータードレン管漏れ修理

（医病）基幹・環境整備（外灯）工事

（医病）基幹整備（ボイラー設備他更新）工事

（大江地区）雨水設備工事

医学部附属病院管理棟北側外灯撤去工事

（本荘）医学部保健学科校舎改修硼気設備工事

黒髪南地区工学部通用門周辺植栽

渡鹿団地防火用水撤去工事

事務局正門樹木植替え

（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-6

本荘北地区南側駐車場歩道環境整備工事

（本荘）医学部保俺学科校舎改修機械設備工事

附属登護学校ガス漏れ緊急立会

理学部4号館昇降路取設工事

（本荘）医学部保他学科校舎改修工事

（宇留毛）ゴミ骰き場取設工事

（本荘）医学部保健学科校舎CT用接地工事

黒髪団地北地区知命堂ガス漏れ調査

（本荘中）医学部門衛所取り壊し工事

宇留毛団地災害復旧工事

（黒髪南）理学部温室取り壊し工事

（南地区）西側囲障改修工事

本荘南地区テニスコート埋設給水管漏水工事

（医病）現境整備（救急棟改修）機械設備工事

（教）附属幼稚園囲障改修工事

（医病）現境整備（山崎記念館外部改修）工事

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

発掘調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

l.3rrl 

1.7面

0.98rrl 

32rrl 

129rrl 

l.Irrl 古代

24rrl 古代

0.57rrl 

72.4rrl 

153rrl 古代

21.98面古代

1.7面

0.59面

8.75面

420.51面

20.7面

64.1面古代

2.8rr/ 

49.64rr/ 

140面

32.96面

55.Irr{ 

10.5nf 

44nf 

発掘調査 8,077.5rrl 古代
(50重68rrl)

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

発掘調査

26.79面

2.16面

296.4面

106.7rrl 

0.24点

2.8面

239.4面古代

15面

56.93面

3.36rri 

162.7rri 古代

立会調在 2943.79面

立会調査 113.36m 

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

13.45面

30.35面古代

341.2面

35出

4.35面

1.52面

52.42rrl 

134.82面

101.7面古代

55.28面

763rrl 

5.77rrl 

25.7面

1.15面

構内遺跡と調査の概要

遺構・遺物なし

遺構・造物なし

逍構・造物なし

逍構・逍物なし

造構・造物なし

柱穴・士師器

柱穴・土師器・須恵器

逍構・逍物なし

造構・迪物なし

土師器・須恵器

土師器・須恵器

辿構・遺物なし

泄構・遣物なし

追栂・遺物なし

追構・遣物なし

溝•土師器

遣構・造物なし

逍構・迪物なし

退構・造物なし

迪構・造物なし

逍構・遣物なし

土師器・須恵器

遣構・迪物なし

遺構・遣物なし

遣構・迪物なし

逍構・遺物なし

逝構・迪物なし

土師器

進構・迪物なし

造構・遺物なし

迪構・退物なし

土師器・須恵器・動物骨

遺構・迪物なし

追構・遺物なし

逍構・遣物なし

土師器・須恵器・礫

遺構・遺物なし

遣構・遣物なし

遣構・遣物なし

逝構・退物なし

逍構・迪物なし

遣構・造物なし

土師器

遣構・造物なし

辿構・遣物なし

辿構・遺物なし

選構・遁物なし

遺構・造物なし

年報 13

年報 13

年報13

年報 13

年報 13

年報13

年報13

年報 13

年報 13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報］3

年報 13

年報13

年報13

年報 13

年報 13

年報 13

年報 13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報］3

年報13

年報 13

年報 13

年報 13

年報 13

年報13

年報13

年報 13

年報13

年報13

年報13

年報 13

年報 13

年報13

年報 13

年報13

年報13

年報 13

年報13

年報 13

年報 13

年報13

年報 13

年報 13

年報 13

年報13
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3. これまでの調査と本書収録の調査

2007年度

07・4・10 0701 （教）附屈焚護学校東l"l等改修工事 立会調査 2 rrl 逍構・逍物なし 年報 14

07 ・ 4 ・ 12 （本荘）医学部図書講義棟新営工事 試掘調査 古代 溝．柱穴・土器 年報 14

07・4・13 0702 教育学部附属幼稚園飼脊小屋取設工事 立会調査 1s.21m 逍棉． i1!l物なし 年報14

07 ・ 4 ・ 16 0703① （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-6 立会調査 6lrri 遣構・遺物なし 年報 14
4 ・ 20 

07・5・7- 0704 （黒髪南）新営工事に伴う樹木移植J:．9Jt ... ［会調査 446rrl 古代 土師器・須恵器 年報 14
5-8 

07 ・ 6 ・ 7 （医病）束病棟新営工事 試掘調査

07 ・ 6 ・ 13 (J/05 （医病）束病棟新営に伴う支障配線替工事（電気設備） 立会調査 7 rri 遣柄・遺物なし 年報 14

07 ・ 6 ・ 19 0703② （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業13 -，［会調査 469.2rri 遺構・造物なし 年報14
6 ・ 21 
6 ・ 27 

07・6・20 0706 本荘南地区保健学科通1111"1整備 立会調査 17.4nf 遺構・遺物なし 年報 14

07・6・20 黒髪北地区総合研究棟新営工事 試掘調査 柱穴・土器 年報 14

07・6・25 0703③ （黒愛南）工学部他校舎改修施設整備等事業13 立会調査 31.4rrl 巡構・辿物なし 年報 14

07・6・26 0707 （本荘）医学部図書講義棟新営工事 立会調査 （一次掘削立会） 年報 14

6 ・ 29 
7 ・ 10 
7 ・ 18-
7 ・ 19 

07・6・28 0708 大教センター南側雨水管つまり修理 立会課査 1.50rrl 遺構・遣物なし 年報 14

07・6・29 0709 （本荘北）仮設渡り廊下取設工事 立会調査 43.5出 遣構・遺物なし 年報14

07 ・ 7 ・ 3 0703④ （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-6.14 立会調査 36rrf 造構・逍物なし 年報 14

07 ・ 7 ・ 4 0710 （京町）教行学部附属小中学校仮設校舎取設工事（変更） 立会調査 40rrf 逍構・遣物なし 年報 14

07・7・9- 0703⑤ （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業•6 立会調査 58.75nl 遺構・逍物なし 年報 14
7 ・ 10 

07 ・ 7 ・ 17 0711 （医病）基幹・環境漿備（旧中央診燎棟取り壊しに伴う砲気 立会調査 8.34rri 遣構・迪物なし 年報14
設備）工事

07 ・ 7 ・ 17 0703⑥・I （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-13 立会調査 l.576.6rrl 遣構・遺物なし 年報 14

07 ・ 7 ・ 19 0703⑥-2 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-13 立会調査 300.08rrl 遣構・造物なし 年報 14

07・7・30- 0707 （本荘）医学部図啓講義棟新営工事 発掘調査 l.590rri 縄文・古代縄文時代石器・縄文土器・土師 年報 14
9・3 器・須恵器・古代鉄器

07 ・ 8 ・ 7 0712 （医病）東病棟新営工事 立会調査 24ni （一次掘削） 本許

07・8・i0 0713 薬学部屋外給水管漏水修理工事 立会調査 l面 遺構・遺物なし 年報14

07・8・22 if114 （黒髪南）理学部1.2号館掲示板取設工事 立会調査 15.7面 遺構・逍物なし 年報 14

07・8・23 0715 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-19 立会調査 2.09rrl 選構・遺物なし 年報 14

07・8・27- 0712 （医病）東病棟新営工事 発掘調査 589.29面縄文・古墳・縄文土器・土師器・須恵器・石 本書

10 ・ 25 古代・近世 器・古代鉄器・銅製袴帯・馬骨・

宋銭

07 ・ 9 ・ 3 0716 本荘南地区駐車場出入口整備 立会調査 294.8面 遣構・造物なし 年報 14

07 ・ 9 ・ 14 0717 （医病）基幹・環境整備（旧中央診療棟取り壊しに伴う機械 立会調査 93.7rrl 遺構・遣物なし 年報 14

10 ・ 3 設備）工事

07・9・25- 0703⑦ （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業6,16 発掘調査 275.5面古代 住居士・ピット・土師器・須恵器 年報 14

9 ・ 27 
10 ・ 2 

07・9・27 0718 （大江）薬学部本館耐震改修工事 発掘調査 264.32rr/ 古代 溝・土師器 年報 14

10 ・ 1-

10 ・ 2 

07 ・ 10 ・ 4 0719 （京町）教育学部附属小中学校校舎等改修工事 立会調査 308.68点弥生・古代ピット・弥生土器土師器 本啓
IO・ 15-
10 ・ 16 
10 ・ 22 
IO・ 25 

08・1・30-

l ・ 31 
2 ・ 13 

07 ・ 10 ・ 19 0720 事務局南側等屋外給水呼補修工事 --，'［会調査 2.5rrl 逍梱．辿物なし 年報 14

07・!0・26- 0719 （京町）教育学部附属小中学校校舎等改修工事 発掘調査 230.3面弥生・古代竪穴住居・ピット・溝・弥生土 本世

11 ・ 28 器・士師器・須恵器・打製石鏃

07-12-3- 0721 （京町附属小中）校舎等機械設備改修 SL会調査 1,309.05出弥生・古竪穴住居・ピット・弥生土器•± 本習

12 ・ 4 代・近世・師器・須恵器・近世．近代陶磁器

12 ・ 6- 近代
12 ・ 7 
08 ・ 1 ・ 18 

07 ・ 12 ・ 5 0722 （黒髪）工学部8号館内部改修その他工事 立会調査 97rr/ 遺構・選物なし 年報 14

07 ・ 12 ・ 5 0723 （黒髪）工学部8号館内部改修電気股備工事 立会調査 14 lrr! 迪構・造物なし 年報14

12 ・ 11 

07 ・ 12 ・ 7 0724 （本荘中）医学部基礎研究棟 (C棟とりこわし） ＿T．9It 立会調査 l,000面古代 土抗・ピット・土師器 年報 14

12 ・ IO 
12 ・ 12 

07・12・7 0725 （京町）教行学部附属小・中学校校舎等改修砲気設備工事 立会調査 90面 遺構・遣物なし 年報 14

07 ・ 12 ・ 10 0703⑧-I （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-6.18 立会調査 148-75rrl 古代？ ピット 年報 14

12 ・ 17-

12 ・ 18 
08 ・ I ・ 16-

I ・ 17 

07 ・ 12 ・ 14 - 0721 （京町附属小中）校舎等機械設備改修 発掘調査 112.65rri 弥 生・古竪穴住居・ビット・近代土坑・弥 年報 14

12・カ 代・近世•生土器・士師器・須恵器・近世．
近代 近代陶磁器

07 ・ 12 ・ 19 0726 医学部基礎研究棟北側喫煙所 立会調査 lrrl 逍構・遺物なし 年報 14

08 ・ 1 ・ 16 0703⑨ （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業-20 立会調査 94.5面 遣構・造物なし 年報 14

14 



08 ・ l ・ 22 

08 ・I・ 22 

08 ・I・ 23 

08 ・I・ 25 

08・1・29-
I・ 30 

08 ・ 2 ・ I 
2 ・ 4 

08 ・ 2 ・ 14 

08・2・25 

08・2・27 

08・2・29 

08・3・11 
3 ・ 26 

08 ・ 3 ・ 17 

08 ・ 3 ・ 21 

08 ・ 3 ・ 21 

08・3・25 

08・3・27 

08 ・ 3 ・ 31 

2008年度

08 ・ 4 ・ 2 

08 ・ 5 ・ 7 

08・5・20 

08・5・26 

08 ・ 6 ・ 5 

08 ・ 6 ・ 6 
6 ・ 19 
6 ・ 23 
6 ・ 26 
7・4 
7 ・ IO 

7 ・ 18 
7 • 28 
8 ・ 25 
12 ・ I 
12 ・ 8 

08・6・20 
6 ・ 25-
7 ・ I 
7. 28 ~ 
7 ・ 30 
12 ・ 4 
1 2. l 8 ~ 
12 ・ 19 

08・6・9-
6 ・ IO 

08 ・ 6 ・ 18 

08・6・23 
7 ・ I 
7 ・ 3-
7・4 
7 ・ 15-

7 ・ 16 

08・7・!0 

08・7・11 

08 ・ 7 ・ 14 

08 ・ 7 ・ 15 

08・8・!8 

08・8・20-
8 • 22 

08 ・ 8 ・ 21 

08 ・ 8 ・ 21 

08・8・29 

08 ・ 9 ・ I 

08・9・9-

9 ・ 10 

08 ・ 9 ・ 9 

08 ・ 10 ・ 6 

08・ 10・9 
10. 10 ~ 
II・ 28 

08 ・ IO・ 10 

08・10・15 

08・10・28 

08・ 10・29 

08・11・4 

08・11・6 

08・11・10 

08・10・10 

0727 （黒嬰）工学部8号館耐震改修機械設俯工市

0728 （黒髪）工学部8号館内部改修機械設備工事

0703⑧2 （黒娑南）工学部他校舎改修施設整備等事業-6,18

0703⑩ （黒嬰南）工学部他校舎改修施設整備等事業•10

0703⑧3 （黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業・6.18

0703 ⑧4 （熱嬰南）工学部他校舎改修施設整備等事業•6.18

0729 

0730 

0731 

0732 

0733 

0734 

0735 

0736 

0737 

0738 

0739 

0801 

0802 

0803 

0804 

0805 

0806 

0806 

0807 

0808 

0809 

0810 

0811 

0812 

0813 

0814 

0814 

0815 

0816 

0817 

0818 

0820 

0821 

0822 

0819 

0823 

0824 

0825 

0826 

0827 

0828 

0829 

0823 

（黒髪南）ポイラー等撤去工事

（黒髪北）教育学部附属特別支援学校防火用水棺撤去工事

（黒髪南）旧情報処理センター改修

（本荘）特別商圧受電棟増築工事

（医病）旧中央診療棟とりこわし工事

（黒髪北）排水路開口部フェンス設櫃工事

医学部保健学科ポイラー用地下匪油タンク撤去工事

（大江北）薬学部消防用水棺撤去工事

（黒髪南）ポイラー煙突撤去工事

（本荘南）医学部保健学科記念碑取設工事

（黒髪北）出庫注意灯取設工事

（医病）旧中央診療棟とりこわし工事（追加）

附属中学校散水復旧工事

薬学部薬草園管理舎ガス管改修工事

（本荘北）駐輪場取壊し工事

（黒髪南）ポイラー室南側給水管湖水修理

（黒髪）南地区福利施設支障配管替工事

（黒髪）南地区福利施設支障配管替工事

（本荘）医学部図曹講義棟新営機械設備工事

（黒髪北）有機系廃液処理施設束側給水管漏水修理

（黒髪南）福利施設樹木移植工事（追加）

宇留毛団地給水管補修工事

（黒髪南）共用棟II4階改修電気設備工事

（黒髪南）掲示板移設工事

（本荘中）医学部基礎構内都市ガス配管漏れ修理

（医病）東病棟新営工事

（医病）東病棟新営工事

（本荘南）こばと保育園支障基礎等撤去工事

（本荘中）医学部甚礎構内市水道配管漏れ修理

宇留毛団地irtlタンク菩報線補修工事

（黒髪北）ポンプ室西側給水管湿水修理

（黒髪北）文法学部本館改修南側支障物撤去工事

本荘団地（北地区）看護師宿舎埋設ガス管修理

本荘南地区保健学科東側1!!11税整備

（渡鹿）体育館耐震改修その他工事

教育学部附属特別支援学校湖水調査補修工事

（本荘南）医学部保健学科喫煙所取設工事

（医病）電力工事負担金

（黒髪南）共用棟黒髪3樹木伐採・移植工事

五高開校 120周年記念植樹

（本荘）こばと保育園改築砲気設備工事

（黒髪北）学務部プレハプ倉叩改修機械設備工事

教育学部附属特別支援学校漏水調査補修工事

立会調在

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調在

立会調究

立会調査

立会調究

立会調査

立会調査

立会調究

立会調査

立会調究

立会調究

立会調査

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査／

発掘調査

立会調登

立会湖査

立会課査

立会調在

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調企

立会調査

立会調査

立会調査

一次掘削／

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

構内遺跡と調査の概要

12面

2 ni 

89面

2.04出

96.7面古代

53.02面古代

38.8d 

4面

2.5ni 

9面土師器

84面

50.3面

40ni 

73.3面

208面

36.5面

I0.135ni 

20面

2点

!.8rrl 

II.Im 

2rrl 

306.46面古代

125.2rri 古代

29.7面

0.3rrt 

23.5rrt 古代

2rrl 

3.6面

41.lrrl 

2.42rrl 

迪構・遣物なし

逍構・造物なし

遣梢・退物なし

逍構・造物なし

土師器

土師器

辿構・造物なし

追構・追物なし

逍構． il!!物なし

逍構・遺物なし

遺構・逍物なし

遺構・遣物なし

遺構・逍物なし

遺構・遺物なし

遣構・辿物なし

迪構・逍物なし

遺構・迪物なし

遣構・逍物なし

遣構・遣物なし

遺構・逝物なし

土師器

溝・ピット・土師器・須忠器・近

代陶磁器・石器

遺構・遣物なし

遺構・遺物なし

溝・住居址・土師器・石器

遺構・遺物なし

迫構・遺物なし

逍構・辿物なし

迪梢・追物なし

8rrl 

212rrl 

弥生 溝発見

l面

1.77rrl 

0.96rrl 

2.Irrl 

80.2rrl 

7.4rrl 

30rrl 

694.95rrl 

4.8n1 

0.8rri 

120.5rri 

44.55rri 

0.25rri 

10.7rri 

25rri 

4.8rri 

弥生・古代弥生土器・土師器・須忠器

追梢．逍物なし

遺構・遣物なし

逍構・遺物なし

逍構・造物なし

逍構・造物なし

逍構・逍物なし

遣構・逍物なし

縄文・古墳・縄文土器・石器、古墳時代玉、土

古代 師器・石器・人骨

退構・辿物なし

辿構・辿物なし

選構・遺物なし

遺構・辿物なし

遺構・遣物なし

逍構・造物なし

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14

年報14

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14

年報14

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14
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3. これまでの調査と本書収録の調査

08 ・ IO・ 15 

08・!0・28 

08 ・ IO・ 29 

08・11・4 

08・11・6 

08・11・!0 

08 ・ II ・ 18 
II・ 19-
II ・ 21 

08 ・ II ・ 18 
II ・ 20 
12 ・ 24 

08 ・ 12 ・ I 

08 ・ 12 ・ 3 

08・12・!0 

08・12・11 
12 ・ 15-
12 ・ 19 

09 ・I・ 13-
2 ・ 19 

08 ・ 12 ・ 22 
12 ・ 24-
12 ・ 25 

09 ・I・ 5-
継続中

08・12・24 

08 ・ 12 ・ 26 

09 ・I・ 20 

09 ・I・ 22 

09 ・ 2 ・ 2 

09 ・ 2 ・ 4 

09 ・ 2 ・ 5 

09 ・ 2 ・ 12 

09 ・ 2 ・ 12 

09 ・ 2 ・ 13 

09 ・ 2 ・ 13 -
継続中

09 ・ 2 ・ 13 -
継続中

09 ・ 2 ・ 16 

09 ・ 2 ・ 16 

09 ・ 2 ・ 17 

09 ・ 2 ・ 18 

09 ・ 2 ・ 18 
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0824 

0825 

0826 

0827 

0828 

0829 

0830 

0831 

0832 

0833 

0834 

0835 

0836 

0837 

0838 

0839 

0840 

0841 

0842 

0843 

0844 

0845 

0846 

0847 

0848 

0849 

0850 

0851 

0852 

0853 

（本荘南）医学部保他学科•喫煙所取股工事

（医病）電力工事負担金

（黒髪南）共用棟黒髪3樹木伐採・移植工事

五高開校120周年記念植樹

（本荘）こばと保育園改築罹気設備工事

（黒髪北）学務部プレハプ倉庫改修機械設備工事

（本荘）こばと保育園新営機械設備工事（変更2)

（渡鹿）体育館耐鋸改修機械設備工事

文法学部購義室北側給水管漏水調査

（黒髪北）教育学部本館東側汚水枡補修工事

（本荘中）共用研究棟新営工事（変更）

（医病）東病棟新営機械設備（衛生）工事（変更）

．、［会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

一次掘削I
発掘調査／

立会調査

発掘調査

立会調査

立会調査

立会調査

一次掘削／

発掘調査

0.8rrl 

120.Srrl 

44.55rrl 

0.25rrl 

!0.7rrl 

25rrl 

5rrl 古代

113.3rrl 

1.04rrf 

1.4面

14.13rrf 

580rrf 

（黒愛北）教育学部本館・文法学部本館改修機械設備工事一次掘削／ 456.54rrl 古代
（変更その 1、その2) 発掘調査

五高開校120周年記念埴樹（追加）

（黒髪北）教育学部本館改修南側耐梃補強工車

（黒髪南）備蓄倉庫取設工事

（黒髭南）南地区ポイラー室改修工事

（黒髪南）ものづくり実習室I[新営に伴う支障樹木伐採・移

植工事

（本荘）医学部図害講義棟増築機械設備工事

（黒嬰北）ポイラー煙突撤去工事

（黒髪北）教育学部本館・文法学部本館改修砲気設備工事

（変更）

（黒髪南）福祉施設新築工事

（城東町）附属幼稚園北門改修工事

（黒髪北）教育学部本館改修（変更）

（黒髪北）文法学部本館改修（変更）

黒髪団地（北地区）外灯増設その他工事

（渡鹿）体行館酎震改修機械設備工事（追加）

（医病）水路藍改修工耶

（黒髪南）排水ポンプ砲源工事

（黒髪南）ものづくり実習室I[新営電気設備工事

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

発掘調査

（立会調査）

立会調査

立会調査

立会調査

0.3rr! 

60rr! 

43.5吋

5面

8面

7.2点

5面

9.6面

1.6面

1面

683.18面

269.93rri 

3rri 

13.32rri 

8rri 

lrri 

0.5面

逍構・逍物なし

逍構・遣物なし

選構・遺物なし

逍構・遺物なし

土師器・石器

遣構・遣物なし

逍構・遺物なし

遺構・遺物なし

黒曜石

ピット・住居址・土師器・須恵

器・弥生土器・縄文土器・石器・

鉄器

溝・住居址・ピット・土師器・須

恵器・石器

遺構・逍物なし

逍構・造物なし

逮楷．逝物なし

遺構・遺物なし

造構・逍物なし

遺構・逍物なし

迪構・逍物なし

逍構・逍物なし

逍構・遣物なし

選構・逍物なし

遺構・逍物なし

造構・遺物なし

遺構・遺物なし

遣構・選物なし

選構・辿物なし

造構・造物なし

遺構・遣物なし



II 黒髪北地区の調査





1. 文化部室取設工事に伴う発掘調壺 (9802調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

II 黒髪北地区の調査

本調査は年度当初の計画には含まれない調査であった。 6月に施設部から埋蔵文化財調査室に相談

があり、両者協議の結果9月上旬に調査を開始することになった。黒髪北地区の環境整備事業として

生協・学生会館周囲の文化系サークル部室の新設移転、構内道路敷設替え、樹木の移植・植樹、及び

排水管敷設工事、電気設備工事が計画され、まず文科系サークル部室建設予定地の調査を行い、旧建

物を解体・撤去の後に排水管敷設・電気設備・樹木の移・植樹に伴う立会を行った。調査は当初9月

上旬に開始する予定であったが、調査区内及び周囲にあって調査の支障となる樹木の移転作業が遅れ

たため、同月22日より 1次掘削を開始し、 25日から調査を開始した。これまでの調査結果では古代の

遺物包含層及びその下の暗褐色土層の下が遺構検出面であったが、本調査区では地表下約 1mで古

代の遺物包含層に達し、この下に二枚の層を挟んで、地表下1.2mと1.4mでそれぞれ弥生・縄文時代

の遺物包含層を検出した。

調査は排土処理の都合上調査区を東西半分に分け、西側から開始した。検出された遺構は近世遺構

の溝が大小合わせて 7条と集石のある土城およびピット群である。溝は大きいもの3条が調査区を斜

め（北東一南西）に横切るように走っており、最大のものを境に調査区の北側と南側で包含層・基盤

層の土質が異なり、遺構・遺物の分布状況にも偏りが見られた。 1号溝以北は弥生・縄文時代の遺物

包含層が良好な状態で遺存しており、土器や石器がある程度のまとまりをもって出土した。遺構は土

城のみである。南側では細く浅い溝が3条と無数のピットが検出された。南側の台地の方が若干裔＜

なっており、弥生・縄文時代の包含層は残っておらず、埋土の直下が遺構検出面である。遺構検出面

の土はにぶい黄褐色のシルト質土層である。一部で硬い基盤層が露出していたため、全ての遺構の調

査が終了した時点でこのシルト質土層を除くことにした。このシルト質土層中より多くの押型文土器

が出土したのは予想外であった。地形上、東側半分はこの押型文士器を含むシルト質土層が調査範囲

の大方を占めることが予想されたが、果たして東側は近年までの建造物の影響も少なくこの押型文土

器を含む層が広い範囲で確認された。遺構は少なかったものの、多くのピットの実測と予想外の包含

層の判明で当初の予定より進行状況は遅れをとり、室長には祝日を返上して測量のご協力をいただい

た。調査期間を延長し、 11月6日に現地説明会を実施し、この日をもって調査を終了した。

b.調査の経過

1998年9月25日 本体部 (575面）発掘調査開始。

1998年9月28日 包含層を掘削、遺構検出作業。 29日、ピット群掘り下げ。

1998年10月1日 3号溝内集石検出、小溝完掘。 1号溝掘削開始。

1998年10月6日 1号溝北側掘削、 181号集石土堀検出。

1998年10月14日 I区写真撮影。地山を確認掘削、縄文早期土器が出土。

1998年10月22日 II区一次掘削開始。 26日作業貝による作業開始。

1998年10月27日 1号溝完掘。他遺構検出、 29日ピット群の掘削開始。

1998年10月30日 II区写真撮影。全体掘削・測量。

1998年11月6日 現地説明会•発掘調査終了。

17 
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黒髪北地区の調査
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1. 文化部室取設工事に伴う発掘調査 (9802調査地点）

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：岡崎光子・岡田イツ代・押方富江・甲斐田末男・黒木タケ子・古賀敬子・小細工洋

子・坂本礼子・白石美智子・新里亮人・橋口剛士・番山明子・藤原由博・堀川貞子・

松井昭子・水上順子・森川征子・森川 護・森田ミドリ

整理作業員：藤木 聡・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷

智子・林田恵子・増井弘子・山寄早苗

調査協力者：藤本圭司、江島賢一、河合章行、熊本茂仁、冨永明子、峯崎麻帆（熊本大学考古学研

究室）

(2)調査区の基本層序

今回の調査地点は、白川右岸の標高18mの地点にあたる。近年まであった黒髪3号宿舎の跡地であ

る。宿舎建物の基礎や、それ以前のものと思われる建物基礎、井戸、排水用浄化桝などがあったが、

それほど遺構面の破壊はなかった。

今回の調査では、黒髪の南地区とは異なり縄文時代・弥生時代の遺物包含層が古代の遺物包含層と

分離して確認された。古代の遺物包含層（V層、厚さ10cm)は地表下約 lmで確認された。西壁及び

北壁の観察から第V・ VII層上面のW層までは造成による客土であろう o VII層（厚さ20cm)は混入物の

ないきれいな土であるが遺物は観察されなかった。 1X層（厚さ10cm)及び第XI層（厚さ10cm)が弥

生時代・縄文時代の遺物包含層である。いずれの層も非常に粘性の高い粘土質土層である。 1X層上の

VIII層は色調の違いで分層したが粘性があり、 Vl[層が下の1X層の影響を受けたものと思われる。

調査区は、北東一南西に走る 1号大溝によって北側台地と南側台地に分けられ、南側台地が若干高

くなっている。また、溝の方向に沿って全体的に西側に傾斜しており、東西端での比高差は lmに達

する。縄文時代・弥生時代の粘土質の包含層は北側台地でのみ観察された。南側台地で古代の遺物包

含層はほとんど確認されなかったが、調査区東側の北壁とその付近で観察でき、ここでは地山の直上

であった。本遺跡ではにぶい黄褐色のシルト質層を地山層と認識している。今回この層が南側台地に

広がっていたが、一部で硬い地山層下の基盤が露出していた。シルト質層の二次堆積の可能性があっ

たため、シルト質層を掘り下げてみることにした。その結果押型文土器を含む良好な縄文時代早期の

遺物包含層であることが判明した。

以上のことから南側台地では押型文土器を含むシルト質層上に黒褐色の縄文・弥生時代の遺物包含

層を挟まずに古代の包含層があることがわかった。北側が一段低いため、縄文時代以降の文化層の削

平を受けず、南側では削平されたと思われる。

大溝を境に北側台地の地山層・包含層は非常に粘性の高い粘土質土層であるのに対し、南側台地で

は地山層・包含層はともに粘性のない土である。遺構の分布状況からみても、利用の様相が全く異

なっている。
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1. 文化部室取設工事に伴う発掘調査 (9802調査地点）

(3)検出遺構

本調査区においては縄文時代および弥生時代の明確な遺構は検出されなかった。多くのピットは検

出されたが、建物等の構造物を成す様子はない。近世以降のものと思われる溝が7条検出された以外

に住居等の検出はなかった。

＜縄文時代の遺構＞

ヒットのなかで、ある程度まとまった遺物が出士したのが113号ピットである（図5)。113号ピッ

トは南側台地のシルト質層（押型文土器包含層）に掘りこまれている。上面が削られた影響もあり、

土器片がかなり散乱した状態であったがそれぞれ鉢とみられる。ピット群が分布する南側台地は遺物

の出土がほとんど無いことを考慮すると、状況から113号ピットに伴うものと思われる。

く土堀＞（図5)

北側台地で2基の土城が検出された。 4.7mほど離れて溝に沿うように位置していた。

181号土城は長さ約1.2m、幅0.6mの楕円形である（図5)。検出面からの深さは20cmであるが、本

来はかなり深かったものと思われる。土城内には大小の丸い河原石や角礫がつまっていた。

182号土城も楕円形で、長さ約1.75m、幅約0.8mである。土壊内に集石はなかった。

181号土壊のように土城に石をつめる形態は近世墓に例があり、両者とも墓城の可能性も考えられ

るが人骨等の出土はなかった。出土遺物としては182号土城から後世の流れ込みによる弥生時代の甕

の口縁と土師器の口縁の破片が1点ずつ出土したのみである。

＜溝＞

1号溝（図 3)

検出された溝の中で最も大きく、幅約2m、深さは最も深い部分で lmである。調査区を北東ー南

西に貫く。溝の方向はE-50° -Nで西に向かって傾斜している。東半分は0.6~0.7m程度の深さで

断面は浅い逆台形を呈する整然とした溝である。溝の中間あたりで急な勾配で深くなり、西半分の断

面はU字形を呈する。遺物は近世～近代の土器片や石器の他、後世の流れ込みと思われる縄文土器・

弥生土器が出土した。

2 • 3 • 6号溝＜図3・5>

1号溝に付随するように並行に走る溝群である。 2・ 3号溝は途中で境が消えてしまうが、切り合

い関係は不明である。両者とも、ほぼ中央地点で集石が見られた。黒曜石の剥片と鉄製品、炭化物が

わずかに出土した他には遺物はなかった。

4 • 5 • 7号溝＜図3>

4 ・ 5 ・ 7号溝は調査区をほぼ南北に走っている。現状で幅は0.4~1 m、深さは0.2~0. 4mであ

る。

これら 7条の溝の相互の前後関係を確認できたものはほとんどないが、 5号溝が2・ 3号溝を切っ

ていることが確認できた。南北に走る溝がほぼ同時期とすれば、北東一南西に走る溝より南北に軸を

とるものが新しいであろう。

(4)出土遺物

縄文土器

出土遺物は約150点であるが、今回の調査で最も多かったのが縄文土器であり、押型文土器がその

主体を占めた。主要なものを図6~7に示した。

5 ~14は口縁部である。外器面は山形文、楕円文がある。 5~11は口縁部内面に原体条痕を施し、
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II 黒髪北地区の調査
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II 黒愛北地区の調査
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図7 9802調査地点出土遺物実測図3(1/3)
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1. 文化部室取設工事に伴う発掘調査 (9802調査地点）
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II 黒髪北地区の調査

下に条痕文や山形文、楕円文を施文している。 15~32は胴部片で、楕円文、菱形文、山形文があり、

それらはさらに細分される。 33~35は鉢形土器の底部である。

36は鳥井原式の浅鉢の口縁部である。 38は鐘崎式の口縁部である。 39は無頸で口がすぼまる。文様

は太郎迫式や東日本の亀ヶ岡式系統に類似するが、やや簡略的である。胎土が他の縄文土器とは異な

り、他地域からの搬入品の可能性が高い。 40~41は晩期 (41は御領式か天城式）の鉢の胴部、 42~44

は同じく晩期の底部と思われる。

弥生土器

今回の調査では甕の口縁部・底部及び壺底部が出士した。図7: 19～図8: 61は甕の口縁であるが、

みな外への突出は小さい。 55~59は若干口縁が広いものの、須玖式のような広さはない。 60・ 61は立

ち上がり気味で内湾し中九州後期の特徴を示している。壺の口縁はいずれも前期の範疇であろう（図

7 : 47 ・ 48)。

図8: 62~75は甕底部であるが、須玖式と黒髪式の特徴を備えたものが見られる。ただし、平底の

ものは厚みがあり早い段階の可能性もある。

石器

包含層及び1・ 3号溝から若干の石器が出上した。確実に遺構に伴うものはない。

黒曜石製の石鏃（図9: 77~79) と石核（同81)、楔形石器（同93)および黒曜石と安山岩製の剥

片の15点である。剥片は安山岩製が1点のみ、ほかはすべて黒曜石である。また、弥生時代の包含層

からは磨製石斧の基部、刃部が出土した。これらは同一個体の破片と思われる（同84~86)。

石斧は全部で2点分存在する。 76は刃部を中心に打ち欠いたあと研磨した痕がある。また、タール

と思われる黒い付着物があるが、出土状況からみて後世のマンガン等の水性作用による鉱物付着は考

えられず、柄の装着剤であろうと考えられる。

その他の時代の遺物

遺構に伴うものはなく、溝や包含層からの出土である。古代以降の遺物は非常に少なく、土師器片

が数点である。土師皿、高杯、杯の脚部、甑の把手部分がある (8世紀中葉～後半）。また、南側台

地に掘りこまれた2m弱四方の土壊には、磁器がかなり入っていた。廃棄したものとして取り扱った

が、破損状態はそれほど悪くなく、木箱等に収納していた可能性がある。その中の一つに「肥前官

窯」の銘があった。これと共に形状不明の鉄製品と釘数本が出土した。現代のものと思われる。

(5) まとめ

黒髪北地区においてある程度の面積をもって発掘調査が行われたのは、 1994年度に実施された福利

施設新営工事に伴う調査以来である。

今回、この黒髪北地区の調査において古代の遺物包含層と縄文・弥生の遺物包含層が分離して確認

された。 1997年度に南地区で行われた工学部校舎新営工事に伴う調査地点 (9704) と旧国道57号線を

挟んで対峙するが、南地区での調査ではシルト質層（碁盤の沖積層）の上は古代の遺物包含層が堆積

しており、 9802地点の東半分の層序と同様であった。これは福利施設地点でも同様である。 9802地点

東半分でも古代の遺物包含層は確認されたがレベルは他の地点とほぼ同じことから、一段低くなった

西側に縄文時代・弥生時代の包含層が良好な状態で遺存しているものと考えられる。

基盤の層が標高16.50m以下の地点では今回確認された縄文～弥生期の包含層が検出される可能性

が高いと考えられる。

今回の調査のもう一つの発見は、我々が遺構面（地山）と称しているシルト質層中から押型文土器
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1. 文化部室取設工事に伴う発掘調査 (9802調査地点）
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II 黒斐北地区の調査

が多量に出土したことである。このことについて、福利施設の調査概報（熊本大学埋蔵文化財調査室

年報第 1集1994)にはこのシルト質層に押型文土器が含まれている可能性についての示唆があるが、

今回の調査結果はこれを裏付けることになった。

本調査地点では顕著な遺構や遺物の検出はなかったが、以上のような調査区内における遺構・遺物

の分布や土質の違いなど、 1号溝の検出と南北台地の様相の把握は、土地利用の一端を示してくれる。

五高時代、五高本館（現五高記念館）南側が畑地として利用されていたころ、 1号溝の北側約20m付

近には水路が通っており、 1号溝はこの水路の古い流路か、それに付随するものであったことが考え

られる。また、溝を挟む台地の高さの差は、断層の可能性が考えられる。断層面の隙間（破砕帯）は

水の通り道となる場合が多い。非常に水分が多い 1号溝北側は、周辺が古来より水利用の頻繁な場所

であったものと推察される。水場として利用され、遺構の構築はなく、遺物包含層が保全されたのか

もしれない。大学に隣接する済々傑高校と、大学構内9704調査地点では甕棺墓が発見されているが、

周辺では弥生時代以前の生活址はまだ発見されていない。今後はこの縄文～弥生期の包含層の北側お

よび東側の範囲確認など情報が得られてゆけば、大学構内および周辺の縄文時代や弥生時代の遺跡解

明の端緒となるのではないだろうか。

黒髪北地区における調査は件数自体少なく、規模もあまり大きくない。このため他地区と比べて遺

跡に関する情報は極めて少ない。今回、西端ながら黒髪北地区と南地区を繋ぐ地点で得た知見は、今

後の調査において重要な示唆となろう。
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1. 文化部室取設工事に伴う発掘調査 (9802調究地点）

表3 9802調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遥物 稲類（器稲） 法屈 (cm) 残存岱 特徴 色 調 出土遥構 備 考

口径
内 内 Hue5 I 土師器 甑 底径 取手のみ
外ナデ，削り ,,~ Hue !OYR 7 I 4 Il区50901

器高

口径
内ナデ 内 Hue lOYR 8 I 4 2 土師器 杯 底径 10 05 底部片
外ナデ タtHue lOYR 8 / 4 包含庖（番号50279)

器高

口径
内ナデ 内 Hue lOYR 7 I 4 3 土師器 坑 底径 9 底部片
外ナデ 外 Hue lOYR 8 I 4 

包含層（番号50387)
器莉

口径 20 
内ナデ 内 Hue 7 5YR 7 I 6 4 土師器 高坪 底径 I / 5 1号溝

器商
外ナデ 外 Hue 2 SYR 6 / 6 

縄文土器
口径

内条痕文 1人l Hue lOYR 7 I 4 6 5 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 口緑部）ヤ
外山形文 外 Hue lOYR 6 / 4 

包含層（番号50908) 口緑部に原体条痕
器高

縄文土器
口径

内条痕文 内 Hue IOYR 7 / 4 包含層（番号50874)6 深鉢形土器 底径 口縁部）ヤ 口縁部に原体条痕
（押型文土器）

器高
外山形文 タ> Hue IOYR 6 I 4 3と接合

縄文二器
口径

内条痕文 内 Hue !OYR 7 / 4 7 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 口縁部片
外山形文 外 Hue IOYR 6 / 4 

rr区2と接合 口緑部に原体条痕
器高

縄文土器
口径

内山形文 内 Hue !OYR 6 I 3 8 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 口縁部片
外ナデ タ~ Hue lOYR 6 I 3 

地山直 口縁部に原体条痕
器高

縄文土器
口径

内横ナデ 内 Hue lOYR 7 / 4 ， 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 口縁部片
外楕円文 外 Hue !OYR 7 I 4 

縄文時代包含層 口緑部に原体条痕
器商

縄文土器
口径

内楕円文 内 Hue lOYR 7 I 6 10 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 口縁部）ヤ
外楕円文 外 Hue !OYR 5 / 3 

番号50892 口縁部に原体条痕
器高

縄文土器
口径

内ナデ 内 Hue 7 5YR 7 I 4 
11 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 口緑部片
外条痕文 外. Hue 7 5YR 6 / 3 

2号溝 口縁部に原体条痕．外面にスス？
器高

縄文土器
口径

内横ナデ 内 Hue 7 5YR 5 / 6 
12 
（押型文土器）

深鉾形土器 底径 口縁部片
外楕円文 夕(Hue 5 YR 6 / 6 

地111直上．包含層
器裔

縄文土器
口径

内ナデ [f-J Hue IOYR 7 / 3 
13 深鉢形土器 底径 口縁部片 550ピット
（押型文土器）

器高
外山形文 外 Hue lOYR 6 I 3 

口径
内ナデ l'J Hue 2 5YR 4 I 2 14 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
外条痕文 外 Hue 2 5YR 4 / 6 

縄文時代包含層
器裔

縄文土器
口径

内横ナデ 内 Hue 7 5YR 6 / 6 
15 深鉢形土器 底径 胴部）ヤ 416ピット
（押型文土器）

器高
外山形文 タ~ Hue 5 YR 6 / 6 

縄文土器
口径

内横ナデ 内 Hue IOYR 7 / 4 
16 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 胴部片
外山形文 ク~ Hue !OYR 5 I 3 

包含層（番号50821)
器高

縄文上器
口径

内横ナデ 内 Hue IOYR 7 / 4 
17 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 胴部片
外山形文 外 Hue IOYR 6 I 4 

包含層（番サ50824)
器高

縄文土器
口径

内ナデ 内 Hue lOYR 7 / 3 
18 
（押型文t器） 深鉢形土器 底径 胴部）ヤ

外山形文 タ~ Hue lOYR 5 / 3 
包含層（番・サ50823)

器高

縄文土器
口径

内横ナデ 内 Hue lOYR 7 / 4 
19 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 胴部｝ヤ
外山形文 外 Hue lOYR 5 I 4 

包含層（番号50531)
器窃

縄文土器
口径

内ナデ 内 Hue 7 5YR 6 / 6 
20 
（押型文士器）

深鉢形土器 底径 胴部片
外楕円文 外 Hue !OYR 5 / 4 

包含層（番号50907)
器高

縄文土器
口径

内ナデ 内 Hue lOYR 7 I 6 
21 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 胴部片
外楕円文 ,,~ Hue 7 5YR 6 I 6 1号溝

器店

縄文土器
口径

内横ナデ 内 Hue 7 5YR 6 / 6 
22 深鉢形土器 底径 胴部｝ヤ 包含層
（押型文土器）

器高
外楕円文 外 Hue 5 YR 6 / 6 

縄文土器
口径

内ナデ I人I Hue IOYR 6 / 4 
23 深鉢形土器 底径 胴部片 包含層（番号50905)
（押型文士器）

器莉
外楕円文 夕j. Hue 7 5YR 6 I 6 

縄文土器
口径

内ナデ l'J Hue 2 5Y 6 / 3 
24 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 胴部片
外楕円文 外 Hue IOYR 7 I 4 

1023ビット
器店

縄文土器
口径 内ナデ

内 Hue lOYR 6 / 4 
番号50601．番号50575.

25 
（押型文土器）

鉢形土器 底径 胴部片 外桁/Lj形押し
外 Hue lOYR 6 / 4 

番釈50724,番号50600,
器高 型文 番号沃l609

縄文土器
口径

内削り 内 Hue 5 YR 5 I 6 
26 深鉢形土器 底径 胴部片 1号溝
（押型文土器）

器高
外楕円文 外 Hue 5 YR 5 I 6 

縄文土器
口径

内削り 内 Hue 5 YR 5 / 6 
27 深鉢形土器 底径 胴部片 包含層
（押型文土器）

器高
外桁円文 外 Hue 7 5YR 5 / 6 

縄文土器
口径

内ナデ 内 Hue IOYR 7 I 4 
28 深鉢形土器 底径 胴部片 包含層（番号50801)
（押型文土器）

器莉
外楕円文 外 Hue 2 5Y 7 / 4 

縄文土器
口径

内削り 内 Hue 5 YR 6 I 6 
29 深鉢形土器 底径 胴部片 包含附
（押型文土器）

器高
外楕円文 外 Hue 7 5YR 5 / 4 

縄文七器
口径 I人］削り 内 Hue 5 YR 5 / 6 

30 
（押塑文土器）

深鉢形土器 底径 胴部）ヤ
外楕円文 タ~ Hue 7 5YR 5 I 6 

包含層

器裔

縄文土器
口径

内縦ナデ 内 Hue 2 5Y 7 I 4 
31 深鉢形土器 底径 胴部）＇， 包含層
（押型文土器）

器高
外楕円文 外 Hue !OYR 7 I 4 

縄文土器
口径

内削り 内 Hue !OYR 7 / 6 
32 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 胴部）t
外菱形文 夕tHue 7 5YR 7 / 6 弥生時代包含附

器高

縄文土器
口径

内ナデ 仏I Hue 5 YR 6 I 6 
33 深鉢形土器 底径 底部）ヤ 包含層（番号50893)
（押型文土器）

器商
外 r0円文 外 Hue 5 YR 6 I 6 
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II 本荘北地区の調査

図 番号 速物 種類（器種） 法且 (cm) 残存昂 特徴 色 詞 出土遥構 慌 考

縄文土器
口径

内削り 内： Hue IOYR 7 I 3 392ピット． 379ビッ
34 
（押型文土器）

深鉢形土器 底径 底部片
外山形文 外： Hue !OYR 7 / 3 卜

器高

縄文土器
口径

内ナデ 内 Hue 7 5YR 6 / 4 
7 35 

（押型文土器）
深鉢形土器 底径 底部片

外：楕円文 外． Hue 5 YR 5 I 6 1号溝
器高

縄文土器
口径

内：磨き 内 Hue lOYR 4 / 2 
36 浅鉢形土器 底径 口緑部片 一括
（鳥井原式）

器高
外磨き 外 Hue IOYR 4 / 2 

縄文土器
口径

内横ナデ 内． Hue !OYR 5 / 3 
37 
（条痕文士器）

深鉢形土器 底径 胴部片
外条痕文 外 Hue IOYR 7 I 4 

1号溝上層
器商
口径

内ナデ 内 Hue 7 5YR 6 / 4 
38 縄文土器 浅鉢形土器 底径 口縁部片

外．ナデ タ> Hue 7. 5YR 7 / 4 
包含層（番号50226) 外面に沈線

器高

口径
内：ナデ 内 Hue lOYR 4 / 2 

39 縄文土器 浅鉢形土器 底径 口縁部 I/ 3 
外・ナデ 外 Hue !OYR 4 / 2 

包含層（番号50423) 外面に沈線文
器商

口径
内ナデ．磨き 内． Hue !OYR 7 I 4 

40 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片
外ナデ．磨き 外： Hue IOYR 6 / 4 

113ビット
器高

縄文土器
口径

内横ナデ 内： Hue 2 5YR 6 I 3 
41 
（天城式）

深鉢形土器 底径 胴部片
外横ナデ 外 Hue 2. 5YR 6 / 3 

1号溝
器高

口径
内ナデ 内・ Hue !OYR 6 / 4 

42 縄文土器 深鉢形土器 底径 8.6 底部片
外．ナデ 外 Hue lOYR 6 / 4 

包含層（番号50540)
器高

口径
内ナデ 内 Hue 7_5YR 5 I 4 

43 縄文土器 深鉢形土器 底径 II 75 底部片
外：ナデ 外 Hue 7.5YR 6 I 6 

包含層（番号50390)
器高

口径 10 
内・ナデ 内 Hue !OYR 7 I 4 113ビット．番号

44 縄文土器 深鉢形土器 底径 底部片
外ナデ 外： Hue !OYR 7 I 4 

50328, 番号50560,
器高 縄文時代包含勝

口径
内ナデ．削り 内： Hue !OYR 6 / 2 

45 土師器 甕 底径 口縁部片
外ナデ．ハケE! 外： Hue 7 5YR 7 / 6 

包含層（番号50902)
器高

口径 12 
内ナデ 内： Hue IOYR 7 I l 

46 弥生土器 空-- 底径 口縁部片
外ナデ 外： Hue IOYR 8 / 4 包含層（番号50046)

器高

口径
内ナ予ヘラn1jり 内・ Hue 7. 5YR 8 / 4 

47 弥生土器 空て皇ゴ 底径 頸部片
外ナデ タ~ Hue 7. 5YR 6 I 4 

包含層（番号50386)
器高

口径
内：ナデ．ヘラ磨き 内 Hue lOYR 6 / I 

48 弥生土器 空 底径 破片
外ヘラ磨き 外 Hue 7. 5YR 8 / 4 

弥生時代包含層
器商

口径
内：ナデ 内 Hue 7.5YR 8 / 3 

49 弥生土器 甕 底径 口縁部片 包含層（番号50290)
器高

外：ナデ タ~ Hue 7. 5YR 8 / 6 

口径 23 
内：ナデ 内 Hue !OYR 8 / 3 8 50 弥生土器 甕 底径 口緑部片
外・ナテ・ 外 Hue IOYR 8 / 3 

包含層（番号50141)
器商

口径 26 
内ナデ 内： Hue IOYR 8 / 4 

51 弥生土器 甕 底径 口縁部片 136ビット
器商

外・ナエ 外： Hue IOYR 8 / 4 

口径 30 
内ナデ 内： Hue !OYR 8 / 3 

52 弥生土器 甕 底径 口縁部片
外ナエ 外： Hue IOYR 8 / 3 

1号溝K．層
器高

口径 29 4 
内ナデ 内： Hue 7 5YR 8 / 8 

53 弥生土器 甕 底径 口縁部片 包含層（番号50062)
器高

外ナエ 外： Hue 7 5YR 8 / 8 

口径 27. 8 
内ナデ 内 Hue 7. 5YR 5 I 3 54 弥生土器 甕 底径 口縁部片 包含雁（番号50280)

器高
外．ナデ タ~ Hue 7. 5YR 5 I 3 

口径 22 
内ナデ 内 Hue !OYR 6 I 4 

55 弥生土器 甕 底径 口縁部片
外ナエ 外 Hue IOYR 6 / 4 

包含層（番号50052)
器商

口径 26 
内ナデ 内 Hue lOYR 6 / 3 56 弥生土器 甕 底径 口緑部）ヤ 包含層（番号50187)

器窃
外：ナエ タ~ Hue lOYR 6 / 3 

口径 28 
内ナデ

内 Hue !OYR 7 / 4 -
57 弥生土器 甕 底径 口縁部片 8 I 4 90ピット

器高
外ナデ

外． 1-lue!OYR4 / 1 
口径 29 

内．ナデ 内 Hue !OYR 7 / 2 58 弥生土器 甕 底径 口緑部片 154ピット
器高

外ナエ 外 Hue IOYR 3 / I 

口径 28 
内ナデ 内 Hue !OYR 8 I 3 59 弥生土器 甕 底径 口縁部片 包含層（番号50385)

器高
外ナデ 外 Hue lOYR 8 / 3 

口径 33. 4 
内ナデ 内 Hue60 弥生土器 甕 底径 口縁部片 包含層（番号50011)

器高
外ナデ 外： Hue 2 5Y 4 / 2 

口径 37 
内ナデ 内・ Hue !OYR 8 / 3 61 弥生土器 甕 底径 口縁部片 2号溝

器高
外ナデ 外・ Hue !OYR 8 / 3 

口径
内：ナデ 内 Hue 5 YR 5 / 6 62 弥生土器 甕 底径 6.6 底部片 包含培（番号50041)

器商
外：ナデ タiHue 5 YR 5 I 6 

口径
内．ナデ 内 Hue 7.5YR 7 I 6 63 弥生土器 甕 底径 7.1 底部片 包含屈

器商
外：ナデ タ~ Hue 7. 5YR 7 I 6 

口径
内 Hue 7.5YR 6 I 4 64 弥生土器 甕 底径 10 底部片 内外ナデ 1号溝

器高 クtHue 7 5YR 7 / 4 
口径

内ナデ 内 1-lue65 弥生土器 甕 底径 破片 包含踊（番号50005)
器裔

外ナデ 外： Hue IOYR 7 / 4 

口径
内：ナデ 内 Hue IOYR 7 I 2 66 弥生土器 甕 底径 5 8 底部片 包含層（番号50100)

器高
外：ナデ 夕tHue IOYR 8 / 6 

口径
内・ナデ 内： Hue 5 YR 5 / 4 67 弥生土器 甕 底径 6.8 底部片 包含陥（番号50167)

器高 外・ナデ タ~ Hue 5 YR 7 / 6 
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1. 文化部室取設工事に伴う発掘調査 (9802調査地点）

図 番号 遥物 稲類（器稲） 法Ii!(crn) 残存罰 特微 色 調 出土遠構 慌 考

口径
内

内 Hue
8 68 弥生土器 甕 底径 7 2 底部片

外ナデ
外 Hue 2. 5YR 6 / 6 ~ 包含層（香号50144)

器裔 6 I 8 
口径

内
内 1-!ue lOYR 5 / 2 

69 弥生土器 甕 底径 5 9 底部片
外ナデハケ口

外 Hue lOYR、l/2~ 包含層（番号50384)
器高 5 I 2 
1.）径

内ナデ
I人J Hue 7 5YRI 7/ I 

70 弥生土器 甕 底径 6 2 底部）t
外ナデ

外 Hue 2 5YR 6 / 6 ~ 包含層（番号50168)
器而 6 I 8 
口径

内 内 Hue !OYR 6 / 2 71 弥生土器 甕 底径 6 6 底部片
外ナデ．ハケ且 外 Hue IOYR 6 I 4 

包含層（番・り•50884)
器高

口径
内 内 Hue 5 YR 6 I 4 

72 弥生土器 甕 底径 5. 3 底部）ヤ 3号溝
器高

外ナデハケH 外 Hue !OYR 7 I 4 

口径
内ナデ l'J Hue lOYR 6 I 2 73 弥生土器 甕 底径 6.8 底部片
外 ナデ，ヘラナデ 外 Hue lOYR 7 / 4 

1号溝
器高

口径
内ナデ 内 Hue IOYR 5 I I 74 弥生土器 甕 底径 5 8 底部片
外ハケ[I タ~ Hue 7. 5YR 7 I 6 

1号溝
器裔

口径
内ナデ 内 Hue IOYR 4 / 2 75 弥生土器 甕 底径 6 5 底部片
外 ナデヘラナデ 外 Hue IOYR 8 / 4 

包含層（番号50022)
器在

長 88 ， 76 石器 石斧 幅 43 1号溝 重飛l!Og. 安山岩
叩 2
長 2I 

77 石器 打製石鏃 帽 I4 包含陪（番号50329) 重:lil:O.6g.黒曜石
l_i;! 0.35 
長 2.2

78 石器 打製石鏃 幅 155 包含層 重飛0.9g.黒曜石
隈 0.5
長 325 

79 石器 打製石鏃 幅 I7 包含層 重屈14 g,黒曜石
限 04 
長 I9 

80 石器 剥片 幅 30 包含層（番号50171) 重屈27 g,安山岩
暉 0.7 
長 29 

81 石器 石核 幅 29 包含層（番号50078) 璽祉91 g.黒曜石
限 16 
長 40 

82 石器 剥片 幅 I85 1号溝 重拭3.2g.黒曜石
限 09 
長 26 

83 石器 剥片 幅 18 3号溝 重派23g,黒曜石
原 0.7 
長 6.3

84 石器 石斧 福 544 頭部 番号50332 煎ii!I56g,黒色片岩
11i 3. 55 
長 26 

85 石器 石斧 幅 18 ガ部 番号50352 重罰66g,黒色片岩
厚 07 
長 26 

86 石器 石斧 幅 I8 胴部）ヤ 番号50321 重罰49g.黒色片岩
厚 0.7 
長 l88 

87 石器 調整剥片 幅 0.71 11区 匝罰03g,黒曜石
厚 4.2 
長 40 

88 石器 剥片 幅 I85 番号50444 重屈17g 黒曜石・頭部欠損
厚 09 
艮 263 

89 石器 剥片 幅 214 包含層 重屈29g,黒曜石・使用痕あり
1-',! 0. 65 
長 1.39

90 石器 調整剥片 幅 162 包含層 重屈0.7g,黒曜石
瞑 39 
長 230 

91 石器 剥片 幅 223 1号溝 重謡09g,黒曜石・折れ
1耳 370 
長 l78 

92 石器 剥片 幅 206 1号溝）こ層 煎:fll:O8g,黒曜石
耳 35 
長 I39 

93 石器 剥片 幅 136 1号溝＿1．．層 煎屈0Sg.黒曜石
原 3.6
長 2.26 

94 石器 剥片 幅 222 2号溝ペルト東 重屈49g, 黒曜石・折れ
原 I09 
艮 208 

95 石器 剥片 幅 202 番号50877 重丑3Og. Aso -4系黒曜石
限 08 

石核
長 259 

96 石器 幅 I33 2号溝ペルト束 璽保4Og.黒曜石
（楔形石器）

1耳 I01 
長 222 

97 石器 剥片 幅 244 315ピット 重釦7g黒曜石
1厚 670 
長 3II 

重屈29g,Aso-4系黒曜石98 石器 剥片 幅 112 番号50899
厚 0.65
長 180 

99 石器 剥片 幅陸： 2 28 
1022ピット 腫症22g,黒曜石

0 62 
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皿 黒嬰南地区の調査

1.理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調壺(9810調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

今回の調査は平成8年度補正予算によって年末に急進浮上した事業である。 12月2日施設部建築課

長より補正予算がついたとの連絡が入り、埋蔵文化財調査委員会委員長北野隆教授および調査室長甲

元慎之教授を交え施設部との協議を行った。 3月末日工事着工のため、 1月下旬より発掘調査をお願

いしたいとの申し出であった。これに対し調査室では 1・ 2月は年次報告書の作成期間であり、実務

的に無理がある、また調査期間が短いため、調査が窮屈になるとの回答をしたが、建築工事は大学全

体の問題であり、今回の予算を見送ることはできないとの施設部の返事であった。よって、年報作成

業務の一部および現場測量を委託することで、調査を了承した。

調査は建築工事に先立ち、支障配管の切り替えに伴う立会調査を12月14日より 4日間実施し、 1月

中旬より表土・撹乱層の 1次掘削を開始した。

b.調査の経過

1998年12月14日～12月18日 支障配管切替部試掘調査 (35rrf)。

1999年1月21日 建物本体部 (1,098rrf)発掘調査開始・重機にて撹乱などを撤去。

1999年1月25日 住居址3基を確認・ 1号溝掘り始める。

1999年1月27日 測量基準点移設。

1999年2月2日 北東部で遺構検出。

1999年2月4日 中央部にて多数の住居址が重複しているのを確認。

1999年2月16日 調査区西側にて縄文の包含層を掘り下げ開始。

1999年3月1日 各住居址の掘り方を検出開始。

1999年3月17日 調査区全体の空中写真撮影。

1999年3月25日 発掘調査終了。

C. 調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：江島賢一•岡崎光子・岡田イツ代・押方富江・甲斐田末男・河合章行・河野義勝・

熊本茂仁・黒本タケ子・古賀敬子・小細工洋子・白石美智子・新里売人・鈴木笠子・

裔松礼子・溜渕俊子・番山明子・福田久美子・福田はつ子・藤原由博•松川石子・

水上順子・宮村邦子・村上幸子・森川征子・森川 護・森田ミドリ・古田ひろこ

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷智子・

林田恵子・増井弘子・山菩早苗

(2)調査区の基本層序（図12)

調査地は理学部校舎の中庭の駐車場として利用されていたため、砂利が撒かれていた (I層）。そ

の下部は現代の撹乱土 (II層）で、厚さ20cmである。その下に淡茶褐色の堅く締まった近世以降の

耕作土（皿層ー黒褐色土lOYR3 I 3)があり、その下部が黒褐色土の遺物包含層 (N・V層）である。
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営丁．事に伴う発掘調査 (9810調査地点）

西壁 ▼ 

3 
LH=19.50m 

ロニニ-------

l陥：撹乱層（コンクリート）
2層：撹乱屑
3層：暗褐色土(Hue!OYR3!3)
41l4 :煤褐色土(Hue!OYR212)
5層： ！l＼褐色ヒ(Hue!OYR212)
6層：暗褐色土(Hue!OYR314)

▲ 

▼ LH=19.50m 

ニ-------―--
---一---- -----=----

▲ 

南壁

ロ ニニ釦1!IIIIÌ:RY;[
〇 4m 

図12 9810調査地点西壁・南壁土層断面実測図 (1/100) 

この層は色の濃淡によって、 IV層ー黒褐色土層 (lOYR2 I 2) （厚さ30cm) とV層ー黒褐色土層

(lOYR 2 I 3) （厚さ20cm)の二枚の層に区分される。古代遺構の掘り込み面はこのV層の上位面で

ある。厚さは40cmほどである。この下は黄褐色土（暗褐色土層）で、いわゆる地山土であるが、上

の黒褐色土と本層の漸移部から縄文時代の遺物が出土する。

撹乱部分の断面を見ると、この地山土は厚さ20cmほどで、その下には火山ガラスを含む黒褐色の

固い士層（厚さ20cmほど）が堆積しており、黒髪北地区の上位段丘上（五閾記念館以北）で確認し

ていたが、この南地区では初めての発見である。科学的分析は行っていないが、姶良丹沢火山灰のガ

ラスではないかと思われる。この層の下は段丘基盤層である砂礫層へと続く。

また、今回の調査で気がついた点として、樹木並木のある北側半分は土の乾燥が著しく、色調や硬

度がかなり異なるという点が上げられる。乾燥が激しいため遺構の検出が難しく、狭い面積の場合上

位の耕作土と見間違う危険性もあり、とくに立会調査などでは留意せねばならない事項であろう。

(3)検出遺構

検出した遺構の種類と数は以下のとおりである。

近世溝 1条

中世末？ 溝 1条

古代 (7世紀末～ 9世紀前半） 竪穴住居址24基、土城2基、溝3条、柱穴多数である。
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皿 黒槃南地区の調査

LH=Ll!.;iOm 

万

1号溝

1層：暗赤灰色土(Hue2.5YR3/l)
2層：暗褐色土(Hue!OYR3/3)
3層：褐色土(Hue!OYR4/6)
4層：明褐色土(Hue7.5YR5/8)
5層：暗褐色土(Hue7.5YR3/3)

LH=18~m 3号溝 8号溝

> l層：暗褐色土(Hue!OYR3/3)
2層：黒褐色土(HueIOYR3/2) 
3屑：黒褐色．七(Hue!OYR2/2)
4層：暗褐色＿l—.(Hue!OYR3/4)

LH=1臨 Om

夏
1層：にぶい黄褐色士(Hue!OYR5/4)
2層：にぶい黄褐色土(Hue!OYR4/3)
3暦：暗褐色土(Hue!OYR3/4)
4層：暗褐色土(Hue!OYR3/3)
5層：明黄褐色土(Hue!OYR6/6)

゜
2m 

図13 1 ・ 3 ・ 8号溝土層断面実測図 (1/50) 

＜溝＞

1号溝（図11• 13) 

調査区を横断するようにほぽ南北方向に走る幅3~4m、深さ0.4mの濠である。断面形は逆台形

で、古代の土器片ばかりが出土するが、わずかに明の染付磁器片が出土しており、中世末期のものと

考えられる。底面は一様でなく、調査区中央で20cmほど高くなっている。

3号溝（図11• 13) 

調査区の南東隅をかすめるように東西方向に走る幅約 2m、深さ0.7mの溝である。これは近世以

降のもので、段丘崖に沿って掘られたものであろう。 9412や9501、9704調査地点などの溝と連なる可

能性もある。断面形は逆台形を呈する。

9 • 10号溝（図11)

調査区の北東部を並行してカーブしながら北へ走る幅 lm弱、深さ0.5mの溝であるが、調査区北

部で切れている。覆土中から越1'1・1窯青磁の蓋が発見されており、また、壁清掃中に鉄斧（医26:25) 

が1点出土している。 9世紀前半代のものと考えられる。

8号溝（図11• 13) 

ほぽ東西に向かう断面形逆台形の幅 lm弱、深さ0.4mの溝である。時期は 9世紀前半代のものと

考えられる。 1号溝を挟んで西側はプランが明確でなかったが、 1号溝が広がるものと思い掘り上げ

ている部分は 8号溝の続きの可能性もある。

＜竪穴住居址＞

竪穴住居址はその規模と構造から大きく 2種類に分かれる。 1辺が5mほどで四隅に主柱をもつタ

イプ (2・ 7 ・ 11 ・ 310 ・ 200 ・ 320号住居址）と 1辺が3mほどの小形の住居で竪穴内に柱穴のない

タイプ (6・ 250 ・ 359 ・ 358 ・ 390 ・ 34 7 ・ 348 ・ 349 ・ 4 ・ 210 ・ 220 ・ 270 ・ 370 ・ 230 ・ 240 ・ 5号住居

址）である。前者が時期的に先行し、 7世紀末から 8世紀前半ごろのもの、後者が8世紀後半を中心

とした時期のものと考えられる。
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1.理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）
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1層：褐色土(Hue!OYR4/4)
2層：黄褐色土(Hue!OYR4/3) 焼土混じり
3層：にぶい黄褐色土(Hue!OYR4/3)

図14 2号竪穴住居址実測図 (1/50) 

2号竪穴住居址（図14)

調査区南西部、 1号溝際で検出した竪穴住居である。東西・南北辺ともほぼ5mの長さで、東辺中

央に寵をもつ。深いところで30cmあまりの壁の立ち上がりが残っている。柱穴はおよそ2.5mの間隔
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I11 黒髪南地区の調査

を置いて四角形に4個設けられている。中央から西側にかけて幅 lmほどの硬化した床面が認められ

た。この位置からみて寵と反対方向の西側が入り口であった可能性が高い。寵周辺から若干の土器片

が出土した。

7号竪穴住居址（図15)

調査区西側中央部に位置する竪穴住居で、 6号住居に南東隅を切られる。また、北側辺は埋設管の

掘り方によって破壊されている。東西4m、南北4m（推定）のほぼ正方形に近い平面プランをもつ。

寵は北辺中央にある。柱穴は4個で、南北方向が2m間隔、東西方向が1.3m間隔で、東西方向に狭

い配置となっている。深いところで20cmあまりの壁の立ち上がりをもつ。寵前面から柱間を通って

南辺近くまで幅 lmほどの硬化した床面が観察され、入り口は南側にあったものと推定される。寵周

囲から土器片がわずかに出土している。

11号竪穴住居址（図16)

調査区東側中央部で検出した竪穴住居で、 1辺の長さがおよそ5mの正方形を呈する。中央部を10

号溝が東西に貰いている。寵は北辺中央部に設けられている。柱穴は4本であり、東西・南北ともに

2mの間隔で配置されている。柱は住居プラン中央より若干東側へ偏っている。硬化した床面は寵や

柱を取り囲み、ほぼ住居の床面全体に認められる。残りの壁の立ち上がりはおよそ20cmである。寵

周辺を中心として土器片が散乱した状態で出土した。

310号竪穴住居址（図17)

調査区北側中央部東寄りに位置する竪穴住居である。南東部は切り合いが激しく、平面を把握する

ことができなかった。ただし、南西隅は把握できているので、住居の規模は、東西3.8m、南北4m

に復元できる。覆土ぱ焼土混じりのものであった。壁の立ち上がりは10cmほどで、残り具合はあま

りよくない。寵は北辺中央部に配置される。中央部は現代の埋設管の掘り方で破壊される。柱穴は北

側2個を確認しているが、南西部のものは10号溝に破壊されており、南東部は検出できていないが、

本来は 2m間隔で4個配置されていたものと考えられる。寵の対向辺側を中心として硬化した床面を

確認した。

200号竪穴住居址（図18)

調査区南東部で検出した竪穴住居であるが、西側を210・ 220号住居址に破壊され、西側辺は把握し

ていない。ただし柱穴4個の配置から推定して、東西は 4mほどであったと考えられる。南北辺は

5.3mである。柱穴の間隔は南北方向2.7m、東西方向2mである。南北東辺で寵は確認できていない

ため、西辺に存在したと思われるが、破壊が著しく、痕跡を把握できなかった。住居の壁の立ち上が

りは深いところで15cmほどしか残存していない。 4個の柱を取り巻くように、硬化した床面を確認で

きた。

320号竪穴住居址（図19)

調査区北東部、 11号住居址の北側で検出した竪穴住居である。北辺と中央部を現代埋設管の掘り方

と9号溝に破壊されている。東辺の 9号溝で削られた部分に寵の痕跡があり、この部分に寵が配置さ

れていたことを知ることができる。柱穴4個が確認でき、その柱間は東西1.8m、南北2mである。

東西方向は4mであるが、南北辺も柱穴の間隔から推定して4mほどであったと推定される。住居壁

の立ち上がりは15cmほどで、残存状態は悪い。寵前面から西南方向に幅1.3mほどの帯状に硬化した

床面を確認した。 9号溝に一部破壊されているが、住居のほぼ中央に当たる部分に直径25cm、深さ

20cmほどの円形のピットがあり、その中から土師器の小壷（図27:42)がDを上に向けやや傾いた

状態で発見された（写真図版17:42)。胴部に外側から径5mmほどの孔を開けており、なんらかの祭
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皿 黒髪南地区の調査

LH=~5' 
1
 

l

涵
"
-
"
と
ぐ
ヽ
蕊
芯
t
i
ぃ
t
(
H
u
e
!
O
Y
R
4
/
3
)

2

苓
＂
忌
ま

t
ゞ
L
(
H
u
e
!
O
Y
R
3
/
3
)

器
＂
ま

e廿
0
u
e
7
.
5
Y
R
4
/
3
)

4
翠
＂
泣
ん
ま

t
"
k
(
H
u
e
5
Y
R
3
/
2
)

5
牽
＂
果
ま

t
L
廿
(
H
u
e
7
.
5
Y
R
3
/
4
)

6
~
"
苓
H
i」
0
u
e
7
.
5
Y
R
4
/
3
)

7
索
~
念
t
,
t
(
H
u
e
!
O
Y
R
4
/
6
)

L
H
=
1
8
.
5
0
m
 

A
I
f
B
 

9

,

 

,

＇

，

＇

 

.

'

,

 

.. 
'

,

1

ー

,_
ぃ
.

I

9

9

1

1

9

/

9

9

1

ー

，

J

[

ロ
ロ
間
且

9

9

9

 

,

'

,

9

・

9

,

.

1

,

．

，

 

.

,

_

1

,

＇

，

 

，
 

,

'

,

9

,

9

 

,

1

,

＇
1

,

 

•99, 

9
9
9
,
＇
_
1
,
．, 

，
 

1層：にぶい黄褐色土 (HuelOYR4/3)
2層：暗褐色土 (HuelOYR3/3)
3層：褐色土 (Hue7.5YR4/3)

D 

4層：にぶい黄褐色土 (HuelOYR4/3)
5層：暗褐色土 (HuelOYR3/4)
6層：褐色土 (Hue7.5YR4/3)
7層：褐色土 (HuelOYR4/6)

戸ー。口.＼/ノ．I,1.＼．¥、
I. 乙

5
 口B
」

□

LH=18.50m 

E 

LH=18.50m 

E 

＼
 

、ヽ＼・

＼
 

¥!¥． 

／
 

ーI.

（
／
 

ー

iー
ノ

ロ。ロ
/

(

 

r
l
i
l
 

”
(
 
I
l
i
ー

,
¥
 

］ 

4] 

゜

C9 

＠ 

¥
.
＼
ー
ー
．
＼
＼
ー

/¥O

U
-
j
=
1
8
.
5
0
m
 

＼
 

C 
し＼

~-/--エ‘一
（掘方断面）

LH=18.50m 

A戸二二言三亡二ニ二:¥-喜三三□C 
A 

＼て二、｀ー～ LH=18.50m 

- C 
•O 

―--

゜

1層：にぷい黄褐色士(Hue!OYR4/3)
2層：暗褐色土(Hue!OYR3/3)
3恩：黒褐色土(Hue!OYR2/2)
4層：累褐色土(Hue!OYR2/3)
5層：褐色土(Hue7.5YR4/4)
6層：暗褐色土(Hue7.5YR3/4)
7層：暗褐色土(Hue7.5YR3/4) 
8層：褐色土(Hue7.5YR4/3)
9層：にぶい黄褐色土(Hue!OYR4/3)
10層：暗褐色土(Hue!OYR3/3)
II層：褐色土(Hue7.5YR4/3)
12層：赤褐色土(Hue5YR3/2)

2m 

図16 11号竪穴住居址実測図 (1/50) 

41 



1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調壺地点）
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図17 310 • 280号竪穴住居址実測図 (1/50) 

祀行為によるものと考えられる。住居使用時かそれ以後のものであるかは不明である。また、床面か

ら鉄鏃l点（図27:43) も出土している。

6号竪穴住居址（図20)

調査区西側中央、 1号溝に接したところにある正方形の竪穴住居である。 1辺の長さは3.4mで、

北辺中央に寵を配置する。検出面よりかなり深い部分まで掘削されており、壁の立ち上がりは40cmほ

ど残っている。内部および掘り方中に柱穴は検出できなかった。南部辺付近に硬化した床面を確認し

た。土器片は床から浮いた状態で、寵付近だけでなく住居址全体に散在していた。
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図18 200号竪穴住居址実測図 (1/50) 

250号竪穴住居址（図21)

調査区のほぼ中央部、多数の住居が集中する部分で確認した竪穴住居である。 1号溝に西辺を削平

されている。現存部で南北辺が2.5m、東西が2.5mである。鼈は南北辺および東辺で確認できていな

いので、破壊されている西辺にあったものと思われる。住居内に柱穴は確認できていない。残存する

壁の立ち上がりは30cmほどである。東側中央部に硬化した床面が認められる。

359号竪穴住居址（図21)

250号住居址に東接するやや不整な長方形を呈する竪穴住居である。南北辺3.7m、東西辺3.3mを

測る。東辺中央部に広く焼土が分布する範囲があるが、堆積が薄く、寵として認定できなかった。住

居内にも南側を中心に焼土の堆積した部分を確認している。壁の立ち上がりは10cmほどできわめて残

りが悪い。住居内からは柱穴は検出できなかった。南部および南西部に暗赤褐色の焼土の堆積がみら

れ、西辺中央付近には白い粘土が混じる灰層と思われる堆積が認められた。焼土の中からは炭化した

センダンの実が出土した。北辺中央から南西側に硬化した床面が認められた。
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）
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図19 320号竪穴住居址実測図 (1/50 • 1 /20) 

358号竪穴住居址（図21)

250号住居址の北側に住居の深さ10cmほどの一辺を確認したが、 390号住居址との切り合い関係は不

明であった。

390号竪穴住居址（図21)

359号住居址の北側で検出したほぽ北辺に寵をもち、北方向を向いた竪穴住居である。寵は北辺と

認識した辺の中央からやや西寄りに存在している。硬化した床面が帯状に連なっている。他の辺は明

確に把握できなかった。北辺の長さは3m強である。壁の立ち上がりは10cm以下である。

348号竪穴住居址（図21)

調査区北東部に位置する竪穴住居であるが、撹乱や他の遺構に切られ、北東隅部分のみ確認できた

にすぎない。東辺中央部に寵を付設する。寵周辺から少量の土器片が出土した。寵の掘り方は40cmと

深い。住居壁の立ち上がりは10cmほどと、残りが悪い状態である。
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II1 黒髪南地区の調査
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）
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皿 黒髪南地区の調査
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）

4号竪穴住居址（図22)

調査区の東南部、 3号溝に接するところで検出した正方形の竪穴住居である。壁の立ち上がりは

15cmほどである。 1辺が3mほどで、東辺の南寄りの部分に寵が設けられている。住居内からは柱

穴は検出していない。西辺に接して寵と対向する部分に硬化した床面が確認できた。土器片は寵周辺

から検出している。

210 • 220号竪穴住居址（図22)

調査区中央部南東側の住居の集中する部分から検出した竪穴住居である。 220号は 1辺が3.5mあま

りで、北辺中央西寄りに寵をもつ。寵から中央部にかけて硬化した床面を確認しているが、その上部

に焼土が堆積していた。住居内では柱穴は検出していない。住居の壁の立ち上がりは10cmほどで、残

り具合はよくない。

220号は210号に切られており、ほぼ重なることから構造は不明である。 1辺が2.5mほどの正方形

の竪穴住居と思われる。壁の立ち上がりは15cmほどである。

270号竪穴住居址（図23)

住居集中部のほぼ中央に位置する 1辺の長さが4mほどの竪穴住居である。南東部に隅部が2箇所

あり、重複した住居址二軒である可能性もある。北部隅に寵が突出している。周辺より土器片が多数

出土した。寵の対向部に粘土混じりの灰層の堆積が認められた。住居の壁の立ち上がりはおよそ10cm

である。 10号溝に東半分を破壊されているが、接する部分の床から鉄製紡錘車（図28:68)が出土し

ている。

370号竪穴住居址（図23)

調査区北西隅で検出した竪穴住居であり、北半分は調査区外に延びる。木の根のために土壌の乾燥

の激しい部分にあたり、検出が難しく、辛うじて壁の立ち上がりを捉えたものである。よって壁の立

ち上がりは5cmほどしか残存していない。東西辺の長さは3.5mである。

230号竪穴住居址（図24)

中央の住居集中部の南西側に位置する359号住居に切られ北半分が破壊されている。 1辺が2.7mほ

どの正方形を呈するものと思われる。東辺の北寄りに白い粘土と砂岩礫が認められ、寵が存在した可

能性が高い。中央部には火を受けたと思われる硬化した床面を確認できた。住居壁の立ち上がりは 5

cmほどしか確認できなかった。

240号竪穴住居址（図24)

230号住居址に隣接する竪穴住居であり、南東隅と南辺が残るのみである。よって規模は不明であ

る。壁の立ち上がりは10cmほどである。

5号竪穴住居址（図24)

調査区北部、 1号溝西側で検出した 1辺3mあまりの方形の竪穴住居である。北東隅に寵をもつ。

それに連なって中央部にかけて幅 lmほどの硬化した床面が認められる。住居の壁の立ち上がりは10

cmほどである。土器片は寵周辺を中心として分布しているが、一部離れた部分からも出土している。

280号竪穴住居址（図11)

調査区北東部、 310号住居に切られる東西辺が3mほどの竪穴住居である。東側半分を310号住居址

に破壊される。北側に硬化した床面があり、南側はパミス状の焼土を含む土で覆われていた。

このほか、明確なプランは把握できなかったが、 310号住居址と320号住居址の間で380号・ 350号・

346号、 359号の北側に507号などの住居址の一部と思われる硬化床面や焼土堆積層などを検出してい

る。
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I11 黒髭南地区の調査

LH=18.50m 

ー
ー

LH=18,5()_m 

ー、

゜

（調査区壁断面より） ］層：馬褐色土(Hue7.5YR2/2)
2層：黙褐色土(Hue!OYR2/2)
3層：黒褐色土(Hue!OYR2/3)
4層：黙褐色上(Hue10YR2/2)
5層：暗褐色七(Hue!OYR3/3)
6層：灰白色土(Hue5YR8/l)焼土
明赤褐色土(Hue5YR5/8)焼L

7層：黒褐色士(Hue!OYR2/2)
8層：明褐色土(Hue5YR5/8)焼土

2m  9層：黒褐色土(Hue7.5YR2/2)
10層：黒褐色土(Hue!OYR2/2)
II層：黒褐色土(Hue!OYR2/3)
12層：暗褐色土(Hue!OYR3/3)

図25 138号土坑実測図 (1/50) 

く土坑＞

290号土坑（図11)

調査区南東部、住居址集中部の東側、 200号住居址の北部に接するl.5Xl.7mの長方形の土坑であ

る。覆土中に若干の焼土が南東部を中心に堆積していた。壁の立ち上がりは 5cmほどで、残り具合は

きわめて悪い。

138号土坑（図25)

調査区南西部の壁際で検出した1.7 xo. 4mほどの土坑であるが、竪穴住居址の一部である可能性も
ある。深さが60cmほどである。掘り下げると土器片とともに赤い焼土層が認められ、その下部には厚

い木炭を含む炭混じりの灰層が堆積していた。焼失住居の可能性もある。

(4)出土遺物

3号溝出土遺物（図26:1 ~13) 

皿や碗を中心とした唐津系と伊万里系の陶器・磁器の各種器種の破片 (1~12)が出土しており、

18世紀代のものが主体を占めるものと思われる。天草砥石の破片 (13) も出土している。

1号溝出土遺物（図26: 14~18) 

遺物の主体は周辺に遺構や包含層のある古代の須恵器や土師器片 (15~18)であるが、 1点のみ時

期のわかる明染付碗 (C類） （14)が出土している。よって、本溝は16世紀後半代のものと思われる。

9 • 10 ・ 8号溝出土遺物（図26:19~29) 

9号溝からは須恵器杯 (19)および土師器の大皿もしくば焙烙（鍋） （20)の破片が出土している。

20に関しては近世以降のものの可能性があるが、破片が小さく不明である。

10号溝からは21の越州窯青磁の蓋の破片が出士しており、おおよそ9世紀前半代の時期が考えられ

る。また壁際から鉄斧 (25)が検出された。

8号溝からはより古い時期の士師器や須恵器も出土しているが、 27の土師器碗にみるように、これ

も9世紀前半代の時期を示している。よって、これら溝はほぽ同じ時期のものと考えられる。

1群住居址出土遺物 1 （図26• 27 : 30~43) 

大型で四本柱をもつ竪穴住居のグループに入る住居址 (2・ 7 ・ 11 ・ 310 ・ 200 ・ 320号）から出土

したものである。 30の須恵器杯は深い器形をもち、 31・ 34の土師器杯は底部がヘラ削りのまま放置さ

れている点などから 7世紀代に入るものと思われる。 35から43に関しては若干新しい様相も窺えるが、

8世紀前半代までに収まるものと思われる。
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）
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図31 9810調査地点出土遺物実測図6(1/2)

2群住居址出土遺物（図27• 28 • 29 : 44~89) 

小型で住居内に柱穴を持たない竪穴住居のグループに入る住居址 (6・ 250 ・ 359 ・ 220 ・ 280 ・ 

270 ・ 340 ・ 370 ・ 230 ・ 240 ・ 290 ・ 350 ・ 380号）から出土したものである。須恵器蓋・杯・碗・壷．甕、

土師器杯・皿・碗．鉢・甕が主体を成す。 69は270号住居址から出土した移動式寵の基部の破片であ

る。 64は220号住居址から出土した土師器杯の破片であるが、内面に刻書があるが、判読できない。

このほか、土錘 (56・ 66)や鉄器 (56・ 97)などが出士している。

その他遺構出土の遺物（図29:85~97) 

ピットや焼土などの各種遺構から出土した遺物を図示している。土師器・須恵器の各種容器が主体

を占めている。 8世紀後半～ 9世紀前半代のものを含み、ほぼ遺構群の年代と一致する。

その他の遺物（図29• 30 : 98~117) 

包含層および撹乱層などから出土した遺物を図示した。 99は撹乱層から出土したが中世以降の硯の

破片と思われる。紫色の石材であり、「赤間石」（凝灰岩）と思われる。

このほか、 359号住居址の焼土の中から、炭化したセンダンの実、モモの核などが出土している。

また、 11号住居址 •380号住居址からもモモの核がそれぞれ 1 個出士している。

縄文土器・石器（図30:118~150，図31: 151~163) 

包含層および古代遺構内・覆土から検出した縄文時代の遺物を図示した。土器 (118~150)は後期

前半～晩期初頭のものを主体としており、深鉢・鉢形土器がほとんどである。石器は、石鏃 (151~

154)、黒曜石剥片 (155~162)、石斧 (163)がある。
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調査地点）

(5) まとめ

今回の調査では、 20基以上の竪穴住居址が検出され、とくに東側中央部から北側にかけて 3時期以

上の切り合いが認められることは、本地区周辺が古代の集落址の中心地域であり、周辺にはより多数

の竪穴住居址を始めとする遺構が残存している可能性が予想され、改めて本遺跡の重要性が認識され

たものと考える。その時期は 7世紀後半～8世紀後半を主体とするものである。その住居を切るよう

に道路の側溝を現すような溝 (9・ 10号溝）が掘られており、 9世紀代になると、集落としての構造

に変化が認められるようである。

住居を始めとする遺構の覆土には焼土と炭化物がかなり多量に含まれている。西側壁中央にかかっ

て検出された138号遺構は厚さ 2cmあまりの材を残すなど、焼失住居の可能性もある。また、中央

から北東にかけて重複する 8世紀後半代の小さな竪穴住居群は炭化材や焼土を含み、これらも焼失住

居の可能性が高い。

また柱穴は竪穴住居址と一部重なる部分もあるが、それ以外のところに集中してみられる箇所もあ

る。残念ながら建物として把握することはできていないが、方向がほぽ竪穴住居址と同じであり、ほ

ぼ同じ時期の掘立柱建物と考えられる。

また、今回の調査では住居址内の灰や焼土中に含まれる炭化物の中に植物の種子を発見し、簡便な

道具によってフローテーション作業の試みを行った。現在分析中であるが、センダンやモモの核以外

に炭化米およびその他の種子が認められる。このような作業は当時の食生活や生活環境を知る上で有

効な作業であり、これを契機に本格的なフローテーションを導入して現在に至っている。これらの分

析結果は、他の地点での成果とあわせて報告したい。
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表4 9810調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遣物 種類（器種） 法面 (cm) 残存屈 特徴 色 詞 出土遣構 備 考

口径
内ナデ 内脊白色

26 l 磁器染付 碗 底径 口縁部）ヤ 3号溝
器高

外ナデ 外粁白色

口径
内ナデ 内白色赤絵

2 磁器染付 碗 底径 口緑部片
外ナデ 外白色

3号溝
器高

口径 内ナデ 内 少しくすんだ明緑1火色
3 磁器 小皿 底径 3 I / 8 

外ナデ 外明緑灰色
3号溝

器窃

口径 12 8 
内ナデ 内 Hue 5 Y 6 / 2 

4 陶器 碗 底径 口緑部）ヤ
外削り 外 Hue 5 Y 6 / 2 

3号溝
器高

口径 内ナデ 内 Hue 2 5Y 7 I 4 
5 陶器 皿 底径 1 / 4 

外一部削り 外 Hue 2 5Y 7 I 4 
3号溝 外面高台削り出し

器高

口径
内ナデ 内明粁灰色 砂目あり

6 陶磁器 碗 底径 4 9 底部のみ
外ナデ 外明粁緑灰色

3号溝
外面商台削り出し

器高

口径 内ナデ
内 Hue lOGY 7 I 1 

7 磁器 碗 底径 4. 4 底部）ヤ 外ナデ一部
外 Hue lOGY 7 I l 

3号溝 外面 高台削り出し

器高 削り

口径 内ナデ
内 Hue 2 5Y 5 / 3 

8 陶器 碗 底径 3 8 底部のみ 外底面及び外
外 Hue 5 YR 5 I 4 

3号溝
器高 面一部削り出し

口径 内ナデ
内 Hue !OYR 3 I 4 ， 陶器 揺鉢 底径 口縁部片 外ナデ．口緑
タtHue IOYR 3 I 3 3号溝

器裔 部削り出し

口径 内ナデ 1'1 Hue 2 5Y 5 I 3 
IO 陶器 大皿 底径 口縁部片

外削り出し 外 Hue 2 5Y 5 I 3 
3号溝

器高

口径
内ナデロ縁

II 陶磁器 甕 底径 口緑部片
部削り 内 Hue 2 5YR 3 / 3 3号溝
外ナデロ縁 タ~ Hue 2 5YR 4 I 2 

器高
部削り

口径
内ナデ 払JHue 2. 5Y 3 / 3 

12 陶器 皿 底径 破片
外削り 外 Hue 7 SYR 4 I 2 

3号溝
器高

長さ 4 8 
内 内． Hue

13 石製品 砥石 幅 7 4 
外 外． Hue

3号溝 流紋岩

原さ 36 
口径 13 

内ナデ 内 Hue !OGY 8 / 1 
14 染付 碗 底径 r_1縁部｝ヤ

外ナデ 外 Hue !OGY 8 / I 
Ml溝採集 絵付け

器高

口径
内ナデ 内 Hue 2 5 Y 5 / 1 

l5 須思器 碗 底径 8 l / 4 
外．ナデ 外 Hue 2 5Y 5 I I 

MI溝南 l層
器高

口径 内ナデ
内 Hue 2 5Y 7 I l 

16 須恵器 碗 底径 10 底部片 外ナデ．底面
外 Hue 2 SY 7 I l 

MI溝北 1層
器高 ヘラ切り

口径
内ナデ 内 Hue 5 Y 5 / I 

17 須恵器 碗 底径 9. 6 底部片
外ナデ 外 Hue 5 Y 5 I l 

Ml溝北2層 外面底面の一部に自然釉あり
器高

口径 23. 6 
内ハケ目 内 Hue 2. 5Y 7 / l 

18 須恵器 壷 底径 口縁部）ヤ
外ナデ 外 Hue 7 SY 7 I l 

Ml溝 トレンチ 内外面一部自然釉あり
器窃

口径 13 8 
内阿転ナデ 休IHue 2. 5Y 6 / 2 

19 須恵器 均； 底径 6 1 / 4 
外同転ナデ 外 Hue 5 Y 6 / 2 

9号溝 焼きムラあり
器;l'l; 3 3 
口径 内ハケ□．回

内 Hue !OYR 6 I 3 
20 土師器 鍋（大皿） 底径 底部片 転ナデ

外 Hue 5 YR 6 I 6 
9号溝 焼きムラあり

器高 外ハケ且

口径 l6 9 
内ヘラ削り， I人JHue 7 5Y 7 I I(［勺

2l 越州窯廿磁 蓋 底径 口緑部片
回転ナデ 部色）

lO号溝 内外面に行磁釉あり
外ヘラ削り． 外 Hue 7 5Y 6 / 2 （釉

器高
回転ナデ 色）

口径 内阿転ナデ
内 Hue 2 5Y 7 / 1 

22 須恵器 碗 底径 l3 底部片 外回転ナデ．
外・ Hue 5 Y 7 / 1 

10号溝．1．． 層 外面に自然釉あり
器高 ヘラ削り
口径 内阿転ナデ

内 Hue 2 SY 7 I 1 
23 須恵器 碗 底径 8. 5 底部のみ 外回転ナデ．

外 Hue 2 SY 7 / l 
10号溝下層

器窃 ヘラ削り

口径 内同転ナデ
1村： Hue 7 5YR 7 I 6 

24 土師器 碗 底径 10 2 底部片 外回転ナデ．
夕tHue 5 YR 7 / 6 10号溝上層

器莉 ヘラ削り
長さ 8.6

内 内 Hue25 鉄器 斧 幅 4 4 完形 10号溝
淳さ I 8 外 外 Hue

口径
内ナデ．削り fl.J Hue 2 5YR 5 I B 

26 土師器 蓋 底径 l / 8 8号溝東側 赤色化粧土
器高

外ナデ削り タ> Hue 2 5YR 5 I 8 

口径
内同転ナデ．

27 土師器 碗 底径 7 4 底部 1/ 5 
ヘラ削り 内 Hue lOYR 8 I 4 

8号溝
内面に赤色化粧土あり

器高
外阿転ナデ． 外 Hue 7 5YR 8 / 4 外面焼きムラあり
ヘラ削り

口径 15 6 
内ナデ 内 Hue 2 5YR 6 / 6 

28 上師器 碗 底径 1 / 4 M8  東側 赤色化粧土
器高

外ナデ 外 Hue 5 YR 6 / 4 

口径 14 内ナデ
内 Hue 7 5YR 8 / 4 29 土師器 杯 底径 l0.8 I I 4 外ナデ．底面 M8  東側

器,I% 4 2 ヘラ切り
夕tHue 7 5YR 8 / 4 

口径 14 
内ナデ 内 Hue 5 Y 7 / 2 2号竪穴住居址P30 須恵器 蓋 底径 I / 2 

器高 5 2 外ナデ 外 Hue 5 Y 7 I I 6・ 覆土

口径 11 4 内序き
I人IHue 2 5YR 5 I 6 31 上師器 杯 底径 I / 4 外ヘラ削り， 2号竪穴住居址 p7 丹塗り

器高 ナデ
外 Hue 5 YR 7 / 6 

口径
内ナデ．削り 内 Hue 2 5YR 5 I 8 32 土師器 甕 底径 2号竪穴住居址窟 焼きムラあり

器商
外ナデ．ハケ目 外 Hue 5 YR 5 / 8 

59 



1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調査 (9810調究地点）

図 番号 遥物 稲類（器稲） 法!II(cm) 残存団 特徴 色 調 出土逮構 備 考
口径 内回転ナデ

内 Hue 5 YR 6 / 6 26 33 土師器 均、 底径 8. 2 I / 3 外回転ナデ．
外 Hue 7 5YR 7 I 6 7号竪穴住居址P3

器高 底部ヘラ削り

口径 12 4 内磨き
l人lHue 2 SYR 4 / 6 34 土師器 坪 底径 口緑部片 外磨き．ヘラ 7号竪穴住居址掘方 丹塗り

器高 削り
外・ Hue 2 5YR 5 I 6 

口径 28. 8 内ナデ．削り
内 Hue 7 5YR 8 I 4 27 35 土師器 鉢 底径 l / 4 一部朽き
外 Hue 5 YR 7 / 4 11号竪穴住居址鼈 外面全体にスス多く付秤

器高 外 ナデ，ハケ目
口径 14 4 

内．ナデ削り 内 Hue 2 SY 6 I 1 310号竪穴住居址 p36 須恵器 蓋 底径 1 / 2 外面口緑部に自然釉あり
器高 2 外ナデ．削り 外 Hue 2 5Y 6 / l 1 

口径 13 
内ナデ l'-1 Hue 5 YR 6 / 4 310号竪穴住居址P37 土師器 杯 底径 8 6 2 / 3 

器高 2 6 外ナデ 夕fHue 5 YR 7 / 4 2 

口径 26. 4 内ヘラ削り
l'J Hue 7 5YR 7 / 3 310号竪穴住居址寵・38 土師器 甕 底径 口縁部片 外口緑部横ナ 内面にスス付符

器商 デ．胴部ハケ [i
タ~ Hue 7 5YR 8 / 3 346号逍構

口径 内ナデ．削り
仏） Hue 7 SYR 7 / 4 

39 土師器 甕 底径 I I 8 外ナデ．ハケ 3l0号竪穴住居址
器高 目

タ~ Hue 7 5YR 8 / 4 

口径 II 
内ナデ．ヘフ

40 須患器 高杯 底径 脚部）ヤ
削り 内 Hue 2 SY 6 I I 200号竪穴住居址掘

器高
外ナデ．ヘラ タ~ Hue 2 5Y 6 / I 方
削り

口径 17 8 内ナデ．磨き
内 Hue 2 5YR 4 I 6 320号竪穴住居址礎41 土師器 皿 底径 口縁部）ヤ 外ナデ，ヘラ 丹塗り

器高 削り
タ~ Hue 2 5YR 4 I 6 付近もしくは9号溝

口径 7 9 内ナデ削り
,人JHue 5 YR 6 / 6 巌大径 9.3c m 朋部に穿1しあ42 土師器 小壷 底径 4 ほぼ完形 外ナデ．ハケ 320号竪穴住居址

器高 7 4 目
外 Hue 5 YR 7 / 6 り

長さ 8. 5 
内 内 Hue43 鉄器 鉄鏃 幅 3 l 基部欠ttl 320号竪穴住居址

限さ 0.4 外 外 Hue

口径 13 4 内同転ナデ
内 Hue JOYR 5 / I 44 須恵器 壷 底径 口緑部片 外回転ナデ， 6号竪穴住居址 外面に自然釉あり

器高 ヘラ削り
夕t Hue 2 5Y 6 / 2 

口径 13 内阿転ナデ
内 Hue 7 5YR 8 / 6 45 土師器 杯 底径 6 8 1 / 4 外同転ナデ． 6号竪穴住居址 内面：こ刻害あり

器高 3 7 ヘラ削り
タ~ Hue 7 5YR 8 I 4 

口径 14 4 
内 ISl転ナデ I'-! Hue 5 YR 7 / 8 46 土師器 杯 底径 9 6 I / 6 
外同転ナデ タ~ Hue 7 5YR 8 / 6 

6号竪穴住居址 P35 少々焼きムラあり
器高 4 65 
口径 18 4 

内ナデ削り 仏IHue !OYR 7 / 3 口緑に丹が少し残っている，外面47 土師器 鉢 底径 口縁 I/ 8 6号竪穴住居址
器高

外ナデ タ~ Hue !OYR 8 / 2 にコゲ？、スス付滸

口径 23 4 内口縁部回転
内 Hue IOYR 8 / 4 48 土師器 甕 底径 I / 6 ナデ．ヘラ削り
外 Hue !OYR 8 / 3 

6号竪穴住居址 外面にスス付芍
器高 外ハケ且

口径 29. 2 
内口縁部回転

49 土節器 甕 底径 口緑 1/ 4 
ナデ，削り I人JHue 7 5YR 6 I 6 

6号竪穴住居址
器高

外口縁部回転 外 Hue lOYR 8 / 4 
ナデ，ハケH

口径 25 8 内ナデ．削り
I人JHue !OYR 8 I 3 

改 士距器 甕 底径 1 / 4 外ナデ．ハケ 6号竪穴住居址 外面の一部にスス、コゲ多く付杵
器高 目

外 Hue 7 5YR 8 / 4 

口径 26 2 内ナデ，削り
仏lHue 5 YR 7 I 6 51 土師器 鉢 底径 口緑 l/4 外ナデ．ハケ
タj. Hue 5 YR 7 / 6 

6号竪穴住居址 外面にスス、コゲ付粁
器高 口
口径 内阿転ナデ

内 Hue 5 Y 7 I 2 
28 52 須恵器 碗 底径 10 8 I / 4 外回転ナデ

夕t Hue 5 Y 8 / 2 
250号竪穴住居址 外面に自然釉あり

器高 ヘラ削り

口径
内ナデ 内 Hue 5 YR 7 / 6 

53 土師器 碗 底径 10. 4 底部片
外ナデ 外•Hue 5 YR 7 / 6 

250号竪穴住居址
器高

口径
内ナデ 内 Hue 2 5YR 6 / 8 359号竪穴住居址

54 土師器 大碗 底径 13 I / 4 赤色化粧土
器高

外ナデ，削り タ~ Hue 2 5YR 6 / 8 (281号遣構）

口径
内回転ナデ 内 Hue 5 Y 8 / I 359号竪穴住居址

55 須思器 碗 底径 8 8 底部 I/ 3 外面に自然釉あり

器高
外阿転ナデ タ~ Hue 2 SY 8 / l (381号退構）

長さ
内． 内 Hue 359号竪穴住居址

56 土製品 錘 幅 l 3 一部欠損
外ナデ 外 Hue 5 YR 6 / 6 (563号迫構）

限さ 1 3 
口径 26 内ナデ．削り

内 Hue IOYR 8 / 2 
359号竪穴住居址

内外面に煮たき痕あり
57 土師器 甕 底径 口縁、胴部片 外ナデハケ

外 Hue 7 5YR 8 / 3 
(283号・ 281号P9・

外面にスス多く付滸
器高 口 Pl3 ・ Pl9) 
口径 17 2 

内ナデ 内 Hue 5 YR 7 / 6 507号竪穴住居址 P
58 土師器 窃台付皿 底径 11 6 l / 4 

外ナデ 夕t Hue 7 5YR 7 I 4 3 
焼きムラあり

器高 4 
口径 16 6 内・削り

内 Hue 7 5YR 6 I 6 507号竪穴住居址P
59 土師器 甕 底径 I / 5 外ハケ且ナ

タ~ Hue 5 YR 6 / 8 I 
器高 デ

口径 27 4 内ナデ．削り
内 Hue 2 SY 8 / 2 

507号竪穴住居址 P
60 土師器 甕 底径 口緑、胴部）ヤ 外ナデ．ハケ

外 Hue 7 SY 8 I 2 
4 ・P 8・281号p4. 

器高 H 260号硬化面西側）

口径 26 8 
内 口緑横ナデ．

61 土師器 甕 底径 口縁 I/ 8 
ヘラ削り 内 Hue !OYR 8 / 3 507号竪穴住居址P

内外面に一部スス付粁
外口縁横ナデ． タ~ Hue lOYR 6 I 3 6.包含層撹乱

器高 ハケ I]

口径 17 
内ナデ 1人, Hue 7 5YR 8 / 3 220号竪穴住居址

62 土師器 杯 底径 11 1 / 3 
外ナデ タ~ Hue 5 YR 5 / 6 (348号 p1) 

器高 4 3 
口径 内ナデ 内 Hue 5 Y 5 I I 

220号竪穴住居址
63 須忠器 碗 底径 10 I / 4 

外ヘラ削り 外 Hue 5 Y 5 I l 
(4号P1 ・ 1号溝

器高 南側 l層）
口径

内ナデ 1人l Hue 7 5YR 7 / 4 
64 土師器 杯 底径 8 7 底部 I/ 8 

外ナデ 外 Hue 7 5YR 7 I 4 
220号竪穴住居址 内面に線刻あり（判読不可）

器高

口径 内ナデ．ヘラ
内 Hue !OR 4 / 6 220号竪穴住居址

65 土師器 杯 底径 13 2 l / 8 磨き
夕(Hue !OR 4 / 6 210号竪穴住居址

丹塗り

器高 外削り
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図番号 遥物 稲類（器種） 法団 (cm) 残存団 特徴 色 調 出土遥構 備 考

長さ 4 1 
内． 内 Hue

28 66 土製品 錘 幅 1 6 ほぼ完形 220号竪穴住居址 焼きムラあり

耳さ 1 6 
外ナデ タ~ Hue 7 5YR 6 / 6 

口径
内ナデ 内 Hue 5 YR 7 I 8 

67 土師器 碗 底径 10 4 底部）ヤ
280号竪穴住居址掘

器高
外ナデ 夕tHue 5 YR 7 I 8 方

68 鉄器 紡錘車
長さ 35 2 内 内 •Hue
幅（輪） 52 外 外 Hue

270号竪穴住居址

口径 内削りの後ナ
内 Hue 5 YR 7 / 6 

69 土師器 移動式鼈 底径 底部片 デ
270号住居址寵付近・

器高 外ハケ[]
,,~ Hue 5 YR 7 I 6 M230号住居掘方束

口径 12 9 
内ナデ 内 Hue 5 B 6 / l 

70 須患器 苺 底径 4 I 5 270号竪穴住居址
口緑部の一部に自然釉あり

器高 2. 3 
外ナデ 外 Hue 5 B 6 / 1 (289号 p3) 

口径 内回転ナデ
内 Hue 2 SY 7 / l 

270号竪穴住居址．
71 須恵器 碗 底径 8. 9 底部のみ 外回転ナデ． 証付近・ (289号南 P

器高 ヘラ削り
外 Hue 2 SY 7 / l 

4) 
口径

内ナデ 内 Hue 5 B 6 I I 
72 須思器 碗 底径 9 1 / 4 

270号竪穴住居址

器高
外ナデ 外 Hue N 5 I 0 (289号南 Pl3)

口径
内ナデ 内 Hue lOYR 5 / I 

73 須恵器 碗 底径 II 6 底部片
270号竪穴住居址

器高
外ナデ 外 Hue 5 YR 5 I I (289号 P36)

270号竪穴住居址
口径 12. 8 内ナデ

内 Hue 2 5Y 6 / l (289P47 ・ 289号南
74 須恵器 杯 底径 7 9 I I 2 外ナデ．ヘラ 側・ 286西側 pI. 

器高 4 3 削り
外 Hue 2 SY 6 / I 

289号トレンチ・ 289
号焼土）

口径 ！5 6 
内ナデ 11-.1 Hue 7 5YR 7 / 4 

75 土師器 均、 底径 8 6 l / 3 270号竪穴住居址

器窃 3 3 
外ナデ 外 Hue 7 5YR 8 / 3 (289号P21)

口径 12 4 
内ナデ 内 Hue IOYR 6 / 2 

76 土師器 均； 底径 7 6 ほぼ完形
270号竪穴住居址

器高 3 8 外ナデ 外 Hue 7 5YR 6 I 3 (289号）

口径 l3 4 内ナデ
内 Hue !OR 5 I 8 

77 土師器 坪 底径 9. 5 2 / 3 外ナデ．底面
270号竪穴住居址 内外而一部にスス付粁赤色化粧

器高 3 ヘラ切り
タ~ Hue 7 5YR 6 I 6 (289号） 土

口径 18 内ナデ．削IJ
1人IHue 7 5YR 6 / 4 

29 78 土師器 甕 底径 I / 8 外ナデ．ハケ
270号竪穴住居址 内、外面スス｛寸府外面吹き零れ

器商 口
タ~ Hue 7 5YR 6 / 4 (289号P!9・排土） 痕あり

口径 24 2 内ナデ．削り r人JHue 7 SYR 8 / 3 270号竪穴住居 (289
79 土師器 甕 底径 1 / 4 外ナデ．ハケ 号． 5号住居Jtl:P. 内面口緑部にコゲ．外面に吹き零

器裔 l] 夕tHue lOYR 6 I 4 DI02) れ痕あり

口径 14 4 
内ナデ 内 Hue 7 5YR 7 / 6 

80 土師器 杯 底径 9 l I 8 340号竪穴住居址

器高 3 I 外ナデ 外 Hue 7 5YR 7 I 6 （覆土）

口径
内ナデ I大IHue 2 5YR 6 / 6 

81 土師器 鉢 底径 10 I I 8 340号竪穴住居址

器莉
外ナデ．削り 夕> Hue 2 5YR 6 / 6 （覆土）

口径 24 内ナデ、ヘフ
内 Hue 2 5YR 6 I 8 

82 土師器 鉢 底径 口縁部片 削り 370号竪穴住居址 焼きムラあり
器在 外ナデ．ハケ目

外 Hue 2. 5YR 6 I 6 

口径 13 内ナデ
内 Hue 5 YR 7 / 6 

83 土師器 坪 底径 82 I / 2 外ナデ．底面
230号竪穴住居址

少し焼きムラあり
器高 3 ヘラ切り

外 Hue 5 YR 7 / 4 (517号）

口径
内ナデ I人, Hue 2 5YR 5 I 6 

84 土師器 碗 底径 8 4 I / 4 240号竪穴住居址
器高

外ナデ 夕t.Hue 2 5YR 6 / 8 赤色化粧土

口径
内ナデ 内 Hue 5 YR 7 / 6 

85 土師器 碗 底径 10 底部片 290号土坑 赤色化粧土
器高

外ナデ．削り 外 Hue 5 YR 7 / 6 

口径
内ナデ I人J Hue 7 5YR 6 / 4 

86 土師器 碗 底径 9 2 l / 2 350号竪穴住居址 P

器高
外ナデ．削り 外 Hue 7 5YR 7 I 8 I 

口径 12 4 内回転ナデ
内． Hue N 6 I 0 

87 須恵器 均、 底径 7 4 l I 3 外回転ナデ．
380号竪穴住居址・

口縁部に自然釉あり
器高 3 9 ヘラ削り

外 Hue N 5 / 0 380号と350号の1111

口径 13 4 内ナデ
I人IHue 5 YR 6 I 6 88 土師器 杯 底径 8. 2 l I 3 外ナデ．ヘラ

380号竪穴住居址．
赤色化粧土

器高 3 2 削り
外 Hue 2 5YR 6 / 8 380号と350号の間

口径 14 内ナデ．ヘラ

89 土師器 坪 底径 9 I I 2 J科き 内 Hue 5 YR 5 / 3 
380号竪穴住居址

底面の外面に焼きムラあり

器,¥'f, 3 3 外ナデ．ヘラ タ> Hue 5 YR 7 / 3 外面一部にスス付滸
削り

口径 I人1 回転ナデ
l勾 Hue 5 YR 6 I 6 90 土師器 碗 底径 8 8 l / 3 外回転ナデ， 38号遺構•西側包含

内外面に赤色化粧上あり
器高 ヘラ削り

タ> Hue 7 5YR 7 / 4 層ビット検出時

口径 14 4 内回転ナデ
内 Hue 2 5Y 7 / 1 91 須恵器 碗 底径 8 2 1 / 3 外回転ナデ． 309号迫構 焼きムラあり

器高 5 95 ヘフ削り
外 Hue 5 Y 7 / l 

口径 14 4 
内ナデ，削り 内 Hue 2 SY 6 / I 92 須忠器 蓋 底径 I / 5 82号遺構

器裔
外ナデ，削り 外 Hue 2 5Y 6 / I 

口径 13 
内ナデ 内 Hue 2 5YR 5 I 6 93 土師器 杯 底径 8 8 I / 4 247号辿構

器高 3. 6 外ナデ 夕fHue 2 5YR 5 / 6 赤色化粧土

口径 10. 4 内回転による

94 須恵器 杯 底径 8.2 I I 4 ナデとロクロを 内 Hue lOBG 5 I l 447b号追構
器高 2 8 止めてのナデ 外 Hue 5 PB 6 / 1 刻書あり（判読不可）

外ナデ
口径

内ナデ 内 Hue !OR 6 / 8 95 土師器 碗 底径 15. 2 底部）ヤ 295号迎構
器裔

外ナデ．削り 外 Hue !OR 6 / 8 赤色化粧土

口径 23 7 内横ナデ．ヘ

96 土師器 甕 底径 口縁 l/ 8 ラ削り [kJ Hue 2 5YR 6 / 6 
390号退構・包含暦 内面一部コゲ＇，外面一部スス付

器高
外横ナデ，ハ タ~ Hue 2 5YR 6 / 6 着
ケI]

長］32
内97 鉄器 刀子 幅 I77 内 Hue

175号退構
原 031 外 外 Hue

口径
内ナデ l人l Hue 2 5Y 7 / 2 98 陶器 鉢 底径 口縁部片 包含府・住居検IIi時

器泊j 外削り．ナデ タ> Hue 2 5Y 7 / 2 
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1. 理学部自然科学等総合実験棟新営工事に伴う発掘調森 (9810調査地点）

図 番号 遥物 種類（器稲） 法li!(cm} 残存 ffl 特微 色 調 出土遺構 備 考

口径
内 内 Hue29 99 石製品 硯 底径 硯面一部 撹乱・包含暦 赤Ill]石？

器商
外 外 Hue !OYR 3 I I 

口径 15 2 
内回転ナデ．

l()() 須忠器 壺 底径 2 I 5 
ヘラ削り 1人l Hue 7. 5YR 6 / 3 撹乱・包含層・迫構

内外面に自然釉あり
器高

外．回転ナデ 外 Hue 7 5YR 5 I 3 検出時
ヘラ削り

口径 16 6 I人］ 削り．ナデ 内 Hue 5 Y 6 I I 101 須忠器 盗 底径 1 / 4 横 外面に焼きムラあり
器高 2 2 外削り．ナデ 外 Hue 5 Y 5 / 1 

口径 15 
内阿転ナデ、

102 須忠器 葱 底径 口縁部片
ヘラ削り 内 Hue 5 Y 6 / I 

カクラン包含暦
器高

外回転ナデ． 外 Hue 2 SY 6 I 2 
ヘラ削り

口径 16 8 内阿転ナデ．
仏） Hue IOYR 7 I 3 トレンチ 5・ ピッ

103 須恵器 蓋 底径 I / 5 ヘラ削り 焼きムラあり
器高 外．回転ナデ

タ~ Hue 7 SYR 7 / 4 ト・包含層

口径 内ナデ
内 Hue 5 Y 6 / l 東側・南側・包含

104 須恵器 "ヤE 底径 8.8 底部片 外ヘラ削り，
器高 ナデ

外 Hue 5 Y 5 / 1 附・住居検／i1時

口径 内阿転ナデ
内 Hue IOY 8 / I 北東撹乱・包含層・

105 須恵器 碗 底径 7 6 底部 II 3 外回転ナデ
器高 ヘラ削り

外 Hue 7 5Y 8 / l 住居検出時

口径 14 2 
内ナデ 内 Hue IOBG 5 I I 

106 須恵器 碗 底径 9 4 2 / 3 壁
器高 4 5 

外ナデ 外 Hue 7 5Y 5 / 1 

内回転ナデ
内 Hue 2 SY 6 / 1 撹乱・包含層・逍構

107 須恵器 聡 最大径 l22 胴部）ヤ 外阿転ナデ．

刻み且
タ~ Hue 2 5Y 5 I I 検出時

口径
内ナデ 内 Hue lOYR 3 / l 東・南・包含層・住

108 須恵器 碗 底径 8 6 l I 4 
器高

外ナデ 外 Hue 2. SY 3 / l 居検出時

口径 11 8 
内 lei転ナデ 内 Hue 10Y 6 / 1 撹乱・包含層・遺構

109 須恵器 碗 底径 7 1 / 3 外面に自然釉あり
器高 4 2 

外同転ナデ 外 Hue JOY 6 I I 検出時

口径 II 6 内ナデ
I人J Hue 7 5YR 7 / 4 東側・北半包含層・

30 110 須恵器 杯 底径 7 4 1 / 3 外ナデ．底面
器高 3 3 糸切り

タ~ Hue 7 5YR 6 / 4 住居検出時

口径 II 2 
内同転ナデ．

[AJ Hue 2 5Y 7 / 2 
Ill 須患器 渾ー量 底径 口縁部片

ヘラ削り
外 Hue 5 YR 6 / 4 包含層・撹乱 外面口緑に自然釉あり

器高
外同転ナデ．

（釉色）
ヘラ削り

口径
内ナデ I人I Hue 5 YR 7 / 8 

112 土師器 器 底径 l I 4 堅
器高

外削り．ナデ 外 Hue 5 YR 7 / 8 

口径 15 2 
内ナデ 内 Hue 5 YR 7 I 6 

113 土師器 杯 底径 8 1 / 4 墜・撹乱 底面に粘土くず付舒
器高 4 I 

外ナデ 外 Hue 7 5YR 7 / 4 

口径 13 4 内ナデ
1J.J Hue 7 5YR 7 I 6 

114 土師器 杯 底径 8.6 1 / 3 外ナデ，ヘラ 墜．撹乱 外面に 2ケ所圧痕あり
器高 2 4 抒き．底面削り

,,~ Hue 5 YR 7 / 6 

口径
内ナデ 1人I Hue 5 YR 6 I 6 

115 土師器 碗 底径 9. 8 l I 8 壁（北東）

器高
外ナデ 外 Hue 5 YR 7 I 6 

口径 13. 8 
内ナデ ,人J Hue 2 5YR 6 I 8 

116 土師器 杯 底径 8 l / 3 惟 焼きムラあり
器高 3 

外ナデ．削り 外 Hue 2. SYR 6 I 8 

117 鉄器 鏃
長さ 7 75 内 内 Hue

包含層
最大幅 0 8 外 外 Hue

口径
内ナデ 内 Hue lOYR 7 / 3 

118 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片 346号迫構 沈線
器高

外ナデ 外 Hue lOYR 7 I 3 

口径
内ナデ．磨き 内 Hue 2 5Y 5 / 2 

119 縄文上器 深鉢形土器 底径 [J椋部片 壁・撹乱

器高
外ナデ．削り 外． Hue 2 5Y 3 / 1 

口径
内ナデ I人J Hue 2 5YR 5 / 6 220号竪穴住居址掘 内面にヘラ線状痕．外面に縄文、

120 縄文土器 深鉢形土器 底径 口緑部片
器高

外ナデ ，，> Hue 2. 5YR 5 / 6 方 沈線

口径
内磨き 内 Hue 5 YR 4 I 8 

121 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部）ヤ 4号竪穴住居址 口縁部に沈線、縄文、押型文

器高
外晒き 外 Hue 5 YR 4 I 8 

口径
内ナデ l).I Hue 2 5YR 2 / 1 240号竪穴住居址焼

122 縄文土器 深鉢形士器 底径 胴部片 外面に縄文、沈線

器高
外ナデ タ~ Hue IOYR 4 I 2 土下

口径
内ナデ．庖き 内 Hue 5 YR 5 I 6 4号竪穴住居址掘り

123 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部）ヤ 口緑部に縄文、沈線

器高
外ナデ，磨き 外 Hue 5 YR 4 I 4 方

口径
内ナデ磨き 内 Hue 7 5YR 5 / 4 

124 縄文土器 深鉢形土器 底径 [I緑部片 297号追構 口縁部に縄文、沈線

器高
外ナデ．磨き タ~ Hue 5 YR 5 / 6 

口径
内ナデ 内 Hue 2 5YR 5 I 6 

125 縄文土器 深鉢形上器 底径 胴部）ヤ 447c号遺構 外面に縄文、沈線

器高
外ナデ 外 Hue 2 5YR 5 / 4 

口径
内ナデ，磨き 内 Hue !OYR 7 I 3 200号竪穴住居址掘

126 縄文土器 深鉢形土器 底径 屑部）ヤ 外面に縄文、沈線文

器高
外ナデ，庖き 外 Hue IOYR 5 I 3 方

口径
内ナデ 仏J Hue lOYR 2 / 2 

127 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片 11号竪穴住居址掘方 外面に縄文、沈線文、押型文
器高

外ナデ 外 Hue lOYR 2 / 2 

口径 内ナデ．ヘラ
内 Hue 7 5YR 4 I 4 

128 縄文土器 深鉢形：t器 底径 胴部片 磨き
外 Hue 5 YR 4 I 4 

包含府（番号51383) 外面に沈線文、押型文
器高 外ナデ

口径
内ナデ 内 Hue 2 5Y 6 / 2 外面に沈線文

129 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片 9号溝
器高

外ナデ 外 Hue lOYR 6 I 2 外面にスス付舒

口径
内ナデ 内 Hue 5 YR 5 / 4 2号竪穴住居址 P 外面に縄文、沈線

130 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片

器商
外．ナデ り~ Hue 7 5YR 5 I 4 3・ピット1/..I 外面にスス付杵

口径
内ナデ 内． Hue lOYR 5 / 3 

131 縄文t器 深鉢形土器 底径 胴部片
外ナデ 外 Hue !OYR! 71 I 

包含層（番号51349) 外面に縄文、沈線文
器高
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皿 黒髪南地区の調査

図 番号 遥物 種類（器稲） 法且 (cm) 残存且 特微 色 調 出土遥構 備 考

口径 内ナデ、磨き 内 Hue lOYR 7 / 3 
30 132 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片

外 外 Hue lOYR 7 / 3 
3号溝 外面に縄文、沈線文、押型文

器高

口径 内ナデ 内 Hue 2 5Y 4 I 3 
133 縄文土器 深鉢形土器 底径 破片

外ナデ 外 Hue 2 5Y 4 / 2 
9号溝 外面に沈線文、押型文

器高

口径 内ナデ 内 Hue 2 5Y 5 / 2 
134 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片

外ナデ 外 Hue 2 5Y 4 I I 
420J号遺構 外面に沈線文

器高

口径 内ナデ 内 Hue 2 5Y 5 I 3 
135 縄文土器 深鉢形土器 底径 胴部片

外ナデ 外 Hue 2. 5Y 3 / 2 
200号竪穴住居址 外而に縄文、沈線文

器高
口径

内ナデ．削り l人l Hue 2. 5Y 5 / 3 
136 縄文土器 深鉢形土器 底径 肩部片

外ナデ、磨き 外 Hue 2 SY 5 I 3 
壁・撹乱 外面に押型、沈線文

器高

口径 内ナデ、磨き 内 ・Hue 5Y4/l 
137 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片

外ナデ、磨き 外 Hue IOYR 3 / 2 
北東部撹乱 口縁部に沈線文

器高

口径
内ナデ、磨き 内 Hue !OYR 7 I 4 

138 縄文土器 深鉢形土器 底径 口緑部片
外ナデ、磨き 夕tHue !OYR 8 / 3 3号溝 口縁部につなぎ目あり

器高

口径
内ナデ、磨き 内 Hue IOYR 7 / 4 

139 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
外ナデ、晒き 外 Hue lOYR 8 I 4 

東壁・撹乱 口緑部に沈線文
器高

口径 内ナデ、磨き 内 Hue !OYR 6 / 3 
140 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片 包含層（番号51351) 口緑部に沈線文

器高
外ナデ、磨き ,,~ Hue 7. 5YR 6 / 3 

口径
内ナデ、磨き ,人lHue lOYR 4 / 2 

141 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
外ナデ、磨き 外 Hue IOYR 3 I 2 

4号竪穴住居址覆土 口緑部に沈線
器高

口径 内ナデ、磨き 内 Hue 7 5YR 5 I 3 
142 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片 包含層（番号50056)

器高
外：ナデ、磨き 外 Hue !OYR 5 / 3 

口径
内ナデ、磨き 1勺 Hue !OYR 7 / 3 

143 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片 撹乱
器高

外ナデ、磨き 外 Hue lOYR 7 I 4 

口径
内ナデ、ヘフ

144 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
磨き 内 Hue lOYR 7 I 2 

446号退構
器高

外ナデ、ヘラ 外 Hue !OYR 3 I 1 
磨き

口径 内ナデ、磨き l大l.Hue 7 5YR 6 I 6 
145 縄文土器 深鉢形土器 底径 口緑部片

外ナデ、磨き 外 Hue 7 5YR 5 I 4 
10号溝

器高

口径
内ナデ 内 Hue IOYR 8 / 3 

146 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
外ナデ 外 Hue 7 5YR 7 I 4 

包含陪（番号24660) 外面に線状文
器高

口径
内ナデ 内 Hue lOYR 5 I 4 

200号竪穴住居址掘
147 縄文土器 深鉢形土器 底径 口緑部片

外ナデ 外 Hue !OYR 6 / 3 
方• 4号竪穴住居址 口縁部に刺突文

器高 掘方

口径
内ナデ、磨き 内 Hue 7 5YR 5 I 4 

148 縄文土器 深鉢形土器 底径 底部片
外ナデ、磨き 外 Hue 5 YR 4 I 4 

包含層（番号50002) 焼きムラあり
器高

口径
内磨き 仏IHue lOYR 6 / 3 

149 縄文土器 深鉢形土器 底径 底部片
外磨き 外 Hue 7 5YR 5 I 4 

包含庖（番号50008) 焼きムラあり
器高

口径
内ナデ 内 Hue 5 YR 4 / 6 

150 縄文土器 深鉢形土器 底径 底部 l/ 3 
外ナデ 外•Hue 5 YR 5 / 6 

6号竪穴住居址 焼きムラあり
器高
長 I72 

31 151 石器 石鏃 幅 I32 包含層（番号51403) 重征0.6g.チャート
原 031 
長 279 

152 石器 石鏃 幅 200 包含層（番号51373) 重批I9g,黒曜石
原 0.50 
長 337 

153 石器 石鏃 幅 I75 包含層（番号50110) 重祉1Og,安山岩・片脚折れ
瞑 033 
長 292 

154 石器 石鏃 幅 0.99 包含層（番号51347) 璽批I2g.黒曜石
厚 I01 
長 I67 

155 石器 剥片 幅 2.35 220号竪穴住居址 重景I4g.黒曜石
厚 0.53 
長 118 

156 石器 剥片 幅 3.29 473号遺構 重屈I2g,黒曜石
原 0.63
長 I72 

157 石器 チップ 幅 093 11号住居址 重茄0.3g.黒曜石
原 039 
長 096 

158 石器 調整剥片 幅 I33 包含層（番号51368) 重屈0.3g,安山岩
罪 019 

使用痕のあ
長 430 

159 石器
る剥片

幅 233 3号溝 璽屈64g.黒曜石
原 0.75 

加工痕のあ
長 234 

160 石器
る剥片

幅 3.61 撹乱 重Jil:98g, チャート
厚 119 
長 427 

161 石器 黒曜石 幅 234 包含層（番号50089) 重歴98g,安山岩（岩戸産）
厚 0.80
長 296

162 石器 黒曜石 幅 I.97 包含層 重最75g,黒曜石
原 0.92
長 68 

163 石製品 石斧 幅 66 8号溝 重批169g,花尚岩
庫 38 
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w 本荘中地区の調査

1. 医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究センター新営に

伴う発掘調査 (9801調壺地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経過

今回の調査は平成8年度4月10日に開催された埋蔵文化財調査委員会において発掘調査が了承され

た事業の一つにあたり、周辺の状況から遺構の残りが良好であると判断されたため、試掘調査を行わ

ず、即発掘調査を実施することとした。配水管切り替え・樹木伐採に伴う立会い調査を、 6月26日～

7月6日まで実施し、 7月28日より本調査を開始した。調査は廃土処理の都合から、東側 (I区）と

西側 (II区）に 2分割して、 I区から調査を開始した。 8月20日に I区の調査を終了し、廃土を移動

して 8月26日から II区の調査を開始した。 II区の調査は 9月10日をもって無事終了したが、 I区にお

いて既存建物（図書館）下へ延びる溝を確認していたので、建物の取り壊し後、その下部を調査する

予定であった。大学病院構内の発掘調査 (9807)開始後間もない11月2日に建物が撤去された現地を

重機によって遺構確認作業を行ったが、基礎コンクリート撤去の際、かなりの深さまで破壊しており、

遺構はまったく残っていなかった。このため、この日をもって調査を終了した。なお、調査委員会に

よる現地説明会は 9月14日に実施した。
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1. 医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究センター新営に伴う発掘調査 (9801調査地点）
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b. 調査の経過

1998年7月28日 I区調査開始。

1998年8月18日 I区全体写真撮影。

1998年8月20・ 21日 II区表土剥ぎ・排土移動。

1998年9月7日 II区全体写真撮影。

1998年9月10日 発掘調査終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

W 本荘中地区の調査

発掘作業員：江島賢一•岡崎光子・押方富江・緒方智子・甲斐田末男・黒木タケ子・古賀敬子・小

細工洋子・白石美智子・新里亮人・高橋久美子・高松北子・土田ちえみ・橋口 剛・

林田恵子・番山明子・福田久美子・藤江 望•藤木聡・堀川貞子・松井昭子・丸山

京子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川 護・森田ミドリ

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷智子・林田

恵子・増井弘子・山菩早苗

(2)調査区の基本層序（図34)

本地点の基本層序は、同構内の旧調査地点 (9511) とほぼ同じである。上から I層ー現代埋土（厚

さ60~80cm)、II層ー黒褐色土層 (lOYR2 / 3)（厚さ40cm)、m層ー黒褐色土層 (lOYR2 I 2) （厚

さ10~20cm)、N層ー黒褐色土層 (lOYR3 I 3) となり、その性格は、 I ・ II層が現代埋土、皿層が

近世・近代耕作土、 N・V層が古代遺物包含層、 V層下部が縄文時代遺物包含層、 VI層が地山となる。

本調査地点ではW層と V層の間に赤黒色の薄いマンガン沈殿層 (2.5YR 1 / 2)が認められ、これ

まで一括していた黒褐色土層が分離された。よって、今後、本層は古代の時期区分の鍵層となる可能

性もある。

土色帳の表記によると、 II層～v層まではすべて「黒褐色」という表現となるが、実感としては、
皿層ー「茶褐色」士層、 N・V層ー「黒褐色」土層、 VI層ー「黄褐色」士層であり、こちらの方が感

覚に訴えやすく、通常の土層の呼び名としてはこちらを利用している（立会調査などでの表記法）。

(3)検出遺構

今回の調査で検出した主な遺構は、 7~9世紀前半の溝8条、竪穴住居址3基、掘立柱建物 1棟、

土坑 1基などである。このほか、近世の濠2条がある。

＜溝＞

3号溝（図33)

調査区を斜めに貫く、幅 7mあまりの濠状の遺構であり、調査区の中央を北東から南西に斜めに

走っている。東から延びる 1号溝がこれに合流する。時期は本調査区検出遺構の中でももっとも新し

い19世紀後半以降のものと考えられる。溝の方向は N-35° -Eで、水は南へ流下していたと考えら

れる。溝の断面形は逆台形を呈し、幅8m、底辺幅4m、深さ1.6mほどである。土層の堆積状況か

ら一度に埋められた可能性もある。溝底からは部位や形状が不明な脆弱な動物骨の集積が2ヶ所ほど

認められた。
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W 本荘中地区の調査

1号溝（図33)

3号溝と合流するE-25° -Sの溝である。検出面からの深さは lm、幅は 4mで、断面形はほぼ

逆台形である。 3号溝と同時期と考えられる。

30~33 ・ 40号溝（図33)

調査区のほぼ中央部を南北方向に走る一連の溝群である。 30号溝と31号溝は幅や深さともに明確な

溝状を呈するが、他の溝は不整形で形状が一致しない。堆積層は砂層やマンガンの沈殿した固い層が

互層となっており、水の影響を強く受けたことがわかる。遺物には古代を中心とした遺物が含まれて

いる。

2号溝（図33)

I区で検出した南北方向の溝である。幅2.5m、深さ0.4mで、中央部分にさらに幅40cm、深さ

20cmの溝が付く二段掘りの構造をもつ。この面は水によるマンガン沈殿層で覆われ、非常に固い。

この層の下にさらに皿状の掘り込みがあり、これが最初の溝の形状と思われ、マンガンの層を基準に

上下 2枚の層に区分した。この下層から青銅製の帯金具が出土した。上層の年代は 8世紀後半代まで

下る遺物が含まれるが、下層は 7世紀後半～ 8世紀初頭の遺物を含み、設営時期はここまで遡るもの

と考えられる。よって蛇尾もこの時期に属すると考えられる。

4号溝（図33)

同じく I区で検出した幅1.8m、深さ0.6mの断面形が逆台形の南北方向に走る溝である。溝中およ

び基底部にマンガン沈殿層が存在し、層中でも 3枚ほど確認できたが、遺物は 5層下部のマンガン沈

殿層を境に上下層に分けている。その遺物には、上層に 8世紀後半までのものを含むが、下層には7

世紀代の遺物を含むなど、時期的には2号溝とよく似ている。よって、溝の設営時期は2号溝とほぼ

同じ時期と思われる。

なお、この 4号溝は 2号溝と平行し、南北に走ることから、道路の側溝とも考えられる。しかし、

両者の形状が異なることやこの溝に流れ込む細い溝が道路面にあたる部分から検出されているため、

今のところその可能性は保留しておきたい。

25号溝（図33)

II区北西部で検出した幅70cm、深さ10~20cmの浅い溝である。方向は他の溝と異なり、調査区に

平行するN-55° -Eである。遺物には 6世紀末～ 7世紀初頭の須恵器・土師器片などが含まれてい

た。

＜竪穴住居址＞

28号竪穴住居址（図35)

II区調査区北端で検出した竪穴住居である。寵を西壁にもち、縦2.5m、幅3.0mを測る。南寄りに

硬化した床面が確認できた。柱穴は床内には検出できなかった。寵はすでに破壊されており、寵の材

である砂岩ブロックや粘土とともに土器片が散在していた。焚口の焼けた基底面が30x50cmの範囲に

残っていた。寵設営のための掘り穴が寵前面に直径70cm、深さ20cmで設けられている。寵からは土

師器の甕形土器の破片が出土した。

26号竪穴住居址（図33)

調査区北壁に接して検出したもので、大半は調査区外へ延びる。検出面から深さ30cmほど残ってお

り、硬化した床面を確認した。 1辺は 5mほどである。土師器杯が出土している。設営方向が25号溝

と平行することから、 25号溝と同時期の可能性もある。
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図35 28号竪穴住居址• 5号掘立柱建物址実測図 (1/50) 

27 • 29号竪穴住居址（図33)

調査区北西部で検出した方形の浅い遺構である。形状から竪穴住居としたが、性格を決定付ける明

確な根拠はない。 25号溝との切り合い関係も明らかではなかった。

く掘立柱建物址＞

5号掘立柱建物址（図35)

I区東端で確認した桁行5間、梁行2 （以上）間の掘立柱建物である。柱間は90cmほどである。柱
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W 本荘中地区の調査

穴は直径20-30cm、検出面からの深さ30cmほど

のものである。方位は他の古代遺構と平行する

南北方向である。約半分が調査区外に延びるた

め全体の規模は不明である。出土遺物は小片が

多く、時期を決定しがたいが、方位などからみ

て8世紀後半以降のものであろう。

く土坑＞

15号土坑（図36)

I区の 2号溝と 4号溝に挟まれた部分で検出

した隅丸台形の土坑である。覆土は暗褐色士で

ある。中央部に角礫9個があり、その下部より

鉄鎌（図38:53)が出土した。礫には砂岩も含

まれている。その下は一段深い直径70cm余り

の穴となり、土師器杯が土坑の周縁から 4個、

穴の底に近い部分から 1個出土した。北東隅に

灰や骨混じりの層が堆積しており、掘り下げると一段深い穴を成していた。石や砂岩も焼けており、

火葬墓とも考えられるが、副非品としての土器がすべて欠損品であることから、ここではその可能性

ペ
L ..J 

LH=12.5m 

゜
50cm 

図36 15号土坑実測図 (1/20) 

は保留しておく。

(4)出土遺物

3 • 1号溝出土遺物（図37:1 ~8,写真図版33• 34) 

3号溝・ 1号溝からは 1~8のような古代の須恵器杯・土師器・甑・布目瓦も出土しているが、写

真図版33・ 34に示したような近世末～近代の陶磁器類が多菫に出土している。陶器片を加工して直径

3 cmほどの丸い形にしたおはじきが3点ほど出土した（写真図版34上段2列中央）。

30~33 • 40号溝出土遺物（図37:9 ~29) 

須恵器・土師器の杯・蓋・甕類を中心とした土器類が主体を占めている。 19は須恵器の蓋を転用し

た硯であり、内面に墨痕が認められる。 16は輔の羽口の破片であり、先端部が解けてガラス質光沢を

もつ。 25は風化が激しくて、接点がみつからないが、同じ個体と思われ、図上で復元した。直径18cm

の2段透かしをもつ須恵器の円面硯である。ただし、下段は透かしにならず、沈線で縦方向に連続し

た刻みを入れるのみである。これら遺物はおおよそ 8世紀後半代に属するものである。

2 • 4号溝出土遺物（図37:30~34, 図38:35~38) 

上層からは図示したようなほぼ上記溝と同時期の遺物を含むが、下層は小片で図示していないが、

反しのある須恵器蓋などが出土しており、 7世紀後半～ 8世紀前半の時期が考えられる。青銅製の蛇

尾 (30)が下層から出土した。

25号溝出土遺物（図38:39~44) 

本調査区の遺構の中でももっとも古相を示す遺物が出土している。須恵器坪 (39)などからみて新

しくても 7世紀初頭を下ることはないものと思われる。土器類以外に土錘 (44)が出土した。

26 • 28号竪穴住居址出土遺物（図38: 45 • 46) 

45は底面をヘラ削りした土師器の身の深い碗である。 46は薄めの器壁をもつ甕形土器の口縁部破片

である。
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一塁塁藍

及雪63

゜
10cm 

創貪
年一＿ヽ

66 翌
65 

゜
5cm 

図39 9801調査地点出土遣物実測図3 (1/4•1/2) 

15号土坑出土遺物（図38:47~53) 

破片も含めて 4点の土師器坪 (47~50) と土師器碗2点 (51・ 52)が出土した。身が深く、器壁が

外反する碗の特徴は 9世紀前半以降の碗の特徴である。鉄鎌 (53)は長さ14cm、幅3.4cm、厚さ

3.4mmの完形品である。 49の小片を除き、すべで煤が付着しており、灯明皿として使用された可能

性が高い。 49は杯の口縁部破片であるが、外面に墨で「五（丑）」の字が書かれている。

その他の遺物（図38:54~62) 

ピットや包含層から出土した主だった遺物を図示した。 54は土師器杯であるが、底面に墨書で文字

がかかれているが、判読できない。布目瓦 (60・ 61)は1号溝などからも出土しており、わずかでは

あるが、瓦葺建物の存在を窺わせている。

縄文時代の遺物（図39:63~66) 

包含層や古代の遺構から少量の縄文時代の遺物が出土している。土器は後期後半～晩期初頭のもの

であろう。打製石斧は二子山産と思われる安山岩を使用している。

(5) まとめ

今回の調査は、溝を中心とした遺構を検出したが、それら遺構群に 3つの方向性が確認できた。

まず、 7世紀代初の溝と考えられる小溝 (25号溝）や26号竪穴住居址は、それ以降の時期のより東

にふれた方位を示しており、 7世紀後半期～ 9世紀前半の遺構がほぼ南北方向を基軸として設営され

ているのと対照的である。

南北方向（条里方向）を基軸とした古代の遺構で最も古いものは2号・ 4号溝であろう。設営時期

は7世紀後半まで遡るものと思われる。この両者の性格は道路側溝の可能性もあるが、周辺の調査後

にさらに検討を加えたい。

次の 8世紀後半代～ 9世紀初には30・ 31号溝、それに挟まれた不整形の32・ 33 ・ 40号溝が属する。

また、 5号掘立柱建物址および28号竪穴住居址がこれに属する可能性がある。 30~33号溝の溝内およ

び周囲から土器片とともに硯片、平瓦片、輔羽口片が出土しており、工房址および瓦葺建物の存在が

予想されるc

三番目の方向性は、 1号溝および3号溝に代表されるように、近世以降、濠がやや方位を東に振っ

て掘られている。
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IV 本荘中地区の調査

このような遺構にみられる方向性は大きな時期的まとまりと把握でき、今後、周辺遺跡の調査の際、

遺構の時期把握に有効であろうと思われる。また、 2号溝下層から発見された青銅製蛇尾は、希少な

この時期の帯金具例を新たに追加することとなり、成果の一つとして挙げられよう。

ただし、問題点としては、この 2号・ 4号溝が条里のほぽ坪境に相当し、道路であれば坪境の道路

として把握できるか否かが今後の検討課題として残ることである。また、調査区東端で検出した 5号

掘立柱建物址の発見は、それまで現在の川（クリーク）の状況から判断して、集落（生活遺構群）は

あまり東に広がらないとの予想を覆すこととなった。これによって遺構の広がりはさらに東へ延びる

ことが明らかになり、また、掘立柱建物のみで構成される区域が存在する可能性もあることから、今

後の周辺の調査は注意を要する。

また、この一帯は遺構中に水成作用によるマンガン沈殿層が認められ、 2号・ 4号溝のように時期

区分の鍵になるものも存在する。今後はその成因および時期について地質学的に検討を重ねなければ

ならない。
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表5 9801調査地点出土遺物一覧表

図 番号 i111 物稲類（器種） 法且 (cm) 残存爵 特徴 色 調 出土退構 備 考

口径 13 1 
内ナデ 内 Hue 5 Y 6 I ! 

3号溝37 l 須恵器 碗 底径 8. 8 1 / 4 
外ナテ 外 Hue 5 Y 5 / l 

器高 4 3 
口径

内 I'-! Hue 5 YR 6 / 6 
3号溝2 土師器 甑 底径 取T，のみ

外ナデ，削り 外 Hue 5 YR 6 / 4 器高
口径

内 内 Hue 1号溝3 上師器 甑 底径 取Fのみ
外ナデ．削り タ~ Hue 7.5YR 714 

器高

口径
内ナデ 内 Hue 2. 5YR 6 I 6 

1号溝4 土師器 甑 底径 取手のみ
外ナデ削り タ~ Hue 2 5YR 6 / 6 

器高

口径
内ナデ 内． Hue !OYR 6 I 4 

1号溝5 七師器 甑 底径 取手のみ
外ナデ．削り 外 Hue !OYR 6 / 4 

器高

口径
内布[l 内 Hue 2 5Y 6 I I 

1号溝6 瓦 布目瓦 底径 破片
外縄0 外 Hue 2 5Y 4 I I 器高

口径
内布n 内 Hue 2 5Y 7 I 2 

1号溝7 瓦 布目瓦 底径 破片
外縄11 外 Hue 2 5Y 7 I 2 

器高

口径
内 内 Hue

1号溝8 瓦 布且瓦 底径
外 外 Hue

器高

口径 13 2 内同転ナデ
内 Hue 5 Y 6 I l 

30号溝， 須恵器 碗 底径 9 0 底部 I/ 4 外同転ナデ．
外 Hue 5 Y 5 I l 

器高 3 6 ヘラ削り
口径 12 6 

内 I可転ナデ 内 Hue 7 5Y 5 I I 
30号溝10 須恵器 碗 底径 I―1縁 I/ 4 

外阿転ナデ 外 Hue lOY 4 / 1 
器高

口径 14 4 内 lnl転ナデ
内 Hue lOY 4 I l 

30号溝 内面に自然釉911 須忠器 壷 底径 L1緑部片 外回転ナデ．
外 Hue 7 5Y 4 / I 

器高 ヘフ削り
口径

内 ［司転ナデ 内 Hue 5 Y 6 I 2 
30号溝 外面に波状文12 須恵器 壷 底径 I.1緑部）ヤ

外回転ナデ 外 Hue 5 Y 6 I 2 
器高
口径 12 6 内回転ナデ

内 Hue 7 5Y 6 I I 
30号溝 外面に自然釉13 須恵器 '-亜 底径 口紺部片 外同転ナデ

外 Hue 7 SY 6 I I 
器裔 ヘフ削り
口径 16 4 内阿転ナデ．

内 Hue !OYR 6 I 3 
30号溝14 土師器 甕 底径 II緑部片 削り

タ~ Hue 5 YR 6 I 6 
器高 外回転ナデ

口径
内布[l 内 Hue lOYR 6 I 2 

30号溝15 瓦 布n瓦 底径 破片
外縄口 外 Hue !OYR 7 I,t 

器高

口径
内 内 Hue 5 YR 5 I 4 

30号溝16 土製品 翻：J;J口 底径 破片
外ナデ タ~ Hue 5 YR 6 I 6 

器高

[J径 l45 
内ナデ．削り 内 Hue 5 Y 8 / I 

31号溝l7 須恵器 蓋 底径 約3I 4 
外ナデ，削り 外 Hue 7 5Y 6 I I 

器裔 2 9 
口径

内ナデ 内 Hue 5 Y 5 / 2 31号溝（II) 包含
18 須恵器 甚 底径 1 / 3 

外ナデ削り 外 Hue 5 Y 6 / 2 庖． 397
器高

口径 15 
内ナデ 内 Hue

31号溝 内面に嬰痕、硯として使用19 須患器 苦転用硯 底径 l I 6 
外ナデ 外 Hue

器高 I 5 

底面ヘラ切り、内外面 部スス付
口径 15 

内ナデ 内 Hue
31号溝20 土蔀器 杯 底径 II 3 2 I 3 

外ナデ 外 Hue 箔
器高 3 7 
口径 14 4 

内ナデ 内 Hue lOYR 5 / 4 
31号溝21 土師器 坪 底径 10 8 I I 4 

外ナデ 外 Hue 7 5YR 5 / 4 
器高 3 I 
口径

内布[I 内 Hue N 4 I 4 
31号溝22 瓦 布日瓦 底径 破）i

外縄日 外 Hue N 5 / 5 
器高
口径 22 

内ナデ削り 内 Hue N 5 / 0 
32号溝23 須懸器 菟 底径 I I 4 

外ナデ削り 外 Hue N 5 / 0 
器高

口径
内ナデ 内 Hue 7 5Y 5 I I 

M32 自然釉24 須恵器 高杯 底径 6 脚部のみ
外ナデ削り 外 Hue 7 5Y 6 / I 

器高
口径

内ナデ削り 内 Hue 5 Y 7 I I 30号溝． 32号溝・包．
25 須恵器 円面硯 底径 16 8 破片

外ナデ線亥II 外 Hue 5 Y 7 / 1 含附
器高
口径 ll、1

内ナデ 1人IHue 7 5YR 7 I 3 
33号溝26 上師器 杯 底径 6 2 I / 2 

外ナデ 夕l Hue 7 5YR 7 I 3 
器高 3 7 
口径

内同転ナデ 1勾 Hue 7 SYR 6 I 6 
33号溝27 土師器 甕 底径 II糸点部1「

外回転ナデ 外 Hue !OYR 6 / 6 
器高

口径 23 5 
内ナデ削 I) 1J..J Hue 5 YR 5 I ・1 

33号溝28 土師器 甕 底径 II縁部片
外ナデ タ~ Hue 7 5YR 6 / 6 

器高

口径 12 8 
内ナデ 内 Hue 7 5Y 5 I 1 

40号溝29 須恵器 器： 底径 I / 2 
外ナデ削り外 Hue 7 5Y 5 / 1 

器高 3 8 
長 252 

内 内 Hue
2号溝 煎祉14g 30 廿鉗製品 鈴具蛇！名 幅 263 完形

外 外 Hue
限 0.71 
口径

内ナデ 内 Hue N 5 / 0 
2号溝3l 須恵器 碗 底径 9 4 I I 4 

外ナデ，削り外 Hue N 4 I 0 
器高

内ナデ．タタ
口径 13 2 

キ 内 Hue 2 5Y 7 / 2 
2号溝32 須恵器 壷 底径 II椋部片

外ナデタ 夕外 Hue 2 5Y 7 / 2 
器裔

キ

口径 15. 5 
内ナデ 内 1-iue 2 5Y 6 I 2 

4号溝33 須ぜ器 高杯 底径 1 / 3 
外ナデ削り外 Hue 2 5Y 6 / I 

器高
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1V 本荘中地区の調査

図 番号 遥物 種類（器稲） 法且 (cm) 残存屈 特徴 色 調 出土遥桐 備 考

口径 II 9 
内ナデ 内 Hue 7.5YR 4 / 2 

37 34 須恵器 碗 底径 8 4 I / 3 
外ナデ 外． Hue 7.5YR 3 I I 

4号溝
器窃 4 3 
口径

内ナデ 内： Hue 7. SY 5 I l 
38 35 須患器 壷 底径 I / 3 

外ナデ．削り 外： Hue IOGY 3 / I 
4号溝

器商

口径 16 9 
内ナデ l勺： Hue 5 YR 6 / 3 

36 須恵器 壷 底径 口縁部片
外ナデ，削り 外： Hue 5 YR 6 / 3 

4号溝
器高

口径 10.1 
内ナデ 内： Hue 2.5Y 5 I 2 

37 須恵器 長頸壺 底径 口緑、頸部のみ
外ナデ．削り 外： Hue N 5 I 0 

4号溝
器商

口径 14 
内ナデ f'l: Hue 2.5YR 6 / 6 

38 士師器 坪 底径 6 9 2 I 3 
外・ナデ．削り タ~ : Hue 2. SYR 6 / 6 

4号溝
器高 4 
口径 10. 9 内：ナデ

内・ Hue !OY 6 I I 
39 須恵器 杯 底径 2 I 3 外：ナデ．ヘラ

外 Hue IOY 6 / I 
25号溝 内面にへら宵

器高 4 3 削り
口径 20. 4 内：ナデ

内： Hue 5 YR 7 I 8 
40 土師器 鉢 底径 l / 5 外：ナデ．削り．

外： Hue 5 YR 7 I 8 
25号溝

器商 ハケ目

口径
内・ナデ 内： Hue 7.SYR 6 I 4 

41 土師器 高杯 底径 破片 25号溝 外面丹塗り？
器商

外．ナデ 外： Hue 7. 5YR 6 / 4 

口径

42 土師器 甑
底径

取手 外．ナデ．削り 外： Hue IOYR 6 I 4 25号溝
器商

口径
内：回転ナデ 内： Hue 7.5YR 7 / 4 

43 土師器 甕 底径 口縁部片 25号溜 丹塗り
器窃

外：回転ナデ 外： Hue IOYR 8 / 4 

長さ 4 7 
44 土製品 錘 幅 I 65 完形 外．ナデ 外： Hue lOYR 5 / 4 25号i悔

原さ I 65 
口径

内：ナデ 内： Hue !OYR 7 I 4 底面、外面に爪痕
45 土師器 碗 底径 9 7 I I 3 26号竪穴住居址

器商
外：ナデ．削り 外： Hue IOYR 6 / 4 

口径 28 
内．回転ナデ．

46 土師器 甕 底径 口縁部片
削り 内： Hue lOYR 7 I 4 

28号竪穴住居址
器高

外回転ナデ． 外： I-Jue JOYR 7 I 3 
ハケ目

口径 12 
内ナデ．削り 内： Hue 7. 5YR 7 I 6 

47 土師器 坪 底径 6 9 3 I 4 15号土坑
器商 4 9 

外ナデ タl: Hue 7. 5YR 7 / 6 

口径 12 6 
内：ナデ 内： Hue 5 YR 7 / 6 

48 土師器 杯 底径 7. 9 約 I/ 2 
外・ナデ 外： Hue 7.5YR 7 I 6 

l5号土坑 内、外面にスス付滸
器高 5.2 
口径 10. 9 

内：ナデ 内： Hue 5 YR 6 I 8 
49 土師器 杯 底径 口緑部片 15号土坑 艇害

器高
外：ナデ 外． Hue 25YR6/8 

口径 12.6 
内．ナデ．削り 内 Hue 5 YR 7 / 6 

50 土師器 坪 底径 7 3 / 4 15号土坑 外底面に板目痕
器高 5.2 

外：ナデ 外 Hue 7 5YR 7 / 6 

口径 12 
内：ナデ 内 Hue 5 YR 6 / 6 

51 土師器 碗 底径 7.4 ほぽ完形 15号土坑 外底面に板目痕
器高 5.3 

外：ナデ 外 Hue 7 5YR 7 / 6 

口径 13.6 
内：ナデ 内 Hue IOYR 7 / 4 

52 土師器 碗 底径 8.4 2 / 3 
外：ナデ 外 Hue 2 5Y 6 / 3 

15号土坑 内、外面にスス付粁
器高 7.6 
長 19

内 内 Hue
53 鉄器 鎌 幅 34 ほぽ完形

外 外 Hue
15号土坑

罪 0.3 
口径 12. 4 

内ナデ 内 Hue 5 Y 6 / I 
54 須恵器 杯 底径 71 I / 2 

外ナデ 外 Hue 5 Y 6 I I 
44号逍構 屋密（判読不可）

器高 2 7 
口径 13.3 

内ナデ 内 Hue IOYR 7 / 4 
55 須恵器 碗 底径 7 底部のみ

外ナデ．削り 外 Hue 7.5YR 6 / 4 
48号ii!!構

器裔 7 2 
口径 12 9 

内．回転ナデ r人l.Hue 2. 5G 5 I 1 
56 須恵器 蓋 底径 I I 6 包含層

器高
外：回転ナデ 外・ Hue N 5 / 0 

口径 15. 7 
内：ナデ 内 Hue 7 5Y 6 I I 

57 須恵器 蓋 底径 I / 6 包含陪
器高 1.5 

外：ナデ．削り 外 Hue 7 5Y 7 / I 

口径 13.4 
内ナデ 内 Hue 7 5Y 8 / I 

58 須恵器 碗 底径 8 3 I / 4 
外ナデ．削り 外 Hue 7.5Y 8 / I 

包含層
器裔 4. 4 
口径 12.5 

内ナデ r勺 Hue 5 YR 7 / 6 
59 土師器 均 底径 63 I / 3 

外ナデ 夕[ Hue 5 YR 7 I 6 
包含層

器高 2 8 
口径

内布目 1村． Hue 2.5Y 6 I 2 
60 瓦 布目瓦 底径 破片 撹乱

器高
外．縄目 外： Hue 2.5Y 7 / l 

口径
内：布目 内 Hue IOYR 5 I I 

61 瓦 布目瓦 底径 破片 包含層

器高
外：縄[l 外・ Hue !OYR 7 / 2 

口径
内・ 内 Hue

62 鉄器 耳掻き 底径 外． 外 Hue
包含層

器高

口径
内ナデ．磨き 内 Hue 2. 5Y 5 / 3 

39 63 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片 17号迪構 口縁部に沈線
器高

外ナデ．磨き タ~ Hue IOYR 5 I 3 

口径
内ナデ l大I: Hue 7 5YR 5 I 4 

64 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
外ナデ タ~ : Hue 7. 5YR 5 I 4 

包含層
器高
長 8.44 

65 石器 石斧 幅 6.47 撹乱 煎iil:112g.安山岩（二子山産）
厚 1.18
長 2.36 

66 石器 石鏃 幅匝 I 29 4号溝 重菰0.7g.黒曜石（中里産）
0 29 
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V 本荘北地区の調査

1.薬学部注射患者毎セット支給室取設工事に伴う発掘調壺

(9807調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経過

今回の調査は年度当初平成10年度予定に組まれていなかった事業であったため、 9月11日に施設部

と協議を行った。協議の結果、 9月末から10月初めにかけて大学病院病棟および中央診療棟建築予定

地と一緒に試掘調査を実施することとし、上記予定地の試掘を終了した 9月28日に本地区の試掘調査

を行った。中庭という条件のため重機が使用できず、 1 X 1 illの試掘トレンチを 2ヶ所設定し人力

によって掘削したところ、地表下90cmで古代の遺物包含層を確認した。このため、施設部および大学

病院との協議の上、 10月末より全面発掘調査を実施することとした。

b.調査の経過

1998年10月28日 本調査区 (l75rrl)発掘調査開始。

1998年11月4日 基準点測量・測量点移設。

1998年11月5日 4 ・ 5 ・ 6号住居址掘り上げ。

1998年11月10日 300 ・ 400号掘立柱建物柱穴掘り上げ。

1998年11月12日 ピット掘り上げ。

1998年11月13日 全体写真撮影。

1998年11月20日 調査終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：伊賀上ユリ子・岡崎光子・岡田イツ代・押方富江・甲斐田末男・河合章行・河野義

勝・黒木タケ子・古賀敬子・小細工洋子・白石美智子・高松北子・溜渕俊子・番山明

子・福田久美子・福田はつ子・堀川貞子・松井昭子・水上順子・森川征子・森川

護・森田ミドリ

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷智子・林田

恵子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序（図41)

調査地の基本層序は、以下のとおりである。

I層ー表土（厚さ50cm)、II層ー現代埋土（厚さ20cm)、IIl層ー黒褐色土層 (7.5YR 3 / 2) （厚

さ15cm)、Na層ー黒褐色土層 (7.5YR 3 / 1)（厚さ20cm)、Nb層ー黒褐色土層 (5YR 3 / 2) 

（厚さ15cm)、V層ー黒褐色土層（厚さ25cm)(7. 5YR 2 / 1)、VI層ー暗褐色土層 (lOYR3 I 3)。

皿層が近代・近世の耕作土層で、 Na~V層が古代～縄文の遺物包含層、 VI層が地山である。縄文

時代の遺物はV層下面から出土する。通常、肉眼でみて呼称する土層の名前（立会調究時の記録に使

用）と対比すると、皿層が淡茶褐色土層、 N・V層が黒褐色土層、 VI層が黄褐色土層に相当する。な

お、 W層は南壁では分離できなかった。
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V 本荘北地区の調究
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I 表土
Il 埋上(7.5YR4/2)
m 黙褐色士層(7.5YR3/2)
!Va馬褐色土層(7.5YR3/l)
!Vb暗赤褐色土層(5YR3/2)
v 黒褐色土層(7.5YR2/l)

-----------------—~ 

東壁
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- ---—__:__ ＿_＿―-- -- ------- _＿ 

南壁
LH=14.00m 

-—- ••--•- - ••--- ----- ----- -：二＿．•一ー

゜
5m 

図41 9807調査地点遺構配置・壁土層実測図 (1/200 • 1 /100) 

(3)検出遺構

今回の調査では、 7世紀後半～ 8世紀初頭の竪穴住居址2基、掘立柱建物址 (2X 3間） 3基、 8

世紀後半～9世紀初の竪穴住居址4基、掘立柱建物址 (2X 2間） 2基、近世？道路lを検出した。

く道路跡＞（図43)

調査区の北西隅で検出した道路遺構（道路面 2)である。調査区外へ延びるため規模は不明である
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1. 薬学部注射患者毎セット支給室取設工事に伴う発掘調査 (9807調査地点）
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図42 3 • 4 • 50号竪穴住居址実測図 (1/50) 

82 



V 本荘北地区の調査

が、方向はほぼ東西であり、約10゚ 南へ振れる。幅20~30cm、深さ20cmあまりの側溝をもつ。溝の

覆土中には砂層が認められ、断続的に水が流れ込んでいたようである。溝は 2本認められ、 2時期の

作り替えが認められる。古代の遺物包含層であるN層を切っており、これ以降の時期のものと思われ

る。また、皿層上面とレベルが同じところにも硬化した道路と思われる面（道路面 l)が認められ、

近代まで継続して使用されたものと考えられる。

＜竪穴住居址＞

3号竪穴住居址（図42)

約 1/ 3ほどを道路遺構に切られる。方向はほぽ東西方向である。竃は東壁に取り付く。長軸の長

さ3.Smで、深さは検出時点で25cmである。本来の掘り込み面はWb層上面であり、本来の深さは

50cm以上あったものと思われる。竃を挟むように中央部に硬化した床面を確認した。柱穴は確認で

きなかった。竃はすでに破壊されていたが、焚口の焼土と支柱そして両袖部の痕跡を確認できた。支

石および右側袖の基礎石には一帯の基盤層中にある軟質の砂岩ブロックを加工して用いている（図

45: 47)。遺物から 8世紀後半の時期と思われる。

4号竪穴住居址（図42)

調査区東隔壁に接して検出したもので、大半は調査区外へ延びる。検出面から深さ30cmほど残っ

ており、硬化した床面および柱穴は確認できなかった。遺物の特徴から 7世紀後半～8世紀初頭の時

期が考えられる。

この他三基ほど竪穴住居祉のコーナ一部分と思われる遺構を検出している。 5号遺構、 6号遺構、

34号遺構がそれであるが、時期は明確でない。

50号竪穴住居址（図42)

調査区西壁にかかって検出した長さ 6mあまりの方形の浅い遺構である。形状から竪穴住居址とし

たが、その性格は明確でない。当初2つの住居の切り合いと思い、掘り下げたところ、共通する周溝

状の浅い掘り込みが認められ、最終的に一つの遺構と判断した。 7世紀後半～ 8世紀初頭の遺構と考

えられる。

く掘立柱建物址＞

100号掘立柱建物址（図43)

調査区南側中央部で確認した桁行2間、梁行2間の掘立総柱建物である。柱間は南北方向が1.8m、

東西方向が1.5mである。柱穴は直径40~50cm、検出面からの深さは60cmである。柱痕の直径は約

15cmである。出土遺物は103号と105号ピットから土師器の甕形士器片 6点が出土したのみで、時期

決定の決め手を欠く。

200号掘立柱建物址（図43)

調査区北側西よりの地点で検出した桁行2間、梁行2間の掘立総柱建物である。 100号掘立柱建物

址に比べ若干方位が西へ振れる。柱間は南北・東西方向ともに 2mで、正方形に近いプランをもつ。

柱穴は直径40~60cm、検出面からの深さは80cm、柱痕の直径は約15cmである。出土遺物は土師器

の甕形土器の細片が多く、遺物からは明確な時期を決め難い。

300号掘立柱建物址（図43)

調査区西側の地点で検出した桁行4間、梁行2間の掘立柱建物である。ほぼ200号掘立柱建物と重

なる。柱間は桁で1.8~ 2 m、梁で 2mであるが、桁の中央にやや小型の柱穴があり、これとその両

側の柱間は 1~l. 2mと狭くなっている。柱穴は直径30~50cm、検出面からの深さが20~60cmほど

である。柱痕の直径は約10cmと思われる。出土遺物には時期の決め手になるようなものはないが、
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1. 薬学部注射患者毎セット支給室取設工事に伴う発掘調査 (9807調査地点）
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V 本荘北地区の調査

先の200号掘立柱建物址の202号ピットがある。本建物の308号ピットとの切り合いから、 200号掘立柱

建物より古い時期のものであることがわかる。柱穴はいずれも 2個重なっており、建替えによる。

400号掘立柱建物址（図43)

調査区西側の50号遺構と重なる部分で検出した桁行3間、梁行2 （以上？）間の掘立柱建物である。

ほぽ300号掘立柱建物と平行する。柱間は桁・梁ともに 2mである。柱穴の直径は50cm、検出面から

の深さが60~80cmほどである。柱痕の直径は約15cmである。

出土遺物は須恵器・土師器の細片が多いが、 405号ピットの底から20cm上のところから完形の須恵

器蓋（図45:40)が出土している。遺構の時期は 7世紀後半代と考えられる。

600号掘立柱建物址（図41)

300号掘立柱建物址の南側に平行する桁行3間、梁行 1（以上？）間の掘立柱建物である。調査後

に建物址であると認定した。 8 号・ 9 号・ 10号・ 502号 •503号ピットで構成される。柱間は桁・梁と

もに1.8mである。柱穴の直径は30cm、検出面からの深さは30cmである。出土土器は細片が多く、

時期は決め難い。

掘立柱建物址のこの2つの方向柱は時期差を表すものと考えられ、切り合い関係も勘案して、条里

方向に沿わず東に振れる建物群 (300・400・600号）が7世紀代～8世紀初のもので、南北方向の建物

群 (100・ 200号）が8惟紀後半に属すると考えられる。

(4)出土遺物

50号竪穴住居址出土遺物（図44: 1 ~11) 

須恵器の碗 (1)・高杯 (2)や土師器碗 (3・ 4)・杯 (5・ 6)・甕 (7~ 11)などがあるが、 3

や6は出土レベルが他より 15~20cm上であり、後世の時期 (9世紀中ごろ）のもので、遺構の設営

時期を表すものではない。よって、 7世紀後半～8世紀初頭がこの遺構の時期と考えられる。

3号竪穴住居址出土遺物（図44:12~23) 

竃周辺から細片化した土師器の杯 (14・ 15)・甕形土器 (19・ 20)や甑 (15)が出土した。 22・ 23 

は布目瓦の丸瓦と平瓦の破片である。

4号竪穴住居址出土遺物（図44:24~34) 

出士遺物は須恵器高坪 (29)・蓋 (24~27)．壺 (31)・碗 (30) と土師器の蓋 (32)・丹塗りの皿形

土器 (34)、内面黒色の箆磨研土器の坪 (33)などが出土した。遺物の主体は27・28・29に代表され

るように、 7世紀後半代～ 8世紀初頭のものである。

20号ピット出土遺物（図45:35~38) 

4号住居址内で検出した20ピットから須恵器の蓋 (35)・碗 (36)、土師器蓋 (37)、杯 (38)など

が出土した。このピットは赤褐色の焼士をパミス状に含み、 4号住居址の覆土とは異なり、後世に掘

り込まれたものであろう。遺物の特徴も 8世紀後半代を示す。

300号掘立柱建物址出土遺物（図45:39) 

北東角の309号ピットから出土した高台付の須恵器杯である。

400号掘立柱建物址出土遺物（図45:40) 

南辺（梁）の中央のピット中位から内面を上に向けて出土したほぼ完形の須恵器蓋である。地鎮祭

祀の可能性がある。 7世紀後半代のものであり、 300号掘立柱建物も建物の方向が同じであり、時期

的に近接するものと思われる。

その他の遺物（図45: 41 ~43) 
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1. 薬学部注射患者毎セット支給室取設工事に伴う発掘調査 (9807調査地点）
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V 本荘北地区の調査
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1. 薬学部注射患者毎セット支給室取設工事に伴う発掘調査 (9807調査地点）

包含層その他から古代遺物が出士し、その中にはヘラ書き（判読不可）のある須恵器蓋 (41)や外

面と底外面に墨書のある土師器碗 (43) などが含まれる。外面は判読できないが、底外面には「太」

の字が書かれている。

縄文土器（図45:44~46) 

磨消縄文をもつ深鉢形土器 (44)や条痕調整のある無文の深鉢形土器 (45・ 46)など包含層から出

土した。後期～晩期の時期のものである。

(5) まとめ

本地点は予想に反して包含層および遺構の残り具合が良好で、しかも付近の古代集落に比べて時期

的に遡る 7世紀代から 8世紀初頭の遺構群が発見されたことは新たな知見である。また、条里施行以

前の遺構群の方向がほぼ特定できたことも成果として挙げられる。

建物の方向性からみたように 2時期（以上）の遺構構成が認められる。 8世紀後半の条里に沿った

遺構群には先の掘立柱建物址以外に 3号竪穴住居址も含まれ、住居と倉庫というセット関係を成して

いたと考えられる。しかし、 7世紀代の掘立柱建物群と竪穴住居址群は重なる部分もあり、かつ方位

が若干異なるものもあり、この時期の細別とそれによる遺構群の構成は今後の課題である。このよう

な問題は一帯の条里制施行時期の問題とも大きく係わるものである。医学部構内の9801調査地点では

8世紀初頭には条里区画に沿った遺構が出現しており、この7世紀後半～8世紀初頭の遺構・遺物は

時期的に細分できる余地を残している。調査区が狭いため、この限られた資料のみでの議論には限界

があり、今後は周辺資料との比較検討が必要であろう。
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1. 薬学部注射患者毎セット支給室取設工事に伴う発掘調査 (9807調査地点） V 本荘北地区の調査

表6 9807調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遥物 種類（器種） 法且 (cm) 残存爵 特徴 色 調 出土迫構 備 考

口径 13 4 
内．回転ナデ 払JHue 2. 5YR 6 / 2 50号竪穴住居址

44 I 須恵器 碗 底径 口縁部片 軟質
器高

外固転ナデ 外 Hue 2. 5YR 7 / I (20036) 

口径 10. 6 内回転ナデ
内 Hue 2. 5Y 4 I l 

2 須恵器 高杯 底径 7 5 ほぽ完形 外回転ナデ
外 Hue 5 PB 5 / 1 

50号竪穴住居址 一部に自然釉あり
器高 6 9 削り

口径
内同転ナデ 内 Hue 5 YR 6 / 6 

3 土師器 碗 底径 9 I / 4 50号竪穴住居址
器高

外回転ナデ 外 Hue 7 5YR 6 / 6 

口径 内回転ナデ
払JHue IOYR 5 / 2 4 土師器 碗 底径 6 I 底部片 外 rO]転ナデ．
夕tHue 2. 5YR 4 / 1 50号竪穴住居址

器高 削り

口径 9 4 
内．回転ナデ 内 Hue 5 YR 5 I 6 

5 土師器 坪 底径 5 6 1 / 3 50号竪穴住居址 内外面一部に煤付舒
器高 4 2 外回転ナデ タ~ Hue 5 YR 5 I 6 

口径 12 6 
内回転ナデ [AJ Hue 2. 5YR 6 / 6 

6 土師器 杯 底径 7 4 1 / 2 50号竪穴住居址 内面一部に煤付府
器高 4 8 外・回転ナデ 夕tHue 5 YR 6 / 6 
口径 9 6 休1 回転ナデ． 1人lHue 5 YR 6 / 4 

7 土師器 甕 底径 口縁部片 削り
夕tHue 7. 5YR 6 I 4 50号竪穴住居址 内面口緑部コゲあり

器商 外・回転ナデ

口径 17 3 内回転ナデ．
内 Hue 7. 5YR 7 I 4 

8 土師器 甕 底径 口縁部I/ 4 削り 50号竪穴住居址
器高 外回転ナデ

タ~ Hue 7. 5YR 7 I 4 

口径 17 内回転ナデ．
内 Hue 7 5YR 6 / 4 ， 土師器 甕 底径 口縁部1/ 4 削り
外 Hue 7 5YR 6 I 4 

50号竪穴住居址
器高 外．回転ナデ

口径 16 
内回転ナデ

10 土師器 甕 底径 口縁部片
ハケ目 I人lHue 5 YR 6 / 6 50号竪穴住居址

器高
外回転ナデ， タ~ Hue 7 5YR 6 I 4 
削り

口径 内同転ナデ． [!-.J Hue 7. 5YR 7 / 4 50号竪穴住居址
11 土師器 甕 底径 口縁部片 削り

器高 外回転ナデ
外 Hue 7 5YR 7 / 4 (20001) 

口径 10 2 
内回転ナデ 内 Hue 5 Y 5 I l 3号竪穴住居址

12 須恵器 杯 底径 6 6 底部片 1/ 4 
器高 3 外回転ナデ 外 Hue 5 Y 5 / l (20111) 

口径 12 6 内回転ナデ
内 Hue 2 5Y 5 I 2 

13 須恵器 碗 底径 1 / 5 外同転ナデ．
外 Hue N 7 I 0 

3号竪穴住居址南 底而に1耳く自然釉有り
器高 削り

口径 12 3 
内回転ナデ 内 Hue 7 5YR 8 I 3 

14 土師器 杯 底径 10 2 1 / 4 
外回転ナデ ，，t Hue 7. 5YR 8 I 3 3号竪穴住居址

器商 3 8 
口径 14 1'1 回転ナデ 払lHue 7 5YR 8 I 6 

15 土師器 杯 底径 10 2 I 3 3号竪穴住居址
器甜 3 5 

外回転ナデ 夕tHue 7. 5YR 8 / 6 
口径 14 I 

内同転ナデ I人lHue 7 5YR 7 I 6 
16 土師器 杯 底径 9. 2 2 I 3 

外回転ナデ タ> Hue 7 5YR 7 I 6 
3号竪穴住居址 内外面一部に赤焼け有り

器商 3 9 
口径 内同転ナデ． I人lHue 7 5YR 6 I 4 

17 土師器 甑 底径 17 I 底部片 削り
外 Hue 7 5YR 6 I 6 

3号竪穴住居址
器商 外回転ナデ

口径 16.3 内ヘラ磨き
内 Hue 2 5YR 5 I 6 

18 土師器 坪 底径 I / 8 外ヘラ磨き． 3号竪穴住居址 丹塗り
器高 削り

外 Hue 2 5YR 5 I 6 

口径 23 5 
内 ［司転ナデ．

19 土師器 甕 底径 口縁部片
ヘラ削り 内 Hue 5 YR 6 / 4 3号竪穴住居址
外・同転ナデ． 外 Hue 7 5YR 7 / 6 

器高
ハケ目

口径 内回転ナデ．
内 Hue 7 5YR 5 / 3 

20 土師器 甕 底径 口縁部片 ヘラ削り
外 Hue 7 5YR 5 I 4 

3号竪穴住居址
器高 外回転ナデ

口径
内回転ナデ．

21 土師器 甕 底径 口縁部片
削り r"J Hue 7 5YR 7 I 4 3号竪穴住居址
外回転ナデ． タ> Hue 7 5YR 7 I 6 

器店 ハケ目

口径 内布目 1人JHue 5 YR 5 / 4 
22 瓦 布目瓦 底径 破片

外ナデ．削り 外 Hue 5 YR 6 I 6 
3号竪穴住居址

器高

口径
内布且 内 Hue 5 YR 6 I 6 

23 瓦 布目瓦 底径 破片 外ナデ 外 Hue 7 5YR 6 / 6 
3号竪穴住居址南

器高

口径 内回転ナデ 内 Hue 5 Y 8 / 1 
24 須恵器 蓋 底径 口縁部片

外阿転ナデ 外 Hue 5 Y 8 / I 
4号竪穴住居址

器高

口径 20 
内同転ナデ．

25 須恵器 蓋 底径 口緑部片
削り 内 Hue 5 Y 6 / l 4号竪穴住居址 外面に自然釉有り
外同転ナデ． 外 Hue 5 B 2 / l 

器高
削り

口径
内同転ナデ，

26 須恵器 蓋 底径 口緑部片
ヘラ削り 内 Hue 5 Y 6 / I 4号竪穴住居址 外面に自然釉有り
外同転ナデ， 外 Hue 5 Y 6 / 1 

器店 ヘラ削り

口径 13 内同転ナデ
内 Hue 5 Y 6 I l 

27 須恵器 蓋 底径 2 I 3 外回転ナデ． 外 Hue 5 Y 6 I I 
4号竪穴住居址

器窃 2 4 削り

口径 l'-1 回転ナデ．
内 Hue 5 Y 7 / l 

28 須恵器 薔 底径 口緑部片 削り
外 Hue 5 Y 7 I l 

4号竪穴住居址

器高 外回転ナデ

口径 IO 5 
内回転ナデ．

29 須思器 高坪 底径 9 6 I / 2 
削り 内 Hue SY 5 I I 4号竪穴住居址
外回転ナデ， 外 Hue SY 5 / I 

器高 10. 7 削り

口径 内同転ナデ
内 Hue 7 5Y 3 / I 

30 須恵器 碗 底径 7 8 底部片 外回転ナデ．
外 Hue 7 5Y 4 I l 

4号竪穴住居址

器裔 削り

口径 7 内回転ナデ
内 Hue N 7 / 0 

31 須忠器 壷 底径 口緑部lI 2 外阿転ナデ． 外 Hue N 7 I 0 
4号竪穴住居址

器商 削り
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図 番号 遥物 稲類（器稲） 法屈 (cm) 残存屈 特徴 色 調 出土遥構 備 考

口径 18.4 内回転ナデ
内 Hue IOYR 8 / 4 

44 32 士師器 蓋 底径 口縁部）ヤ 外同転ナデ．
外 Hue IOYR 8 / 4 

4号竪穴住居址
器商 削り

口径 14 5 内ヘフ磨き．
内 Hue Nl 5/ 0 

33 土師器 杯 底径 7 4 約 I/ 4 削り
夕t• Hue 7 SYR 6 I 4 4号竪穴住居址 黒色磨研上器

器高 4 外ヘラ磨き

口径 21 5 内同転ナデ
内 Hue 5 YR 6 / 6 

34 土師器 坪 底径 10 1 / 4 外同転ナデ．
外 Hue !OYR 4 I 6 

4号竪穴住居址 丹塗り
器高 3.4 ヘラ晒き

口径 20 6 内回転ナデ
内 Hue 5 Y 6 / I 4号竪穴住居内20号

45 35 須恵器 薔 底径 口縁部片 外回転ナデ，
外 Hue 5 B 3 / I ビット

器在 削り

口径 13 内・回転ナデ
内 Hue !OY 4 / 1 4号竪穴住居内20号

36 須恵器 碗 底径 9 3 約 I/ 2 外回転ナデ．
器高 4 削り

外 Hue !OY 5 I l ピット

口径 内阿転ナデ
内 Hue 7 5Y 8 / i 4号竪穴住居内20号

37 須恵器 壺 底径 破片 外同転ナデ． 軟質
器高 削り

外 Hue 7 5Y 8 / l ピット

口径
内・ナデ 休J.Hue 7 5YR 8 I 4 4号竪穴住居内20号

38 士師器 杯 底径 9 I / 5 
器高

外ナデ．削り タ~ Hue IOYR 8 / 3 ビット

口径 8. 8 
内回転ナデ．

39 須恵器 高杯 底径 6. 5 l I 4 
削り 内 Hue N 4 / 0 300号掘立柱建物

器高 7 5 
外回転ナデ 外 Hue N 7 I 0 (309号ビット）
削り

口径 13 8 
内・回転ナデ．

内 Hue 5 Y 6 I l 
40 須恵器 亜 底径 完形

削り
外 Hue 7 5Y 5 / I ~ 3 400号掘立柱建物 外面焼きムラ有り

器高 3 4 
外同転ナデ．

/ I 
(405号ピット）

削り

口径 15 2 
内回転ナデ．

41 須恵器 壺 底径 1 / 8 
削り，ヘラ書 内 Hue 7 5YR 3 / 1 

包含層 刻曹
器商

外回転ナデ． 外 Hue 7 5YR 3 / I 
削り

口径
内布H 内． Hue 7 5YR 7 I 6 

42 瓦 布目瓦 底径 破片 包含層
器高

外ナデ 外 Hue 7 5YR 6 I 6 

口径
内回転ナデ I人JHue 5 YR 6 / 6 

43 土師器 碗 底径 6 4 約 II 2 調在区西側攪乱 掲害

器高
外回転ナデ 外 Hue 5 YR 6 / 6 

口径 内ヘラ磨き r~J Hue 7 5YR1 7/ 1 
44 縄文土器 深鉢形士器 底径 破片 外沈線紋．縄

タ~ Hue 7 5YR 2 I 2 
包含層

器高 紋

口径 33 3 
内ナデ．ヘフ

45 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁． II同部片 磨き
内． Hue 2. 5Y 6 I 2 

包含層
器高

外ナデ．ヘラ 外 Hue 2.5Y 4 I 2 
窮き

口径
内ナデ．ヘラ

46 縄文土器 深鉢形土器 底径 口縁部片
磨き 内 Hue 2 5YR 5 / 2 

包含層
器高

外・ナデ．ヘラ 外 Hue 2 5YR 5 I 3 
磨き

長 295 
47 砂岩プロック 壺支柱 幅四 1 7 0 3号竪穴住居址鼈内

10 2 
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

V 本荘北地区の調査

本調査は、熊本大学附属病院東病棟新営工事にともなう発掘調査である。当該工事区域は本庄遺跡

の範囲内にあり、熊本市遺跡地図 No.8-95熊大病院敷地遺跡として周知されている。 2007年6月 1

日文化財保護法第93条の規定に基づき、東病棟新営工事の届け出を熊本市・県に提出し、慎重工事と

の指示があった。当該区域の隣には1999年度、 2001年度とも調査が行われており、古墳時代と古代の

集落を主とする複合遺跡の存在が確認済みであったので、一次掘削工事に立ち会うこととした。 2007

年8月7日一次掘削工事立会の結果、遺構の存在が確認された。文化財保護法第92条届け出のうえ調

査を開始した。 2007年8月27日、表土はぎを開始。調査区北側第5病棟跡地には遺跡が残存していな

かった。南側の第3病棟に付随する建物の基礎の内側と、建物が建っていなかった区域には遺跡が残

存していた。調査面積は589.287面である。 9月3日より作業員約20人で人力による掘削を開始し、

重機では除去しきれなかった表土・撹乱を除去した。 9月10日かく乱除去作業を終え、包含層掘削．

各遺構の調査を開始した。 9月27日には、調査区南部の既存建物基礎の撤去が不十分であった部分を、

重機にて撤去した。 10月3日附属病院施設・管理課エ営担当との打ち合わせにて、北隅の共同溝埋設

工事予定の部分は、後日工事実施直前に調査を行うこととし、今回の調査とは別の時期に行うことと

した。 10月23日まで包含層・各遺構の調査を行った。 10月18日から10月25日まで、一般に調査成果を

公表し文化財調査に対する理解を深めてもらう為に、病院総務部の許可を得て調査区に隣接する西病

棟一階の窓ガラス三箇所に、「ただいま遺跡発掘中！」と題した、調査を紹介するポスターを掲示し

た。その結果、調査終了までの一週間という短い期間の掲示であったが、毎日一人から二人は見学者

が訪れた。その反響から、後日附属病院機関紙「病院だより」に発掘調査を紹介する記事を執箪する

よう病院総務課から依頼があり、江頭が執筆した。 10月23日調査区の空中写真撮影を行った。 10月25

日機材を撤収し、すべての調査を終えた。

本調査区は、旧第3病棟、旧第 5病棟、第6病棟、西病棟に囲まれた T字形を呈している。南東

部分は旧第3病棟の基礎の下であり、 1mほどすでに掘削されている。北西、南部分は80cmほど掘

削されている。南に近接する西病棟は建設時 (1999年）に当調査室により、 9901調査地点として発掘

調査が行われている。旧第5病棟跡地を跨いで北側は0104調査区として2001年に共同溝埋設工事に伴

い発掘調査が行われている。 1999年と2001年の調査では、縄文時代後晩期の遺物、古墳時代前期の集

落、および古代の集落の存在が確認されている。今回も同様に縄文時代後晩期の土器、石器、黒曜石

片、古墳時代の土器等の遺物、竪穴住居や溝等遺構、古代の土器、鉄器、銅製の鈴帯、碁石等の遺物、

竪穴住居、溝等の遺構を検出した。

b.調査の経過

2007年8月27日 調査開始。

2007年9月27日 南東部コンクリート基礎撤去。

2007年10月18日 現場周辺にポスター掲示。

2007年10月23日 空撮。

2007年10月25日 発掘調査終了。

c.調査の組織

調査員：江頭俊介
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：井手春代・伊藤千代子・江藤恵子・大越忠ー・大越貞子・押方富江・川元恵子・笹野

ヌイ子・末吉美紀•関根龍子・建菩豊美•田中香苗・溜渕俊子・成瀬好子・林田恵

子・福島実•福田久美子・堀川貞子・前田日出男・前田美恵子・松井昭子・松下義

章・山寄早苗•森知子

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕

俊子・長谷智子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

調査区はコンクリートの基礎に囲まれており、調査区全体を通しての土層断面図は作成できなかっ

た。旧来の土層が地表面近くまで残存していたのは、調査区北西の極わずかな部分のみであった。そ

れ以外の部分は既存の建物によって地表下80cmから 1mほどが従前の建物建設工事によりすでに掘

削されて埋め戻された土である。これを 1層とする。残存土層は地表下80cm~1 m （標高約13.Om) 

より下で、黒褐色土層7.5YR 4 / 2があり、古墳時代と古代の遺物・遺構を包含する層である。これ

を2層とする。その下（標高約12.7m以下）は暗褐色lOYR4 / 3シルトであり、古墳時代と古代の

遺構が掘り込まれている。これを 3層とする。 3層上面には縄文時代後晩期の遺物を含む。

1層...既存の病院建物建設工事により掘削、被覆された層。コンクリートの瓦礫などを含む。

2層・・・黒褐色土層7.5YR 4 / 2。粘性は弱い。古墳時代と古代の遺物・遺構を含む。

3層・・・暗褐色シルト層lOYR4 / 3。粘性弱い。古墳時代と古代の遺構が掘り込まれている。縄文時

代後晩期の遺物を含む。
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

(3)検出遺構

今回の調査では、近世の溝 1本、古代の溝2本、古墳時代の溝2本、古代の竪穴住居址8基、古墳

時代の竪穴住居址9基、時期不明だが軸方向や切り合い関係から古墳時代と思われる竪穴住居2基、

その他ピット等が検出された。これらの遺構は 2層中から掘り込まれていると思われるが、黒褐色の

2層と遺構埋土との色の違いが識別困難であり、寵に伴う焼土など色の識別が明らかなもの以外はす

べて 3層上面で検出した。古墳時代の竪穴住居は調査区中央と西よりに分布し、古代の住居は南東側

以外の区域に広く分布している。調査区の南東側に住居はなく、古墳時代の溝 1本と古代の溝が2本

あるのみである。調査区中央は古墳時代と古代の竪穴住居址が多数重複している。

＜溝＞

近世の溝

1号溝（図48)

1号溝は、調査区西よりに位置し、調査区を南北に貫いている。軸はN-15° -Wである。直線的

でゆがみの少ない平面形状を呈し、北北西から南南東に向かっている。上端の幅は3.lm、下端の幅

は1.2m、深さ1.5mである。断面は丸みを帯びた逆台形で、東傾斜面にテラス状の段差が設けられて

いる。埋土は、 4層に分けられる。上から順に埋 l層、埋2層、埋3層、埋4層とする。瓦器火鉢、

近世陶磁器、古代の土師器、須恵器片、ウマの骨片などが出土している。古代の土師器のほとんどが

ローリングを受けていることから、古代の遺物は大江遺跡群などから流れてきたものである可能性が

ある。旧第5病棟敷地をまたいで北に隣接する0104調査区（熊本大学埋蔵文化財調査室年報8)では、

1号溝をまっすぐ伸ばした地点に、 14号という溝があり、幅2.6m、深さ0.8mで東傾斜面にテラスを

持ち、軸方向もほぽ一致することから、これらは、同一のものと思われる。

古代の溝

255号溝（図48)

調査区南東の端に位置する。軸は N-40° -Eである。やや蛇行しながら北東方向から南西方向へ

向かうようである。 266号溝を切っている。上端幅3.4m、深さ lmである。断面は逆三角形を呈する。

傾斜面は、人為的な段差はなく、不定形に凹凸している。底面にマンガンと鉄分が硬く付着している。

埋土中の遺物にも鉄分とマンガンが付着している。埋土は 3層に分かれる。上から埋 l層7.5yr2 I 

2黒褐色シルト、埋2層7.5yr 2 / 2黒褐色シルト、埋3層lOyr3 I l黒褐色粘土となっている。 255

号溝は、位置、形状等から、 1999年度の9901調査区 1号溝と同一のものであると考えられる。遺物は

8世紀から 9世紀の土師器、須恵器が出土している。

266号溝（図48)

調査区南東の端に位置する。軸は N-55° -Eである。 255号溝に切られる。規模は不明である。

255号溝埋士を掘り進むことによって発見されたため、遺物は255号溝と一緒に取り上げている。よっ

て年代不明だが、 255号溝の遺物が8世紀から 9世紀までのものに限られるため、 266号溝の年代もこ

の範囲内の時期と思われる。 255号溝と同様、底面にマンガンと鉄分が付着している。

古墳時代の溝

3号溝（図48)

調査区南西の端に位置し、軸は N-70° -Eである。直線的で、西端はやや北へ屈曲する。上端の

幅は75cm、深さ 6cmである。断面は平た＜浅い逆台形を呈する。埋土は単層である。遺物は土師器片

が少量出土しており、 4世紀中ごろのものである。いくつかのピットに切られている。
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V 本荘北地区の調査
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図48 1 • 3 • 255 • 256 • 266号溝実測図 (1/100) 
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2.東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

256号溝（図48)

調査区南東部にあり、 255号溝の北に位置する。軸はN-50° -Eである。直線的で、北東から南西

へ向かっている。一部両岸にテラス状の段差が二段ずつ設けられており、足場もしくは板橋を渡した

跡と考えられる。幅は足場部分の上端が3m、他部分が2m、深さは 1m程度である。断面は角

張った逆台形である。底にマンガンや鉄分の沈殿はない。埋土は3層に分けられる。埋1層lOyr3 I 

4暗褐色シルト、埋2層lOyr2 I 3黒褐色シルト、埋3層lOyr4 I 3にぶい黄褐色シルト (2層より

粒子大きい）である。遺物は、 5世紀後半から 6世紀後半にかけてのものが主体をなしており、 3世

紀後半ごろの遺物と、 8~9世紀の遺物が少量ふくまれている。 256号溝は西に隣接する1999年度

9901調査区では古墳時代前期の住居を切っているので、 22などの古墳時代前期の遺物は、その切られ

た住居から入ったものとも考えられる。この溝は、 5世紀後半ごろに掘削され、 6世紀後半ごろまで

主に使用され、 9世紀ごろまでには完全に埋まったと考えられる。

＜竪穴住居址＞

古代の竪穴住居址

古代の竪穴住居址は 8軒検出された。調査区中央から北東側にかけての範囲にあり、特に調査区中

央に多い。軸はすべて北を向いている (N-10° -E程度）。寵が確認できたのは98号竪穴住居址と

174号竪穴住居址のみである。その他の住居の寵は別の住居や撹乱等で破壊さており、支脚や焼土が

散在して確認されている。 98号竪穴住居址の鼈は支脚、粘土などの残りがよく、ほとんど破壊されて

いないと思われる。 98号竪穴住居址の寵は住居の東壁中央、 174号の寵は住居の西壁中央にある。住

居の規模はおおむね 4mx4m程度であり、 174号住居のみ 3mx3m程度である。形はすべて方形

である。側壁の残りがいい107号、 108号、 98号住居の深さは、床面まで20cm以上、掘方まで40cm以上

である。 174号以外の竪穴住居は掘方を有する。堀方は住居底面の周縁部にあり、中央には設けられ

ていない。出土遺物から見ると、ほとんど時期差はなく、どの住居も 8世紀から 9世紀前半にかけて

のものである。切りあい関係や軸方向から、建てられた順序を見ると、それぞれ古い順に98号・ 107

号→108号、 140号→128号・ 174号、 178号→145号→174号という順序になる。なお、特筆すべき遺物

として、 98号竪穴住居址の床面から銅製の鈴帯が出土している。

107号竪穴住居址（図49)

107号竪穴住居址は調査区北東側に位置する。住居のほとんどは調査区外に位置し、第 5病棟に

よって破壊されている。また、 108号住居址によって切られている 3 軸は真北である。平面形は方形

である。正確な規模は不明であるが、軸を同じくする98号住居址と同規模と考えるならば、調査でき

た範囲は住居全体の15分の 1程度である。寵、硬化面の有無、主柱穴の本数は不明である。床は部分

的に窪んでおり、貯蔵穴か暗渠等の設備と考えられる。遺構の深さは遺構検出した 3層上面から40~

50cmである。窪み部分はさらに10~15cmほど深い。壁はほぼ直立する。埋土は98号竪穴住居同様黒褐

色のシルトである。遺物は甑か鍋の把手が出土している。軸が98号竪穴住居と同じであることから、

遺構の時期は8世紀後半から 9世紀前半と考えられる。

108号竪穴住居址（図49)

108号竪穴住居址は調査区北東に位置し、 107号を切って98号に隣接している。 107号住居址を切っ

ている。軸はN-17° -Eである。平面形は方形である。 98号住居址と同規模と考えるならば、調査

できた範囲は住居全体の8分の 1強である。寵、硬化面の有無、主柱穴の本数は不明である。床は部

分的に窪んでおり、暗渠と考えられる。遺構の深さは遺構検出した 3層上面から40cm程度である。窪

み部分はさらに10cmほど深い。壁はほぼ直立する。埋士は98号竪穴住居同様黒褐色のシルトである。
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98号竪穴住居址
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調杏地点）

西側床面から鉄製と石製とが一つずつ重なっている紡錘車一組、鉄鏃2本が出土している。また、埋

土中から、移動式寵の底部破片、甑の口縁破片、碁石などが出土している。遺構の時期は、土師器や

須恵器から 8世紀後半から 9世紀前半と考えられる。

98号竪穴住居址（図49)

98号竪穴住居は調査区北東側に位置する。住居の北西側 3~4割ほどが調査区の外側にあり、その

部分は旧第5病棟の基礎によって破壊されている。調査区内にある部分は非常に残りがよい。寵、主

柱穴4本のうちの 3本、硬化面、掘方などほとんどの設備が良好に残存している。軸は真北である。

平面形は4.4mx4. 4mの方形、 4本柱で東壁中央に寵を有する。底面周縁部を掘り＜ぽませ、その中

に土を充填し、暗渠としている。暗渠の範囲に少し重なって床面中央に硬化面を成している。遺構の

深さは、検出面の 3層上面から20cmで床面、 40cmで掘方底面である。壁はほぼ直立である。埋土は黒

褐色のシルトである。寵は軟質砂岩製の支脚を三本立てて骨組みとし、その上に粘土をかぶせて構築

している。断面図を見ると、灰層上面が最終使用面であり、その上に粘土が被さり、さらに上から住

居埋土が被さっていることから、寵の遺存状態がよいことがわかる。支脚が並んだ内側には、炉穴が

掘られている。焚口からは、灰が掻き出されており、寵から手前右方向の床面に広がっている。

南西隅の掘方底面の窪みの中から 3割ほど欠けた土師器杯が出土している。この坪の底部内面には

「寺」の字が刻まれている。底部外面は火を受けて器面が赤くなっており、灰や煤が付着している。

住居建設時に地鎮祭が行われ、そのときに埋納された遺物と考えられる。東壁付近の床面から銅製の

榜具が出土している。遺構の時期は、土師器や須恵器から、 8世紀後半から 9世紀前半にかけてであ

ると考えられる。

128号竪穴住居址（図50)

128号竪穴住居址は調査区中央からやや東に位置する。軸は N-12° -Wである。北辺は調査区外

にあり、西辺、南辺は、カクランのため残存していない。東壁のみ残存している。平面形は方形であ

る。規模は、東壁が4mほど残存しているので、 4mx4m以上と考えられる。壁は直立する。深

さは、上部削平のため不明だが、検出面から10~15cmほど残存している。暗渠や排水溝は確認してい

ない。鼈は東壁には無く、位置は不明である。主柱穴は不明である。床面中央からやや南東側に硬化

面がある。遺物は8世紀後半から 9世紀前半のものが主体を成す。鉄鏃が埋土中から 1点出土してい

る。遺構の軸方向や炉が無いことなどから遺構の時期は古代であると考えられる。古墳時代前期の土

器も出土しているが、周囲からの混入と考える。

174号竪穴住居址（図50)

174号竪穴住居址は調査区中央に位置し、 140号竪穴住居址、 145号竪穴住居址、 178号竪穴住居址を

切っている。軸はN-8°-Eである。住居中央を現代のヒューム管による撹乱を受け、破壊されて

いるが、外形は良く残っている。平面形は方形で、規模は3.75m x 3. 75mである。深さは検出面から

40cm程度である。西壁に鼈を有する。寵の粘土の中から甑片や外面にケズリを施す甕片などが出土し

ている。主柱穴は4本で、すべて確認できた。床面に硬化している部分はない。床面東側は部分的に

凹んでおり、暗渠や貯蔵穴等の施設か、または床自体が凹んでいるのか不明である。遺物は、 8世紀

後半のものが主体を成す。

145号竪穴住居址（図51)

145号竪穴住居址は調査区中央に位置する。 174号竪穴住居址に切られ、 178号竪穴住居址、 144号竪

穴住居址、 175号竪穴住居址を切っている。軸は N-13° -Eである。住居の北半分ほどを174号住居

址によって破壊されているが、 3辺が残存しており、方向、規模などの平面形は分かりやすい。平面
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2. 東病棟新営I．．事に伴う発掘調究 (0712調査地点）

形は方形で、南西隅は隅丸である。規模は、 4.5mx4. 5mである。深さは検出面から15cm程度である。

寵は、残存している西と南の壁には無いので、北もしくは東の壁にあったと思われる。中央よりやや

南西の埋土中に寵の支脚と思われる軟質砂岩が散在している。主柱穴は一辺を三つに分けるあたりの

位置に 4本柱が立つと考えられるが、南西の 1本のみが確実で、他の 3本は特定できない。硬化面は

東壁から中央にかけて確認できる。南西主柱穴の北隣に同じような規模のピットがあるが、このピッ

トは硬化面よりも下位にあり、 145号竪穴住居建設前に存在したピットであると考えられる。 178号竪

穴住居の柱穴の可能性も考えられるが、位置が少し合わない。住居底面はやや凹凸があるが、暗渠や

排水溝といった施設はない。遺物は 7世紀末から 8世紀代のものが主体を成す。

178号竪穴住居址（図51)

178号竪穴住居址は調査区中央に位置する。 145号、 174号竪穴住居址に切られる。 177号竪穴住居址

を切っている。軸はN-5°-Eである。壁は西側しか残っていないが、平面的に約半分ほど残って

いる。平面形は方形で、規模は4.5mx4. 5mと考えられる。深さは検出面から15cmほどである。南壁

中央付近に寵の支脚と思われる軟質砂岩片が三つある。原位置をとどめているのか判然としないが、

南壁中央に寵があったことは想定しうる。南側から中央にかけての床面に硬化面が広がっている。主

柱穴はどれか分からない。遺物は 7世紀末から 8世紀後半の須恵器や土師器が出土している。また、

嬰、長頸鏃、方頭鏃、鉄滓が出土している。

140号竪穴住居址（図52)

140号竪穴住居址は調査区中央に位置する。 174号竪穴住居に切られる。軸は N-10° -Eである。

切りあいと撹乱で壁が東壁の一部しか残っておらず、規模は明らかでない。遺構の深さは、検出面か

ら25cmほどである。寵の位置は分からない。全体に硬化面を有している。ピットがいくつかあるが、

主柱穴がどれかは分からない。硬化面を剥ぐと、一部地山が凸凹している。暗渠等の施設かもしれな

いが、判然としない。遺物は古代の土師器片が出土している。遺構の時期は、遺物、軸方向から古代

と考えられる。

古墳時代の竪穴住居址

古墳時代の竪穴住居址は11軒検出された。古墳時代の竪穴住居は、調査区中央から南西側にかけて

の範囲にあり、特に調査区中央に多い。軸はすべて現在の建物と同じ方向を向いており、地形に沿っ

た向きであると考えられる。 (N-30° -Wから N-35° -W)。平面形状は、すべて方形を呈してい

る。住居の規模は 5mx5m程度のもの (2号、 60号、 177号、 144号、 180号）と、 3.5mx3. 5m程

度のもの (44号、 59号、 230号）と、大小2タイプある。住居の深さは、確認でき得るものは144号・

177号のみだが、 3層上面から30~50cm程度である。底面周縁に溝をめぐらせてある竪穴住居は 2軒

ある (60号、 287号）。寵を持つ住居は無い。炉が確認できた住居は59号竪穴住居址と144号竪穴住居

址と230号竪穴住居址である。炉は床面中央もしくはやや壁に近い北側床面にある。炉は長方形を呈

す。炉の深さは 5~10cm程度である。主柱穴は 4本柱で、規模5mx 5 m程度の住居は、一片を三

つに割るくらいの位置に、規模3.5mx3. 5m程度の住居は四隅壁際に主柱穴が立てられている。住居

の時期は、 3世紀末から 4世紀後半にかけてが主体を成している。 177号・ 59号144号が3世紀末、

287号・ 60号・ 230号がそれに続き、 2号・ 44号は4世紀後半、 175号は 5世紀後半である。

44号竪穴住居址（図53)

44号竪穴住居址は調査区南西側に位置する。住居の平面2分の 1ほどが撹乱によって破壊されてい

る。鉛直方向も旧第3病棟によっておそらく 20cm以上破壊されている。 2号竪穴住居址を切っている。

軸は N-30° -Wである。遺構の平面形状は方形、規模は一片が約2.8mである。遺構の深さ20cm以
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2.東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）
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V 本荘北地区の調査

上である。炉は確認できていないが、床面中央北よりに、焼土が多く堆積しており、その部分が掘り

込みのない地床炉なのか、もしくは付近の撹乱部分に炉があったと考えられる。主柱穴の位置、本数

は不明である。埋土は黒褐色のシルトであり、 2号住居埋土より色が濃い。遺物は古墳時代前期、 4

世紀後半ごろの土器が主体を成している。

2号竪穴住居址（図53)

2号竪穴住居址は調査区南西側に位置する。住居の平面2分の 1ほどが撹乱によって破壊されてい

る。鉛直方向も旧第3病棟によっておそらく20cm以上破壊されている。 44号竪穴住居に切られている。

軸は N-30° -Wである。遺構の平面形状は方形、規模は一片が4.5m以上である。遺構の深さは20

cm以上である。炉は確認できていない。主柱穴は2つ確認した。おそらく 4本柱と思われる。硬化面

は確認されていない。埋土は黒褐色を呈すが、 44号竪穴住居の埋土より、若干色が淡い。遺物は古墳

時代前期、 4世紀後半ごろの土器が主体を成している。

24号竪穴住居址（図53)

24号竪穴住居址は調査区南西側、 2号竪穴住居址の南に位置する。撹乱と調査区壁により 3I 4程

が破壊されている。軸はN-30° -Wである。遺構の平面形は方形である。規模は不明である。深さ

は検出面から10cm程度である。炉および柱穴は不明である。遺物の出土はない。軸の向きから遺構の

時期は、古墳時代前期と考えられる。

59号竪穴住居址（図53)

59号竪穴住居址は調査区やや西よりに位置する。南半分ほどが60号竪穴住居址によって切られてい

る。軸はN-35° -Wである。遺構の平面形は方形である。北辺は3.3mである。東西南辺もおそら

く同様の長さと思われる。遺構の深さは 5cmほどしか残存していない。主柱穴は不明である。床面全

体が硬化している。排水等の施設はない。北側中央に、住居の軸と同じ向きに長方形の炉がある。炉

の深さは5~10cmである。炉の北隅に古墳時代前期の二重D縁壺の頸部から上が置かれている。土圧

で割れているが、置かれたときは頸部から上は完形であったと考えられる。頸から下は埋土中からも

出土していない。口縁外面には煤が付着しており、火にかけて使用されていたものであることがわか

る。住居で使用されていたものが、住居廃棄の際に、何らかの意味をもって置かれたものと考えられ

る。出土土器から、 59号竪穴住居址の時期は 3世紀後半から末ごろと考えられる。

60号竪穴住居址（図53)

60号竪穴住居址は調査区やや西よりに位置する。 59号竪穴住居址を切っている。南側3割ほどが調

査区外にある。軸は59号竪穴住居址同様N-35° -Wである。平面形は方形である。規模は北辺が5

mである。東西南辺も同様と思われる。遺構の深さは5~10cmほどしか残存していない。南側の調査

区壁に隣接する 2つのピットは主柱穴と考えられる。硬化面は、この 2本の柱穴の間と、その北二箇

所に点在している。住居北壁と東西壁北側一部に幅24~34cm、深さ10cmの溝がめぐっている。炉は確

認されていない。遺物は少ないが、周溝があることと、軸方向から、 287号竪穴住居と同じく 4世紀

中ごろ（布留皿式）の時期と考えられる。住居の外、 1mほど北の 2層下面に 4世紀中ごろの土師

器小型丸底壺が出土している。

177号竪穴住居址（図54)

177号竪穴住居址は調査区中央に位置する。北端以南は上部を178号竪穴住居址に切られている。南

端を、 287号竪穴住居址を切られている。軸は N-33° -Wである。平面形は方形である。規模は東

辺が5.4m以上であるので、おそらく5.5m四方程度であると思われる。遺構の深さは50cmである。主

柱穴は不明である。住居北東隅の埋土中に古墳時代前期（布留II)の壺と甕がわりと残りの良い状態
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V 本荘北地区の調査

R 180号竪穴住居址

2m 

図54 177 • 180 ・ 287号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

で出土したc その遺物の時期から、 177号竪穴住居址の時期は、 3世紀後半から末ごろと考えられる。

287号竪穴住居址（図54)

287号竪穴住居址は調査区中央に位置する。 177号竪穴住居址と175号竪穴住居址を切っている。軸

は177号竪穴住居址と同様N-33° -Wである。平面形は方形である。東辺が2.7m以上である。規模

は不明である。床面まで掘り下げたことによって住居を検出したので、遺構の深さは不明である。主

柱穴は不明である。住居の北壁、東壁に幅30cm、深さ20cmの溝がめぐっている。硬化面の有無は不明

である。出土士器の時期から、遺構の時期は、 4世紀中ごろと考えられる。

175号竪穴住居址（図52)

175号竪穴住居は調査区中央に位置する。 145号竪穴住居と287号竪穴住居に切られる。軸は不明で

ある。規模は不明である。壁は調査区外と他住居に切られて、残存しない。柱穴は確認できず、硬化

面のみ検出した。遺物は古墳時代後期の土師器甕 l点のみである。調査当初はその遺物から古墳時代

後期の住居と考えたが、古墳時代前期の287号竪穴住居址に切られていることから、住居は、それ以

前のものであり、遺物は他遺構か包含層から紛れ込んだものと判断した。

180号竪穴住居址（図54)

180号竪穴住居址は調査区中央に位置する。南西側一部178号竪穴住居址に切られる。南東側を140

号竪穴住居址に切られる。軸は、 N-30° ~34° -Wである。北側 7割ほどが調査区の外に位置し、

旧第 5病棟建設時に破壊されている。平面形は方形である。規模は、南辺が3.7m以上であるので、

一辺が5m弱 X 5 m弱程度であると思われる。主柱穴は不明である。硬化面は確認していない。排

水等の施設はない。遺物の出土はない。

144号竪穴住居址（図55)

144号竪穴住居址は調査区中央に位置する。東の隅と南側の一部を撹乱によって破壊されている。

軸はN-33° -Wである。平面形は方形である。規模は4.7mx4. 7mである。深さは、 30cm程である。

主柱穴は東側の2本が確認された。硬化面は住居床面の中央に広がっている。炉は住居中央やや北よ

りにある。炉の南側 1/ 3ほどは撹乱を受けている。炉の平面形は南北に長い長方形で、深さは5~

10cmほどである。住居内部北辺沿いに幅30cm、深さ20cmほどの溝がある。暗渠と考えられる。床面か

ら手捏ね土器2個と高杯2個が出土した。埋上中からも手捏ね土器が出土している。これらの土器は

ほぼ完形である。遺構の時期は、 4世紀後半から 5世紀初頭と考えられる。

230号竪穴住居址（図55)

230号竪穴住居址は調査区中央に位置する。東半分ほどを撹乱によって破壊されている。軸は N-

28° -wである。平面形は方形である。規模は3.6mx3. 6mである。遺構の深さは、 3層上面から床
面まで25cmほどである。主柱穴は隅に 4本柱である。西側の2本を確認した。硬化面はない。方形の

炉が中央にある。遺物は 4世紀後半から 5世紀初頭の高杯や甕が出土している。

くピット＞ （図53)

17号ピット（古代の碁石出土ピット）

17号ピットは調査区南西側、 2号竪穴住居の北に近接した位置にある。平面は楕円形、断面は丸み

を帯びた逆台形を呈する。古代の土師器、須恵器とともに碁石が出士した。遺構の時期は 8世紀と考

えられる。
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

(4)出土遺物

＜溝出土土器＞

1号溝出土土器（図56:1~8) 

1号溝の遺物には近世の遺物と、古代の遺物がある。 1は近世の瓦質土器火鉢である。口縁外面に

x字形のスタンプ模様が並んでいる。その下に突帯が貼り付けられている。 2は施釉陶器の播鉢であ

る。焼成温度の低い橙色の陶胎である。口唇部内外面に灰色の泥のような釉が施されている。口唇部

内面には自然釉が付着している。 3は白磁碗の底部である。釉は薄い。高台の先端は釉が削られてい

る。 4は古代の土師器坪の底部である内外面に丹が塗られており、胎土にも赤色顔料が混ぜ込まれて

いる。表面はローリングを受けて磨り減っている。 5と6は須恵器坑の底部である。 7は古代の土師

器鍋か甑の把手である。これもいくぶんか磨り減っている。 8は須恵器甕の口縁部である。

255 • 266号溝出土土器（図56:9 ~16) 

9は回転ヘラミガキの施された土師器坪である。胎土に赤色顔料が混入されている。丹塗りはされ

ていない。 10は回転ヘラミガキの施された土師器杯である。内外面に丹塗りが施されている。底部内

面にば煤が付着している。煤の付着とヘラミガキの前後関係は、煤が先でヘラミガキが後である。 11

は内黒の黒色土器塊である。内面に炭素が付され、 2mm程の幅のミガキが施されている。外面は焼

きが良いのか、赤みが強い。 12は須恵器の蓋である。つまみは付いていない。 13は須恵器塊である。

14は須恵器塊である。口径が18.3cmと、かなり大型の塊である。 15は土師器の甕である。口縁内面と

外面全体に丹塗りが施されている以上、 255号溝は、 8世紀前半から 9世紀中ごろにかけての遺物が

主体をなしている。 16は須恵器の甕である。外面に平行線状のたたき目、内面に青海波状のたたき目

がある。

256号溝出土土器（図56:17~26) 

17は土師器模倣坪である。 5世紀後半ごろの須恵器蓋を模倣したものである。 18も土師器模倣杯で

ある。内外面に丹塗りが施され、内面はミガキが施されている。 19は須恵器の杯である。 6世紀中ご

ろから 6世紀後半のものである。 20は土師器の高杯の脚部である。外面は削られている。 21は土師器

の高坪の脚部である。 22は布留 I式の甕の口縁である。外面に、ナデを施した時に付いたと思われる

右手親指爪痕が多数ある。 23は土師器の甕である。口縁の内外面は回転方向の刷毛目が施されており、

胴部外面は左上から右下に向かって刷毛目が施されている。内面は極薄に削られている。 24は土師器

の甕である。調整は23と同様である。 25は土師器の甕である。これも調整は23、24と同様である。 26

は須恵器の甕である。 256号溝出土土器は、 22を除いてほとんどが、 5世紀後半から 6世紀後半にか

けてのものである。

3号溝出土遺物（図57:27) 

27は土師器の甕の口縁である。外面全体に煤が付着している。 4世紀中ごろのものと思われる。

く古代の住居出土土器＞

107号・ 108号竪穴住居址出土土器（図57:28~33) 

28は土師器鍋か甑の把手である。手びねりで成形されており、刷毛目が施されている。 29は土師器

の高杯の脚部である。内外面にケズリが施されている。 30は移動式寵の底部と思われる。外面に刷毛

目が施されている。内面はケズリが施されている。 31は土師器甕の口縁である。外面に刷毛目が施さ

れている。 32は土師器甕の頸部である。内外面に刷毛目が施されている。 33は土師器の甑の口縁であ

る。外面に刷毛目、内面にケズリが施されている。 108号竪穴住居址の時期は、 8世紀後半ごろと考

えられる。
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V 本荘北地区の調査
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調企地点）
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V 本荘北地区の調査

98号竪穴住居址出土土器（図57:34~38) 

34、35は土師器の坪である。 36は須恵器の蓋である。 37は土師器の椀である。外面に回転ヘラミガ

キが施されている。 38は土師器の高杯の脚部である。外面が削られた後に丹が塗られ、ミガキが施さ

れている。 98号竪穴住居址の時期は、 8世紀後半から 9世紀前半にかけてであると考えられる。

128号竪穴住居址出土土器（図57:39~47) 

39は須恵器の蓋である。 40は土師器の杯である。外表面が赤いが、焼きの具合によるものであろう

か。 41は土師器の杯である。胎土に赤色の粒が入っている。 42は士師器の碗である。胎土が赤い。器

表面も薄く丹が塗られているようにも見える。底部外面に「キ」というヘラ記号がある。 43は古墳時

代の裔坪である。外面と胎土ぱ焼成不良で黒色を呈している。内面は丹が塗られている。 44は古墳時

代の高坪である。内外面にハケメが施されている。 45は古墳時代の土師器の壺である。口縁外面に煤

が付着している。 46は須恵器の壺である。 47は土師器の甕である。口縁外面に煤が付着しており、胴

部外面は煤が焼き消えて無くなっている。胴上部内面にこげが付いている。以上、 128号竪穴住居址

は8世紀の土器が主体を成すが、古墳時代の土器も混じっている。

174号竪穴住居址出土土器（図57:48~55) 

48は土師器の坪である。 49は土師器の杯である。胎土に赤い粒が入っている。 50は土師器の杯であ

る。内外面に煤が付着している。 51は士師器の碗である。 52は須恵器の碗である。 53は土師器の甕で

ある。外面にケズリが施されている。 174号竪穴住居址寵粘土中出士である。 54は土師器の甕の口縁

である。 55は土師器の甑と思われる。 174号竪穴住居址寵粘土中からの出土である。 174号竪穴住居址

の土器は、 7世紀終わりから 8世紀後半にかけての土器が主体を成している。

145号竪穴住居址出土土器（図58:56~64) 

56は土師器の碗である。 57は土師器の高杯である。 58と59は須恵器の蓋である。かえしの付くタイ

プである。 60は土師器の皿である。内外面に丹が塗られている。 61は須恵器の碗である。 62は土師器

の甕である。法量が小さく、口が狭い。 63は土師器の甕である。 64は土師器の甕である。口径が33cm

と大きい。 145号竪穴住居出土土器は 7世紀末から 8世紀前半の士器が主体を成している。

178号竪穴住居址出土土器（図58:65~70) 

65は須恵器の蓋である。 66は土師器の杯である。 67は土師器の杯である。内外表面に丹が塗ってあ

るようだが、判然としない。 68は土師器の杯である。 69は土師器の高杯である。胎土に赤色の粒が含

まれており、胎土全体が赤い。胎土に顔料を混ぜ込んでいるものと思われる。 70は土師器の小型丸底

壺である。重複する177号竪穴住居など古墳前期の遺構からの混入と考えられる。 178号竪穴住居出土

遺物は 7世紀後半から 8世紀にかけての遺物が主体を成す。

140号竪穴住居出土土器（図58: 71) 

71は土師器の坪である。回転台による成形である。 8世紀から 9世紀のものと考えられる。

く古墳時代の住居出土土器＞

44号竪穴住居址出土土器（図58:72~75) 

72は手づくね土器である。古墳時代前期のものである。上部欠損しているが、底部の形状から、全

体の形状は、ラグビーボールを二つに割ったような、船の形と思われる。細い側の先が、注口のよう

に若干突き出ている。 73は土師器甕の口縁である。外面に煤が付着している。 74は土師器甕の口縁で

ある。外面に煤が付着している。 75は士師器甕の口縁である。内外面にハケメが施されている。外面

に煤が付着している。

2号竪穴住居址出土土器（図58:76~80) 

111 



2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）
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V 本荘北地区の調究

76は土師器の杯である。全体に丹が塗られている。回転台を用いた成形で、古代のものである。こ

の住居内の他の遺物は古墳時代前期が主体をなしており、 77は、包含層からの混入であると考える。

77は土師器の高杯の坪部である。内外面にミガキが施されている。 78は土師器の器台の脚部である。

外面がべっとりとしており、丹ではないが何か液体が塗られているようである。外面にハケメ、ミガ

キが、内面にケズリが施されている。 79は土師器壺の口縁である。外面に直径3mm大の圧痕がある。

80は土師器二重口縁壺の口縁である。

59号竪穴住居址出土土器（図58:81~84) 

81は土師器の小型丸底壺の口縁である。器面が赤い。丹塗り。断面を見ると、表面から 1mmほどが

赤く、内部はグラデーション的に黒くなっていくので、おそらく焼く前に丹を塗ったために、中まで

酸素が行渡らなかったのではないか。内外面にミガキが施されている。 3世紀末ごろのものである。

82は士師器の小型丸底壺である。口縁端以外の全体形は81に似ているが、 82は、ミガキが施されてお

らず、外面にはハケメが施されている。また、外面に煤が付着しており、使用されていたことがわか

る。 81と82は、形状は似ているが、異なる役割をもった土器である。 83は土師器の二重口縁壺である。

頸部から上がほぼ完形の状態で59号竪穴住居の炉に置かれていた。内外面にミガキが施されている。

外面はハケメもほどこされている。外面に煤が付着している。住居廃棄以前に炉で使用されていたも

のが、住居廃棄に伴い、頸部から上だけが祭祀のために置かれたものであると考えられる。 3世紀中

ごろから後半にかけての近畿系の壺である。 84は土師器の甕の胴部である。内外表面が燃焼のため赤

色化している。使用による燃焼か、火災等の二次焼成によるものか判然としない。

60号竪穴住居址出土土器（図58: 130) 

82は59号竪穴住居床面出土土器片 2点と60号竪穴住居床面出土土器片 1点が接合している。 130は

士師器の甕である。器壁は薄く、内面はケズリが施されている。口縁外面はナデが不十分で凸凹して

いる。

177号竪穴住居址出土土器（図59:85~88) 

85は士師器の壺である。口縁内面にミガキが施されている。時期は布留IIである。 86は土師器の二

重口縁壺の口縁部である。外面にハケメが施されている。布留 IかIIである。 87は土師器の小型丸底

壺である。完形である。外面全体と内面口縁部にミガキが施されている。外面はミガキを施す前にハ

ケメが施されている。胎土は赤い。 88は土師器の甕の胴部である。外面全体に煤が付着している。煤

付着の上にさらに被熱が加わり酸化しで煤が消えた痕もある。何度も煮炊きに使用されたようである。

時期は布留IIのようである。

287号竪穴住居址出土土器（図59:89~96) 

89は土師器模倣坪である。丹塗磨研である。五世紀後半から 6世紀前半のものである。 90は、古墳

前期（布留皿）の土師器の高杯である。内外面丹塗である。内部が還元焔ぎみに灰色を呈している。

焼成前に丹を塗ったために、中まで酸素が行き渡らなかったと考えられる。 91は土師器の高杯である。

丹は塗られていない。外面に煤が付着している。古墳時代前期（布留III式）のものである。 92は土師

器の小型器台の脚部である。器壁が2-4mmと薄い。内面にケズリ、外面にハケメが施されている。

布留皿式か。 93は土師器の壺の頸部から上である。口径が50mmと非常に小さい。小壺か、徳利のよう

な形を呈するのだろうか。手づくね成形ではない。内外面にミガキが施されており、ミガかれた部分

は黒ずんでいる。 94は、小型丸底壺の口縁である。胎土赤色である。 95は土師器壺の口縁である。 96

は土師器の二重D縁壺の口縁である。 287号竪穴住居の遺物は布留IIからIII式ごろのものが主体をな

している。
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）
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175号竪穴住居址出土土器（図59: 97) 

97は古墳時代後期の土師器甕である。 175号竪穴住居出土士器はこれのみである。

144号竪穴住居址出土土器（図59: 98~107) 

V 本荘北地区の調究

98は手捏ね土器である。鉢のミニチュアと考えられる。手捏ね成形後、ナデられ、底部外面にはケ

ズリを施している。内面にはミガキを施したつもりなのか、沈線が無数に刻まれている。胎土に混入

砂がわずかに認められるが、少ない。 99は手捏ね土器である。甕のミニチュアと考えられる。成形時

に水分を十分に含ませなかったためか、外面全体にひび割れが入っている。ひび割れは、ナデ消され

ておらず、そのままである。内面は底部の壁が指でケズられており、胴部はナデが施されている。胎

土に混入砂はわずかに認められるが、少ない。底部外面全体に黒斑がある。 100は、手捏ね土器であ

る。甕のミニチュアと考えられる。成形時に水分を十分に含ませなかったためか、外面全体にひび割

れが入っている。ひび割れは、ナデ消されておらず、そのままである。口唇部外面に指紋がある。ロ

縁部内面には爪の痕が並んでいる。内面全体に黒斑がある。胎土に混入砂はわずかに認められるが、

少ない。 101は手捏ね土器である。甕のミニチュアと考えられる。成形時に水分を十分に含ませな

かったためか、外面全体にひび割れが入っている。ひび割れは、ナデ消されておらず、そのままであ

る。内面全体に黒斑がある。胎土に混入砂はわずかに認められるが、少ない。 102は手捏ね土器であ

る。甕のミニチュアと考えられる。弥生後期の台付甕のような形をしている。内外面に丁寧にナデが

施されている。混入砂は多い。焼きは良好である。土器の作り方をある程度知っている人物による作

であると考えられる。 144号竪穴住居出土の手捏ね士器は、焼きが良く、ナデ、ケズリ、ミガキなど

通常の士器の調整手法が使用されて作られている98・ 102と、焼きが悪く、ひび割れており、通常の

土器の調整手法が使われていない99・ 100 ・ 101とに分けられる。

103は、土師器の高杯である。 4世紀後半から 5世紀初頭のものと考えられる。杯部内面にわずか

にミガキが認められる。脚部が直線的に広がる形状である。 104は土師器の高杯である。内外面全体

にミガキが施されている。 105は土師器の高江の脚部である。内面にケズリが施されている。古墳時

代前期後半のものである。 106は土師器の小型丸底壺である。磨きは施されていない。 107は土師器の

甕の口縁である。古墳時代前期後半のものである。

230号竪穴住居址出土土器（図60:108~110) 

108は土師器の高杯である。坪部完形であり、脚部はない。外面にハケメ、内面にミガキが施され

ている。 109は士師器の甕である。胴部外面に吹きこぼれ痕が数条残っている。外面に煤が多く付着

している。液体を熱するのに使用されたと考えられる。 110は土師器の甕である。外面の半分と内面

の全体に黒斑がある。煤はほとんど付いていない。 230号竪穴住居出土土器はどれも 4世紀後半ごろ

のものと思われる。

くピット出土土器＞

17号ピット出土土器（図60: 111 ~ 113) 

111は土師器の杯である。回転台成形で内外面に丹が塗られている。 112は須恵器の碗である。直線

的で外側に張り出さない貼り付け高台である。 8世紀前半のものと考えられる。 113は須恵器の甕の

胴部である。外面格子目タタキ、内面に青海波状のタタキ目がある。

73号ピット出土土器（図60:114) 

114は土師器の小型丸底壺である。 4世紀後半ごろのものと考えられる。

103号ピット出土土器（図60: 115) 

115は古代の甕の口縁である。口径が15.4cmと小型の甕である。口縁内面に喫水線のような焦げ目
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）
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V 本荘北地区の調査

が付いている。外面には全体に煤が付着している。

く包含層出土土器＞（図60: 116~121) 

包含層は、そのほとんどが病院建物建設によって破壊されており、遺物は少ない。 116は土師器の

杯である。 8世紀のものである。 117は土師器の碗である。 7世紀後半のものである。 118は土師器の

小型丸底壺である。 4世紀後半ごろのものと考えられる。内外面に丹塗りの後にミガキが施されてい

る。 119は土師器の小型丸底壺である。 4世紀後半ごろのものと考えられる。内外面にミガキが施さ

れている。 120は内外面にケズリが施された古代の土師器甕である。口縁はわずかに外反する。器壁

が16mmとかなり厚手である。 121は8世紀後半から 9世紀初頭の土師器の杯である。内外面に丹が塗

られている。また、底部外面にヘラ記号「一」と記されている。

＜撹乱出土土器＞（図60: 122~129) 

122は、内外面丹塗りの土師器坪である。回転台成形であり、 8世紀後半から 9世紀にかけてのも

のである。 123は、土師器杯である。回転台成形であり、 8世紀後半から 9世紀にかけてのものであ

る。 124は、内外面丹塗りの土師器坪である。回転台成形であり、 8世紀後半から 9世紀にかけての

ものである。 125は、土師器碗である。回転台成形であり、 8世紀のものである。 126土師器の高杯で

ある。内外面に丹が塗られている。 127は古墳時代前期の土師器小型器台である。ほぼ完形である。

内面にミガキとハケメ、外面にミガキが施されている。 128は、古墳時代後期の甕の胴部破片である。

内面にケズリ、外面にハケメが施されている。外面に線刻で模様が施されており、直弧文のようであ

る。 129は、昭和16年～20年に配給された国民食器の磁器蓋である。クロム顔料（緑色）で縁に二重

線がめぐらせてあり、外面中央に「官立」？というロゴがはいっている。本学医学部の前身である官

立熊本医科大で使用されていた食器であろう。

くヘラ書き土器＞（図61: 131~134) 

131は98号竪穴住居址出土の土師器の杯である。底部内面には、「寺」の字が刻まれている。底部内

面にば煤の付着がある。底部外面中央には、灰が固まってこびりついており、その周囲はおそらく二

次的な被熱によって赤く変色し、さらにその周囲には煤が付着している。器の残存率は2I 3程度で

ある。この土器は98号竪穴住居西側の床下の窪みの中から出土している。住居建設時の地鎮祭に伴っ

て供献された遺物と考えられる。器面の二次的な被熱の痕はその際に出来たものと考えられる。 132

は、 255号溝出土の、ヘラ書きのある土師器杯の底部である。古代の土師器坪の底部内面に、「判」と

刻まれている。 133は古代の土師器坪である。底部内面に、行書体で「牧」？もしくは「物」？と刻ま

れている。 134は古代の土師器杯である。底部内面に「寺」の左上部分？が書かれている。

く石器＞（図61: 135~142) 

135は全体が焦げている丸礫である。寵の近くからの出土ではなく、埋上中からの出土である。 136

は256号溝出土の敲石である。全体に敲打痕があり、使用方法が多岐にわたることがわかる。 137は98

号竪穴住居出土の敲石である。各面中央と端部に敲打痕がある。 138は、磨り石である。端部と平坦

面がすれている。表面に無数の穴があるが、これは敲打痕ではなく、石元来の気泡による穴である。

石材は凝灰岩と思われる。 139は石製の紡錘車である。全体が研磨されている。色調は 5G 5 / 1オ

リーブ灰色である。石材は滑石と思われる。 139は、 144鉄製紡錘車と重なって108号竪穴住居址床面

から出土した。中央の孔部分が完全に同位置に重なっており、重ねて使用されていた可能性が高い。

廃棄時には木の棒が孔に刺さっていたと思われる。 144と接していた部分には錆が付着している。 140

は石製紡錘車である。全体が研磨されている。色調は7.5YR 6 I 4にぶい橙である。石材は、斑状組

織であるので、火山岩の一種と思われるが、不明である。 141は108号竪穴住居址出土の碁石である。
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2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）
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V 本荘北地区の調査

全体が研磨されている。色調は2.5YR 3 I 2黒褐色である。石材は不明である。光沢は無い。 17号

ピット出土碁石と同じ大きさである。 142は17号ピット出土の碁石である。全体が研磨されている。

色は少し透明感のある黒であり、現代の碁石のような色である。石材は、現代の碁石と変わらぬよう

な石であるが、不明である。規格は141と同じである。

く鉄器＞（図61• 62 : 143~154) 

143は255号溝出士の鉄滓？である。金属探知機に反応しないので、鉄分が非常に少ないと思われる。

全体に泡ふくれがある。 144は108号竪穴住居址出土の鉄製の紡錘車である。中央の穴から139と重

なっていない側に繊維質が出ており、表面に付着している。直径44mm、厚さ 6mmである。 145と147は

並んで108号竪穴住居址の床面から出士した。 145は鉄鏃である。完形である。長頸柳葉鏃である。長

さ140mm、幅7mm、厚さ4.5mmである。 146は98号竪穴住居址出土の鉄製の鏃である。床面より 5cm程

度上の埋土中から出土した。長頸柳葉鏃である。頸部の中ほどから曲げられており、なんらかの祭祀

に関わる遺物と考えられる。長さ70mm、幅7mm、厚さ 6mmである。 147は鉄鏃である。 3分の 1ほど

が破損している。長頸柳葉鏃である。長さ75mm幅5mm厚さ 4mmである。 148は128号竪穴住居址埋土中

から出土した鉄鏃である。先半分ほどが欠損している。長頸鏃である。残存長40mm、幅6mm、厚さ

6.8mmである。 149鉄鏃である。方頭鏃である。時期は、古墳後期から古代である。 150は長頸鏃であ

る。時期は、古墳後期から古代である。 151は残存長62.5mm幅7mm厚さ 3mmである。鉄鏃にしては薄

く、つくりが頑丈ではない。形は片刃鏃である。 152は竪のように細長い角柱形をしており、片方の

先端に両刃がある鉄製品である。頭は潰れていない。柄に差し込んで使う竪かと考えたが、刃が厚く、

両刃なので、はたして堅なのか断定できない。 153は鉄鎌である。撹乱からの出土である。柄に装着

する部分あたりと思われる。 154は、鉄塊である。一部木質が付着している。ずっしりと重く、鉄分

が多いことがわかる。鍛冶滓だろうか。

＜銅器＞（図62: 155~157) 

155は98号竪穴住居出土の銅製の榜帯である。形は方形で、巡方と呼ばれるものである。縦1.75 

cmx横2cmと、やや小さめである。裏面の四隅に突起がある。漆の塗布は不明である。住居東側壁

付近の床面から出土した。 156は鋼銭である。 1086年（北宋）初鋳の元祐通賓である。かなり表面が

磨り減っている。 1号溝上部の包含層から出土している。 157は銅製の舒である。撹乱からの出土で

あり、近世のものである。耳かきの屈曲部分周辺のみの残存である。

＜縄文時代の土器＞（図62• 63: 158~180) 

158は、辛川 II式から西平式の深鉢の胴上部である。数条の沈線と、沈線によって区画された中に

磨消縄文が施されている。外表面は部分的に薄く黒色を呈す部分とにぶい橙色を呈す部分がある。内

表面は明黄褐色を呈す。内外面にミガキが施されている。 159は、 160同様、辛川II式から西平式の深

鉢の胴上部である。数条の沈線と、沈線によって区画された中に磨消縄文、食い違い弧、円紋などが

施されている。外表面は部分的に薄く黒色を呈し、内表面はにぶい黄橙色を呈す。内外面にミガキが

施されている。 160は、辛川 II式から西平式の深鉢の胴上部である。上部に刻み目、その下に数条の

沈線と、沈線によって区画された中に磨消縄文、食い違い弧、円紋などが施されている。外表面はム

ラがあるが薄く黒色を呈し、内表面はにぶい黄橙色を呈す。内外面にミガキが施されている。 161は、

御領式から天城式ごろの浅鉢の口縁である。山形に突起し、外面に二条の沈線が巡らされている。内

外面に黒色磨研が施されている。 162は、御領式から天城式ごろの浅鉢の口縁である。内外面に黒色

磨研が施されている。 163は、御領式から天城式ごろの浅鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施さ

れている。 164は、御領式から天城式ごろの浅鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。
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165は、天城式から古隈式の深鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。 166は、天城式の

深鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。 167は、天城式の深鉢の口縁である。内外面

に黒色磨研が施されている。 168は、天城式の深鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。

169は、御領式から天城式ごろの浅鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。 170は、天城

式の深鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。 171は、天城式の深鉢の口縁である。内

外面に丹塗り磨研が施されている。 172は、古閑式の深鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施され

ている。 173は、天城式から古閑式の深鉢の口縁である。内外面に黒色磨研が施されている。 174は、

山ノ寺式の深鉢の胴部である。外表面ぱ焼きが良く、橙色を呈する。内面は逆に焼成不良の黒褐色を

呈する。外面に刻み目突帯があしらわれている。外面には、突帯をなで付けるための指ナデと、横方

向の雑なハケメが施されている。 175は晩期古閑式の深鉢の口縁から胴部にかけてである。内外面と

も丁寧な黒色磨研が施されている。口縁外面の条線は退化し、乱れている。 176は、後晩期の深鉢の

底部である。底面は平坦である。外面は、ミガキかケズリか定かでないが、 1 cm弱幅の単位で表面

に調整が施されている。 177は、後晩期の鉢の底部である。底面は上げ底になっている。外面には指

おさえ痕がある。 178は、後晩期の鉢の底部である。底面は上げ底になっている。外面は太い単位

（幅 1cm)のミガキが施されている。 179後晩期の鉢の底部である。底面は、ほんの少し上げ底になっ

ている。外面は細い単位（幅3mm)のミガキが施されている。 180は、後晩期の深鉢の底部である。

底面は上げ底になっている。外面は太い単位（幅 1cm)のミガキが施されている。

＜縄文時代の石器＞ （図63: 181 ~ 192) 
181は、石皿である。 3層上面からの出土である。周辺の竪穴住居は 2層中から掘り込まれている

と考えられるため、この石皿は、それら古代の住居に伴うものではなく、それ以前の時期のものと考

える。幅の広い面の片側に大きな窪みがあり、擦り痕と黒い有機物の付着がある。側面には、数箇所

同様の窪みの小さいものがある。また、端部には敲打痕が数箇所にある。石材は火山岩系の石と思わ

れる。安山岩か。全体に角がなく、河原から持ち込まれた石材と考えられる。 182は、打製石鏃であ

る。石材不明である。 183-192は黒曜石の剥片である。
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図64 打製石鏃・黒曜石剥片実測図 (1/ 2) 

(5) まとめ

今回の調査結果は、隣接する9901調査区、 0104調査区等の既往の成果をおおむね補足するもので

あった。今回の調査区では、近世の溝 1本、古代の溝2本、古墳時代の溝2本、古代の竪穴住居8基、

古墳時代の竪穴住居址11基、その他ピット等の遺構、縄文時代後晩期の土器・石器等が検出された。

縄文時代の土器・石器の出土は当該地の土地利用が後期の辛川II式もしくは西平式期までさかのぼる

可能性を示した。さらに晩期前半土器とともに刻目突帯文土器も出土しており、後期後半から晩期後

半にかけて連続した生活址の存在が示唆される。ただ、今回の調査で遺構は検出されなかった。古墳

時代前期の竪穴住居群は、 9901調査区と同じく軸をN-30° -W程にとっており、地形の傾斜に沿っ

た方向である。住居の時期は 3世紀末から 4世紀後半が主である。ほぼ30m北に位置する0104調査区

で検出された古墳時代前期の住居群と同一の集落を形成していると考えられる。古墳時代後期の溝は

9901調査区の続きを検出した。古代の竪穴住居は、軸を真北にとっており、 9901調査区と共通するが、

100m程南に離れた0411調査区とは異なる。これも、今回の調査区の一帯と、 0411調査区一帯がやや

性格を異にするという見解（大坪2005) を裏付けている。古代の98号竪穴住居からは、銅製の鈴帯、

「寺」ヘラ書き土器などが出土した。 255号溝からは「判」と書かれたヘラ書き土器が、包含層からは

「牧」もしくは「物」ヘラ書き土器が、撹乱からは「寺」の上部と思われるヘラ書き土器が出土した。

また、古代の17号ピットや108号竪穴住居から碁石が出土した。これらから古代の当遺跡における識

字層の存在がいっそう裏付けられた。また、今回の調査においても 9世紀後半から近世までの遺構は

検出されなかった。 16~17世紀ごろになると、大溝が 1つ存在する。今のところ当地区の中世の土地

利用はなかったと考えられる。
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表7 0712調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遥構 遥物の稲類 大きさmm 残存率 調 整 色 調 備 考

口径
内面回転ナデ 内面 2 5Y 7 / 3浅黄

内面煤付粁56 1 1号溝 瓦質土器火鉢 底径 口緑の一部
外面回転ナデ 外面 5 B 5 I I廿灰

器高 (6)
口径

内而回転ナデ 釉薬 lOYR 6 / 2灰黄
2 1号溝 施釉陶器捕鉢 底径 口緑の一部

外面回転ナデ 褐陶胎 2 5YR 5 / 6明赤褐
器高 (39) 
口径

内面 釉薬やや行い白
高台端の釉を削る。釉薄い。3 1号溝 白磁碗 底径 55 底部の I/ 4 

外面 陶胎白
器商 (19)
口径

内面 ナデ→ミガキ 丹途 2 5YR 6 / 6橙
内外面丹塗り。胎土に赤色顔料混人c4 1号溝 土師器坪 底径 68 約 I/ 6 

外面 ナデ→ミガキ 陶胎 7 5YR 7 / 4にぶい橙
器高 (18)
口径

内面ナデ 内面 N 5 I 0灰
5 1号溝 須恵器碗 底径 84 底部の l/ 3 

外面回転ナデ 外而 N 5 I OJ天
器商 (17)
口径

内面ナデ 内面 N 6 / 0/天
6 1号溝 須恵器碗 底径 63 底部の 1/ 3 

外面回転ナデ 外面 N 6 / 0灰
諾商 (19)
口径 r人1面． 内面 2. 5YR 5 I 2暗灰黄

手ぴねり。内面焼成不良、黒斑あり c7 1号溝 土師器甕の把手 底径
外面・指頭圧痕 外面 7. SYR 6 I 4にぶい橙

器寂

口径 216 
内面回転ナデ 内面・ N 4 I 0灰

口縁部内面に自然釉8 1号溝 須恵器甕 底径 口緑の l/ 6 
外面回転ナデ 外面 5 YR 5 I 3にぷい赤褐

器淀 (45)
口径 160 内面 回転ナデ→［司転へ

内面． 5YR 6 I 6橙
胎土に赤色頗料混入， 255号溝 土師器月； 底径 86 l / 4 ラミガキ

外而 5 YR 7 / 6橙
器裔 46 外面回転ナデ

口径
内面丹塗り→煤付杵→

丹塗 2 5YR 5 / 6明赤褐 内外面丹塗り、回転ヘラミガキ。内阿転ヘラミガキ
10 255号溝 土師器杯 底径 81 1 / 2 

外面底部ヘラケズリ→ 陶胎・ IOYR 7 I 4にぷい黄褐 面に煤付符。
器裔 (18)

回転ヘラミガキ

口径
内面 ナデーミガキ 内面 NI 5/ 0黒

内面に吸煤磨研11 255号溝 里色土器碗 底径 54 底部の 1/ 6 
外面 ナデ→ミガキ 外面 5 YR 6 / 6橙

器窃 (19)
口径 150 

内面 回転ナデ 内而 N 6 I 01火
12 255号溝 須恵器器 底径 完形

外面・回転ナデ 外面 N 6 I OJ火
器莉 25 
口径

内面回転ナデ 内面 N 4 I 0灰
13 255号溝 須恵器碗 底径 86 l / 4 

外面回転ナデ 外面 N 4 I 0灰
器莉 (39)
口径 183 

内1ll1 回転ナデ 内面 2 5YR 7 / I灰灰I勺14 255号溝 須恵器碗 底径 l03 完形
外面 回転ナデ 外面 2 5YR 7 / l 白

器高 57 
口径 240 

内面・回転ナデ。ケズ＇）。 丹塗 2 5YR 5 / 8明赤褐
口縁内面と外面全部に丹塗り15 255号溝 土師器甕 底径 口緑部の I/ 6 

外面回転ナデ 陶胎． lOYR7 I 3にぶい黄橙
器高 (56)
口径 206 

内面 回転ナデ、タタキ。 内面． N6 I 01天
口縁部内面、府部外面に自然釉16 255号溝 須恵器甕 底径 口縁部の I/ 6 

外面 回転ナデ、タタキ 外面 N 3 I 0暗1火
器点 (88)

口径 125 
内面ナデ 内面 7. 5YR 7 / 6橙

5mm程度の白色礫（石英 9)含む17 256号溝 土師器模倣杯 底径 l / 6 
外面ナデ 外面 IOYR 7 / 4にぶい黄橙

器t,;(36) 
口径 112 

内面 ナデ→丹塗→ミガキ 内面 5 YR 4 / 8赤褐 全面丹塗り。内面ミガキ。 5mm程度
18 256号溝 土師器模倣杯 底径 I I 6 

外面ナデ→丹塗 外面 5 YR 5 / 8明赤褐 の白色礫（石英？）含む。
器店 (39)
口径 122 

内面回転ナデ 内面 N 5 I 0灰
19 256号溝 須恵器杯 底径 l / 2 

外面回転ナデ 外面 N 4 I OJ火
器高 36 
口径

内面指で削り取る 内面 7 5YR 8 I 8黄橙 3mm程度の白色礫（石英？）含む。
20 256号溝 土師器高H: 底径 l / 3 

外面ヘラケズリ 外面 7 5YR 6 I 6橙 胎土に赤色顔科混入
器高 (71)
口径

内面 指でこすりつける 内面 7.SYR 7 I 6橙
3mm程度の白色礫（石英？）含む21 256号溝 土師器高杯 底径 81 1 / 2 

外面 指でこすりつける 外面 7 5YR 8 I 8黄橙
器高 (66)

口径 194 
内面ナデ、ケズリ 内面 5 YR 6 / 6橙

布留 I式。口縁外面に爪痕有り。22 256号溝 土師器甕 底径 口緑の 1/ 4 
外面ナデ 外面 5 YR 5 / 6明赤褐

器裔 (41)
口径 128 

内面ケズリ 内面 IOYR 7 I 2 Iこぶい黄褐 口縁内面と胴内面にこげ。外面に吹23 256号溝 土師器甕 底径 口縁の 1/ 2 
外面ハケメ 外面 IOYR 6 I 3にぷい黄褐 きこぼれ痕、煤付粁。

器商 (44)
口径 176 

内面ケズリ 内面 7 5YR 6 / 6橙
5mm程度の白色礫（石英？）含む24 256号溝 土師器甕 底径 口縁の II 4 

外面ハケメ 外面 7 5YR 6 I 6橙器高 (88)

口径 360 
内面ケズリ 内面 5 YR 7 / 8橙

5mm程度の白色礫（石英？）含む25 256号溝 土師器甕 底径 口縁の 1/ 3 
外面ハケメ 外面 5 YR 6 I 8橙器高 (56)

口径 246 
内面回転ナデ 1勺面 N310)火

5mm程度の白色礫（石英？）含む26 256号溝 須忠器甕 底径 口緑の!/ 4 
外而回転ナデ 外面 N 3 I 01仮器莉 (75)

口径 190 
内面 回転ナデケズリ 内面 IOYR 7 I 4にぷい黄橙

外面全体に煤付滸57 27 3号溝 土師器甕 底径 口緑破片
外面回転ナデ 外面 IOYR 7 I 4にぶい黄橙

器店 50 
縦64

内面ケズリ 内而 7 5YR 7 I 6橙28 l07号竪穴住居土師器甕把手 横54 把手のみ
外面ハケメ、ナデ 外面 7 5YR 5 I 4にぷい褐

肛さ迅

口径
内面回転ナデ、ケズ，） 丹塗 2 5YR 5 I 8明赤褐

橙 杯部内面丹塗り29 108号竪穴住居 士師器高杯 底径 74 脚部の II 3 
外面回転ナデ、ケズ I） 陶胎 !OYR 5 / 4にぶい黄

器甜 34 
口径

内面ケズリ 内面 7 5YR 7 I 4にぷい橙
底面に限斑あり30 108号竪穴住居土師器移動式鼈底径 底部小片

外面ハケメ、ナデ 外面 7 5YR 7 I 4にぷい橙器高 (33)
口径

内面 内面 5 YR 6 / 6橙31 108号竪穴住居 土師器甕 底径 口縁小片
外面ハケメ、ナデ 外面 5 YR 5 I 6明赤褐器裔 (41)

頚径 122 
内面ハケメ 内面 7. 5YR 4 I 3褐

内外面に煤付府32 108号竪穴住居 土師器甕 底径 頭部の I/ 8 
外面ハケメ 外面 !OYR 2 I 1黒器店 (26)

口径 268 
内面ケズリ 内面 10YR7/3にぶい黄橙33 108号竪穴住居 土師器甑？ 底径 口緑の I/I 2 外面ハケメ、ナデ 外面 !OYR 7 I 3にぷい黄橙

器商 73 
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V 本荘北地区の調査

図番号 迫構 遥物の種類 大きさmm 残存率 詞 整 色 詞 備 考

口径 150 
57 34 98号竪穴住居 土師器杯 底径 91 2 / 3 

内面回転ナデ 内面 5 YR 7 / 6橙
胎土に白色粗砂、赤色粒含む。

器高 38 
外面回転ナデ 外面 5 YR 7 I 8橙

口径 138 
内面回転ナデ 内面 7 5YR 7 / 6橙

35 98号竪穴住居 土師器杯 底径 79 l / 2 白色哨l砂含む
器高 40 

外面同転ナデ 外面 7 5YR 8 / 6浅黄橙

口径 114 
内面同転ナデ

36 98号竪穴住居 須恵器蓋 底径 I / 8 
内面 NS/0灰

器高 22 
外面回転ナデ 外面 N6!0灰

口径 内而同転ナデ
ヘ 内面． 75YR 7 I 6橙

37 98号竪穴住居 土師器碗 底径 120 底部の l/ 4 外面同転ナデ、回転 外面に回転ヘラミガキ
器高 50 ラミガキ

外而 5 YR 7 / 8橙

口径 内而ナデ

38 98号竪穴住居 土師器高杯 底径 80 脚部の I/ 5 外面ケズリ→丹塗→ ｀ 内面 5 YR 6 / 6橙 外面丹塗り
器高 22 ガキ

ミ外面 25YR 5 / 6明赤褐

口径
内面回転ナデ 内面 N4/0灰

39 128号竪穴住居 須恵器蓋 底径 166 I / 8 
器高 (22)

外面．回転ナデ 外面． N4/0灰

口径
内面回転ナデ 内面 7 5YR 7 I 6橙

40 128号竪穴住居 土師器杯 底径 62 底部の lI 3 
外表面が赤いが、焼きの具合による

器高 (32)
外面回転ナデ 外面． 2.5YR 6 / 6橙 ものか

口径
内面 ナデ、回転ナデ

41 128号竪穴住居 土師器杯 底径 84 底部の II 2 
内面 7.5YR 8 / 6浅黄橙

器高 (27)
外面ナデ、回転ナデ 外面 5 YR 7 / 6橙

口径
内面 ナデ、回転ナデ

42 128号竪穴住居 土師器碗 底径 102 底部の II 3 
内面 5 YR 6 I 8橙 底部外面にヘラ記号「キ」。胎土赤

器高 (29)
外面 lei転ナデ 外面 5 YR 6 I 8橙 色。内外面うっすらと丹塗り＇

口径
杯底部と接合部 内面ナデ 内面 5 YR 6 I 6橙

43 128号竪穴住居 土師器高杯 底径
古墳前期外面焼成不良里色内面丹塗

器高 (20)
のみ 外面．ナデ 外面 2 5YR 2 / 1里 り

口径 203 内面・ハケメ
44 128号竪穴住居 土師器高坪 底径 妬部の 1/ 6 

内面 7. 5YR 6 / 6橙
古培前期

器高 (51)
外面回転ナデ、ハケメ 外面 7 5YR 6 / 6橙

土師器甕
口径 122 

内面．ハケメ、ケズリ
内面 IOYR 6 I 6明黄褐

45 128号竪穴住居
（壺？）

底径 口緑の 1/ 6 外面 !OYR 6 / 4にぶい黄橙
古培前期の終わりぐらいか外面煤付

器高 (64)
外面・ハケメ

＋煤
粁

口径 128 
内面回転ナデ 内面 N 7 I OJ天白

46 128号竪穴住居 須恵器甕 底径 口縁の 1/ 6 
器高 (32)

外面同転ナデ 外面 N7!0灰白

口径 208 
内面．回転ナデ、ケズリ 内面 IOYR 7 I 4にぶい黄橙

47 128号竪穴住居 土師器甕 底径 口縁の lI 4 口緑外面に煤付粁
器高 (69)

外面 ナデ、回転ナデ 外面． lOYR7 / 4にぶい黄橙

口径 135 
内面同転ナデ 内面 7 5YR 7 / 6橙

48 174号竪穴住居 土師器杯 底径 84 I I 4 
器高 38 

外面 ナデ、回転ナデ 外面 5 YR 6 I 6橙

口径 141 
内面・回転ナデ

49 174号竪穴住居 土師器坪 底径 82 1 / 2 
内面 7 5YR 8 / 6浅黄橙

器高 46 
外面同転ナデ 外面 !OYR 7 I 4にぶい黄橙

口径
内面同転ナデ 内面 7 5YR 7 I 6橙

50 174号竪穴住居 土師器坪 底径 90 1 / 2 内外面煤付将
器高 (25)

外面ナデ 外面 7 5YR 7 / 6橙

口径
内面 ［司転ナデ 内面 7 5YR 7 / 6橙

51 174号竪穴住居 土師器杯 底径 126 底部の 1/ 5 
器高 (28)

外面回転ナデ 外面 !OYR 7 / 4にぶい黄橙

口径 内面回転ナデ

52 174号竪穴住居 須恵器碗 底径 72 底部の 3I 4 外面同転ナデ、ヘラケ
内面 N5/0灰

器高 (18) ズリ
外面 N 7 I!灰白

口径
内面ケズリ 内面 7 5YR 6 I 6橙

53 174号竪穴住居 土師器甕 底径 底部小片 内外面煤付着外面削りあり
器高 (34)

外面ナデ、ケズリ 外面 IOYR 7 / 6明黄褐

口径
内面ハケメ、ケズ')

54 174号竪穴住居 土師器甕 底径 口縁小片
内面 7 5YR 6 / 6橙

器高 (29)
外面ハケメ、ナデ 外面 7 5YR 6 / 6橙

口径
内面ハケメ、ケズリ

55 174号竪穴住居 土師器甑？ 底径 口縁小片
内面 7. 5YR 7 I 6橙

外面煤付滸
器高 (56)

外面ハケメ、ナデ 外面 !OYR 6 / 4にぶい黄橙

口径
内面ナデ、回転ナデ 内面 7 5YR 7 I 6橙

58 56 145号竪穴住居 土師器坪 底径 104 底部の 1/ 4 
器高 (28)

外面同転ナデ 外面 5 YR 7 / 6橙

口径
杯底部と接合部 内面ナデ 内面 5 YR 7 / 8橙

57 145号竪穴住居 土師器高杯 底径
器高 (27)

のみ 外面回転ナデ 外面 5 YR 7 / 8橙

口径
内面回転ナデ 内面 N6/0灰

58 145号竪穴住居 須恵器器 底径 150 底縁小片
器窟 (17)

外面回転ナデ 外面 N 6 I 01火

口径
内面回転ナデ 内面 N5/0灰

59 145号竪穴住居 須恵器蓋 底径 160 底縁の I/ 4 
器高 (16)

外面回転ナデ 外面 N510灰

口径 204 内面回転ナデ
丹塗 2. 5YR 5 I 8明赤褐

60 145号竪穴住居 土師器皿 底径 口縁の 1/ 4 外面同転ナデ、回転へ 内外面に煤付芍。内外面丹塗り。
器高 (39) ラケズリ

陶胎． lOYR7 / 3にぷい黄橙

口径
内OO ナデ 内面 N6/0灰

61 145号竪穴住居 須恵器碗 底径 92 底部の I/ 4 
器高 (18)

外面回転ナデ 外面 N5!0灰

土師器甕
口径 140 

内面ハケメ、ケズリ 内面 5 YR 6 / 6橙
62 145号竪穴住居 底径 口緑の II 3 

（壺？）
器高 (52)

外面ハケメ、ナデ 外面 5 YR 6 / 6橙

口径 188 
内面ハケメ、ケズリ

63 145号竪穴住居 土師器甕 底径 口縁の 1/ 5 
内面 7 SYR 7 I 6橙

口緑外面に煤付着
器高 (39)

外面ハケメ、ナデ 外面 IOYR 3 I l黒褐

口径 332 内面ハケメ、ケズリ
64 145号竪穴住居 土師器甕 底径 口縁の l/12 

内面 5 YR 7 I 8橙
内面にこげ、外面に煤付滸

器高 (50)
外面ナデ 外面 5 YR 6 / 6橙

口径
内面回転ナデ

65 178号竪穴住居 須恵器蓋 底径 112 I / 3 
内面 N 5 / 0灰

器窃 19 
外面回転ナデ 外面 N5/0灰

口径
内面回転ナデ

66 178号竪穴住居 土師器均 底径 88 底部の I/ 4 
内面 7 5YR 8 I 8黄橙

器高 (22)
外面回転ナデ 外面 7 5YR 7 I 6橙

口径
内面同転ナデ

67 178号竪穴住居 土師器杯 底径 80 底部の 1/ 4 
内面 5 YR 5 / 6明赤褐

器高 (13)
外面回転ナデ 外面 5 YR 5 I 6明赤掲

器表面に何か塗ってある？
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2. 束病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

図 1番号＼ 遥構 1 遥物の種類 I LI亡
58 I 68 1178号竪穴住居 土師器杯 底径 98

残存率 I 調 整 色 調 I 備 考

I / 4 
| ！勺面 ナデ、同転ナデ 内面 7 SYR 7 / 6橙 I凝付済焼け痕あり
外面回転ナデ 外而 7. 5YR 7 I 6橙

器窃 32 
口径

69 I 178号竪穴住居1 土師器高坪 1坪部底径 52 
器店 (16)

| 内面ナデ
坪部の I/ 4 外面回転ナデ

内面 5 YR 6 / 6橙 I胎土に赤色顔料混入
外面 5 YR 7 / 8橙

口径
10 I 178号竪穴住居I上師器小型丸底壺I頸径 91 

器邸 (45)
口径 136 

胴部の I/ 6 I 外内面面．ハナデケメ、 ナデ 内lfli 2 5YR 7 / 4浅黄
外頂i lOYR 7 / 4にぶい貨橙

71 I 140号竪穴住居I 土師器 I底径 口緑の 11 3 I 内面回転ナデ 内而 7 5YR 7 / 6橙 | 10mm程度の白色礫含む
外面回転ナデ 外面 7 5YR 7 / 6橙

器莉 (36)
口径

72 I 44号竪穴住居 I手捏ね土器舟刷底径 1 / 3 
I 内面．ナデ、指頭圧痕
外面 ナデ、指頭圧痕

疇 7 5YR 5 / 4にぶい黄褐橙 1
外面 !OYR7 / 4にぷい 船のような形。

器商 (42)
口径 156 

73 I 44号竪穴住居 I土師器甕 I底径 口緑の l/ 8 I 内面 回転ナデ、ケズリ
外面同転ナデ

内面 7 5YR 6 I 6橙
外面に煤付箔

外面 7 5YR 6 I 6橙
器高 (46)

口径 160 
74 I 44号竪穴住居 I土師器甕 I底径 口縁小片 I 内面 同転ナデ

外面同転ナデ
内面 lOYR 6 I 4にぶい黄塁I外面1牒付舒
外面 !OYR 6 I 4にぶい黄 ― 

器高 (47)

口径 140 
75 I 44号竪穴住居 I土師器甕 I底径 1口緑の 1/12 

器莉 (39)
口径 136 

76 I 2号竪穴住居 I土師器杯 I底径 99 I 213 
器高 33 
口径 156 

77 I 2号竪穴住居 I土師器高杯 I底径 I杯部の II 4 
器;rri(33) 
口径

78 I 2号竪穴仕居 I土師器器台 I底径 13s I 脚部の全体
器裔 (77)

口径 136 
79 I 2号竪穴住居 I土師器壺 I底径 1口緑の I/12 

器高 (53)
口径 248 

80 | 2号竪穴住居 I土師器壺 I底径 I 口緑小片
器高 (46)
口径 126 

81 I 59号竪穴住居 I土師器小型丸底壺I底tl' I口緑の 1/ 3 
器高 (48)

口径 123 
82 I 59号竪穴住居 I上師器小型丸底壺I底径 1 2 / 3 

器高 113 
口径 229 

83 I 59号竪穴住居 I土師器て直口舷壺I底径 I 頸からヒ
器裔 (88)
頸径 140 

84 I 59号竪穴住居 I士師器甕 I底径 I胴部の II 3 
器商 (106)

口径 122 

疇．ハケメ、回転ナデ ［晴・ 10YR 7 / 4にぶい黄橙
外面：ハケメ、回転ナデ 1外[hl.10YR 6/ 4にぶい黄橙

内面：同転ナデ 丹塗． 5YR 5 I 6明赤褐
外面：同転ナデ 陶胎： 7.5YR 7 I 3にぶい橙

内面：ナデ→ミガキ
内面： 5YR 6; 6橙

外面：ナデ→ハケメ→ミ

ガキ
、 外而． 5YR 5 I 6明赤褐

内面：ケズリ→ミガキ
内面： 7.5YR 6 / 6橙

外面：ナデ→ハケメ→ミ
ガキ

‘ 外面： 7.5YR6 / 6橙

内面： rnl転ナデ 内面： 7.5YR 7 I 6橙
外面：回転ナデ 外面： 7.5YR 7 / 6橙

内面：ハケメ、同転ナデ内面： 7.5YR7 I 6橙
外面．ハケメ、回転ナデ外面． 7.5YR7 I 6橙

内面：ナデ→ミガキ→ハ
ケメ

内面： 2.5YR 6 / 8橙

外面・ナデ→ミガキ
外面:2.5YR 6 I 8橙

内面：ナデ、ハケメ、ケ
スリ

内面： lOYR6 / 6明黄褐

外面ナデ、ハケメ
外而:lOYR 6 / 6明黄褐

内面．ナデ→ミガキ J"Jj狐• 5 YR 5 / 6明赤褐
外面：ハケメ→ミガキ 外iii]: 7. 5YR 7 I 8黄橙

I外面に煤付粁

内外面丹塗り

裾部に黒斑あり

外面に圧痕あり。

二重口緑壺

胎土赤色。きめ細かい。

胴部外面下半に煤付粁。胎土赤くな
い。ミガキなし。

sb59の炉に骰かれていた。頚から I・
のみ出土。外面煤付許。

内面：ケズリ l/..］！fi[:IOR5/4赤褐 胴部外面煤付行、煤の1iい）が燃焼に
外面：ハケメ、ナデ 外I伺']OR6 / 4にぷい赤橙 より赤色化。

内面：ナデ→ミガキ、ケ 外表面がぺっとりしており、何か途

59 I 85 Im号竪穴住居I土師器壺 I底径 I 3 ; 4 内面： IOYR6 / 4にぶい黄橙
ズリ られているようである。胴部外面ト

外面l:5 YR 6 / 6橙

126 

器商 (124)
口径 180 

外面：ハケメ→ナデ 半に黒斑あり。

86 Im号竪穴住居I土師器二煎口縁壺I底径 I口縁の II 8 内面：ナデ 内面： 7.5YR7 I 6橙
外面．ハケメ→ナデ 外面 '7.5YR7 I 6橙

器高 (4'1)

口径 93 
87 1177号竪穴住居I土師器小型丸底壺I底径 I 完形

内面：ハケメ→ミガキ→
ナデ

内面： 5YR 6 / 8橙
外面 '5YR 6 / 8橙

胎土赤色。きめ細かい。
器商 83 外面：ミガキ、ナデ

口径 108 
88 1177号竪穴住居I土師器甕 I底径 I I I 3 内面：ケズ，） 内面． 7.5YR 8 I 6浅黄橙 外面全体に煤付着。煤酸化して焼き

外面：ハケメ、タタキ？ 外面： 7．5YR 7 / 6橙 1消えもあり。底部内面コゲあり。
器高 (157)

口径 130 
89 1287号竪穴住居I上師器杯 I底径

器高 (22)
口径 (150)

90 1287号竪穴住居I土師器窃朴 I底径
器裔 (41)

口径 160 
91 1287号竪穴住居I土帥器莉坪 I底径

器高 (50)

口径
92 1287号竪穴住居I土師器小型器酎底径 86

器商 (35)

口径 50 
93 1287号竪穴住居I土師器壺 I底径

器裔 (34)

口径 JOO 
94 1287号竪穴住居・|t師器小型丸底壺I底径

器商 (38)

口径 150 
95 1287号竪穴住居I土師器壺 I底径

器商 (83)

口径 240 
96 1287号竪穴住居I土師器壺 I底径

器高：56)

口径 202 
97 1175号竪穴住居I土師器甕 I底径

器高く104)

口径 76 
98 I 144号竪穴住居I手捏ね土器鉢 I底径 33 

器裔 35 
に1径 95

99 I 144号竪穴住居I手捏ね土器甕 I底径
器莉 50

口径 116 
100 I 144号竪穴住居I-T0捏ね土器甕 1底径

器高：65)
口径

101 I 144号竪穴住居I手捏ね土器甕 1底径 88 
器店；26)

口緑の 11 4 I 内面 丹塗り→ミガキ 丹旅 2 5YR 4 / 8赤褐
内外面同色。内外面丹塗り。

外面丹記）→ミガキ 陶胎 7 5YR 7 / 6橙

杯部の 11 2 I 内而丹塗り→ミガキ 内面 5 YR 5 I 6明赤褐
内部が遠元焔ぎみに灰色になっている3

外面丹塗り→ミガキ 外面 5 YR 5 / 6明赤褐
焼く前に丹塗りしたために酸素が行き
渡らなかったのか。内外面丹塗り c

材；部の 2I 3 I 内面回転ナデ 内面 !OYR 7 I 4にぷい黄橙
外面回転ナデ 外面 lOYR 7 I 6明黄褐

脚部の l/ 3 I 内面 ケズリ→ナデ 内面 2 5YR 6 I 4にぷい黄
外面．ハケメ→ナデ 外而 2 5YR 6 I 4にぶい黄

口緑1‘？り部の1靡門’ナデ→ケズリ、ミ 仏li紺： 2．5YR 6/ 4にぷい黄
外面’ナデ→ミガキ 1外頂i'2.5YR 6 / 4にぶい黄

晒
かれた部分が黒ずんでいる。とっく
りの口のような形っ成形は手ずくね
ではない立

口緑の l/ 6 

口縁の 1112 I 

口縁小片

l /12 

ほぽ完形

ほぽ完形

I /12 

底部の l/ 2 

内面：ナデ
外面：ナデ

内面：ナデ
外面：ナデ

内面：ナデ
外面・ナデ

内面・ナデケズリ
外面：ナデ

疇： 5YR 6 / 6橙
外面： 5YR 6 / 8橙

悶t盟［：醤贔 ＼ ？羹？竺広、叫入白色礫が5mm人

1/..Im! : 10YR 6 / 4にぶい黄楼
外頂i: lOYR 6 / 4にぶい黄橙

内面： lOYR6 / 4にぶい黄橙
外ffii:lOYRl. 71黒（煤の色）

I外面全体に煤付滸

翌翌ヶ手／サ：／さ／ズ1忠霊 ば〗： ：二〗：：：：：：：雄：乾燥の為全体！ひぴ割れあり
内面：ナデ、指オサエ
外面：ナデ、指オサエ

内面：ナデ
外面：ナデ、指オサエ :：口：：ご：：言五喜呈翌翌；



V 本荘北地区の調査

図番号 遺構 遣物の種類 大きさmm 残存率 調 整 色 調 備 考

口径 80 
内而．ナデ、指オサエ 内面 2.5YR7/4浅黄

他の手捏ね土器と違い混入砂多く、

59 102 144号竪穴住居 手捏ね土器台付甕 底径 45 ほぽ完形
器商 76 

外面：ナデ、指オサエ 外面 2.5YR 7 / 4浅黄
ナデ全面丁寧、焼きも上々。型古い。
弥生後期の台付甕がモデルか。

口径 101 内而ナデ、ミガキ、指

103 144号竪穴住居 土師器高杯 底径 83 ほぽ完形 オサエ
内面 !OYR7/4にぶい黄橙

器商 81 外面：ナデ
外面 IOYR 7 / 4にぶい黄橙

口径 124 内面・ナデ→ミガキ 内面・ IOYR 7 I 4にぶい黄橙
104 144号竪穴住居 土師器高杯 底径 105 ほぼ完形

器裔 96 
外而ナデ→ミガキ 外面： IOYR6 I 4にぶい黄橙

口径
内面：ナデ、ケズリ 内面 7 5YR 7 I 4にぷい橙

105 l44号竪穴住居 土師器高杯 底径 l32 脚部の2I 3 外面煤付滸
器裔 (77)

外面：ナデ 外面 IOYR 6 I 4にぶい黄橙

口径 90 
内而：ナデ 内面 75YR6/6橙

l06 144号竪穴住居 土師器小型丸底壺 底径 頸部の l/ 4 
器高 (36)

外面：ナデ 外而 5 YR 6 / 6橙

口径 228 
内面：ナデ 内面 7.5YR 7 I 8橙

107 144号竪穴住居 土師器甕 底径 口緑の II 4 
内面コゲ、外面口緑吹きこ1まれ痕あ

器高 (148)
外面：ナデ 外面： IOYR6/4にぷい黄橙 りc

口径 184 
内面．ナデ、 ミガキ 内而 !OYR 7 I 3にぶい黄橙

60 108 230号竪穴住居 土師器高杯 底径 杯部完形
器高 (59)

外面：ナデ、ハケメ 外面・ 2.5YR 6 I 4にぶい黄

口径 156 
内而：ケズリ、ナデ 内面 !OYR 7 I 3にぶい黄橙

l09 230号竪穴住居 土師器甕 底径 I I 4 胴上部外面に吹きこぼれ痕あり。
器高 (146)

外面：ハケメ、ナデ 外而 '25YR 6 / 6明黄褐

口径 168 
内面ケズリ、ナデ 内而 2 5YR 3 / I黒褐

llO 230号竪穴住居 土師器甕 底径 I / 4 
使用痕がほとんどない。内面全体黙

器高 (156)
外面．ハケメ、ナデ 外而 IOYR7/4にぷい黄橙 斑。

口径 134 
内面：回転ナデ 内面 5 YR 6 I 6橙

lll 17号ビット 土師器 底径 84 I I 6 内外面丹途り
器高 24 

外面：回転ナデ 外面． 5YR 5 / 6明赤褐

口径
内面：回転ナデ 内面． 2.5Y 7 I I灰白

112 17号ビット 須恵器碗 底径 88 底緑の I/ 2 8世紀前半
器高 (19)

外面：回転ナデ 外面： 2.5Y 7 I I灰白

口径
内面：タタキ 内面 7.5Y 6 / I灰

113 17号ビット 須恵器甕 底径 胴部破片
器高 (105)

外而：タタキ 外面 7.5Y 7 I I灰白

口径 56 
内面ナデ外面：ナデ、 内面 7.5YR 6 / 6橙

ll4 73号ピット 土師器小型丸底壺 底径 I / 4 外面丹塗り
器商 (50)

ミガキ 外面 !OYR 7 I 6明黄褐

口径 154 
内面：ケズリ、ナデ 内面・ 7.5YR 7 I 6橙

115 103号ビット 土師器甕 底径 口緑の II 4 外面煤、内面コゲ（喫水線痕）付杵

器高 44 
外面：ナデ 外面． 7.5YR7 I 6橙

口径 150 内面：回転ナデ、ナデ
内面： 7.5YR7 I 6橙

116 包含層 1区 土師器杯 底径 105 I/ 3 外面・回転ナデ、回転へ
器高 42 ラケズリ

外而 7.5YR 7 I 6橙

口径
内面．回転ナデ、ナデ

117 包含層 1区 土師器碗 底径 88 底部の II 4 
内而 7.5YR 7 I 6橙

器高 (25)
外而 1回転ナデ 外面 7.5YR 7 I 6橙

頸径 78 
内面：ナデ、ミガキ 内面 •5 YR 5 I 6明赤褐

118 包含層 2区 土師器小型九底壺 底径 1 / 3 内外而丹途り
器高 (58)

外面：ナデ、ミガキ 外面 5 YR 5 I 6明赤褐

口径 IOI 内面．ナデ、ミガキ
内而． 5YR 6 / 6橙

119 包含層 3区 土師器小型丸底壺 底径 完形 外面ナデ、ミガキ、ハ 内外而丹塗り？
器高 87 ケメ

外面： 5YR 6 / 6橙

口径 306 
内面：回転ナデ、ケズリ 内面： 7.5YR 4 / I褐灰

l20 包含層 1区 土師器甕 底径 口緑破片
珍しい外面ヘラ削りの甕。内而全体

器高 (80)
外面：回転ナデ、ケズリ 外面： 7.5YR 7 / 6橙 コゲ。

口径 133 
内面：回転ナデ 内面． 2.5YR 5 I 6明赤褐

121 包含層3区 土師器杯 底径 2 I 3 
底部外面にヘラ記号「一」あり。内

器高 31 
外面：同転ナデ 外面： 2.5YR 5 I 6明赤褐 外面丹塗り。

口径 ll9 
内面：回転ナデ 内面・ 2.5YR 5 I 6明赤褐

122 撹乱 土師器杯 底径 1 / 3 内外面丹塗り
器商 27 5 

外面：回転ナデ 外面・ 2. SYR 5 I 6明赤褐

口径 138 
内面：回転ナデ 内面： 5YR 6 / 6橙

123 撹乱 土師器杯 底径 I / 4 
器高 39 

外面：回転ナデ 外面： 5YR 6 / 6橙

口径 123 
内面：回転ナデ 内面． 2.5YR6 I 6橙

124 撹乱 土師器杯 底径 85 I I 4 内外面丹途り
器高 27 

外面：回転ナデ 外面． 7.5YR6 / 4にぶい橙

口径 88 内面・回転ナデ
内而： 5YR 6 I 6橙

l25 撹乱 土師器碗 底径 底部の II 2 外面：回転ナデ、回転へ
器甜 (26) ラケズリ

外面： 5YR 6 / 6橙

口径 174 
内面 2. 5YR 5 I 8明赤褐

l26 撹乱 土師器高杯 底径 杯部ほぽ完形 内而ナデ外面：ナデ 内外面丹塗り。
器高 (51) 外而 2 5YR 5 / 8明赤褐

口径 78 
内面：ミガキ、ハケメ 内面： 7.5YR 7 / 6橙

127 撹乱 土師器小型器台 底径 107 ほぽ完形 古墳前期 (4世紀後半くらいか）
器高 68 

外面：ミガキ 外而： 75YR 6 I 6橙

口径
内面．ケズリ 内面・ !OYR 7 / 4にぶい黄橙

128 撹乱 土師器甕 底径 胴部破片
外面に線刻あり。直弧文か？古項後

器高 (65)
外面・ハケメ 外而． IOYR6 I 4にぷい黄橙 期の甕

口径
l29 撹乱 磁器蓋 底径 120 l / 4 陶胎は白、顔科はクロム

国民食器。蓋に緑色の二前線と

器商 (17)
「官」印。病院の食器だろう。

頸径 140 
内面ナデ、ケズリ 内面 !OYR 7 / 4にぶい黄橙

130 60号竪穴住居 土師器甕 底径 l / 4 
胴部外面煤付滸。口縁部のなでつけ

器高 (107) 外面ハケメ、ナデ 外而 75YR7/3にぶい橙 が不十分である。

土師器杯
口径 138 

内面回転ナデ
内面 7 5YR 6 / 6橙 底部内面に「寺」ヘラ啓き。底部内

6l 131 98号竪穴住居
（ヘラ害き）

底径 78 2 I 3 外而 25YR5/4にぶい赤 外面に煤付滸。底部外而赤色。胎土
器高 43 

外而回転ナデ
褐 に赤色粒含む。

土師器坪
口径

内面：ナデ 内i/ii5YR 6 / 6橙
132 255号溝 底径 底部の一部

（ヘラ嘗き）
器高

外面回転ナデ 外而 5 YR 6 I 6橙
ヘラ害き「判」

土師器杯
口径

内面回転ナデ 内而 7 5YR 7 / 6橙
133 包含層2区 底径 底部の I/ 2 

（ヘラ害き）
器高 (32) 外而回転ナデ 外而 7. 5YR 7 / 6橙

底部内面にヘラ啓き「牧」か「物」

土師器坪
縦 (22)

内面 7 5YR 7 I 6橙
134 撹乱

（ヘラ苔き）
横 (39) 小片 内而ナデ

底部内而にヘラ害き「寺」の左上部

厚さ (6) 外而 7 5YR 6 I 6橙 分？

縦 80
135 98号竪穴住居 礫 横 94 完形 2. SY 7 I 3浅黄

底面以外のほぼ全体に炭素付・杵。石

厘さ 72 材・凝灰岩？

127 



2. 東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）

図 番号 遥構 遥物の種類 大きさmm 残存率 調 整 色 調 備 考

縦 120 全体に敲打痕あり。側面
61 136 256号溝 敲石 横 52 完形 中央に握ったことによる N 5 I 0灰

庫さ 39 擦れがある。
縦 120

137 98号竪穴住居 敲石 横 68 完形 各所に敲打痕あり 5 YR 5 I 3にぷい赤褐 石材砂岩
原さ 55
縦 136

138 44号竪穴住居 磨り石 横 71 完形 N 6 I 01火白
たたき石でなく磨り石。敲打痕少な

厚さ 58 
い。磨痕多い。

縦 40
139 108号竪穴住居 石製紡錘車 横 40 完形 研磨 5 GY 5 I Iオリープ灰 50と貼り合わさって出土

淳さ 7 
縦 42

140 178号竪穴住居 石製紡錘車 横 42 完形 研磨 7. 5YR 6 ; 4にぶい橙 石材不明
庫さ l2 
縦 20.5 

141 108号竪穴住居 碁石 横 205 完形 研磨 2 5Y 3 I 2里掲 石材不明。火山岩系？
原さ 8 
縦 20

142 17号ピット 碁石 横 20.5 完形 研磨 黒 石材．不明
厚さ 9 
縦 52

表面 lOYR 5 I 2灰黄褐
143 255号溝 鉄滓？ 横 64 不明破損 金属反応無し

淳さ 34 内部 N5/0灰

縦 44
144 108号竪穴住居 鉄製紡錘車 横 44 完形 鉄鉗の色

49と貼り合わさって出土。中央孔か

瞑さ 6 
ら縁に向かって織布付箔。

縦 140
145 108号竪穴住居 鉄鏃 横 7 完形 鉄錯の色 種類 長頚柳葉鏃。52と並んで出土

厚さ 4 5 
縦 70

62 146 98号竪穴住居 鉄鏃 横 7 完形 曲げられている 鉄錆の色 種類．長頸柳葉鏃
厚さ 6 
縦 75

147 108号竪穴住居 鉄鏃 横 5 2 I 3 鉄錆の色 種類 長頸柳葉鏃0 51と並んで出土
原さ 4 
縦 (82)

長頸鏃古墳後期～古代点上げNo.
148 128号竪穴住居 鉄鏃 横 6 2 I 3 鉄錯の色

耳さ 65 
sbl78-I、2

縦 60
149 178号竪穴住居 鉄鏃 横 10 茎欠損？ 鉄錆の色 方頭鏃

厚 3
縦 (83)

150 178号竪穴住居 鉄鏃 横 6 先端欠損 鉄錆の色 長頸鏃
原さ 4
縦 62.5

片刃鏃の形状だが刃部形成なし。簿
l5l 2区包含層 鉄鏃 横 7 先端欠損 鉄錆の色

厚さ 3 
い。ひな形か。

縦 78 槃のような形。両刃。頭は没れてい
152 178号竪穴住居 竪形鉄製品 横 19 完形 両面に刃部あり 鉄錆の色 ない。中実。瓶い。保存処理後製と

瞑さ l9 判断。逆さま。
縦 42

153 撹舌； 鉄鎌 横 (38) 基部以外破損 鉄錆の色
厚さ 5
縦 58

154 178号竪穴住居 鉄塊 横 62 完形 鉄錆の色 上部に木質付滸
厚さ 32 
縦 175 

155 98号竪穴住居 銅製袴帯 横 20 完形 表面に漆塗布は不明 緑行の色 種類巡方
厚さ I 5 

包含暦
縦 25

156 (1号溝の上）
銅銭 横 25 2 / 3 緑秤の色 元祐通賓（北宋銭）

原さ 07 
縦 185 

157 撹尻 銅製秤 横 4 屈曲部のみ残存 緑i'fの色 近世

厚さ l 5 
口径

内面 ミガキ 内面 2 5Y 7 / 6明黄褐 晒消縄文，後期後半。辛川11式か西
158 ］区包含層 縄文土器深鉢 底径 胴部破片

器高 (44)
外面 ミガキ、縄文 外面 7 5YR 6 / 4にぶい橙 平式。

口径
内面 ミガキ 内面 2. 5Y 6 I 6明黄褐 磨消縄文，後期後半c 辛JI!Il式か西

159 202号ビット 縄文土器深鉢 底径 胴部破片
器高 (37)

外面 ミガキ、縄文 外面 IOYR 6 I 4にぶい黄橙 平式。

口径
内面 ミガキ 内面 IOYR 7 / 4にぶい黄橙 磨消縄文，後期後半。辛JI!Il式か西

160 144号竪穴住居 縄文土器深鉢 底径 胴部破片
器高 (75)

外面 ミガキ、縄文 外面 !OYR 5 / 4にぶい黄褐 平式。

口径
内面黒色磨研 内面 2 SY 5 / 3黄褐 内外面里色磨研。晩期前半。御領式

161 撹尻 縄文土器浅鉢 底径 口縁破片
器高 (17) 外面・黒色庖研 外面・ 2 5Y 5 I 3黄褐 から天城式。

口径
内面黒色磨研 内面 IOYR 3 I]黒褐 内外面里色磨研。晩期前半。御領式

162 1区包含層 縄文土器浅鉢 底径 口縁破片
器高 (30)

外面黒色磨研 外面 IOYR 3 / I黒褐 から天城式。

口径
内面黒色磨研 内面 !OYR 2 I I黒 内外面里色磨研。晩期前半。天城式

163 1区包含層 縄文土器浅鉢 底径 口緑破片
器高 (24) 外面黒色磨研 外面 lOYR 2 / 1里 か古閑式，

口径
内面・黒色磨研 内面 !OYR 4 / 2灰黄褐

164 2区包含層 縄文土器浅鉢 底径 口縁破片 内外面黒色磨研。晩期前半。古閑式。
器高 (32)

外面．黒色晒研 外面 !OYR 3 I I黒褐

口径
内面黒色磨研 内面 2 5Y 6 I 3にぶい黄 内外面黒色磨研。晩期前半。天城式

165 撹舌J 縄文土器深鉢 底径 口縁破片
器高 (51) 外面・黒色磨研 外面・ lOYRl 7/ 1黒 か古閑式，

口径
内面黒色磨研 内面 !OYR 6 / 4にぷい黄橙 内外面里色磨研。晩期前半。天城式

166 1区包含層 縄文土器深鉢 底径 口縁破片
器裔 (40)

外面黒色磨研 外面 !OYR 4 I 2灰黄褐 か古閑式，

口径
内面黒色磨研 内面 lOYR 6 / 4にぶい黄橙 内外面黒色磨研。晩期前半。天城式

167 1区包含層 縄文土器深鉢 底径 口縁破片
器高 (33) 外面黒色f舒研 外面 2 5Y 5 / 4黄褐 か古閑式，

口径
内面黒色磨研 内面 !OYR 6 / 4にぶい黄橙 内外面里色磨研。晩期前半。天城式

168 97号ピット 縄文土器深鉢 底径 口緑破片
器高 (44) 外面馬色磨研 外面 !OYR 4 / 2灰黄褐 か古廂式，

口径
内面患色磨研 内面 IOYR 5 / 2灰黄褐

169 撹瓦 縄文土器浅鉢 底径 口緑破片 内外面里色磨研c 晩期前半。天城式
器高 126) 外面黒色磨研 外面 IOYR 2 I］黒

128 



V 本荘北地区の調究

図 番号 遣構 遥物の種類 大きさmm 残存率 調 整 色 調 備 考

口径
内面：黒色庖研 内ilil.IOYR 2 /［黒

63 170 60号竪穴住居 縄文土器深鉢 底径 口縁破片 内外面黒色庖研。晩期前半。
器高 (55)

外面：黒色磨研 外面 !OYR 4 I 2灰黄褐

口径
内而：丹塗磨研 内面 5 YR 4 I 4にぶい赤褐

171 144号竪穴住居 縄文土器深鉢 底径 口緑破片
外面：丹塗磨研 外而 5 YR 4 I 3にぷい赤褐

内外面丹塗り磨研。晩期前半。
器高 (53)
口径

内面：ナデ 内面 !OYR7/3にぶい黄橙 内外面黒色磨研。晩期lifJ半。天城式
172 1区包含層 縄文土器深鉢 底径 口縁破片

器高 (55) 外面・黒色磨研 外面・ 2. 5Y 6 I 4にぶい黄 か古閑式。

口径
内面黒色磨研 内面： 2.SY 6 I 4にぶい黄

173 1区包含培 縄文土器深鉢 底径 口縁破片
外而・黒色磨研 外面： 2.5Y2 I I黒

内外面黒色磨研。晩期前半。
器裔 (43)
口径

内面：ナデ 内面 IOYR 3 / I黒褐
174 撹乱 縄文土器深鉢 底径 胴部破片

外面：ハケメ 外而 5 YR 6 I 6橙
晩期後半。山ノ寺式11/l

器高 (48)
口径 326 

内面．ナデ、ミガキ 内ilii IOYR 6 / 4にぷい黄橙 内外面黒色磨研。晩期前半。天城式
175 1区包含層 縄文土器深鉢 底径 1 /12 

外面：ナデ、ミガキ 外面 2.5YR 6 I 4にぷい黄 か古閑式。
器高 (190)
口径

内面：ナデ
内面 IOYR7/41こぶい黄橙

176 256号溝 縄文土器深鉢 底径 92 底部の I/ 3 
外面・ナデ、ケズリ

外而： 2.5YR7 I 4にぷい浅 後晩期。平底。
器高 (51) 黄

口径
内面：ナデ 内面 IOYR 7 I 6明黄褐

177 1区包含層 縄文土器深鉢 底径 66 底部の 1/ 4 
外面：ナデ 外面 7 5YR 7 I 6橙

後晩期。上げ底。

器高 (23)
口径

内面：ナデ 内面 !OYR 7 I 6明黄褐
178 140号竪穴住居 縄文土器深鉢 底径 66 底部の 1/ 2 

外面：ナデ、ミガキ 外面 7.SYR 6 I 4にぶい橙
後晩期。上げ底。

器高 (23)
口径

内面： 内而 2. 5YR 5 I 3浅褐
179 256号溝 縄文土器深鉢 底径 86 底部の I/ 4 

外面：ミガキ 外面． IOYR7 I 4にぶい黄橙
後晩期。平底。

器高 (17)
口径

内面ナデ 内而： 5YR 4 I 2灰褐
180 1区包含層 縄文土器深鉢 底径 67 底部の I/ 4 

外而 ミガキ 外面： 5YR 6 / 6橙
後晩期。平底。

器高 (38)

縦 252 端部に敲打痕｀中央にすり痕あり。
181 3層上面 石皿 横 134 完形 N 6 / 0灰 すり痕には黒く有機物が付滸。石材

厚さ 83 は安山岩？

縦21
64 182 107号竪穴住居 打製石鏃 横17 基部片方欠損 安山岩

瞑さ 5
縦 19

183 108号竪穴住居 剥片 横 17 黒曜石

原さ 5.5
縦 16.5

184 108号竪穴住居 剥片 横 16.5 黒曜石

厚さ 55 
縦 24

185 108号竪穴住居 剥片 横 21 馬曜石
厄さ 6 
縦 31

186 107号竪穴住居 剥片 横 17 黒曜石

呼さ 9 
縦28

187 178号竪穴住居 剥片 横25 黒曜石

原さ5.5
縦 31

188 包含層 剥片 横 21 黒曜石

厚さ 6.5
縦 33

189 1区3層上面 剥片 横 28 黒眼石

厚さ 17.5 
縦 26

190 107号竪穴住居 剥片 横 31 黒曜石

瞑さ 13 
縦 29

191 107号竪穴住居 剥片 横 29 黒曜石
厚さ 12 
縦 42

192 178号竪穴住居 剥片 横 32 黒曜石。刃部加工あり？

厚さ 13 
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VI 京町地区の調査

1.教育学部附属小中学校校舎等改修工事に伴う発掘調査(0719調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査は熊本大学教育学部附属小中学校校舎等改修工事に伴う発掘調査である。当該地区は熊本市

遺跡地図No.8-45京町台遺跡群として周知されている。 1994年に熊本県文化課によって発掘調査が

行われ、弥生時代後期の竪穴住居、近世土坑、近代土坑等が検出され、各時代の土器陶器等が出土し

ている。 2003年に当調査室によってその報告書が刊行されている。今回の調査区も、 1994年度の調査

区と近接しており、弥生・近世・近代の遺物と遺構の検出が期待された。 2007年7月4日、工事立会

いの指導が下され、 2007年10月4日より当調査室によって総面積958.07面の立会い調査が開始された。

そのうち、発掘調査が必要と判明した箇所230.3面については、文化財保護法第92条届け出のうえ、

10月29日より、工事の各工程に合わせつつ断続的に発掘調査を実施した。調査区が多く、それぞれ離

れているため、大坪と江頭がそれぞれ10人程度の作業員とともに別の現場に入る 2班体制で調査が実

施された。 10月29日からは、中学校北調査区を大坪、中学校南調査区を江頭が担当した。中学校南調

査区は10月30日から調査を行い、 11月14日に調査を終了した。 11月15~16日には、江頭が中学校校舎

内調査区の試掘を実施した。調査区西側は掘削が包含層上部30cmまでで済むので発掘調査は行わな

かった。 11月19日から中学校校舎内調査区とそれ以降に実施される調査を担当した。 11月20日に中学

校校舎内調査区の調査を終えた。 11月22日に中学校北調査区の調査を終えた。 11月26日から体育館調

査区の調査に入った。 11月28日に体育館調査区の調査を終え、同日小学校校舎内調査区の調査を実施

した。小学校校舎内調査区は試掘時には分からなかったが、調査の結果すべてが覆土であったため、

その日のうちに調査を終えた。その後しばらくは0721教育学部附属小中学校校舎等機械設備改修工事

（別項に記する）にともなう立会い•発掘調査に従事し、 2008年 1 月 30 日から当該事案の中学校校舎

内エレベータービット調査区の発掘調査に入った。 2008年1月31日に調査を終了し、すべての調査区

の立会い•発掘調査を終了した。なお、中学校南調査区の調査期間中に、調査区出入り口、中学校内

廊下の掲示板、調査区に隣接する渡り廊下等に、発掘調査を紹介するポスターを掲示したところ、附

属中学校生や教職員等多数の見学者が折々にあった。なお、中学校北側については、後日改めて報告

する。

b.調査の経過

2007年10月29日

2007年11月14日

2007年11月15日

2007年11月22日

2007年11月26日

2007年11月28日

北調査区、南調査区調査開始。

南調査区調査終了。

中学校校舎内調査区調査開始。

北調査区調査終了。

体育館内調査区調査開始。

体育館内調査区調査終了。

2007年11月22日 小学校校舎内調査区調査。

2008年1月31日 中学校校舎内調査区調査終了。

C. 調査の組織

調査員：江頭俊介

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：井手春代、江藤恵子、大越忠一、大越貞子、押方富江、川元恵子、建寄豊美、笹野ヌ
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1. 教育学部附属小中学校校舎等改修丁．事に伴う発掘調査 (0719調査地点）

イ子、柴田道子、関根龍子、成瀬好子、林田恵子、福島 実、福田久美子、堀川貞子、

前田日出男、前田美恵子、松井昭子、松下義章、松永一代、松永里美

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕

俊子・長谷智子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

京町台遺跡群が存在する京町台地は、阿蘇4火砕流によって形成された舌状台地であり、基盤層は

褐色のロームである。その上を黒褐色土が覆っている。縄文後期、弥生後期、古代、近世、近代の遺

物や遺構が包含されている層は、この黒褐色土層で、ロームにまで掘り込まれている遺構も多い。

ロームの上部20cm程からは、縄文時代のものと思われる黒曜石の薄片や石器が出土する。北側は標高

が高くなっており、中学校校庭一帯は運動場造成時に削平され、入れ砂の直下は、すぐにロームが顔

を出す。東側と南側はローム層が低くなっていき、包含層が厚く残っている。

LH=35.30m 

二 ／ニニ了ニニニニニニニ=ニニ旦［：：二旦二□土
-．．一三三三—-＝．— ---- ―こ．．ーー •--=-cc-- . ・--c:-c::--::.ニー・ -．．＿ —-• -.二--=-＿.

―了 ＿ ― ー一―ニ―二ニ--_---：_ご_::__―こ―•---― --__＿ -―-—ニ-二て了―--- - -

- ―•--.一-二— ―ー ・・―---＝ここ． ．一—←•- --- -- - ．ー・

1層： ill'i褐色＿t(]OYR3/3) 
2屑：黒褐色土 (]OYR3/2)
3/t4:黙褐色土 (]OYR2/2)
4潜：褐色ローム（7.5YR4/6) ゜

10m 

図65 南調査区壁土層断面実測図 (1/200) 

中学校校舎内の層序、各層の高さは、中学校南調査区に準ずる。

FL（フロアライン）

1層（現代埋土）

2もしくは 3層（包 IFL -900mm 
含層）

4層（ローム） I FL -1300mm 

図66 体育館調査区の基本土層断面模式図
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(3)検出遺構

2号竪穴住居址（図69)

2号竪穴住居は中学校南調査区の東端にある。軸は N-33° -Eである。全体の 1/ 4ほどが残存

している。壁は、西辺の側壁が 1/ 4ほどが残存している。平面形は方形である。規模は不明である。

深さは45cm程である。検出面から15cm程下に硬化面があり、硬化面中央直上に炭がある。おそらく掘

り込みのない炉と思われる。硬化面の下には、硬化面が粉砕されたかのような硬い土のブロックが無

数に混じる土が住居底面まで充填されている。遺物の出土がなく、時期不明であるが、炉の形態と包

含層出土土器から弥生時代と考える。

1号竪穴住居址（図69)

1号竪穴住居は中学校南調査区の西側にある。軸はN-13° -Wである。全体の 1/ 4ほどが残存

している。壁は調査区外にあり、検出できていない。主柱穴が2本検出された。 4本柱と考えられる。

平面形はおそらく方形である。規模は不明だが、柱間は3.5mである。硬化面検出により発見された

ため、深さは不明である。柱の内側に硬化面が広がっている。包含層と住居埋土を区別できなかった

ため、埋土中の遺物は不明である。包含層の土器は弥生時代のものと古代のものがあり、古代のもの

はほぼすべてがローリングを受けて表面が磨耗している。このことから、 1号竪穴住居の時期は弥生

時代である可能性が高い。

(4)出土遺物（図70)

1は包含層出土の縄文土器である。全面が磨耗している。突帯に刻目があったと思われるが、磨耗

によりわからなくなっている。 2は包含層出土の弥生土器の壺である。外面に丹が施されている。 3

は包含層出土の弥生土器の甕である。後期のものである。 4は撹乱出土の弥生土器の甕である。後期

のものである。 5はカクラン出土の弥生土器の甕である。後期のものである。 6は包含層出土の弥生

土器の甕である。後期のものである。内外面にハケメが施されている。 7は包含層出土の弥生土器の

壺の底部である。丸底である。内面に指押さえ痕がある。 8は包含層出土の弥生土器の壺の底部であ

る。平底である。外面にハケメが施されている。 9は包含層出土の弥生土器の甕の胴部である。内外

面にハケメが施されている。 10は撹乱出土の弥生土器の甕の底部である。外面は火を受けて赤く変色

している。 11は撹乱出土の弥生土器の甕の底部である。 12は包含層出土の古代の須恵器の蓋である。

全面が磨耗している。 13は38号ピット出土の古代の土師器杯である。全面が磨耗している。 14包含層

出土の古代の土師器杯である。全面が磨耗している。 15は撹乱出土の須恵器甕の口縁である。内外面

に自然釉が付着している。 16廃土中出土のかわらけの小皿である。 17は包含層出土の古代の土師器甕

である。 18は包含層出土の無茎の打製石鏃である。澄んだ色の黒曜石である。 19は黒曜石の剥片であ

る。

(5)まとめ

南調査区の調査では、竪穴住居2軒とピットが検出された。 2号竪穴住居ば炉を有することと、包

含層中の土器から、弥生時代の可能性と考える。 1号竪穴住居は時期不明である。この調壺区の約

10m南西には1994年度に熊本県文化課により発掘調査が行われ、弥生時代の竪穴住居が検出されてい

る。今回検出された遺構もそれらとともに集落をなしているものである可能性が高い。その他の調査

区ではピットがいくつか検出された。
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2号竪穴住居址 ／ ／ 

／
 

］ 
／
 

［ ／
 

一二 LH=3420m

1附：黒褐色．:I::(!OYR3/2)住居埋土
21爵：炭 (IOYR2/l)
3暦：黒褐色土 (10YR3/2)住居掘方

1号竪穴住居址

R ＼ 

/ 

／
 
9

ー
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三 ［ 
LH=33.70m 

゜
2m 

図69 2 • 1号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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図70 0719調査地点出土土器実測図 (1/ 4)• 石器実測図 (1 / 2) 
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1. 教育学部附属小中学校校舎等改修工事に伴う発掘調査 (0719調査地点）

表8 0719調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遺構 遥物の種類 大きさmm 残存率 調 整 色 調 備 考

縦 (73)
70 I 包含層 縄文土器 横 (75) 胴部破片

内面ナデ 内面 IOYR 6 / 4にぶい黄橙
突帯文土器

原さ 11 
外面ハケメ 外面 IOYR 5 / 3にぶい黄褐

胴径 182 
内而ナデ

2 包含層 弥生土器壺 底径 胴部破片
内而． 5YR 6 / 8橙

器商 (39) 外而ナデ 外面 2 5YR 6 / 8橙
外面丹塗り

頸径 160 
内面：ナデ

3 包含層 弥生士器甕 底径 胴部破片
内面 IOYR7/4にぶい黄橙

器高 (46)
外而：ナデ 外而． 7.5YR8 I 6浅黄橙

口径 246 
内面：ナデ

4 撹乱 弥生土器甕 底径 口縁破片
内面： !OYR7 I 4にぷい黄橙

器商 (35)
外面：ナデ 外而： IOYR7 I 4にぶい黄橙

口径
内面ナデ

5 撹乱 弥生土器甕 底径 口縁破片
内面 IOYR 7 / 3にぷい黄橙

器高
外面ナデ 外面 IOYR 7 / 4にぶい黄橙

口径
内面ナデ、ハケメ

6 包含陪 弥生土器甕 底径 口縁破片
内面． IOYRB/4浅黄橙

器商
外面ナデ、ハケメ 外面： ］OYR 8 I 3浅黄橙

口径
内ll!J:指オサエ

7 包含層 弥生土器壺 底径 底部破片
内面： ］OYR 8 / 4浅黄橙

器高 (74)
外面：ナデ 外面： !OYR8/6浅黄

口径
内III! ナデ

8 包含層 弥生土器壺 底径 70 底部破片
内而． !OYR8 / 7浅黄

器高 (45) 外面ハケメ 外面 !OYR8/4浅黄橙

， 縦 (101)
内IIll．ハケメ 内而 ・7.5YR8/6浅黄橙

包含陪 弥生土器甕 横 (72) 胴部破片
瞑さ 7 

外而．ハケメ 外而 7. 5YR 8 / 6浅黄橙

10 
＜ぴれ部径

内面：ナデ 内面： 5YR 7 I 6橙
撹乱 弥生土器甕 65 底部

器莉 (41)
外面：ハケメ 外而： 2.5YR 8 / 4 i炎黄 外面被熱赤変

口径
内面ナデ、ハケメ

11 撹乱 弥生土器甕 底径 124 底部破片
内而 ・1QYR8/4浅黄橙

器高 (48) 外面ナデ 外面： !OYR7/3にぶい黄橙

口径
内面ナデ

12 包含層 須恵器盗 底径 168 I /12 
内面 5 Y 5 / I灰

器商 14 
外而ナデ 外面 5 Y 5 / I灰

全体磨耗

口径
内面ナデ

13 38号ピット 土師器杯 底径 82 I / 4 
内面 7. 5YR 7 I 6橙

器高 (33)
外面：ナデ 外面 7. 5YR 6 I 6橙

全体磨耗

口径
内而：ナデ

14 包含陥 土師器杯 底径 108 I I 3 
内面： 5YR 6 I 6橙

器商 (II) 外面：ナデ 外而： 5YR 6 I 6橙
全体磨耗。内外面丹塗り

口径
内面．ナデ

15 撹乱 須恵器甕 底径 口縁破片
内而・ 2.5Y5 I 2暗灰黄

内外面に自然釉
器高 (50) 外而ナデ 外面 2. 5Y 5 / 3黄褐

口径 87 
内而ナデ

16 廃土中 かわらけ小1lll 底径 43 2 / 3 
内面 7.5YR7/6橙

器高 19 外面ナデ 外面 7. 5YR 7 I 6橙

口径 260 
内面ケズリ

17 包含層 土師器甕 底径 口緑の 1/ 4 
内面 7. 5YR 6 / 4にぶい橙

器高 (61) 外面ナデ 外而 7 5YR 6 / 4にぶい橙

縦 (l8)
18 包含層 打製石鏃 横 (ll) ほぼ完形 黒曜石

厚さ 3 
口径 42 

19 4層 剥片 底径 17 黒曜石
器高 11 
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VI 京町地区の調査

2.教育学部附属小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調査

(0721調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査は熊本大学教育学部附属小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調査である。当該地区

の性格は別項 (0719調査地点）に記してあるので割愛する。 2007年6月19日、校舎等改修機械設備工

事による掘削について熊本市文化財課より工事立会いの指導が下され、 2007年10月15日より総面積

1421. 4lrrlの試掘・立会い調査を開始し、発掘調査必要箇所112.64面については2007年12月14日より

発掘調査を開始した。中学校北校舎と南校舎の間（中庭調査区）、体育館西側調査区、構内中央道路

内調査区の 3箇所について発掘調査を行った。総面積は112.64面である。 12月148に中庭調査区の調

査を開始した。撹乱から赤レンガや磁器碗、ガラス瓶等が大量に出士した。包含層からは近世のかわ

らけ、古墳時代の士師器、古代の土師器等の遺物が出士した。 12月21日中庭調査区の調査を終えた。

12月25日から体育館西側調査区の調査を開始した。住居の床面と思われる硬化面、焼土、ピット、弥

生土器等を検出し、調査を終えた。 12月26日は構内中央道路内調査区の調査を行った。弥生後期の土

器と、住居の床面と思われる硬化面を検出し調査を終えた。以上により 12月26日に発掘調査を終了し

た。立会調査での遺構の検出はない。

b.調査の経過

2007年12月14日 中庭調査区調査開始。

2007年12月21日 中庭調査区調査終了。

2007年12月25日 体育館西側調査区調査。

2007年11月26日 構内中央道路内調査区調査。

c.調査の組織

調在員：江頭俊介

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：有馬絢子、井手春代、江藤恵子、大越忠一、大越貞子、押方富江、川元恵子、建菩豊

美、笹野ヌイ子、白石美智子、関根龍子、林田恵子、福島実、福田久美子、堀川貞子、

前田日出男、前田美恵子、松井昭子、松下義章

整理作業貝：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕

俊子・長谷智子・増井弘子・山器早苗

(2)調査区の基本層序

京町台遺跡群が存在する京町台地は、阿蘇4火砕流によって形成された舌状台地であり、当地の基

盤層は褐色のロームである。その上をロームが土壌化した黒褐色土が覆っている。この黒褐色土層中

には、縄文後期、弥生後期、古代、近世、近代の遺物や遺構が包含されている。遺構は、ほとんどが

ロームにまで掘り込まれている。ローム層の上面から以下20cm程には、縄文時代のものと思われる黒

曜石の細片が出上する。各調査区の基本層序は以下の通りである。
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2. 教育学部附属小中学校校舎祢改修機械設備工事に伴う発掘調壺 (0721調森地点）

中庭調査区 体育館西側 構内中央道路内調査区

1層（現代埋土）

2もしくは 3層（諷
含層）

4層（ローム）

l層（現代埋土）

2もしくは 3層（蝕
含層）

4層（ローム）

1層（現代埋土）

2もしくは 3層（包
含層）

住居床面

GL 
GL -300mm 

GL -900mm 

図71 0721調査地点中庭・体育館西側・構内中央道路内調査区基本土層断面模式図

l層： lOyr3 I 3暗褐色士。現代埋土。

2層： lOyr3 I 2黒褐色士。粘性弱い。ピット、竪穴住居、古代の遺物など出土。

3層： lOyr2 I 2黒褐色土。粘性2層より強い。ピット、古代の遺物など出士。

4層： 7.5yr 4 / 6褐色ローム。粘性強い。黒曜石チップ出土。

(3)検出遺構（図72)

中学校体育館横調査区からは硬化面と焼土が一か所、構内中央道路調査区からは硬化面が一か所、

中学校中庭調査区からは、近世の 1号溝、近代の 1号土坑、 3号土坑、 52号土坑、その他ピットが検

出された。

1号溝（図72)

1号溝は中学校中庭調査区の中央を縦断している。西側の肩は 1号土坑により破壊されており、東

側から底面中央までが検出された。軸は N-10° -Eであり、延長線上の0719中学校北調査区 1号溝

と同一遺構と考えられる。遺物の出土はない。

1号土坑（図72)

1号土坑は中学校中庭調査区の中央に位置する。調査区狭長のため全形は不明だが、残存長5m、

深さ約 2mである。平面形は円形である。断面は丸みを帯びた逆台形である。掘り込みは 2層の上

面（現在の表土の下）からである。埋土は包含層由来の暗褐色土であり、炭や瓦礫が入る。土坑上面

から 1mほど下から底面にかけて近代の遺物が集積している。遺物は、磁器碗と磁器蓋であり、土

坑底面の一定範囲に固まっている。

3号土坑（図72)

3号土坑は中学校中庭調査区西端に位置する。調査区狭長のため全形は不明である。残存長2.5m、

推定直径5m、深さ約2mである。断面は縦に長い丸みを帯びた長方形、平面は不定円形と思われ

る。掘り込みは 2層上面（現表土の下）からである。埋士は 6層に分かれる。下層から炭、焼土、炭、

土、炭、炭と士の中に煉瓦と瓦、の順に堆積している。遺物は上層に多く、煉瓦と瓦とともに、ガラ

ス瓶、磁器製の食器などが出土している。遺物は近世のものと近代のものが出土している。近代土坑

が形成される以前に、同地点になんらかの近世遺構が存在し、近代土坑掘削時に遺物が混ざったと考

えられる。
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2.教育学部附属小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調査 (0721調在地点）

体育館西側調査区

］ 

構内中央道路内調査区

ー
こ こ

硬化面2
コ

10m 

図73 0721調査地点体育館西側・構内中央道路内調査区遺構配置図 (1/200) 

52号土坑（図72)

52号土坑は中学校中庭調究区中央やや西よりに位置する。直径3.5m深さ 1mの土坑である。断面

は丸みを帯びた逆台形を呈する。平面は円形と思われる。掘り込みは 2層上面（現表土の下）からで

ある。内容物のほとんどが炭である。

硬化面 1 （図73)

中学校体育館横調査区の中央からやや北より、包含層中に40cmx20cmほどの範囲の硬化面があり、

焼土がその上に乗っている。調査区の南側に続いていくようである。遺物の出土はない。

硬化面2 （図73)

構内道路調査区の中央あたり、包含層中に硬化面がある。南北は調査区に切られ、東西はかく乱に

切られているため、範囲は不明である。床面から弥生土器の甕が出土している。
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VI 京町地区の調査

(4)出土遺物（図74・ 75 : 1 ~46) 

以下はすべて中学校中庭調査区出土である。包含層からは古代の土師器、須恵器、近世の陶磁器な

どが出土している。かく乱からは近世の陶磁器、近代の陶磁器などが出土している。

1は包含層出土の須恵器杯である。 2は包含層出土の土師器坪である。 3は包含層出土の須恵器の

蓋である。 4は包含層出土の須恵器の碗である。 5は包含層出土の土師器の甑の胴部である。内外面

丹塗りである。 1から 5の古代の土器はすべてローリングを受けており、表面がすれている。 6から

15は3号土坑出土品である。 6は近世のかわらけ灯明皿である。 D縁内面に灯心の痕が付いている。

7は近世のかわらけ灯明皿である。口縁内面に灯心の痕が付いている。 8は小代焼の湯呑である。 9

は白い磁胎に呉須で模様が染付けられている。 10は小代焼の茶碗である。 11は小代焼の茶碗である。

「牝小路」の刻印があり、上手物である。 12は小代焼の茶碗である。 13は陶器の湯呑である。 14は白

色で良質な磁胎に呉須で氷烈文が描かれている。 15は3号土坑出土のくらわんか碗である。 16は包含

層出土の広東碗である。 17は3号土坑出上の端反り形の磁器碗である。 18はカクラン出土磁器碗であ

る。 19は包含層出土の端反り形の磁器碗である。 20は3号土坑出土磁器皿である。 21は3号土坑出土

の磁器皿である。こんにゃく印判の五弁花文がある。 22は3号土坑出土の陶器皿である。 23は3号土

坑出土の磁器皿である。 24は包含層出土の磁器皿である。口縁が波打っている変形皿である。 25は3

号土坑出土の磁器皿である。磁胎、釉の発色ともに良く、有品である。 26は包含層出土の磁器皿であ

る。こんにゃく印判である。 27は3号土坑出土の磁器皿である。吹き墨技法が用いられている。 28は

3号土坑出土の陶器皿である。 29は薩摩焼の士瓶である。橙色土質の陶胎に透明釉と自然釉が施され

ている。注口は手曲げである。底部外面に煤が付いている。 30は3号土坑出土の用途不明陶器である。

仏具であろうか。黒色の陶胎に茶色の釉薬が施されている。黒色の胎土から見て小代焼だろうか。 31

は包含層出土の瓦器火鉢である。 16~17世紀のものであろう。 32は天草水ノ平焼の陶片である。器種

は不明である。にぶい赤褐色の陶胎に外面は瑠璃釉、内面は灰釉が施されている。幕末ごろの品であ

る。 33は3号土坑出土の陶器の土瓶である。唐津焼だろうか。にぶい橙色の陶胎に茶色の釉薬が施さ

れている。注口は手曲げである。 34は3号土坑出土の陶器の壺か甕である。褐灰色の陶胎に黒色の釉、

その上に白色の釉を垂らしている。胎土から見て小代焼か？ 35は1号土坑出土の端反り形の磁器碗

である。人工コバルトで型紙印刷によって竹林模様が描かれている。明治10~20年代ごろのものであ

る。 36は1号土坑出土の磁器碗である。浅く広がる形をしている。クロム（緑色顔料）で花が描かれ

ている。銅版印刷である。「景文」という銘が入っている。明治30年代～40年代のものである。 37は

1号土坑出土の磁器碗である。底が平らで幅の広い形をしている。法量は300mlほどであり、他の飯

碗よりやや大きい。白色の磁胎に人エコバルトを用いた銅版印刷により「福」、「寿」、窓に梅模様な

どがあしらわれている。明治30年代～40年代のものである。 38は1号土坑出土の磁器碗である。高台

が小さく、斜めに器壁が立ち上がる形をしている。人工コバルトとその他の顔料で笹の葉？が手書き

で描かれている。大正から昭和初期のものである。 39は1号土坑出土の磁器皿である。人工コバルト

で型紙印刷によって窓や花が描かれている。明治10~20年代ごろのものである。 40は1号土坑出土の

磁器皿である。 D縁内面にクロム（緑色顔料）で二重線が描かれている。底部外面中央には瓢箪に

「日陶」銘がある。ノリタケ製国民食器といわれているものであり、昭和16年から20年に配給された

食器である。国民食器はおもに公共の施設に配給される。 41は1号土坑出土の磁器蓋である。人エコ

バルトで「熊本」と筆書きされている。熊本師範学校の食器である。 42は1号土坑出土の磁器蓋であ

る。人工コバルトで「懸立」というゴム印が押されている。熊本師範学校の食器である。 43は3号土

坑出土の陶製ドアノブである。取手部分は白色の磁器である。軸部は鉄製である。 44は3号土坑出土
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2. 教育学部附属小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調査 (0721調査地点）
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VI 京町地区の調査
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2. 教育学部附属小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調'it(0721調査地点）

の

ガラス瓶である。無色透明である。「消毒全乳」「百八十亙」「井上大正舎」という字がプレスされて

おり、牛乳瓶であることがわかる。 45は3号土坑出土ガラス瓶である。青色透明である。サイダー瓶

と思われる。 46は3号土坑出土のトンボ玉である。ピンク色の模様が入っている。 47は構内中央道路

調査区硬化面2から出土した弥生時代後期の甕である。内外面に大小のハケメが施されている。 48は

立会調査において包含層から出土した弥生後期の鉢である。底部外面に細かいハケメが施されている。

底部以外の外面はハケメの後横ナデが施されている。

(5) まとめ

今回の調査では、近世の溝 1条、近代土坑三基、硬化面2か所、その他ピットが検出された。包含

層からは弥生時代後期、古代、近世の遺物、が出土した。弥生時代後期と古代の遺物はほぼすべてが

ローリングを受けているが、その理由は不明である。体育館西側調査区の硬化面 1は、床面に遺物が

ないので時期は不明である。構内道路調査区の硬化面2は、土器の出土から弥生時代後期の住居址と

考えられる。近世の陶磁器は薩摩、天草、小代、肥前などであり、肥前の吹き墨など珍しい技法のも

のや、小代の優品などがある。当該敷地は、近世には、細川藩家老澤村家の屋敷地であり、当時の生

活を復元する資料となっている。近代には当地は県立熊本師範学校（昭和16年から官立）敷地となる。

明治初期から戦前までの遺物が出土しており、寮生活の一端を垣間見ることができる。熊本大学教育

学部同窓会絹『熊本師範学校史（復刻版）』 1985年によると、昭和20年8月10日の熊本大空襲で、寮

2棟（食堂、炊事場、風呂場、衛生室、自習室2棟）が火災全壊、図書室、附属校舎の一部を消失し

たとあり、炭や焼けた遺物が大量に出土した52号、 3号などの土坑は、戦災による消失建物の瓦礫を

埋めた穴である可能性が考えられる。
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VI 京町地区の調査

表9 0721調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遠構 遥物の種類 大きさmm 残存率 調 整 色 詞 儲 考

口径 122 
内而回転ナデ 内而 N6/0灰74 I 包含培 須恵器杯 底径 84 I / 2 

器高 31 外面回転ナデ 外面 N 6 I 0灰

口径 140 
内面回転ナデ 内而 7 5YR 7 / 6橙2 包含層 土師器杯 底径 I / 2 

器甜 36 
外面回転ナデ 外面 7 5YR 7 I 6橙

口径
内而同転ナデ 内面 5 Y 7 I I灰白3 包含層 須恵器菟 底径 136 2 I 3 

器商 24 
外面回転ナデ 外而 5 Y 7 / I灰白

口径 135 内而回転—J-デ 内HIT N6/0灰4 包含層 須恵器碗 底径 93 I I 3 
器商 40 

外面 I汀l転ナデ 外面 N 6 / 0灰

縦 91
内而ナデ 内面： 5YR 6 / 6橙

5 包含層 土師器甑 横 86 胴部破片 内外面丹塗り
厚さ 11 

外面ナデ 外面 5 YR 6 I 6橙

口径 55 
内而：ナデ 内面 5 YR 7 I 6橙

6 3号土坑 かわらけ灯明1lll底径 30 80% こげ付滸
器高 lO 

外面ナデ 外llil 5YR7/6橙

口径 74 
内面：ナデ 内面 10YR8/3浅黄橙7 3号土坑 かわらけ灯明皿 底径 33 完形 こげ付杵

器商 14 
外面：ナデ 外而． IOYR8 / 3浅黄橙

口径 80 
抹茶色の釉に白い梅模様が立

8 3号土坑 小代焼湯呑 底径 40 完形 商台内にグルグル形の削り
器甜 55 

体的に付いている。

口径 73 
9 3号土坑 磁器湯呑 底径 35 2 I 3 白い磁胎に呉須で染付け

器商 55 
口径 150 

土質の陶胎に茶色｀緑色｀白10 3号土坑 小代焼茶碗 底径 46 2 I 3 莉台内にグルグル形の削り。
器高 57 

色の釉

口径
土質の陶胎に茶色、・行白色の 高台内にグルグル形の削り。底部外11 3号土坑 小代焼茶碗 底径 56 2 / 3 

器/,'lj(40) 釉 面に「牝小路」刻印。

口径
12 3号土坑 小代焼茶碗 底径 54 黒色の陶胎に里色の釉 高台内にグルグル形の削り

器高 (63)
口径 84 

褐灰色の陶胎に緑色の釉。呉
13 3号土坑 陶器湯呑 底径 35 I / 2 

器商 47 
須で絵付け。

口径 106 
14 3号土坑 磁器茶碗 底径 口縁の II 4 白色良質の磁胎に藍で染付け 氷烈文 (1780~1820年代）

器高 (34)
口径 122 

灰白色の磁色胎悪に呉須で染付け。15 3号土坑 磁器くらわんか碗 底径 42 I / 2 波佐見？
器高 47 呉須の発悪し。

口径 110 
ややくすんだ白色の磁胎に呉

16 包含層 磁器広東碗 底径 62 90% 19世紀後半
器高 66 須で染付け

口径 114 
白色良質の磁胎に呉須で染付

17 3号士坑 磁器端反碗 底径 45 I I 4 碓末
器高 113 

け

口径 154 
18 撹乱 磁器碗 底径 87 1 / 2 白色良質の磁胎に透明の釉。 粁白磁

器高 55 
口径 104 

ややくすんだ白色の磁胎に呉
19 包含層 磁器端反碗 底径 41 2 I 3 都末

器商 50 
須で染付け

口径 97 
ややくすんだ白色の磁胎に呉

20 3号土坑 磁器lll1 底径 41 80% 内面釉掻き取り。底部外面砂付滸。
器商 20 

須で染付け

口径
灰白色の磁胎に呉須で染付け。 内面の五弁花文はこんにゃく印判。

21 3号土坑 磁器llll 底径 67 I / 2 
器商 16 

呉須の発色悪し。 波佐見？

口径 少し黄ばんだ灰白色の陶胎に

22 3号土坑 唐津焼皿 底径 58 底部のみ完 呉須で絵付け。その上から透 絵唐津？底部外面に「00」刻印。
器高 13 明釉。

口径
白色良質の磁胎に呉須で染付

23 3号土坑 磁器JUl 底径 100 I I 4 蛇の目商台 (19世紀後半）

器高 12 
け

口径 100 
24 包含層 磁器llll 底径 59 80% 白色の磁胎に呉須で染付け 道と石と：1h文。表面が風化している。

器高 25 
口径

白色良質の磁胎に呉須で染付
25 3号土坑 磁器皿 底径 72 底部の I/ 4 こんにゃく印判

器翡 21 
け

口径 125 
白色良質の磁胎に呉須で染付

26 包含層 磁器皿 底径 80 80% 蛇の目商台 (19世紀後半）
器高 31 

け。発色極めて良好。

口径

27 3号土坑 磁器皿 底径 72 I / 2 灰白色の磁胎に呉須で染付け。 吹き屈技法 (17世紀前半～中ごろ）
器商 (13)
口径 180 にぶい黄褐色の陶胎に緑色の 内而釉掻き取り。掻き取り部分に砂

28 3号土坑 磁器皿 底径 64 l I 2 
器高 47 

釉 付杵。

口径 94 橙色土質の掏胎に透明釉と自
29 包含陪 薩摩焼土瓶 胴径 195 2 I 3 

然釉
手Uliげ注口

器商 107 
口径

75 30 3号土坑 陶器仏具？ 胴径 76 ？ 黒色の陶胎に茶色の釉 胎土から見て小代焼か？

器高 (80)
口径 内面 N5/0灰

31 包含層 瓦器火鉢 底径 260 I / 4 内面ナデ外面ナデ 外而． N5/0灰
16-17世紀か

器莉 (92)
縦 (64) にぶい赤褐色の陶胎に外面は

32 3号土坑 水ノ平焼陶片 横 (87) 胴部破片 瑠瑞釉、内面は灰釉。
天草水ノ平焼。猫末。

厚さ 10 
口径

33 3号土坑 唐津焼？土瓶 胴径 160 2 I 3 にぶい橙色の陶胎に茶色の釉 手曲げ注口

器高 (126)
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2. 教育学部附属小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調査 (0721調査地点）

図 番号 遥構 遣物の種類 大きさmm 残存率 詞 整 色 調 備 考

縦 133 褐灰色の陶胎に焦色の釉、そ
75 34 3号土坑 陶器壺 横 136 胴部破片 の上に白色の釉を垂らしてい 胎土から見て小代焼か？

厚さ 8 る。

口径 96 白色の琺胎に人工コパルトで
35 1号土坑 磁器茶碗 底径 34 80% 端反碗。明治10~20年代。

器高 57 
型紙印刷。

口径 112 
白色の磁胎にクロム（緑色）

36 1号土坑 磁器茶碗 底径 37 完形 「猥文」銘。明治30年代
器商 44 

と赤色顔料で銅版印刷。

口径 122 
白色の磁胎に人工コパルトで 「福」字模様、「寿」字模様、窓に梅

37 1号土坑 磁器茶碗 底径 58 完形
器高 63 

銅版印刷。 の花模様。明治30年代

口径 110 
白色の磁胎に人工コパルト等

38 1号土坑 磁器茶碗 底径 39 I / 2 笹の葉模様？大正～昭和20年代
器高 62 

の顔科で手害き

口径 128 
白色の磁胎に人工コパルトで

39 1号土坑 磁器皿 底径 81 80% 型紙印刷。明治10-20年代。
器高 31 

型紙印捌。

口径 180 
白色の磁胎にクロム（緑色） 口縁内面に二重線。ノリタケ製国民

40 1号土坑 磁器lll 底径 112 I I 2 
器高 29 

で印刷 食器。昭和16年～20年。

口径 59 
白色の磁胎に人工コパルトで

41 1号土坑 磁器蓋 底径 130 完形 「熊本」銘。明治30年代以降
器裔 28 

手害き

口径 52 
白色の磁胎に人工コパルトで 「懸立」銘。明治30年代以降。ゴム

42 1号土坑 磁器壷 底径 130 完形
器高 27 

ゴム印 印版。

43 3号土坑 陶器ドアノプ
寵径 58 

取手の磁器は白色 取手は磁器、軸部は鉄製。
縦 61

口径 27 
「消蒋全乳」「百八十亙」「井上大正

44 3号土坑 ガラス瓶 底径 47 完形 無色透明
器高 157 

舎」。牛乳瓶。

口径 26 
45 3号土坑 ガラス瓶 底径 48 完形 粁色透明 サイダー瓶

器高 174 
縦 16

46 3号土坑 陶器とんぼ玉 横 11 完形 ピンク色の模様
罪さ 12 

中央道路区
口径 164 

内而ナデ、ハケメ、指

47 弥生土器甕 底径 1/3 
オサエ 内面： IOYR8/4浅黄橙

硬化面2
器商 148 

外而．ナデ、ハケメ、指 外面 !OYR8/3浅黄橙
オサエ

口径 176 
内面ナデ、指オサエ 内面 IOYR8 / 4浅浅黄黄橙橙48 給食室前立会 弥生土器鉢 底径 l/4 

器商 108 
外面ナデ、ハケメ 外面 lOY R 8 / 3 
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VII 自然科学分析報告

黒髪町遺跡9704調査地点甕棺出土人骨報告

1. はじめに

高椋浩史

（九州大学大学院比較社会文化学府）

歴史上、日本人の骨形態の変化にはいくつかの画期が存在している。その中でも、縄文時代から弥

生時代への変化は非常に顕著なものである。これには大陸からの渡来人による影響が想定されている。

縄文人と比較すると弥生人の骨格の特徴は、長くて扁平な顔、大きなサイズの歯、高身長など、多く

の点で異なっている。この渡来人的形質を持った弥生人骨は、主に北部九J‘91の甕棺墓や響灘沿岸の砂

丘上の墓地から出土している。この地域では多くの資料が蓄積されており、それに伴いこれまでに詳

細な分析が行われてきている。しかし、それ以外の地域では良好な資料が不足しているために、渡来

人的形質がどのように拡散したかについては不明確な部分が多いのが事実である。

今回報告する黒髪町遺跡が所在する熊本平野においても同様で、いくつかの事例が報告されている

ものの、その詳細は不明な部分が多い。熊本平野は、北部九什I式の甕棺の分布域である一方で、在地

の黒髭式土器も甕棺として用いている。このような状況が、人骨の形質的状況とどのように関連する

かは非常に重要な問題と言える。今同、黒髪式上器の標識遺跡である黒髪町遺跡で出土した人骨を調

査する機会を得ることができたので、以下に報告する。

2. 資料と方法

今回報告する資料は、黒髪町遺跡9704調査地点から出土した二体の人骨で、二体とも須玖式の合口

甕棺から出土している。人骨が出士したのは471号墓と541号墓で、どちらも仰臥姿勢で、頭位方向は

東である。二体の人骨ともに保存状態は良好ではない。人骨の所属年代は、考古学的検証から弥生時

代中期後半のものと考えられる（熊本大学埋蔵文化財調査室 2008)。

人骨の計測は主に Martin-Saller(Martin1957) と馬場（馬場1988)の方法を用いた。また、性判定

に関しては中橋（中橋1988)の方法を援用した。年齢推定は主に歯牙の咬耗から判断し、栃原（栃原

1957)の方法を用いた。

3.結果

471号墓（男性・成年以上）

471号墓人骨の残存部位は、頭蓋の一部、左の尺骨および撓骨の骨体の一部、左右大腿骨の骨体の

一部である。残存部位は図76に示している。

性別は乳様突起が発達していること、四肢骨が比較的頑丈なことから、男性と考えられる。年齢に

ついては、特定はできないものの、少なくとも成人以上と考えられる。歯は残存しておらず、風習的

抜歯についても不明である。残存状態が悪いために、頭蓋及び四肢骨の計測を行うことができなかっ

たが、大腿骨に明確な柱状形成は見られなかった。
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黒髪町遺跡9704調査地点甕棺出土人骨報告

471号 541号

図76 471 • 541号墓出土人骨残存部位

541号墓（女性・熟年）

541号墓人骨の残存部位は、前頭骨と側頭骨の一部、四肢骨のうち上肢は左右の上腕骨・左尺骨・

左撓骨のいずれも骨体の一部、下肢は左の大腿骨と腔骨の骨体の一部しか残存していなかった。残存

部位は図76に示している。

性別は、大坐骨切痕が鈍角に近いこと、四肢骨が比較的華奢なことから女性と考えられる。年齢に

関しては、大臼歯の咬耗が象牙質に及び、それが点状あるいは線状に広がっており、栃原分類の

2° a-2° bにあたり熟年以上と考えられる。残存歯種は以下に示しており、すべて遊離歯で

あった。尚、風習的抜歯については不明である。

~ M2 Ml p2 ~ ~ ~ ~ / / / / / Ml M2 / 

¥ M2 Ml p2 ¥ ¥ ¥ ¥ ／ ／ ／ / / / ／ ／ 

（／ ：欠損）

頭蓋の計測可能であった項目のうち、頭蓋最大幅が133mm、最小前頭幅が84mmであった。必要な計

測値は得られなかったものの、おそらく中頭あるいはやや短頭にかたむく中頭であろう。その他の状

況は観察することができなかった。

四肢骨については表10に示している。どの四肢骨も全体の形態が観察できるものはなかった。断面

形態をみると、前腕については他の地域の弥生人骨に比べてやや華奢な傾向にある。また、計測でき

なかった上腕骨も、その形状は決して頑丈なものではなかった。下肢も上肢と同様に、他の地域の弥

生人と比較すると、華奢な傾向にある。大腿骨の柱状形成、および胚骨の扁平性は見られない。

150 



V11 自然科学分析報告

4.考察

以上、黒髪町遺跡9704調査地点から出土した人骨の観察結果についてまとめた。多くの部分が欠損

していたために、 471号及び541号人骨ともに、全体の骨格形状を把握することはできなかった。しか

し、 541号人骨については、上肢と下肢ともにやや華奢な傾向がうかがえた。

熊本県地域の弥生人骨の研究は、資料数の観点から、十分に解明されたとは言いがたい。当該地域

の数少ない弥生人骨を報告している松下孝幸氏によると、熊本県の弥生人骨の中にも、北部九州とよ

く似た特徴をもつ人骨も確認されている（松下1997)。しかし、当時の地理的状況を考慮すると、熊

本県域における渡来人的形質の拡散は一様に説明できるとは考えにくい。

前述したように、熊本県域の弥生人骨の研究は、渡来人的形質が南に向かってどのように拡散して

いったかについての、重要な研究フィールドと言える。さらに、考古学的な現象と対比していくこと

で、弥生時代における人間集団の動きについて、重層的な論理展開が可能となる。そのためにも、今

後、熊本県域における弥生人骨の資料を増やしていく必要がある。

謝 辞：本人骨を調査する機会を頂いた熊本大学埋蔵文化財調査室の小畑弘己先生、ならびに調査に

際して様々なご配慮をいただいた調査室の皆様に感謝を申し上げます。人骨の整理にあたっ

ては、熊本大学考古学研究室の赤崎恵さん、田中麻里子さんにご協力いただきました、記し

て感謝申し上げます。

また、報告書作成の際には九州大学大学院比較社会文化研究院の中橋孝博先生に、多くの

御助言を賜りました。
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表10 四肢骨計測値

黙嬰町 1)北部九州 2)山口 3)大友 4)津雲 5)九州
9704 （弥生） （弥生） （弥生） （縄文） （現代）

R L N M N M N M N M N M 

撓骨

最大長 17 215. 1 21 219. 1 2 207.0 24 208.2 12 199.2 

2 
機能長 11 204.3 20 208.2 2 194 0 26 196.4 12 187.0 

3 
最小周 52 37.9 36 37.4 ， 40.4 30 36.4 12 34. 7 

4 
骨体横径 14 14 56 15. 7 39 15.4 11 16.4 34 14.6 12 14 5 

4 a 
骨体中央横径 24 14.3 28 14.2 11 15.9 12 13.5 

5 骨体矢状径 ， 10 56 10.9 39 10.4 11 11. 2 34 9.8 12 9. 7 
5 a 骨体中央矢状径 24 10.8 28 10. 6 12 10.9 12 9. 7 

3 I 2 長厚示数 11 11. 7 19 17.9 19. 7 25 18.2 11 18. 1 

5 / 4 骨体断面示数 64 3 71 4 56 69. 3 39 68. 1 11 68. 7 34 67.5 10 68.3 

5 a/ 4 a中央断面示数 24 75. 7 28 75.2 11 69. 7 

尺骨

最大長 6 236.5 24 236.9 223.0 12 227.2 12 215.0 

2 
機能長 8 207.6 25 208.0 2 207.0 12 198.6 12 189.2 

3 
最小周 34 34.4 30 34.2 7 33.9 24 32.8 12 32 1 

11 
尺骨矢状径 11 11 54 11. 2 41 11. 3 12 12.8 37 11. 3 12 10.9 

12 
尺骨横径 13 13 54 16.0 41 15.5 11 15.9 37 13.6 12 13.9 

3 / 2 長厚示数 7 16.5 25 16.4 2 16. 7 12 16.4 12 16.8 

11/12 骨体断面示数 84. 6 84. 6 54 70.4 41 73.4 11 82.0 37 83.5 12 77.5 

大腿骨

1 最大長 34 413.4 30 403.9 5 386.8 22 388.2 13 380 1 

2 自然位長 11 40.6 26 399.5 4 378.3 22 381 7 13 375.9 

6 中央矢状径 112 25. 9 50 25.5 30 25.5 45 25.2 13 23.6 

7 中央横径 112 26.6 50 26.2 30 25.2 45 24.2 13 23.2 

8 中央周 lll 82.2 50 80.9 29 80.4 45 78.0 13 74.2 ， 骨体上横径 31 86 31. 2 50 31. 0 30 29. 7 42 28.4 13 27.5 

10 骨体上矢状径 20 86 23.2 50 23.0 30 22. 7 42 22.2 13 21. 3 
8 / 2 長厚示数 11 20. 7 26 20.2 4 20.3 21 20.3 13 19.8 
6 I 7 中央断面示数 112 97. 7 50 97.5 31 102. 1 45 104. 5 13 102.0 
10/ 9 骨体上断面示数 64 5 86 74.9 50 74.5 30 76.5 42 78.2 13 77. 1 
腟骨

全長 20 332.2 20 326.8 3 313.0 17 319.8 14 301 0 
1 a 最大長 30 333.3 23 331. 0 4 324.8 17 324.4 14 306.0 
8 中央最大径 46 27.3 31 26.9 24 27.6 42 27.3 14 24. 7 
8 a 栄養孔最大径 27 97 31. 3 42 30.5 19 30.4 37 30.5 14 28. 1 ， 中央横径 46 20. 7 31 19. 1 26 19. 7 42 17.9 14 18.8 
9 a 栄養孔位置横径 19 98 22 7 42 21. 6 20 21.1 36 19.4 14 21. 1 
10 骨体周 46 75 4 30 72.6 23 75.3 42 73.4 14 70 I 
10a 栄養孔位周 96 84.0 42 82.2 18 81. 6 35 81. 3 14 78.2 
10b 最小周 82 69. 1 44 67 5 24 68.3 35 67.6 14 63.6 
9 I 8 中央断面示数 46 76.2 31 71. 1 23 72. 1 42 65.8 14 76.3 
9 al 8 a栄養孔位断面示数 70.4 97 72.6 42 71. 2 18 70.4 36 63.6 14 74.9 
lOb/ 1 長厚示数 20 21.1 20 20.3 3 21 4 17 21.1 14 21. 2 

1)中橋・永井 (1989)、2)松下 (1981)、3)清野・平井 (1928)、4)阿部 (1955)、錆鍋 (1955)
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写真図版





図版 1 9802調査地点

写真 1 西区北壁（南東より）

写真2 181号土坑（西より） 写真3 3号溝（西区） （西より）

写真4 5号溝（南より） 写真5 作業風景（西より）
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図版2 9802調査地点

写真6 石斧出士状況（北より）

写真8 1号溝掘り下げ状況（東より）
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写真9 迎物出土状況（北より）

写真10 調査区（西区）全景（東より）
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図版3 9802調査地点 • 9802調査地点出土遺物 1

写真11 押型文土器出土状況（北より） 写真12 縄文・弥生土器出土状況（北より）

写真13 東区全景（西より） 写真14 調査委員会現地説明会
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図版4 9802調査地点出土遺物 2
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図版5 9802調査地点出土遺物3
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図版6 9802調査地点出土遺物4
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図版7 9802調査地点出土遺物5
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図版8 9802調査地点出土遺物6
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図版9 9802調査地点出土遺物7
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図版10 9802調査地点出土遺物8
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図版11 9802調査地点出土逍物9
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図版12 9802調査地点出土遺物10

70-75 
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図版13 9810調査地点

写真15 調査区全景 1 （西より）

写真16 調査区中央（南より）
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図版14 9810調査地点

写真17 調査風景 1 （東より） 写真18 調査風景2 （南西より）

写真19 調査風景3 （西より） 写真20 調査風景4 （北より）
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写真21 調査風景5 （南より） 写真22 3号溝（西より）

写真23 3号溝土層断面（西より） 写真24 1号溝南壁土層断面 （北東より）
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写真25 1号溝土層断面（北より）

写真27 8号溝土層断面（西より）

図版15 9810調査地点

'_,̀ -白ミ噂ar4

写真26 10号溝（西より）

写真28 2号竪穴住居址（南西より）

写真29 2号竪穴住居址寝（北より） 写真30 2号竪穴住居址竃掘り下げ状況（南西より）

写真31 2号竪穴住居址竃遇物出土状況（北西より） 写真32 6 ・ 7号竪穴住居址（南より）
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図版16 9810調査地点

写真33 6 • 7号竪穴住居址（南より） 写真34 11号竪穴住居址（南より）

写真35 11号竪穴住居址竃（南より） 写真36 11号竪穴住居址鉄器出土状況

写真37 310号竪穴住居址土屈断面（南より） 写真38 310号竪穴住居址（南より）

写真39 310号竪穴住居址奇（南より） 写真40 310号竪穴住居址 （東より）
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図版17 9810調査地点

写真41 320号竪穴住居址（西より） 写真42 320号竪穴住居址ピット内壷出土状況（北東より）

写真43 6号竪穴住居址掘り下げ状況（南より） 写真44 6号竪穴住居址迅物出土状況（南より）

写真45 6号竪穴住居址竜（南より） 写真46 250号竪穴住居址土層断面（西より）

写真47 250 • 593号竪穴住居址（南より） 写真48 359号竪穴住居址（西より）
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図版18 9810調査地点

写真49 359号竪穴住居址内粘土（南より）

写真51 348号竪穴住居址（西より）
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写真53 348号竪穴住居址（南より）

写真55 4号竪穴住居址寝 （西より）
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写真50 359号竪穴住居址竃 （南西より）

写真52 348号竪穴住居址焼土断面（南より）

写真54 4号竪穴住居址（西より）

写真56 220号竪穴住居址 （南より）



写真57 220号竪穴住居址掘り下げ状況 （東より）

写真59 220号竪穴住居址遺物出土状況 （南より）

写真61 280号竪穴住居址（東より）

写真63 230号竪穴住居址篭（西より）

図版19 9810調査地点

写真58 220号竪穴住居址竃（南より）

写真60 280号竪穴住居址（西より）

写真62 230号竪穴住居址（西より）

写真64 270号竪穴住居址鼈上部焼土（北東より）
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図版20 9810調査地点

写真65 270号竪穴住居址土器出土状況（南より） 写真66 270号竪穴住居址竜（西より）

写真67 270号竪穴住居址紡錘車出土状況（南より） 写真68 270号竪穴住居址内焼土（南より）

写真69 270号竪穴住居址土層断面 1 （南西より） 写真70 270号竪穴住居址土層断面2 （北東より）

写真71 270号竪穴住居址（南より） 写真72 270号竪穴住居址焼土断面（西より）
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図版21 9810調査地点

写真73 270号竪穴住居址（南より） 写真74 370号竪穴住居址（南より）

写真75 290号土坑（東より） 写真76 350号竪穴住居址（南より）

写真77 390号竪穴住居址（南より） 写真78 5号竪穴住居址掘り下げ状況（西より）

写真79 346号竪穴住居址（西より） 写真80 138号土坑（東より）
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図版22 9810調査地点

會`

ー一、 一｀ 
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写真81 138号土坑焼土検出状況（東より） 写真82 現地説明会

写真83 調査風景6 （南西より） 写真84 調査風景7 （南東より）

写真85 調査区全景2 （西より）
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図版23 9810調査地点出土遺物 1
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図版24 9810調査地点出土遺物2
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図版25 9810調査地点出土遺物3
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図版26 9810調査地点出土遺物4
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290号土坑出土遥物 350号住居址出土遺物
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図版27 9810調査地点出土遺物5
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図版28 9810調査地点出土遺物6
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図版29 9810調査地点出土遺物7
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図版30 9801調査地点

写真86 調査区全景（東より） 写真87 I区全景（北西より）

写真88 Il区全景（北東より） 写真89 3号溝（東より）

,....,.;;:, 

写真90 3号溝土層断面（南西より）
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図版31 9801調査地点

-
5 

写真91 3号溝出土骨（北西より） 写真92 1号溝全景（北東より）

写真93 1号溝土層断面（北東より） 写真94 1号溝人骨出土状況（東より）

写真95 30号溝土層断面（北より） 写真96 31号溝土層断面（北より）

写真97 2号溝土阿断面（北より） 写真98 4号溝逍物出土状況（南より）

183 



図版32 9801調査地点

9 -
~ . 

．． 

4; 

写真99 4号溝土層断面（南より） 写真100 25号溝造物出土状況 （南より）

， 

写真101 25号溝（北東より） 写真102 27号竪穴住居址（北西より）

写真103 28号竪穴住居址（北東より） 写真104 28号竪穴住居址窺（北東より）

26号竪穴住居址 （南東より） 写真106 5号掘立柱建物址 （南より）
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図版33 9801調査地点． 9801調査地点出土遺物 1

写真107 15号土坑逍物出土状況（東より） 写真108 15号土坑出土坪（東より）

写真109 発掘調査風景（東より） 写真110 現地説明会
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図版34 9801調査地点出土遺物2
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図版35 9801調査地点出土遺物3
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図版36 9801調査地点出土遺物4
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図版37 9807調査地点
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写真111 調査区全景 1 （西より）
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写真112 南壁土層断面（北より 写真113 調査風景（東より）
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写真114 調査区西半（西より） 写真115 調査区全景2 （西より）
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図版38 9807調査地点

写真116
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1 • 7号竪穴住居址（西より）

写真118 1号竪穴住居址逍物出土状況（南より）
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2号道路2号溝（東より）
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写真120

写真122 3号竪穴住居址（南より）
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2号道路跡（東より）

3号竪穴住居址硬化面（南より）

3号竪穴住居址資 （西より）
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図版39 9807調査地点

写真124 4号竪穴住居址（西より）

写真126 4号竪穴住居址追物出土状況（西より）

写真128 34号竪穴住居址（北より）
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写真130 100号掘立柱建物址（西より）

写真125 4号竪穴住居址（北西より）

写真127 5号竪穴住居址（西より）
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写真129 50号竪穴住居址（西より）
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写真131 200号掘立柱建物址（南より）
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図版40 9807調査地点 •9807調査地点出土遺物 1
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写真132 300号掘立柱建物址（南東より）
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写真133 400号掘立柱建物址（南東より）

写真134 405号ピット須恵器蓋出土状況（北西より）
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図版41 9807調査地点出土遺物2
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図版42 9807調査地点出土遺物3
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図版43 0712調査地点

写真135 1号溝（北西より）

写真137 256号溝 （南西より）

写真139 3号溝検出状況（北西より）

写真141 108号竪穴住居址出土紡錘車（北より）

写真136 255 • 266号溝（南西より）

写真138 256号溝（北東より）
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写真142 108号竪穴住居址出土鉄鏃（北より）
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図版44 0712調査地点

写真143 98号竪穴住居址床面（西より）

写真145 98号竪穴住居址跨帯出士状況（西より）

写真147 98号竪穴住居址完掘状況（西より）

写真149 140号竪穴住居址完掘状況（北西より）
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写真144 98号竪穴住居址鼈（西より）

写真146 98号竪穴住居址「寺」刻書土器（南より）

写真148 128号竪穴住居址・調査区北東側（西より）

写真150 174号竪穴住居址完掘状況（東より）



図版45 0712調査地点

' 

写真151 145号竪穴住居址完掘状況（東より） 写真152 178号竪穴住居址床面（北より）

ム`’

写真153 調査区中央竪穴住居址群（北西より） 写真154 178号竪穴住居址鉄鏃149出土状況

写真155 178号竪穴住居址鉄鏃150出土状況 写真156 2 号 •44号竪穴住居址完掘状況（北西より）

ン^^4’
写真157 60号竪穴住居址完掘状況（南東より） 写真158 59号竪穴住居址床面（南東より）
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図版46 0712調査地点

写真159 59号竪穴住居址炉断面（北東より）

写真161 59号竪穴住居址付近出土土器（南西より）

写真163 177号竪穴住居址出土土器（南東より）

写真165 287号竪穴住居址完掘状況（南東より）
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写真160 59号竪穴住居址炉出土土器（南東より）

写真162 177号竪穴住居址出土土器 （南東より）

写真164 177号竪穴住居址完掘状況（南より）

写真166 175号竪穴住居址完掘状況（南東より）



図版47 0712調査地点

写真167 144号竪穴住居址床面（南東より） 写真168 144号竪穴住居址土器103出土状況

写真169 144号竪穴住居址土器102出土状況 写真170 144号竪穴住居址完掘状況（南東より）

写真171 230号竪穴住居址完掘状況（北西より） 写真172 17号ピット掘削状況（南より）

写真173 調査区北東側完掘状況（北東より） 写真174 調査区中央部完掘状況（北西より）
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図版48 0712調査地点

写真175 調査区北側（北西より）

一
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写真176 調査区南側（北西より）
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写真177 調査区全景（北西より）

写真178 調査区遠景（北より）

図版49 0712調査地点
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図版50 0712調査地点出土遺物 1
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図版51 0712調査地点出土遺物2
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図版52 0712調査地点出土遺物3
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図版53 0712調査地点出土遺物4
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図版54 0712調査地点出土追物5
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図版55 0712調査地点出土逍物6
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図版56 0712調査地点出土遺物7
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図版57 0712調査地点出土遺物8
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図版58 0712調査地点出土遺物9

附録 178号竪穴住居出土竪形鉄製品（遺物番号152)保存処理後に判明した遺物の特性

本報告書執筆後の平成20年12月に178号竪穴住居出土繋形鉄製品（遺物番号152)を、保存処理過程

において、手持ち電動グラインダーを使って錆を削り取ったところ、錆取り前に判断していた遺物の

見解とは異なった見解に至ったため、附録としてその内容を記す。

新たに判明したことは、遺物の形状である。当初は、太い方の端 (A) を先端部分であり使用部分

であると考えていた。しかし、その逆端 (B)に付着していた錆を除去したところ、そちらのほうが

先端に行くにしたがって断面が薄くなってゆく形状をしており、刃部であると考えられた。一方、刃

部と考えていたAは先が尖っておらず、刃部ではないことがわかった。全体的に見るとAが根元、 B

が先側の艇であることがわかった。よってこの遺物を縣と判断する。（図62記載は保存処理前のもの）

保存処理後実測固
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図版59 0719調査地点

写真179 南調査区追構検出状況（西より）

写真181 2号竪穴住居址床面検出状況（南西より） 写真182 1号竪穴住居址床面検出状況（南西より）

'-ヽ

写真183 南調査区完掘状況（東より）

写真185 体育館内調査区完掘状況（南より）

写真180 2号竪穴住居址検出状況（南西より）

写真184 北調査区西側完掘状況（西より）

写真186 中学校校舎内調査区西側試掘（南より）
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図版60 0719調査地点

写真187 中学校校舎内調査区西側試掘（西より） 写真188 中学校校舎内調査区西側試掘（南より）

巴

写真189 中学校校舎内調査区西側試掘（南より） 写真190 中学校校舎内調査区中央完掘状況（北より）

写真191 中学校校舎内調査区東側完掘状況（南より） 写真192 中学校校舎内調査区南側完掘状況（東より）

写真193 小学校校舎内調査区完掘状況（西より）
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写真194 小学校校舎内調査区完掘状況（北西より）



図版61 0719調査地点出土遺物
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図版62 0721調査地点

写真195 中庭調査区表土剥ぎ（東より） 写真196 中庭調査区調査風最1（東より）

写真197 中庭調査区調査風景2 （西より） 写真198 1号土坑遺物検出状況（南東より）

写真199 3号土坑土層断面（南より） 写真200 52号土坑土屑断面（南より）

写真201 中庭調査区南側完掘状況（東より） 写真202 中庭調査区東側完掘状況（南より）
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図版63 0721調査地点

写真203 中庭調査区東側完掘状況（東より） 写真204 中庭調査区中央部完掘状況1 （南より）

写真205 中庭調査区中央部完掘状況2 （北より） 写真206 中庭調査区西側完掘状況（東より）

写真207 体育館西側調査区調査風景（北より） 写真208 硬化面 1検出状況（北より）

写真209 体育館西側調査区北側完掘状況（北より） 写真210 体育館西側調査区中央部完掘状況（北より）
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図版64 0721調査地点

写真211 体育館西側調査区中央部完掘状況（南より） 写真212 体育館西側調査区南側完掘状況（西より）

写真213 構内中央道路調査区西側完掘状況1（西より） 写真214 構内中央道路調査区西側完掘状況2 （北より）

写真215 構内中央道路調査区東側完掘状況（西より） 写真216 硬化面2逍物検出状況 1 （西より）

写真217 硬化面2逍物検出状況2 （西より） 写真218 硬化面2検出状況（東より）
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図版65 0721調査地点出土遺物 1
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図版66 0721調査地点出土遺物2
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所ふ収り遺が跡な名 ふ所り在が地な コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

黒くろか髪みま町ち遺跡 熊本県 32° 130° 19980925 
学校敷地内の開

(9802地点）
熊本市 43201 278 48' 43' ～ 575面

発事業に伴う
黒 髪 57” 73" 19981106 

黒くろか髪みま町ち遺跡 熊本県 32° 130° 19990121 
学校敷地内の開

(9810地点）
熊本市 43201 278 48' 43' 1. 098rrl 

発事業に伴う
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19980728 
1本9んじ庄ょう遺跡
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-19980910 

972rrl 
19981028 学校敷地内の開
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-19981120 

l 75rrl 
発事業に伴う

0712地点） 本 荘 73" 95" 
20070827 

589m 

-20071025 

紀尽うま町ちだ台い遺跡 熊本県 32° 130° 
20071026 
-20071128 230rrl 学校敷地内の開

(0719 ・ 0721地点）
熊本市 43201 238 49' 42' 

20071214 113rrl 発事業に伴う
京 町 6" 14" 

-20071227 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

溝 7 縄塁文斎早期・後期・晩期土器
黒髪町遺跡

集落址
縄文・弥生・

ピット 多数 石前器期・中期土器
(9802地点） 近世

包含層 古弥生代石土器師器

竪穴住居址 26 縄縄古器文文代・石後土土期器錘師～器晩期土器
黒髪町遺跡 集落址

縄文・奈良
溝 5 ・須恵器・鉄

(9810地点） 墓地
平安・中世・

ピット 多数
近世

土坑 2 近中世世磁陶磁器器

竪穴住請居址 3 縄誓文後期・晩期土器
本庄遺跡

集落址
縄文・奈良 掘溝状立 物址 101 

・石土瓦器師・土器錘・須恵器・銅製(9801地点） 平安・近世
土坑 l 

本庄遺跡 縄文・奈良
掘道竪立路穴柱住建居物址址

1 縄文晩期土器
(9807地点）

集落址
平安・近世

2 
古代土師器・須恵器・瓦7 

竪穴住居址 19 
縄古縄世文文代・後石銅陶士期器製器師～品器晩期土器本庄遺跡 縄文・奈良

(0712地点）
集落址

平安・近世
溝 5胃 ・須恵器・鉄
ピット 多数

京町台遺跡
縄文・弥生 竪穴住居址 2 

縄古弥近生代世文石土土陶磁器器師器器 ・須恵器集落址 奈良•平安 溝 l
(0719地点）

近世・近代 ピット 多数

縄文・弥生
竪穴住居址 2 縄聾文石器

京町台遺跡 溝 1 
土土陶器磁師器器器 ・須恵器(0721地点）

集落址 奈良•平安
ピット 多数

近世・近代
土坑 3 近代陶磁
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